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序章 

 

0.1 はじめに  

 

100 年以上にわたって日本のカトリック教会を支え、カトリックの布教に大きく貢献し、

さらには日本の⻄洋⾳楽受容の⼀つの窓⼝ともなった聖歌集の研究意義は極めて⾼い。現

在、日本のカトリック教会において一般に広く用いられている聖歌集は、『典礼聖歌』と

『カトリック聖歌集』である。『典礼聖歌』は、第 2 ヴァティカン公会議（1962〜1965）

以降の日本のカトリック教会の諸典礼のための聖歌集である。1971 年 7 月に第 1 集とし

て『典礼聖歌』が発行されて以来、毎年 1 巻ずつ出版され、第 9 集まで分冊形式で出版

された。1980 年 2 月 24 日、それらの分冊が合本となり、さらに新たに必要な答唱詩編

が加えられ、日本カトリック司教協議会の認可のもと『典礼聖歌』の初版が発行された。

これは第 2 ヴァティカン公会議を頂点とするヨーロッパにおける典礼改革運動後の波が、

日本にも波及した結果といえるだろう1。『典礼聖歌』は典礼用詩編にメロディーを付けた

答唱詩編が収録され、その大部分は髙田三郎（1913〜2000）によって作曲された。 

本論の研究対象は、1966 年 1 月 5 日に光明社から発行された『カトリック聖歌集』の

前身となった明治期以降のカトリック再宣教期において編纂された聖歌集である。『カト

リック聖歌集』は、日本のカトリック教会の中で⻑年歌われ続け、もっとも親しみをもっ

て歌われている聖歌集といっても過言ではない。しかし、1965 年に閉会した第 2 ヴァテ

ィカン公会議後、古いカトリックの体質への拒絶感が教会の中で強く打ち出されたことも

あり、これらの聖歌もかつてほどはその存在感を表さなくなった。聖歌の刷新を訴えた

『典礼聖歌』の序文の中で、当時の典礼委員⻑⻑江恵師（1913〜1998）は、「後者（⺠衆

の歌う一般聖歌）は日本に輸入されて聖歌の主流をなしてきましたが、歌詞も旋律も概し

て感傷的なものが多く、典礼の副物的な要素が強いようです」2と記している。こうした

背景もあり、『カトリック聖歌集』は研究対象としての注目を浴びることも、改訂の試み

がみられることもなかった。 

それでも 1980 年代には日本のキリスト教典礼音楽の歴史に関する資料収集やその後の

研究の必要性が認識されるようになり、1987 年 2 月 9 日には第 1 回典礼音楽専門委員会

が開催された。しかし『カトリック聖歌集』にまで行きついた数々の大正期以来の聖歌に

ついて具体的な研究が行われることはなかった3。近年、カトリック教会の聖歌に関する

重要な先行研究としてエヴァルト・ヘンゼラー氏によるもの（代表的著作は、安足磨由美

氏と共著した『明治期カトリック聖歌集』（教文館、2008 年））がある。ヘンゼラー氏

 
1 新垣壬敏『賛美、それは沈黙のあふれ』 東京：教文館出版部、2001 年、182 頁。 
2 日本カトリック典礼委員会『典礼聖歌』 東京：カトリック中央協議会、1980 年、序文（ペ
ージの割り当てなし）。 
3 第 1 回典礼音楽専門委員会は、1987 年 2 月 9 日に行われた。参加者は、橋本周子、金子圭
子、柳沼千賀子、小沼和夫。 
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の研究は、日本のカトリック聖歌集に関する初めての体系的な研究として極めて重要であ

る。そして現在、再びカトリック教会において聖歌に関する研究意識は、芽生えつつある。

2021 年 6 月 6 日の『カトリック新聞』の川村信三（イエズス会）による記事には、本研

究の研究意識と合致する聖歌研究に関する指摘がある。 

 

『カトリック聖歌集』（1965 年改訂）には、後世に残したい名曲が数多くあります。

一時の「古い体質」への拒絶という「嵐」が過ぎ去り、落ち着きを取り戻した今、あ

らためて、私たちの心に残るメロディーを見直し、歌い継ぐという作業を始めること

は極めて大切なことのように思います。4 

 

0.2 「会衆歌」の定義と研究意義   

 

0.2.1 「会衆歌」とは 

 

本研究は日本のカトリック教会における「会衆歌」の伝統を明らかにするものである。

なお「会衆歌」は今日の日本のカトリック教会において一般によく用いられる言葉ではな

い。そこで、LThK（Lexikon für Theologie und Kirche）の Volksgesang の項目で定義

され、英語圏では Congregational music にあたる、「教会共同体で会衆によって歌われ

る詩節的な宗教歌」として「会衆歌」を定義する。以下に著者による翻訳を引用する。 

 

教会共同体全体で歌われる典礼聖歌、宗教的聖歌。 

中世の始めまで、会衆歌は全キリスト教典礼の中で、自明かつ不可欠な構成要素で

あった。会衆歌は中世の経過において、広範に聖職者の歌へと縮減されていった。

宗教改革者の典礼において⺟語での会衆歌 der muttersprachliche Volksgesang は、

典礼の中で発展し、宗教改革諸教派のアイデンティティーとなった。一方で、カト

リック教会では、元来の会衆歌は、聖職者ならびに専門聖歌隊が行う事柄であり続

け、⺟語の会衆歌は、典礼行為に対して付属的なもの、あるいは平行的なものとし

て付け加わるのみで、厳密な意味での典礼行為そのものとはみなされなかった。典

礼運動（会衆参加の促進）を通して会衆歌が促進され、第 2 ヴァティカン公会議

の典礼改革によって、会衆歌は、共同体全体の典礼的行為として、独自、そして不

可欠の要素として復興された。5 

 

このように、カトリック教会における会衆歌の歴史は古代教会にさかのぼり、典礼内に

おける役割は時代を追うにしたがって変化した。LThK 第 2 版の同項目 Volksgesang で

 
4 川村信三「祈りの記憶は調べと共に」、『カトリック新聞』 4578 号、2021 年 6 月 6 日、4 頁。 
5 Peter Ebenbauer, “Volksgesang” in LThK, 3rd ed., vol. 10, p. 862. 
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はより詳述されているので、以下にその内容を要約する6。 

15 世紀には公的な礼拝における現地語会衆歌 der landessprachliche Volksgesang が拒

絶されていたが、16 世紀にはいると、宗教改革を通してドイツ語の会衆歌は活気づけら

れ、プロテスタント教会では公的な礼拝における位置づけも与えられた。もちろんこの影

響はカトリック教会の会衆歌にも及んだ。カトリック教会でも、特にドイツ語圏において

は、聖歌が増補され、最初の聖歌集が出版され、公的な礼拝の中で⺟語聖歌 das 

muttersprachliche Lied が導入された。このことは、1605 年のマインツ教区聖歌集など

が示している。パーダーボルンやケルン、トリーアのように、教区会議の中で伝統的なラ

テン語聖歌を固守した地域もあったが、17 世紀にはドイツ語聖歌はラテン語聖歌と併せ

て礼拝の中で用いられるようになった。ドイツ以外の国でも、礼拝の中でラテン語教会歌

に加えて、各国語の教会歌は取り入れられるようになったが、⺟語の会衆歌はとりわけド

イツおいて発展した。同時に、17 世紀、18 世紀にはバロック的な豪華絢爛な礼拝音楽が

発展し、典礼における会衆歌の実践の後退もみることになった。啓蒙期に再び会衆歌は新

たな局面を迎え、器楽伴奏を伴う形で作曲されるようになった。とりわけ、カテキスムス

聖歌（教理教育的な歌）、すなわち建徳的で教育的な歌は、会衆歌として広く普及し、多

くの教区の「新しい」聖歌集（教区聖歌集）の誕生を導いた。こうして、ドイツ語の会衆

歌は典礼の中で不可欠のものとなった。19 世紀の教会音楽改革では、グレゴリオ聖歌と

パレストリーナ的音楽を模範として、中世の聖歌やポリフォニー・アカペラ音楽を取り戻

すような動きもあったが、セシリア運動と関連して促進された会衆歌としてのドイツ語教

会歌は、典礼[公的な礼拝]以外の礼拝にとって、有効な教会の規程にふさわしい形で復興

された。 

教皇ピウス 10 世（Pius X, 1835〜1914、在位 1903〜1914）の自発教令『牧者の役割

を果たすにあたって Tra le sollecitudini』は教会音楽の法典として、教会音楽にふさわし

い典礼によって規定される典礼音楽の全般的な問題を規制しただけではなく、礼拝におけ

る会衆の行動的な参加の精神において会衆歌をとりわけ強調し、会衆歌としてのラテン語

典礼聖歌の導入を求めた。教皇ピウス 11 世（Pius XI, 1857〜1939、在位 1922〜1939）

は 、 使 徒 憲 章 『 デ ィ ヴ ィ ニ ・ ク ル ト ゥ ス ・ サ ン ク テ ィ タ ー テ ム Divini cultus 

sanctitatem』の中で、この考えをさらに深め、教皇ピウス 12 世は、回勅『典礼につい

て メディアトール・デイ Mediator Dei』（1947 年 11 月 20 日）と回勅『教会音楽につ

いて ムジカエ・サクラエ・ディスキプリナ Musicae sacrae disciplina』（1955 年 12 月

25 日）の中で、ラテン語並びに⺟語における会衆歌をとおして、信者の典礼における行

動的参加を要求した。このような教会音楽の位置づけ及び典礼における信者の位置づけは、

典礼に関する⺠衆歌、宗教的な⺠衆歌と違うものとしての、会衆歌の強調を決定づけた。 

上述のとおり、会衆歌は、古代キリスト教から現在に至るまで、礼拝における位置づけ

 
6 Karl Gustav Fellerer, “Volksgesang” in LThK, 2nd ed., vol.10, pp. 851-854. 
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が様々与えられてきたが、ドイツ語圏における 18 世紀末から 19 世紀初頭の間の「啓蒙

思想的カトリシズム」あるいは「カトリック啓蒙思想」による改革意識がもたらした会衆

歌のレパートリーと聖歌集の編纂形態は、その中でも極めて重要である。この時代の詩と

旋律の双方が、20 世紀の典礼改革に至るまでのミサに影響を及ぼし、今日なお、聖歌集

に重要な位置を占める7。 

また「会衆歌」は、より広範な意味をもつ「教会歌 Kirchenlied」にも含まれる概念で

ある。LthK 第 3 版の中で、「教会歌 Kirchenlied」は、礼拝の中で「会衆が歌う現地語に

よる歌曲（詩節的なリート）」として定義されている。該当箇所の中で 

 

教会歌 das Kirchenlied は特に、厳密に典礼的に形作られていない礼拝、読誦ミサ、

ドイツ語による荘厳ミサ、私的礼拝、秘跡および準秘跡、行列、において用いられ

ている。しかし、歌ミサ der Missa cantata8やラテン語ミサにおいても、礼拝の前

後、あるいは説教の前後には用いることができる。9 

 

とある。本論において扱う聖歌のすべては「詩節的」であり、これがグレゴリオ聖歌や答

唱詩編、応唱、交唱との差別化という点で重要である。 

な お 、 1936 年 に 札 幌 、 光 明 社 よ り 出 版 さ れ た 『 ロ ー マ 字 獨 和 辭 典 』 に は 、

Kirchengesang は「聖堂における唱歌」、Kirchenlied は、「讃美歌、聖歌」という訳語で

説明されている。本研究の対象は「聖堂における唱歌」、Kirchenlied である。 

 

0.2.2 教会音楽に関する教皇令 

 

 LThK の「会衆歌 Volksgesang」項目の中にも記されている通り、20 世紀以降になる

と、教皇令において、典礼のための音楽に関する具体的な法令が定められるようになった。 

教会音楽に対する最初の教皇令であり、教会音楽史上もっともよく知られた教令としては、

「音楽の教皇」とも呼ばれるピウス 10 世が在位 1 年目に発布した上述の自発教令『牧者

の役割を果たすにあたって Tra le sollecitudini』（1903 年 11 月 22 日）がある。ピウス

10 世は、よからぬ状況にある歌と教会音楽を念頭において、芸術が礼拝に奉仕すること

が許されてきたことを前提に、教皇の使徒的権威の法的効力の完全性に基づいて、「教会

音楽の法典」としての法的権力を授け、すべてのものに心を尽くして最も忠実な従順を命

 
7 Dietrich Meyer, “Kirchenlied und Gesangbücher im 18. Jahrhundert,” in Das 17. und 18. 
Jahrhundert, Kirchenmusik im Spannungsfeld der Konfessionen, edited by W. Hochstein, 
C. Krummacher, (Laaber: Laaber, 2012), p. 202. 
8 歌ミサ（missa cantata）とは、司式司祭と歌隊（聖歌隊）および会衆がそれぞれの典礼の
部分を、役割に応じて歌っていくミサを言う。ミサの聖書朗読や典礼文もただ読まれるだけで、
聖歌は全く歌われないか、ごくわずかしか歌われない読唱ミサ（missa recta）に対する言葉。
（小田賢二「歌ミサ」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、1996 年、第 1 巻、687 頁。 
9 W. Lueger, “Kirchenlied” in LThK, 2nd ed., vol. 5, pp. 231-233. 
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じている。 

 ピウス 10 世によれば教会音楽は、礼拝の目的、すなわち、神の賛美と信者の聖化、教

化に関与し、教会儀式の尊厳と輝きを高めることに役立つものである。そのために教会音

楽は、「聖性 sanctitas」、「形式の善 bonitas formarum」、「普遍性 universalitas」の特性

を持つべきである。そして、これらの特性がみられるグレゴリオ聖歌は「教会音楽の最高

の規範 exemplar optimum sacrorum musicorum」である。また、必要な人材や手段に

不足していない場所（重要なバジリカ、カテドラル、神学院など教会機関の教会などで行

われる荘厳な教会儀式）では、パレストリーナを規範とする古典的ポリフォニーも上述の

特性を優れた程度で所有しているとも指摘した。カトリック教会の固有の言語はラテン語

であり、それゆえに荘厳ミサの中で⺟語を歌うことは禁止されたが、行列などでのみ⺟語

が用いられることが許された。 

こうしたピウス 10 世の示唆は、一見、会衆歌を否定する様であるが、この自発教令中

においては一般信者が祈りへ参加することも同時に促している。 

 

本当のキリスト教精神が、すべての観点から開花し、すべての信者の中で保たれる

ことが、いまや、我々の最も鮮やかな願いとなったので、私たちは、何よりもまず、

神の家の聖性と威厳のために配慮しなければならない。なぜなら信者たちは、彼ら

の第一の不可欠の源泉、すなわち、教会の至聖なる神秘と、公の祭儀的な祈り[ミ

サ]への行動的参加から、その精神を汲みだすためそこに集っているからである。

10 

 

そしてその際、「特に、グレゴリオ聖歌が会衆の歌として導入され、信者の人々が、か

つてそうだったように、教会礼拝に再びより行動的に参加できるよう、配慮されることを

望む」11とも記している。 

教皇ピウス 10 世によるこの教令をもとに、教会音楽は法典化の道を進んだ12。そして、

続く教皇ピウス 11 世もまた、25 年前に発布された自発教令を踏まえながら、その後の

25 年の経験を生かした『典礼、およびグレゴリオ聖歌、および教会音楽の促進に関する

使徒憲章 Mortalium Animos』（1928 年 12 月 10 日）を発布した。その中でピウス 11 世

は、グレゴリオ聖歌の重要視、信者の典礼への積極的な参加を引き継いでいる。 

 

 
10 Papst Pius X, Motu proprio--Tra le sollecitudini, 1903. “Etenim cum nihil Nobis potius 
sit et vehementer optemus ut virtus christianae religionis floreat et in omnibus 
Christifidelibus firmior sit, templi decori provideatur oportet, ubi Christicolae 
congregantur ut hoc virtutis spiritu ex priore fonte fruantur, quae est participatio 
divinorum mysteriorum atque Ecclesiae communium et solemnium precum.” 
11 Papst Pius X, Motu proprio--Tra le sollecitudini, 1903. “Praesertim apud populum 
cantus gregorianus est instaurandus, quo vehementius Christicolae, more maiorum, 
sacrae liturgiae sint rursus participes.” 
12 ヘンゼラー『明治期カトリック聖歌集』 東京：教文館、2008、70 頁。 
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信者が典礼により積極的に参加するためには、会衆が歌う部分に関しては、会衆自

身が歌うグレゴリオ聖歌が再び導入されるべきである。実際問題として、最も必要

なことは、信者が典礼においてよそ者や傍観者のようではなく、むしろ典礼の美し

さに心底感動していること、そして、彼らが与えられた規則に従って司祭や聖歌隊

と交替で歌うまでに聖なる儀式に参加することである。このことは、ラテン語でプ

ロセッシオと呼ばれる祝祭的な行列において、聖職者と敬虔な信者たちが整列して

道を行く時も当てはまる。もしこのことがうまくいけば、ラテン語あるいは俗語で

唱えられる共同の祈りに際して、会衆が低い声でつぶやくようなことが、ほとんど、

あるいはまったくなくなる。13 

 

ピウス 11 世はさらに、聖職者や司式者への教育だけではなく、会衆への音楽教育の促

進を要請している。以下の引用文にもある通り、音楽を宗教教育の一部と見なしているか

らである。 

 

司教や教区⻑の指導のもとで、教区司祭ならびに修道司祭は、熱⼼に、個⼈的、あ

るいは他の専門家を通して、典礼と音楽に対する教育を、会衆に与える努力をしな

ければならない。そのような教育は、すなわち、宗教教育の一部なのである。14 

 

これらの教皇令において、教会音楽の中でのグレゴリオ聖歌の規範的な位置づけを確認

しながらも、典礼への信者の行動的な参加、さらに音楽がもつ教化的な役割が強調されて

いることは、会衆歌を本研究で論じるうえで重要である。なお、このピウス 11 世の教令

は、日本においても信徒に告知されている。例えば、札幌の光明社から出版されていた

『光明 : 週刊公教新聞』の中では、1929 年 4 月 28 日と 5 月 5 日の 2 週にわたって、「典

禮及び聖楽に關する現教皇の教令」という記事が掲載され、教皇ピウス 11 世の教令の内

容を包括的に翻訳し掲載している15。 

 
13 Papst Pius XI, Constitutio Apostolica Divini Cultus Sanctitatem—De Liturgia Deque 
Cantu Gregoriano et Musica Sacra Contidie Magis Provehendis. 1928. “IX. Quo autem 
actuosius fideles divinum cultum participent, cantus gregorianus, in iis quae ad populum 
spectant, in usum populi restituatur. Ac revera pernecesse est ut fideles, non tamquam 
extranei vel muti spectatores, sed penitus liturgiae pulchritudine affecti, sic caerimoniis 
sacris intersint — tum etiam cum pompae seu processiones, quas vocant, instructo cleri ac 
sodalitatum agmine, aguntur — ut vocem suam sacerdotis vel scholae vocibus, ad 
praescriptas normas, alternent; quod si auspicato contingat, iam non illud eveniet ut 
populus aut nequaquam, aut levi quodam demissoque murmure communibus precibus, 
liturgica vulgarive lingua propositis, vix respondeat.” 
14 Papst Pius XI, Constitutio Apostolica Divini Cultus Sanctitatem—De Liturgia Deque 
Cantu Gregoriano et Musica Sacra Contidie Magis Provehendis. 1928. “X. In hoc utriusque 
cleri industria desudet, praeeuntibus quidem Episcopis et locorum Ordinariis, ut, per se 
vel per alios rei peritos, liturgicam musicamque populi institutionem curent, utpote cum 
doctrina christiana coniunctam.” 
15 「典禮及び聖楽に關する現教皇の教令（一）」『光明 : 週刊公教新聞』 1929 年 4 月 8 日、
673 号、1 頁。「典禮及び聖楽に關する現教皇の教令（二）」『光明 : 週刊公教新聞』 1929 年 5
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0.2.3 「会衆歌」を研究対象とする意義 

 

 会衆が生み出す音楽に関する研究の手引書 Studying Congregational Music: Key 

Issues, Methods, and Theoretical Perspectives が 2021 年 2 月にロンドンのラウトレッ

ジ社から出版された。この第 1 部「方法論的観点 Methodological Perspectives」の冒頭

では、音楽は典礼の不可欠な部分である一方で、典礼学者や神学者による研究のなかで

「会衆歌」に関する研究はそれほど行われてきていないことが指摘される16。典礼学にお

いては聖体や典礼文、教理にかかわる研究が盛んに行われているが、音楽は特殊な知識、

技術が必要な分野としてこれまで研究の中心に置かれることはなかったからである17。し

かし、会衆歌の典礼内での位置づけや⺟語による会衆歌は、第 2 ヴァティカン公会議の

典礼改革において中心的なテーマである典礼における会衆の行動的参加にかかわる重要な

問題である。それゆえに、世界的な研究状況を見ると、この 10 年の間に極めて研究が活

発になっている。 

 特に、教会共同体における会衆音楽の中でも会衆歌のテクストというのは、時代を超え

た会衆音楽の動きを理解するための要素の一つであり、テクストを通して典礼における

人々の信心を理解することができる18。 

本研究では、典礼における会衆の参加の手段であった会衆歌に注目し、さらに非ラテン

語圏にあり、グレゴリオ聖歌の浸透が難しかった日本において、どのように会衆歌が宣教

的な位置づけを与えられていたか、また信者の信仰教育にも寄与したかを論じる。近年、

キリスト教音楽研究の中で最も注目されている研究分野である「会衆歌」の日本における

ケーススタディとして、本論を位置付けることもできるであろう。 

 

0.3 カトリック教会における宣教とインカルチュレーション 

 

0.3.1 カトリック教会における 20 世紀の宣教意識 

 

 宣教は「主キリストによって命名された教会の本質的使命」19である。16 世紀以降は

特に、カトリックの福音宣教が世界的に拡大された。日本において初めてキリスト教がも

たらされたのは、イエズス会士フランシスコ・ザビエルが 1547 年に日本人と出会い、

 
月 5 日、674 号、1 頁。 
16 Andrew Mall, Jeffers Engelhardt and Monique M. Ingalls, eds. Studying Congregational 
Music Key Issues, Methods, and Theoretical Perspectives. London; Routledge, 2021, p. 11. 
17 Ibid., p. 11. 
18 Lester Ruth, “In case you don’t have a case: Reflections on methods for studying 
congregational song in liturgical history” in Studying Congregational Music, (London; 
Routledge, 2021), p. 13. 
19 越前喜六「宣教」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2002 年、第 3 巻、823 頁。 
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1549 年に来日した時である。当時から、高度の文化を持つ宣教国では、その国の文化に

適応するように心がけられており、ザビエルも日本人が文字を読めることを知ると、教理

問答書を日本語で印刷することを希望した。宣教師たちは概念規定の明確な宗教用語には

仏教用語も積極的に使用しながら宣教を試みた。しかしもちろんそこには限界があり、教

会の歴史的、伝統的用語、すなわち教理、典礼、祈祷文は原則的にラテン語またはそれと

共通性のある、ポルトガル語が用いられるようになった20。 

19 世紀末のパリ外国宣教会による再宣教時代には、かなり早い段階から日本語を取り

入れる動きがみられた。背景には、パリ外国宣教会の設立当初からの理念として掲げられ、

布教聖省の 1659 年の指針にも明記されるように、宣教国の風習を尊重しそれに順応する

ことが重要視されたことがある21。20 世紀にはいると、4 人の教皇による勅書（ベネディ

クトゥス 15 世（Benedictus XV, 1854〜1922、在位 1914〜1922）の使徒的書簡『マクシ

ムム・イルド Maximum Illud』、ピウス 11 世の回勅『レルム・エクレジエ Rerum 

Ecclesiae』、ピウス 12 世の回勅『エヴァンゲリイ・プラエコネス Evangelii Praecones』、

ヨハネ 23 世（Ioannes XXIII, 1881〜1963、在位 1958〜1963）の回勅『プリンケプス・

パストールム Princeps Pastorum』）によって、さらに宣教に際しての指針が提示された。

その中には、宣教の活動は福音のメッセージとナショナリズムを混同してはいけないこと、

福⾳と植⺠地主義を推し進める宗教とを混同する危険があってもいけないことが明記され

た。ピウス 11 世は特に、宣教活動の緊急性を繰り返し強調、その⼟地の教会が成⻑する

ことを力説し、その土地の聖職者が外国人宣教師と同等の知識と権限を持つ必要性を主張

した22。 

こうしたカトリック教会における宣教態度も、現地語での聖歌集の編纂を促した背景に

あった。特に 20 世紀において、実りある宣教はそれぞれの文化の諸要素を借りることな

しにはあり得ない、すなわち宣教におけるいわゆる「インカルチュレーション」の考え方

が一般的になった23。非ラテン語文化圏において、より多くの人々に働きかけるため、ま

た信心を広める上では、典礼文の翻訳より聖歌の翻訳は容易に、またそれほどの制限なし

に行えたのである。 

 

0.3.2 アジア宣教の中での聖歌の意義 

 

 日本では、パリ外国宣教会をはじめとする各宣教師によって、19 世紀末、20 世紀初頭

から日本語による聖歌が導入されていたが、他の国においても同様にそうした努力を見る

 
20 海老澤有道「キリシタン用語」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、1998 年、第 2 巻、
448〜451 頁。 
21 M. コーナン「パリ外国宣教会」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2009 年、第 4 巻、
80〜83 頁。 
22 越前喜六「宣教」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2002 年、第 3 巻、826 頁。 
23 J.スィンゲドー「インカルチュレーション」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、1996
年、第 1 巻、533〜534 頁。 
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ことができる。ただし、中国などのアジア諸国では、厳しい弾圧があった時代もあり、そ

れほど研究が進んでいるわけではない。 

 ここで、朝鮮半島のカトリック教会の歴史を簡単に概観する。日本にカトリックが伝え

られたのは 1549 年であるが、朝鮮半島においてカトリックの布教が開始されたのは、そ

の 200 年以上後の 1784 年であった。伝来初期に続いた為政者による厳しい迫害によって

多くの殉教者を出したという点では、日本のカトリック教会と朝鮮半島のカトリック教会

は類似している24。 

1831 年 9 月、教皇グレゴリウス 16 世（Gregorius XVI, 1765〜1846、在位 1831〜46）

は、朝鮮教会からの司祭派遣の要請に応える形で朝鮮教区を北京教区から独立させ、パリ

外国宣教会に布教を任せた。1886 年の韓仏修好条約によって朝鮮半島における宗教の自

由が部分的ながら認められるまでは極めて厳しい迫害が行われ、数多くの殉教者が出るこ

とになった。しかし、その後信者の数は目まぐるしく増大し、20 年後の 1905 年になる

と信者数は６万４千人余りに増大した。1906 年以後、日本統治下 30 余年の間にも信者

数はたゆまず増加し、1926 年には 10 万人を突破した。 

19 世紀末から 20 世紀初めは、まさに朝鮮半島におけるカトリックの発展期にあり、こ

の時期に聖歌集も出版された。1923 年、朝鮮半島において最初の公式聖歌集『朝鮮語聖

歌 （조선어성가）』が出版された。볼프라모（Wolframus Fischer, 陳道光, 1903〜1938）

師は新しいテクストとともに新たな聖歌を多数作曲し、典礼暦に従ってこの聖歌集を編纂

した。この聖歌集に含まれた聖歌は、今日まで「伝統的な聖歌（가톨릭성가）」として歌

われ続けている。こうした聖歌集の編纂は、元山（ウォンサン）教区のベネディクト会に

よる、典礼への会衆の積極的な参加を促す努力の一つとして行われた25。日本と朝鮮のカ

トリック教会の歴史は、聖歌集の観点でも類似点を見出すことができるといってよいだろ

う。 

こうした非ラテン語圏の宣教における聖歌の役割は大きかったにもかかわらず、これま

でほとんど研究が行われていない。宣教会の布教指針には聖歌の現地語訳等について言及

されていないが、この研究を通して、布教戦略の中での聖歌の位置づけに関しても論じる。 

 

0.3.3 聖歌に見られる日本における洋楽受容の一側面 

 

会衆歌における⺟語使用は本論文の主題であるが、それらの会衆歌は、いずれも日本語

のテクストを持った⻄洋旋律である。例外的に、日本⼈作曲家による聖歌が 20 世紀初頭

 
24 徐賢燮「韓国カトリック教会の成⻑に関する⼩考」、『⻑崎県⽴⼤学国際情報学部研究紀要』
第 14 号、2013 年、205〜217 頁。 
25 [박물관 문화 순례] 왜관수도원 100주년 역사전시관『가톨릭신문（カトリック新聞）』
2015.7.5. 2951 号、12 面。 
https://www.catholictimes.org/article/article_view.php?aid=268677&params=page%3D2%2
6acid%3D751 accessed Oct 20, 2021. 
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の聖歌集に含まれたことはあったが、日本人作曲家による聖歌が大部分を占める聖歌集が

出版されるのは、第 2 ヴァティカン公会議以降のことである。すなわち、日本語で歌わ

れていようとも、宣教師が日本にもたらした教会音楽は、日本における洋楽受容の一端を

担っていたといえよう。 

⼀⽅で、日本における⻄洋⾳楽の受容の⼀側⾯としてキリスト教の役割は既にこれまで

も論じられてきているが、それはいずれもプロテスタント教会の讃美歌が中心でカトリッ

ク教会の礼拝における音楽に焦点が当たることは極めて少なかった。それは往々にして、

カトリック教会の典礼においては、第 2 ヴァティカン公会議までラテン語が主に使われ、

聖歌もそれに伴ってグレゴリオ聖歌を一部の人々（聖歌隊や聖職者）が歌ってきたと考え

られてきたからである26。しかし、明治以降の再宣教の歴史とそれに伴って作られた聖歌

集の歴史をたどることで、日本において会衆が日本語で⻄洋⾳楽を歌うという習慣は、当

初から行われてきていることがわかってきている。 

さらに、プロテスタント教会とカトリック教会における讃美歌集、聖歌集の編纂は時期

の点でも共通している。プロテスタント教会では、聖書をその国の言語に翻訳し、礼拝の

中では会衆が共に歌うことを基本としており、宣教師の来日当初から積極的に聖歌集を編

纂している27。明治期には、アメリカから多くのプロテスタント教会宣教師が来日したが、

各宗派でそれぞれ独自の讃美歌集を編纂した。1870 年代には、一致教会系、組合協会系、

メソジスト教会系、バプテスト教会系、聖公会系がそれぞれ聖歌集を編纂し、続いて、福

音系、救世軍、さらにルーテル教会系と続いた。当初はそれぞれ個々の聖歌集を使用した

が、1900 年、Ｇ. オルチン師（George Allchin, 1852〜1935）は第 3 回宣教師協議会の中

で、日本語による共通讃美歌集を持つ必要性を訴えた。その理由としては、「経済性」、

「有効性」、「親交」を挙げている28。これを受けて、共同で讃美歌集を出版することが決

まり、五教派（メソジスト教会、浸礼教会、一致（日本基督）教会、組合教会、基督教会）

による讃美歌委員会が組織され、1903 年に『讃美歌』が出版された。この聖歌集は 1921

年、1954 年に大きな改訂が行われた。統一聖歌集の編纂という点では、プロテスタント

教会がカトリック教会に先行して行っており、カトリック教会が最初の統一聖歌集を編纂

するにあっては、プロテスタント教会の聖歌集を踏まえていることがわかる29。 

このように、カトリック教会、プロテスタント教会は双方で様々な旋律を日本語聖歌集

に取り入れ、歌い続けてきた。こうした旋律について、明治政府は積極的に利用し、唱歌

 
26 中村 理平『キリスト教と日本の洋楽』 東京：大空社、1996 年、17 頁。 
27 手代木俊一『讃美歌と聖歌と日本の近代』 東京：音楽之友社、1999 年、84 頁。 
28 同前、78 頁。  
29 「新しい聖歌集に就いて」『日本カトリック新聞』 1932 年 9 月 4 日（360 号）、4 頁。「新
作の聖歌の時期尚早であることは、既にプロテスタント教徒も経験した。彼等の手に依つて最
近出版された新聖歌集中に収められた六百の聖歌中、日本で作られたものは其の中の六分の一
の百篇のみで、其の軸は全部基督教會に於いて、世界共通的に用ひられて来たものを日本歌詞
にして採用したものである。」 
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にも影響を与えたことはこれまでも指摘されてきている30。『君が代』へ讃美歌の旋律が

引用されていることからもそのことは明らかである。本研究を通して、唱歌と聖歌の関連

性、そして日本の聖歌集に積極的に取り入れられた旋律の特徴について検証する。 

 

0.4 これまでの日本のカトリック聖歌集に関する研究  

 

日本のカトリック聖歌集に関する研究はこれまで限定的にしか行われてこなかった。そ

の中で、エヴァルト・ヘンゼラー（Ewald Henseler）による功績は極めて大きい。2008

年のヘンゼラーの著書『明治期カトリック聖歌集』には、日本のカトリック教会音楽の研

究状況に関して、 

 

カトリック教会の⾳楽も⻄洋⾳楽の多⼤な影響を受けたが、[……]その音楽につい

て体系的に研究された文献はもちろんのこと、洋楽との関連性について述べられて

いるものはほとんど見当たらない。31 

 

と指摘されている。同書の中で、ヘンゼラーは明治期の聖歌集に関して、明治期に出版さ

れた日本のカトリック聖歌集一覧とそれぞれの詳細な研究成果を明らかにしている。また、

現行の『カトリック聖歌集』（1966）に関しては、その編纂経緯や選曲方法などを「『カ

トリック聖歌集』(1966)と日本人の作曲による聖歌」（2002）の中で詳細に論じている。

この論考には、『カトリック聖歌集』に収録されている日本語聖歌の由来となったドイツ、

フランス聖歌の一覧が付録として掲載されている。ヘンゼラーによる⻑年の研究成果のお

かげで、日本のカトリック教会における明治期の聖歌に関して、大枠を知ることができて

いる。 

一方で、これらの中間にある大正、昭和初期の聖歌集の研究はこれまでほとんど行われ

てきていない。しかし 1966 年の『カトリック聖歌集』は、その元をたどれば、日本にお

ける初めての統一聖歌集『公教聖歌集』（1933）の増補改訂版（1948）にさらに改訂を加

えたものである。また、『公教聖歌集』（1933）の編纂に当たって、構成や選曲において

モデルとなったのは、当時札幌で宣教を行っていたフランシスコ会司祭が編纂した札幌教

区聖歌集『公教會聖歌集』（1918）である。これらの 2 つの聖歌集は、日本における会衆

歌の伝統の始まりとして極めて重要である。 

そこで本論では特に、『公教會聖歌集』、『公教聖歌集』に焦点を当て、日本における会

衆聖歌の伝統を網羅的に調査することで、これまでに行われてこなかった分野に関する基

礎的な研究を行う。 

 

 
30 中村 理平『キリスト教と日本の洋楽』、574 頁。 
31 ヘンゼラー、安足磨由美『明治期カトリック聖歌集』、10 頁。 
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0.5 資料調査報告 

 

本研究で扱う文献資料は、研究対象となった聖歌集の出版時期において日本のカトリッ

ク教会において公式に出版された定期刊行物、聖書、『公教要理』、『共通規定』、独和辞典、

キリスト教用語辞典などである。定期刊行物としては特に、『カトリック新聞』、雑誌

『聲』、『光明 : 週刊公教新聞』、『キリストの光、Phos Christou』を調査対象とした。 

『カトリック新聞』は日本カトリック司教団の直轄のもとに日本におけるカトリック教

会全体の唯一の機関誌として 1923 年に『公教⻘年時報』の号数を受け継いで創刊された。

『公教⻘年時報』の創刊第 1 号は 1923 年 1 月 1 日に東京の公教⻘年会より発行され、当

初は月 2 回の発行を目指した。その後、1923 年 5 月 1 日付（第 9 号）から『カトリッ

ク・タイムス』と改題された。さらに、1931 年 6 月 4 日付（第 273 号）から『日本カト

リック新聞』と改題し、週刊となった。発行場所も、東京教区・カトリック中央出版部に

移管された。第 2 次世界大戦の影響から 1945 年 2 月 25 日をもって一時休刊となったが、

1945 年 11 月 28 日に『カトリック新聞』として復刊された32。聖歌集の告知、聖歌の評

釈、演奏会の宣伝や報告記事、また⻄洋⾳楽の楽曲解説など多くの⾳楽関連の記事が掲載

されている。 

『聲』は、1891 年 2 月に大阪司教によって京都で発行された小冊子にさかのぼる。

1899 年、発行所は東京に移り、東京教区の公教雑誌として表題も『聲』となった。戦争

中、一時中断したこともあるが、現在に至るまでその意義は大きく、「信者の信仰霊性を

高める伝統ある雑誌として、日本では固有な雑誌である」33と評価される。 

また、日本にベネディクト会を創立した司祭の一人ヤイザル（Hildebrand Yaiser, 

1901〜1983）が編集を手掛けたドイツ語による雑誌（部分的にフランス語）『キリストの

光、Phos Christou』（1938〜1944 年に発行）も調査の対象とした。 

なお、『光明 : 週刊公教新聞』に関しては、本論の 1.3.2 で詳述する。 

一方、宣教師が所属管区に報告している資料等については、その存在自体が不明であり、

調査を行うことができていない。フルダ修道院は現在既に当時の資料を所蔵しておらず、

ヘンゼラーによるとこれ以上の資料調査は不可能であるとのことであった34。また日本の

教会におけるアーカイブ調査を試みるため、聖歌集の出版地である北一条教会[北海道、

札幌]、北十一条教会[北海道、札幌]、日本におけるカトリックの神学校（東京カトリック

神学院[東京、練馬]、聖スルピス大神学院[福岡、福岡]、フランシスコ会神学院聖アント

ニオ修道院[東京、世田谷]）、関連する教育機関（藤女子大学、光星学園[北海道、札幌]、

聖グレゴリオの家 宗教音楽研究所[東京、東久留米市]）、また現在、日本カトリック司教

 
32 塚原嘉平治「カトリック新聞：日本」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、1996 年、
1145〜1146 頁。 
33 三竹洋一「『聲』、」『新カトリック大事典』 東京：研究社、1998 年、第 2 巻、858〜859 頁。 
34 ヘンゼラー氏へのインタビュー中。（2021 年４月１４日、上智大学内 SJ ハウス（イエズス
会の修道院）） 
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協議会の本部を置くカトリック中央協議会[東京都、江東区]での調査、聴き取りを行った

が、いずれの場所にも、日本で出版された聖歌集や典礼書本体を除くと、ほとんど当時の

資料は残されていない事実が判明した。司祭や教会関係者によると、宣教師が持ち込んだ

聖歌集やそのほかの資料、編纂当時の会議を記した議事録、書簡などに対して、記録の保

存という概念、歴史認識が欠けており、あるいは貴重・聖なるものであるが故に、処分の

手段として焼却してきた点などが明らかとなった35。こうした資料状況の中で、本研究は、

公式に日本に於いて出版され、当時の信者に告知された情報を重要視して研究を行った。

一方、20 世紀の当初にドイツ人宣教師が日本に持ち込んだと思われる聖歌集に関しては

研究を通して見当を付けられており、聖歌集の比較や選別の背景は、そうした聖歌集から

論じていく。 

 

0.6 本論文の構成 

 

 本論では、まず第 1 章で、明治以降における日本のカトリック教会の宣教の歩みをま

とめる。当初はパリ外国宣教会が日本におけるカトリック教会の宣教を一手に担っていた

が、次第に他の国の宣教師が来日し、宣教地域を割譲していった。特にドイツ系の修道会、

フランシスコ会の来日は日本のカトリック教会における会衆歌を作り上げることに大きく

貢献した。 

第 2 章では、日本における最初の会衆用聖歌集『公教會聖歌集』の編纂過程、またそ

の構成聖歌について、調査結果をまとめる。特に『公教會聖歌集』に大きな影響を与えた

ドイツの聖歌集と比較しながら、日本においてどのように会衆聖歌集が成立したかを論じ

る。また、『公教會聖歌集』のテクストに注目し、その背景にある当時の天皇制や唱歌と

の関係、さらに版を重ねるごとに変更が加えられた典礼用語についても考察する。 

第 3 章では、日本のカトリック教会の最初の公式聖歌集『公教聖歌集』に関してまと

める。『公教聖歌集』は、現在の『カトリック聖歌集』のモデルであるにもかかわらず、

これまでほとんど研究されてきていないため、この章ではこの聖歌集の編纂過程、テクス

トの作詞、さらに構成聖歌に関して、調査結果を報告する。さらに、当時の日本のカトリ

ック教会において、この聖歌集がどのように受容されたかを、当時の新聞記事や広告、雑

誌の記事から明らかにする。この聖歌集がどのように普及したか、またどのように当時の

カトリック教会、信徒の中で告知されたかを知ることは、日本のカトリック教会において

会衆歌の伝統の確立を示す上で、極めて重要である。 

第 4 章では、『公教聖歌集』の中に含まれるドイツから移入された個々の聖歌の分析を

行う。特に、ドイツ語のテクストと日本語のテクストの比較分析を行い、日本語テクスト

 
35 フランシスコ修道院（北海道、旭川市）、札幌フランシスコ修道院（北海道、札幌市）
（2020 年 11 月 10 日）、聖グレゴリオの家 宗教音楽研究所（東京、東久留米市）（2020 年 11
月 19 日）。 
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の独自性、典礼暦にしたがった聖書箇所や『公教要理』との関連を指摘する。その中で、

日本語で翻訳された聖歌を会衆が歌うことの意味、即ちそうした聖歌が宣教や教化におい

て持っていた役割を論じる。 
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第 1 章 明治以降の日本におけるカトリック教会 

 

1.1 日本における再宣教の歴史36 

 

開国の当初から明治後半に至るまで、宣教の中心的な役割を担ったのは、極東地区の宣

教を教皇庁から委ねられていたパリ外国宣教会であった37。パリ外国宣教会（Missions 

Étrangères de Paris, MEP）は教皇直属の修道会であり、布教聖省の直属指示のもと宣

教国に派遣されていた。布教聖省がパリ外国宣教会に日本での宣教を委任したのは 1831

年であったが、依然として江⼾幕府の対外政策は揺れ動いており、当初の入国の試みは⼀

切実らなかった。1844 年 5 月、フォルカード師（Théodore-Augustin Forcade, 1816〜

1885）がついに日本への上陸に成功し、再宣教を目指す先駆者となった。ローマ教皇は

日本宣教の可能性と重要性を考慮し、教区の復活を決定した。始めは自由行動も制限され、

厳しい監視下に置かれたが、1846 年 3 月フォルカード師は初代日本代牧を任命された。

1862 年には横浜で最初の天主堂の献堂が祝われ、1863 年にはフュレ師（Louis- 

Théodore Furet, 1816〜1900）とプティジャン師（Bernard-Thadée Petitjean, 1829〜

1884）が⻑崎を新拠点とした。1865 年 2 月大浦天主堂の落成式が邦人信徒不在のまま執

行されたが同年 3 月 17 日に同聖堂での歴史的な信徒発見により、教会復活が確認された。

切支丹高札撤廃後には、信徒数も急増し、1876 年、日本の教会は南緯代牧区（近畿地方

以⻄の南日本）と北緯代牧区（中部地⽅以北の北日本）に⼆分された38。宣教師は次第に

地方へも足を延ばしはじめ、宣教の種をまいていった。 

1888 年に南緯代牧区が分割され、新たに近畿、中国、四国を含む中部代牧区が設立し

た。中部代牧区の教区⻑館は⼤阪に置かれ、九州以南の南緯代牧の教区⻑館は⻑崎に置か

れた。さらに 1891 年には北緯代牧区も二分され、教皇レオ 13 世（Leo XIII, 1810〜

1903、在位 1878〜1903）によって 1891 年 6 月に日本教会が確立した。これをもって、

管区大司教を東京に置き、函館司教区、⼤阪司教区、⻑崎司教区を東京の属司教区とする

教会行政上の区分が明確になった。教区⻑には、ベルリオーズ師（Alexandre Berlioz, 

1852〜1929）（函館）、オズーフ師（Piérre-Marie Osouf, 1829〜1906）（東京）、ミドン

師（Félix-Nicolas-Joseph Midon, 1840〜1893）（大阪）、クーザン師（Jules Alphonse 

Cousin, 1842〜1911）（⻑崎）がそれぞれ任命された。さらに四国は知牧区39として 1904

 
36 本節は、Ｍ. コーナン「パリ外国宣教会【日本宣教】」、『新カトリック大事典』 東京：研究
社、2009 年、第 4 巻、82〜83 頁に基づく。 
37 ヘンゼラー『明治期カトリック聖歌集』 東京；教文館、2008、15 頁。 
38 代牧区とは、教皇の名においてその統治権を行使する使徒座代理区⻑によって司牧される。
布教地においては、司教区が設立されるに先立って、まず一定の宣教地区が設定され、次に使
徒座知牧区、そして次に使徒座代理区が設立されるのが一般的な順序であった。（枝村茂「代
牧区」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2002 年、第 3 巻、954 頁。） 
39 知牧区とは、教皇の名においてその統治権を行使する使徒座知牧区⻑によって司牧される、
部分教会の一形態。元来、宣教地といわれてきた地域、すなわち教会位階制がいまだ完全に確
立されていない地域において、特別の事情により、いまだ教区として設立されるに至っていな
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年に大阪司教区から分離し、新潟と札幌もそれぞれ知牧区、代牧区として 1912 年、1915

年に函館司教区から分離した。 

当初はもっぱらパリ外国宣教会によって行われていた運営も、次第に、他の宣教会、修

道会も加わった。1904 年四国知牧区がドミニコ会に、1912 年新潟知牧区が神言修道会に、

1915 年札幌知牧区がフランシスコ会に、1922 年名古屋知牧区が神言修道会に、1927 年

鹿児島知牧区がフランシスコ会に、1928 年宮崎・大分の 2 県がサレジオ会に、1937 年京

都知牧区がメリノール宣教会に、1939 年浦和知牧区がフランシスコ会にそれぞれ移任さ

れた。 

 

1.2 各地での聖歌集の編纂40 

 

日本において、カトリック教会の音楽はプロテスタント教会に比べると非常に希薄であ

るように考えられてきたが、カトリック教会においても明治初期から聖歌集の編纂をはじ

めとする音楽活動は行われていた41。当時のカトリック教会における典礼では、会衆は歌

う機会がほとんどなく、歌うのは司祭や聖歌隊など特定の人々であった。そうした典礼方

針にもかかわらず 1870 年代のはじめに既に日本語で聖歌が歌われたことを考えると、宣

教師たちが日本の宣教のために聖歌を歌うことを重視していたことがわかる。 

1.1 で確認したように、日本のカトリック教会は北緯代牧区、南緯代牧区に分割されて

おり、それぞれの代牧区で聖歌集が編纂されていた。宣教師はフランス人が多く、フラン

スの影響が色濃く反映されているのも特徴である。 

帘功（さかばやし いさお、1930〜2006）師が発表した「カトリックの典礼音楽の歴史

と現状 聖歌集の変遷をめぐって」（1978）の中では、カトリック聖歌集を時代別に 4 つ

（①初期聖歌集普及期、②統一聖歌集普及期（1933 年以降）、③改訂聖歌集普及期

（1966 年以降）、④第 2 ヴァティカン公会議以降）に分けて考察し42、さらに「讃美歌

（カトリック）」（1988）では、②、③をまとめた 3 つの分類（①初期聖歌集普及期時代

（明治初期〜昭和初頭）、②統⼀聖歌集普及期（昭和初頭〜同 40 年前後まで）、③典礼聖

歌普及期（65 年以降））を提示している43。中村理平が発表した「明治のカトリック教会

と日本の洋楽 聖歌集の変遷について」（1992 年）では、明治時代の聖歌集に関して 5 つ

の分類（①⻑崎で発行され、⼀部日本語表記のラテン語聖歌を含む⼀連の『きりしたんの

 
い部分教会のことを指す教会行政上の用語である。（枝村茂「知牧区」、『新カトリック大事典』 
東京：研究社、2002 年、第 3 巻、1039 頁。） 
40 聖歌集の年表一覧は【付録 1】を参照。 
41 ヘンゼラー、安足磨由美「明治初期におけるカトリック教会」、『エリザベト音楽大学紀要』 
第 22 号、2002 年、57 頁。 
42 帘功「カトリックの典礼⾳楽の歴史と現状――聖歌集の変遷をめぐって――」、『礼拝と音楽』 
第 18 号、1978 年、22〜29 頁。 
43 帘功「讃美歌（カトリック）」、『日本キリスト教歴史⼤事典』 東京：教文館、1988 年、594
頁。 
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うたひ』、②東京あるいは横浜などでルマレシャル（Jean-Marie-Louis Lemaréchal, 

1842〜1912）の編纂による日本語テクストのみの『聖詠』の諸版、③同じく、ルマレシ

ャル編で楽譜とローマ字日本語テクストのついた『日本聖詠』の諸版、④片仮名表記を含

むラテン語聖歌集、⑤地方教会やカトリック系学校教育のための個別聖歌集）が行われて

いる44。ヘンゼラーは、第 2 ヴァティカン公会議までの日本語聖歌集を以下の 3 つに分類

している。 

 

① ⻑崎で 1878 年に出版された『きりしたんのうたひ』、および関連する聖歌集 

② ルマルシャルによって、1883 年に出版された『聖詠』、『日本聖詠』、および、

関連する聖歌集 

③ ドイツ出身のフランシスコ会の神父たちによって札幌で 1918 年に出版された

『公教會聖歌集』および、関連する聖歌集45 

 

本研究では、ヘンゼラーによる分類を採用する。研究の中心となるのは③に分類される

ドイツ系の聖歌集であるが、以下の項目では、ヘンゼラーの研究をもとに、それぞれのタ

イプの聖歌集の概要をまとめる。 

 

1.2.1 『きりしたんのうたひ』、および関連する聖歌集 

 

ヘンゼラーによる 1 つ⽬の分類「⻑崎で 1878 年に出版された『きりしたんのうたひ』、

および関連する聖歌集」は南緯代牧区で編纂された聖歌集を指している。南緯代牧区で編

纂された最も古い聖歌集は、1878 年に⻑崎で出版された祈祷書『オラショ並ニヲシヘ』

の附録として出された歌詞聖歌集『きりしたんのうたひ46』である。この聖歌集は残存数

が少ないが、1878 年と 2 種の 1879 年版の計 3 版の存在がヘンゼラーによって確認され

ている。なお、この 3 冊はごくわずかな相違がみられるのみである。この聖歌集は 51 頁

からなり、1 から 40 頁には 23 の日本語聖歌のテクスト、41 頁にはラテン語の歌い方、

さらに 42〜51 頁には 6 つのグレゴリオ聖歌のラテン語聖歌が掲載されている。これらの

日本語聖歌のテクストには、キリシタン用語が用いられている。楽譜はないが、ヘンゼラ

ーの研究によって、旋律は当時フランスで歌われていた聖歌から取られ、テクストもその

翻訳であったことがわかっている。翻訳の際には、もとの曲の音節に合うように翻訳され

ている。そのため、音楽的な音節、フレーズも原曲から引き継ぐところが多い47。 

 南緯代牧区ではさらに 1880 年にサルモン師（Marie-Amédée Salmon, 1845〜1919）

 
44 中村理平「明治のカトリック教会と日本の洋楽 聖歌集の変遷について」日本大学『大学院
論集』 第 2 号、1992 年、59〜79 頁。 
45 ヘンゼラー、安足磨由美『明治期カトリック聖歌集』、14 頁。 
46 手代木俊一監修『明治期  讃美歌・聖歌集』 第 6 巻、東京：大空社、1996 年。 
47 ヘンゼラー、安足磨由美『明治期カトリック聖歌集』、20 頁。 
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が編集した「手書き歌詞聖歌集48」が編纂された。このうちの最初の 6 曲は、タイトルと

その右側についた番号が『きりしたんのうたひ』の 18〜23 と一致している。ヘンゼラー

は、18〜23 の旋律をフランスの聖歌集から発見しているが、1〜17 のラテン語旋律を特

定することは難しいと評価している。 

 このほかに、1880 年には別の「手書き歌詞聖歌集」も出版されているが、この聖歌集

の印刷者、編者については記載がないため、特定は不可能である。聖歌集の編纂には、

ド・ロ師（Marc-Marie De Rotz, 1840〜1914）だけではなく、「手書き歌詞聖歌集」の編

者であるサルモン師をはじめとする他のパリ外国宣教会の司祭、さらには訳文校正係とし

ての日本人の文学者らが協力したと考えられる49。 

これらの聖歌集の最⼤の特徴は、キリシタン⽤語の使⽤である。⻑崎に赴いた宣教師、

特にプティジャンは、信者たちがキリシタン用語を理解していたことを踏まえ、それらの

伝 統 的 な 言 葉 を 残 す こ と に し た 。 プ テ ィ ジ ャ ン は ロ ケ ー ニ ュ 師 （ Joseph-Marie 

Laucaigne, 1838〜1885）と共同で、キリシタン用語を用いた『聖教初学要理』（1868）

の作成も行っている。しかし、これら一連の聖歌集はキリシタン用語そのものの問題から

廃れてしまう50。 

 

1.2.2 『聖詠』、『日本聖詠』、および、関連する聖歌集 

 

ヘンゼラーによる 2 番目の分類「ルマルシャルによって、1883 年に出版された『聖詠』、

『日本聖詠』、および、関連する聖歌集」は、主に、北緯代牧区で編纂された聖歌集を指

す。北緯代牧区には古くからの信者はおらず、キリシタンが存在した⻑崎とは異なる宣教

活動が行われた。1865 年に作成された『聖教要理問答』も中国宣教用教会要理に基づい

て、南緯代牧区のものとは異なるものが作られた。同様に、聖歌集も南緯代牧区のものと

は異なるものが作成された。しかし、パリ外国宣教会の司祭が編纂したという点では⻑崎

の聖歌集と共通しており、南緯代牧区の聖歌集と同様に、フランスの聖歌を多く取り入れ

た聖歌集が編纂された。 

南緯代牧区で『きりしたんのうたひ』が出版されたのと同じころ、ルマルシャル師によ

って、北緯代牧区でも聖歌集が編纂された。なお、この手書き歌詞聖歌集は所在不明であ

るが、ヘンゼラーは⻑崎で 1880 年に編纂された「手書き歌詞聖歌集」と区別するため、

この聖歌集を「手書き聖詠」（1878）と呼ぶ。この中にはラテン語聖歌と日本語聖歌が含

まれている。日本には現存しないが、パリ外国宣教会総本部のアジア図書館に保管されて

いる。 

 
48 手代木俊一監修『明治期 讃美歌・聖歌集』 第 11 巻、東京：大空社、1996 年。 
49 ヘンゼラー、安足磨由美『明治期カトリック聖歌集』、25 頁。 
50 ヘンゼラー、安足磨由美「日本のキリスト教音楽：明治以降」、『新カトリック大事典』 東
京：研究社、2002 年、第 3 巻、1513 頁。 
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1883 年、この日本語聖歌の部分が歌詞聖歌集『聖詠』として出版された。その表紙に

「訂正」、「新刷」とあることから、1878 年の「手書き聖詠」は、1883 年の『聖詠』の旧

版であることがわかる。歌詞聖歌集『聖詠』と同時に、ローマ字書きのメロディー版 

Recueil de Cantiques Japonais avec musique も出版された。この聖歌集には 1889 年版

以降、『日本聖詠』のタイトルが併記されている。日本のカトリック教会における初めて

の楽譜付き日本語聖歌集となった。 

ヘンゼラーによれば、歌詞聖歌集『聖詠』は日本人一般信者用、特に学校教育用として

編纂され、ローマ字書きのメロディー版『日本聖詠』は主にフランス人宣教師や聖歌隊用

として印刷された51。1883 年版『聖詠』のテクストは、フランスの聖歌から旋律と同時

に借用され、翻訳されたが、日本の伝統的な音節構成五七による短歌形式で書かれている。

こうしたテクストの作成には、ルマルシャル自身がかかわっているとともに、日本人の協

力者がいたとされる。しかし 1893 年に『日本聖詠』が再び出版されたとき、その序文に

は、初版のテクストが音声構成五七にとらわれ過ぎたため、言葉が非常に難しく、歌うこ

とや信者たちに教えることの妨げになるという批判があったことが説明されている。 

『聖詠』は 1883 年、1889 年、1893 年（2 種）、1896 年、1903 年、『日本聖詠』は

1883 年、1889 年、1893 年（2 種）、1907 年（伴奏譜、1922 再版）にそれぞれ出版され

ている。『聖詠』と『日本聖詠』を比較すると、初版の 1883 年版から 1893 年までは若干

の違いがみられるものの同時期に出版されているが、1896 年版、1903 年版の『日本聖詠』

は存在しない。1893 年版までの『聖詠』、『日本聖詠』では、増補改訂が繰り返されてい

るが、1896 年、1903 年『聖詠』は 1893 年版の再版である。メロディー版の『日本聖詠』

は司祭、聖歌隊等のために印刷されたものだったが、歌詞聖歌集の『聖詠』は、信者全般

が使用するために作られたものであり、その必要性は非常に大きかった。『聖詠』、『日本

聖詠』は 1893 年版を持って、一応の完成を見た。1907 年には『日本聖詠』のオルガン

伴奏譜付きの版が出版された52。この伴奏譜はハルモニウム用で、パリ外国宣教会のパピ

ノ師（Jazques-Edmond Papinot, 1860〜1942）によって作曲されている。 

 『日本聖詠』、『聖詠』は日本のカトリック教会において幅広く使用された。そして、

1933 年に日本の最初の統一聖歌集『公教聖歌集』が編纂された際には、後述の『公教會

聖歌集』と並んで、重要な基盤となった。 

 こうした『聖詠』系列の聖歌集以外にも、明治時代にはフランスの聖歌をもとに作られ

た聖歌集がいくつかある。東京ではラゲ師（Emile Raguet,1854〜1929）による『公教

会羅甸歌集(明治 36 年版)53』（1903）、大阪ではマルモニエ師（Pierre Marmonier, 1876

 
51 ヘンゼラー、安足磨由美『明治期カトリック聖歌集』、29 頁、中村 理平『キリスト教と日
本の洋楽』 東京：大空社、1996 年、24 頁、において、これらの聖歌集が主に教育現場で用
いられたことが指摘されている。 
52 手代木俊一監修『明治期 讃美歌・聖歌集』 第 8 巻、東京：大空社、1996 年。 
53 手代木俊一監修『明治期 讃美歌・聖歌集』 第 7 巻、東京：大空社、1996 年。 
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〜1933）による『天主公教会聖歌54』（1910）、横浜ではドマンジェル師（Henri Anatole 

Wilhelm Demangelle, 1868〜1929）によって、『公教聖歌55』（1911）が出版された。 

 これらの聖歌集は、日曜学校やミッション・スクールなど特定の場所で用いるために作

られている。ラゲ師による『公教会羅甸歌集』には日本語聖歌が含まれないが、『天主公

教会聖歌』には 50 曲、『公教聖歌』には 33 曲の日本語聖歌も含まれている。 

 ルマルシャル編『日本聖詠』、『天主公教会聖歌』、『公教聖歌』には、重複を除くと、全

218 曲の異なる日本語の聖歌の旋律がある。これらのうち、最も多いのはマリア賛歌であ

る。啓蒙主義時代以来無視されてきたマリア崇敬、記念祭の行列などがこの時代にみとめ

られるようになり、当時のヨーロッパでは数多くのマリア賛歌が存在したことが背景にあ

ると、ヘンゼラーは指摘する56。 

 

1.2.3 『公教會聖歌集』および関連する聖歌集 

 

ヘンゼラーによる 3 つ目の分類は、大正期に入ってから編纂された聖歌集である。フ

ランス系ではなくドイツ系の聖歌を中心としている点で、⻑崎で出版された聖歌集やパリ

外国宣教会宣教師による『日本聖詠』などの聖歌集とは大きく異なっている。 

始まりとなったのは、1918 年にドイツ出身のフランシスコ会の宣教師によって札幌で

出版された『公教會聖歌集』である。これは、1933 年に日本カトリック教会の統一聖歌

集『公教聖歌集』を編纂する際のモデルとなった。『公教聖歌集』は 1948 年に増補改訂

され、さらに 1966 年に再度改訂され『カトリック聖歌集』という名で、現在にいたるま

で刊行されている。 

これらの聖歌集は日本における初めての会衆用聖歌集として極めて重要であり、本論の

中心である。これらに関しては、2 章、3 章の中で編纂、内容、初期受容を含めて詳述す

る。 

 

1.2.4 ラテン語聖歌集 

 

 ここまでは、日本語聖歌の聖歌集に関してまとめたが、実際カトリック教会の典礼の大

部分を占めていたのは、ラテン語聖歌である。ラテン語聖歌はグレゴリオ聖歌とそれ以外

のラテン語聖歌に分けられるが、日本語に翻訳された聖歌と同様にフランス人宣教師によ

って、日本に持ち込まれた。グレゴリオ聖歌の聖歌集は、宣教師や聖歌隊用としてフラン

スで使用されていたものが持ち込まれた。日本で初めて作られたグレゴリオ聖歌集は、

『きりしたんのうたひ』（1878 年ころ）と『手書き聖詠』である。1885 年頃『手書き聖

 
54 手代木俊一監修『明治期 讃美歌・聖歌集』 第 9 巻、東京：大空社、1996 年。 
55 手代木俊一監修『明治期 讃美歌・聖歌集』 第 10 巻、東京：大空社、1996 年。 
56 ヘンゼラー、安足磨由美『明治期カトリック聖歌集』、42 頁。 
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詠』のうちグレゴリオ聖歌の部分が『天主公教會拉丁聖歌』として独立して編纂された。

1906 年には「飜譯者 ルマルシャル」の名で『公教羅甸歌集』とタイトルを改めて出版

され、1908 年には『聖詠』と合本されて『公教會聖歌』として出版された。 

 1886 年には北緯中央教會天主堂（築地教会）の編纂による、ラテン語聖歌集『天主公

教會拉丁之聖歌』（ローマ字のタイトル Tenshu kokyokai ratin no seika）が出版された。

これには、グレゴリオ聖歌を始めとする 200 曲あまりのラテン語テクストが含まれてい

る。1891 年には、この聖歌集と同じタイトルを持つローマ字書きの聖歌集 TENSHU 

KÔ―KYÔKWAI LATIN NO SEIKA が出版されており、『天主公教會拉丁之聖歌』の再

版である可能性が高い57。 

 さ ら に 1896 年には、⻑ 崎の神学校 で神学⽣の ため に Cantus Sacri ad usum 

Alumnorum Seminarii Nagasakiensis58が編纂、出版された。神学生は、この聖歌集を

用いてグレゴリオ聖歌を歌う練習を行った。鹿児島教会でラゲ師は、初めての完全日本語

対訳付きの聖歌集『公教會羅甸聖歌集』（1903）を編纂した。この聖歌集では、93 曲の

ラテン語聖歌に読み方、和訳がつけられている。前述のマルモニエ編『天主公教會聖歌』

（1910）、ドマンジェル編『公教聖歌』（1911）にもそれぞれ 161 曲、116 曲のラテン語

聖歌が含まれ、テクストのみならず、楽譜もついている。 

しかし、明治期に出版された聖歌集の多くはテクストのみが書かれ、歌うことを目的に

編纂されたとは考え難いとヘンゼラーは指摘する59。むしろ、そのようなラテン語聖歌集

は、日本人の一般信者が祈るため、あるいは唱えることが目的に作られたと思われる。 

 

1.3 北海道におけるカトリックの布教 

 

 ヘンゼラーの聖歌分類によれば 3 つ目に当たる一連の聖歌集は、札幌で編纂、出版さ

れた。その背景には、20 世紀初期のフランシスコ会宣教師の来札がある。本節では、パ

リ外国宣教会からフランシスコ会が北海道の宣教を任せられた経緯、札幌がカトリック出

版物の中心地となった経緯、さらに聖歌集の出版も行った光明社に関する調査結果をまと

める。 

 

 
57  ヘンゼラー、安足磨由美『明治期カトリック聖歌集』、62 頁。 
58 手代木俊一監修『明治期 讃美歌・聖歌集』 第 11 巻、東京：大空社、1996 年。 
59  ヘンゼラー、安足磨由美『明治期カトリック聖歌集』、64 頁。 
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1.3.1 函館司教区の成立とフランシスコ会宣教師の来札60 

 

明治期の日本におけるカトリックの再宣教は、主にパリ外国宣教会が担っており、北海

道もその例外ではなかった。1891 年に北緯大牧区が二分され、同時に司教位階制が確立

すると、管区⼤司教区、函館司教区、⼤阪司教区、⻑崎司教区が東京の属司教区となった。

そして、初代オズーフ大司教、そして函館司教にはベルリオーズ司教が就任した。ベルリ

オーズ師は、主任司祭をつとめた東京浅草教会で、司教に叙階され、39 歳の若さで教区

⻑に就任することになった。当時の函館の信徒は 348 人を数え、また函館を除く北海道

の信徒数は 308 名であった。同年に、札幌北一条仮聖堂、司教座館が落成した61。 

順調に北海道の各地に教会が設立している中、ベルリオーズ司教は、北海道で働く宣教

師を捜すこと、また資金援助を要請する目的で、1905 年 10 月にヨーロッパへ向かって

横浜港を出発した。その船の中でのある紳士との出会いをきっかけに、マリアの宣教者フ

ランシスコ修道女会の協力を得ることが決まった。そしてその修道女会の世話役として、

フランシスコ会員を札幌に招致することになった。 

そこでフランシスコ修道会の総⻑はさしあたり 3 人の宣教師の派遣をベルリオーズ司

教に確約した。司教は、3 名の宣教師に、修道女たちの修道院でのミサ聖祭執行の傍ら、

将来男子中学校設立を目指した、外国語（ドイツ語、フランス語、英語）教育を要請した。

司教の希望を承諾する形で、1907 年 1 月に、フルダ管区のキノルド師（Wenseslaus 

Kinold, 1871〜1952）、パリ生まれのベルタン師（Maurice Bertin, 1870〜1968）、続い

て 6 月に、カナダからゴーチェ師（Peter Gauthier, ?〜1920）、ゴッドブー修道士

（Gabriel Godbout、生没年不詳）が来札した。彼らは、当時パリ外国宣教会のラフォン

師（Jean Henri Lafon, 1857〜1947）が主任司祭を務める札幌の北一条教会に迎えられ

た。来札したばかりのフランシスコ会宣教師は、さっそく日本語の勉強をしながら、ドイ

ツ語、フランス語、英語を教え始めた。当時の札幌には、信者 80 人、求道者 20 人ほど

がいた。司祭は日本語を話せなかった上、布教地域も定まっていなかったが、語学を教え

始めると、英語、フランス語、ドイツ語の語学学習希望者が 100 名を下らないほど集ま

った。 

1907 年 9 月、ベルリオーズ司教がヨーロッパ旅行から札幌へ帰ってきた。修道会員の

派遣の際、フランシスコ会の総⻑は、宣教師本来の使命である布教も彼らにさせてほしい

 
60 北海道の宣教の歴史については、仁多見 巌『北海道とカトリック〈戦前編〉』、札幌：「北海
道とカトリック」出版委員会、1983 年に詳述される。また、フランシスコ会フルダ管区が
2007 年に、北海道とフルダの 100 年間の記録として、以下の著作を出版している。
Emmanuel Dürr ed., Von Fulda nach Hokkaido: 100 Jahre Japan-Mission der 
Thüringischen Franziskanerprovinz (1907 - 2007), Idstein: meinhardt - Verlag und 
Agentur, 2007. 1957 年の『光明：週刊公教新聞』には、『北海道におけるフランシスコ修道
会の五十年』と題して、フランシスコ会北海道布教小史（1 から 17）が連載されている。こ
の節では、上記の資料、文献に基づく。 
61 小田武彦「日本におけるカトリック教会：司教区概要」、『新カトリック大事典』 東京：研
究社、2002 年、第 3 巻、1469〜1476 頁。 



 
23 

 
 

旨を希望していたので、ベルリオーズ司教は札幌に戻るとすぐに動き始めた。司教は更な

る発展が期待できる札幌市内の北部方面にフランシスコ会の修道院を建設するよう指示し

た。横浜のパリ外国宣教会の宣教師の援助とフランシスコ会のフルダ管区⻑の援助を受け

て、1908 年、ついに札幌北十五条東一丁目にフランシスコ会修道院（札幌北十一条教会

の前身）が設立された。 

 1909 年 6 月 4 日には、英国人、フランス系カナダ管区フィッツモリス師（Christophe 

Fitzmaurice, ?〜1962）、チロル管区出身でローマのサン・アントニオ大学で学修をおえ

たフェルゴット師（Franz Vergott, 1876〜1944）、フルダ、聖エリザベト管区出身ワレチ

ン・ザウアー修道士（Valentinus Sauer, ?〜1959）、バイエルン管区出身で単純誓願を立

ててきたばかりのヴァイガート修道士（Marcellinus Weigert、生没年不詳）、イルルベッ

ク修道士（Herkulan Irlbeck、生没年不詳）が来札した。このころには小教区の信者は

1400 名となり、司教区の中で最大のものになっていた。1910 年 10 月にはさらに、フル

ダ管区から、ヒップ師（Alexius Hipp、生没年不詳）、ブライトゥング師（Eusebius 

Breitung, 1884〜1969）、シュメルツ師（Hilarius Schmelz, ?〜1954）、ベッカー修道士

（Rochus Becker, ?〜1920）、メッツ管区から、バルテルメ修道士（Joseph Balthelme, ?

〜1952）、アイルランド管区からヒル修道士（Gerard Hill, ?〜1943）、カナダ出身のジェ

リナス師（Calixte Gelinas, ?〜1953）が札幌に到着した。12 月にはシレジア管区出身の

コヴァルツ師（Agnellus Kowartz, 1880〜1937）も立て続けに到着した。このようにし

て、司祭 10 名、修道士 7 名がそれぞれ異なるフランシスコ会の 6 管区に所属し、宣教司

牧に当たることになった。しかし、同じ宣教会であっても 6 管区に分かれていることは、

言語上の問題、さらに経済的観点から不都合であった。特に、フランシスコ会フルダ管区

⻑はしばしば布教費⽤の送⾦を行っていたが、布教地がフルダ管区に所属しているわけで

はないという意味では経済的な援助の義務がなかったのである。 

そこで、キノルド師はフランシスコ会総⻑に事情を説明し、フルダが⼀番よいが、とに

かく一管区に編入するように請願した。一度は却下されたものの、1910 年秋、キノルド

師が改めて布教秘書に手紙で事情を説明し、フルダ管区を指定したところ、管区⻑サツル

ニン・ゲーエル師との文通によって、承諾を得られることが保証された。その際、管区司

教の承諾上を添付するように指示されていたので、ベルリオーズ司教からの承諾状を添付

した請願書をローマに送ると、ついに布教聖省の承認を得ることができた。1911 年 9 月

8 日、フランシスコ会の北海道布教地がフルダの聖エリザベト管区に編入することが決定

した。 

その後、1914 年には函館地区を除く北海道全土と樺太南部が札幌知牧区として新設さ

れドイツのフルダ管区フランシスコ会に委託された。1929 年には札幌知牧区は札幌代牧

区に昇格し、教区⻑としてキノルド司教が就任した。 

こうした再宣教期初期のころから北海道で見られたドイツの宣教師とのつながりは、札

幌教区聖歌集の発展に非常に大きく寄与した。 
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1.3.2 カトリック出版物の中心地としての札幌 

 

 札幌は、聖歌集や聖書の出版、新聞の発行など、⻑年にわたってカトリック系の出版物

の中心であった。 

 

1.3.2.1 『光明』誌の発行 

 

北海道では教会の数も少なく、広大な北海道を数少ない人数の宣教師が巡回していたた

め、十分な要理教育を行うことが難しかった。そのため宣教の初期段階から、信者やその

子供たちの宗教教育のため週刊誌の発行を目指した。また、第 1 次世界大戦が勃発した

ことによって、日本と交戦状態にあったドイツのフランシスコ修道会宣教師たちの外出や

旅行が制限されたことも、こうした文書による宗教教育を促すこととなった。 

キノルド師は、教区⻑になるとすぐに、週刊誌の発行のための準備を開始した。誌名は

「光明」となった。初代編集⻑にはミーバハ62師（David Miebach, 1881〜1962）が就任

した。協力者として、少し前にプロテスタントからカトリックに改宗した及川鼎平とそれ

まで北海道の大新聞「北海タイムス」に勤めていた太田キヨがいた。 

創刊号の前の予告号は、1915 年のクリスマスに発行された。『光明』が本格的に週刊誌

として発行されるのは、1916 年 1 月以降である。これは、日本カトリック初めての週刊

誌である。毎週日曜日に発行され、950 部が印刷され、そのうち 600 部は予約購読者の

払い込みがあり、残りは無料で配布された。発行所名は最初に札幌フランシスコ会、次い

で光明発行所、それから光明社になった。タブロイド判 8 頁で内容は主にドイツ出版物

をもとに説教、ニュース、典礼解説、聖人物語、児童向け読物、小説などであった。 

 

 
62 ミーバハ師は、1922 年日本に帰化し、美伯朶人（ミバク・ダビド）を名乗るようになった。
（石井健吾「ミーバハ」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2009 年、第 4 巻、896 頁。） 
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【図 1】『光明：週刊公教新聞』1916 年（大正 5 年）1 月 2 日発行、1 頁。 
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【図 2】「大正五年度光明索引」 

『光明：週刊公教新聞』1917 年（大正 6 年）12 月 30 日発行、1〜2 頁。 

 

1931 年、東京で第 1 回カトリック出版統制協議会（カトリック出版社の総会議）が開

催された。札幌代牧区からは、ノル師（Hugolin Noll, 1891〜1957）とツィーグラー師

（Titus Ziegler, 1899〜1959）が出席した。この会議の中で、各地の出版物をまとめた全

国紙の発刊が企画され、これに読者を譲る形で『光明：週刊公教新聞』は一時休刊したが、

1945 年 12 月に隔週発行で復刊、1952 年からは毎週発行となったが、1968 年 12 月 29

日の 1748 号をもって廃刊となった63。 

 

1.3.2.2 光明社の設立 

 

 フランシスコ会は、日曜新聞『光明』のために出版社「光明社」を札幌に設立した。光

明社はやがて、週刊誌の発行のみならず、宗教的な読み物、書物の発行所として、また、

他の出版社刊行の書籍を扱う売店ともなり、日本のカトリック教会における最大の出版社

として発展した。 

「光明」の編集⻑は、初代ミーバハ師の後、2 代目シリング師（Dorotheus Schilling, 

 
63 鈴木宗太郎「光明」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、1998 年、第 2 巻、853 頁。 
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1886〜1950）、3 代目ルッペル師（Timotheus Ruppel, ?〜1924）が務め、1923 年 7 月か

らは 4 代⽬ノル師が編集⻑を務めた。ノル師は、『光明：週刊公教新聞』の編集だけでは

なく、数々の本や小冊子パンフレットなどを出版した。後にこれらは『カトリック世界観』

（1936 年初版）としてまとめられ、光明社から出版された。ノル師が『日本カトリック

新聞』の編纂にかかわるために、東京に赴任した際には、札幌北十一条教会の伝道士柳川

徳治氏が一時的に光明社の仕事を手伝い、その後コヴァルツ師が一年間光明社の仕事に当

たった。1935 年 7 ⽉からは、ブライトゥング師が「光明」の編集⻑に就任した。 

光明社の最初の出版大事業は、1918 年初版を出した『公教會聖歌集』である。この聖

歌集は、札幌と新潟教区の公認聖歌集として用いられた。また 1933 年に出版された全国

共通の聖歌集『公教聖歌集』も光明社から発行された。 

聖歌集のみならず、光明社では典礼関係の書物も多く刊行していた。ツィーグラー師は、

室蘭教会の主任司祭を務める傍ら、日曜日と祝日のミサ典書の翻訳した『羅馬弥撒典書』

を 1935 年に刊行した。さらに、1936 年には、漢字入りローマ字書き『獨和辞典』が刊

行された。この辞典の編者は札幌代牧区のフランシスコ会員たちだったが、この大事業の

提唱者は、1927 年 12 月 7 日に来札し、当時俱知安の主任司祭をしていたフリーゼ師

（Martin Friese, ?〜1980）であった。彼は、外国人司祭 8 名と日本人数名の協力を得て、

2 年以上かけて『獨和辞典』を完成させた。 

更に、岩見沢教会の創立者ブルトー師（Hippolyte Bulteau, 1860〜1938）（フランス

生まれの世俗司祭）が『光明』に連載されている聖人伝を単行本で出版するという条件で

資金を寄付したため、1938 年、1939 年にそれぞれ上巻、下巻が完成した『カトリック聖

人伝』が出版された。これらを執筆したのは、キノルド司教を含む 4 名のフランシスコ

会員である。 

1947 年、日本司教会議は旧約聖書の日本語訳全訳を光明社に委嘱した。フランシスコ

会札幌修道院にて進められ、1954 年から 1959 年にかけて第 1 巻から第 4 巻までの全訳

を刊行した。 

 

1.3.2.3 光明社に関する資料 

 

1957 年 1 月 13 日（1173 号）から 5 月 19 日（1190 号）までの『光明：週刊公教新聞』

には、「北海道におけるフランシスコ修道会の五十年」（フランシスコ会北海道布教小史 1

〜17）が附録として連載されている。 

1 月 13 日（1173 号）の表題には、「フランシスコ会 北海道布教小史（一） ―― 一

九〇七年から一九二九年に至る分はキノルド司教の報告による―― ゲルハルト・フーベ

ル」とある。続けて、「以下記するところのフランシスコ会北海道布教小史は、本誌の無

料附録として発行するもので、資料の尽きるまで毎号添録いたします」と注意書きがある。

その後、17 回にわたって 5 月 19 日（1190 号）まで、すべてフーバー師（Gerhart 
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Huber, 1896〜1978）による連載が掲載された。全 17 回の小史は、25 の章で構成され、

年代別に札幌におけるフランシスコ会宣教師の活動が執筆されているほか、最後は 1957

年に行われた布教五十周年記念行事について記録されている。 

 

【図 3】 『光明：週刊公教新聞』1957 年 1 月 13 日（1173 号） 

「フランシスコ会 北海道布教小史（一） ゲルハルト・フーベル」 

 

光明社は、光明社 100 周年記念事業として、『光明社の歴史資料――光明社百周年を記

念して 1915 年から 2015 年』を 2016 年に光明社から非売品として出版している。光明

社社⻑⼭⾕篤⽒による序文の中には、「かつて『光明」に連載した『フランシスコ会北海

道布教小史」と『『光明』五十年の歩み』を冊子としてまとめ後世に資料として残すこと

にした。北海道で独自のミッションとして歩んで来た光明社の歴史をたどる大切な資料と

考えたからである」とある。この資料では、歴史資料（上述の『北海道におけるフランシ

スコ修道会の五十年』）を掲載するとともに、光明社の歴史、歴代編集⻑、店舗などの写

真集、光明社カット集、フランシスコ会札幌修道院が作成した光明社出版物一覧64（書名

順）が掲載されている。なお『光明：週刊公教新聞』は、上智大学（大学図書館、キリシ

タン文庫）、藤女子大学、北海道大学、北海道立図書館に主に所蔵されているが、各図書

館に完全なものが所蔵されているわけではない。  

 
64 この一覧は完全ではない。 
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第 2 章 日本における会衆用聖歌集の成立 

 

2.1 会衆用聖歌集の成立 

 

2.1.1 先行研究 

 

ドイツ語圏においては、啓蒙思想に基づく典礼改革思想を受けて 18 世紀末から会衆が

カトリック教会の典礼の中で歌う習慣が確立され、会衆用の聖歌集の形が作られた65。フ

ランシスコ会のドイツの修道会員が来札し、札幌知牧区がドイツのフルダ管区フランシス

コ会に委託されると、日本における会衆用聖歌集の編纂への動きが始まった66。先行研究

では、1912 年に来道し、⻲⽥教会[函館、宮前町]への赴任を経て、1915 年に札幌へ到着

したシリング師が、『公教會聖歌集』の編纂に当たったとされている。 

『カトリック大辭典』第 3 巻の「聖歌−II. 日本に於ける歴史」の項目の以下の記述が

ある。 

 

これ等［『日本聖詠』などの明治期のフランス系聖歌集]の聖歌集は全て聖歌隊用で

あったが、本来の意味の聖歌への要求が益々高まり、信者一同に國語で歌われ、か

くて當時の札幌教區では讀誦ミサと主日並びに祝日とに⽤ひる聖歌が著名な⻄洋の

聖 歌 に 倣 っ て 作 ら れ か つ 歌 わ れ る に 至 つ た 。 フ ラ ン シ ス コ 會 士 シ リ ン グ

（Dorotheus Schilling）がこれを編輯し、傳道士横川茂一（札幌教區）の協力に

より增補され、新潟教區⻑ライネルス（Reiners）は當時新潟教區の傳道士であつ

た小黑康正の協力によりこれを校訂、一巻の小聖歌集に纏め大正七[1918]年『公教

會聖歌集』と題して出版した。67 

 

 また、『新カトリック大事典』第 3 巻の「日本のキリスト教音楽：明治以降」の項目に

は、以下の記述がある。 

 

大正期に入ると、札幌でドイツのフランシスコ会の司祭たちによって、新たな聖歌

集の編纂が始まる。この聖歌集は 1918 年（大正 7）『公教会聖歌集』として出版

された。数字譜つきで、日本語聖歌 79 曲、ラテン語聖歌 18 曲を含み、伴奏譜

 
65 Dominik Fugger, Andreas Scheidgen, Geschichte des katholischen Gesangbuchs 
(Tübingen: Narr Francke Attempto Verlag, 2008), p. 22. 
66 こうしたドイツ人宣教師による会衆聖歌集の編纂に向けた働き、ドイツ語聖歌の翻訳が行わ
れていたことについては、札幌北十一条教会のウルバン師のインタビューでも証言を得ること
ができた。 
67 Eusebius Breitung OFM、「聖歌」、『カトリック大辭典』 東京：富山房、 1952 年、第 3 巻、
86 頁。[ ]内、引用者補足。なお、ヘンゼラーは「横川茂一」の協力があったということに関
して、否定している。 
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（ハルモニスタ68用）も別に出版された。これは歌詞・旋律はもとより、聖歌集の

構成も当時のドイツの聖歌集に基づき典礼暦に従い編纂されている。編集者はシリ

ング（第 1 次世界大戦の関連から「植竹一平」の名で編集）で、札幌版・新潟版

の 2 種が存在する。69 

 

しかし、『公教會聖歌集』に関する研究は非常に限定的であり、資料状況に鑑みると具

体的に誰が、どのようにこの聖歌集の編纂にかかわったかをこれ以上明らかにすることは

極めて難しい。 

 

2.1.2 ドイツ語圏のカトリック教会における会衆用聖歌集 

 

 フランシスコ会が 20 世紀初頭に日本に持ち込んだ「会衆用聖歌集」の存在は、ドイツ

語圏における 18 世紀末の啓蒙思想に基づく典礼改革意識の影響を大きく受けている。先

行研究の中でも、この時代にみられるカトリック聖歌集の歴史の転換点について度々言及

されている。 

 

この時代[1730 年頃〜1800 年まで]の詩と旋律の双方が、20 世紀の典礼改革に至る

までのミサに影響を与え、こんにち、なお、聖歌集に重要な位置を占めている。70 

 

ドイツ語圏のカトリック教会の聖歌集の歴史に関する包括的な研究書『カトリック聖歌

集の歴史 Geschichte des katholischen Gesangbuchs』を執筆したフッガーもまた、著作

の中で、カトリック聖歌集の歴史は 1775 年以降に始まったと指摘している71。 

 18 世紀中葉から後期にかけて、カトリック啓蒙思想家に広がったのは、典礼祭儀から

の ⺠ 衆 の 排 除 に 対 す る 批 判 で あ っ た 。 ヴ ェ ル ク マ イ ス タ ー （ Benedikt Maria 

Werkmeister, 1745〜1823）は 1789 年に以下の通り述べている。 

 

すべての良い典礼の特徴は、典礼が出席者の信徒を互いに、そして司祭と、すべて

の点で一致させること、そして、祈りの家[聖堂]では、すべての集まっているキリ

スト教徒が一人の道徳的個人を構成し、いわば一つの口と心を持ち、一人の祈りが

 
68 現在は、ハルモニウムとして知られている、空気を圧縮するふいごを伴うフリー・リードの
鍵盤楽器。19 世紀初頭から 20 世紀前半に至るまで、家庭ではピアノと並び、教会ではオルガ
ンに代わる楽器として用いられた。 
69 ヘンゼラー、安足磨由美「日本のキリスト教音楽：明治以降」、『新カトリック大事典』 東
京：研究社、2002 年、第 3 巻、1513〜1515 頁。 
70 Dietrich Meyer, “Kirchenlied und Gesangbücher im 18. Jahrhundert,” in Das 17. und 18. 
Jahrhundert, Kirchenmusik im Spannungsfeld der Konfessionen, edited by W. Hochstein, 
C. Krummacher, (Laaber: Laaber, 2012), p. 202. [ ]内は、引用者補足。 
71 Fugger, Geschichte des katholischen Gesangbuchs, p. 21. 
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全員の祈りとならなくてはならないことである。72 

 

しかし、こうしたドイツのカトリック啓蒙思想の典礼に関する努力は典礼改革の名称に

ふさわしい一方で、改革当時は、包括的な受容の意味において完結しなかった。むしろこ

の改革は、20 世紀半ばに再び取り上げられ、第 2 ヴァティカン公会議において規定され

た「行動的参加」という中心思想において頂点に達した。しかし、啓蒙思想的典礼学の意

義は、一つの新しい時代を始めた出来事としてのその性格にある73。 

 以下に、18 世紀末からのドイツ語圏における聖歌集の編纂の歴史、また『公教會聖歌

集』が編纂された札幌ともっとも関係が深かったフルダにおける聖歌集の編纂の歴史をま

とめる。 

 

2.1.2.1 啓蒙思想の影響を受けた聖歌集の編纂の歴史 

 

新たな方向付けの中での最初の聖歌集として一般に挙げられるのは、リンデンボルン

（Heinrich Lindenborn, 1706〜1750）が作成し、1741 年に最初にケルンで出版された

『シオンの娘 Tochter Sion』である。この聖歌集の中で、リンデンボルンは、多くの既

存のラテン語賛歌詩に新しい翻訳を提供している。1770 年代になると、より広範囲に影

響を及ぼすことになる聖歌集が、ウィーンで出版された。まず、リーデル（Franz Xaver 

Riedel, 1738〜1773）は 1773 年に、新しい旋律によるラテン語賛歌の翻訳聖歌集『ロー

マ聖務日課からの教会歌 Lieder der Kirche aus den römischen Tagzeiten』を出版し、

続いて、デニス（Michael Denis, 1729〜1800）が、1774 年に『ウィーンの首都大司教

座聖堂ステファン大聖堂と全ウィーン大司教区で使用するための聖歌集 Geistlicher 

Lieder zum Gebrauche der hohen Metropolitankirche bey St. Stephan in Wien und des 

ganzen wienerischen Erzbistums』を出版した。リーデルとデニスの聖歌集は、大きな

反響を呼び、それ以降の、啓蒙主義の聖歌集編纂が基づくところの基本的なレパートリー

に含まれるようになった。このレパートリーは、啓蒙期の最も傑出した聖歌詩人であるシ

レジア出身のフランツ（Ignaz Franz, 1719〜1790）によって、さらに著しく増大した。

その中でももっとも影響力を発揮したのは、1778 年にブレスラウで出版された『一般的、

完全なカトリック聖歌集 Allgemeines und vollständiges Catholisches Gesangbuch』

である。この聖歌集は 1859 年までの間に度々版を重ねた。さらに、1776 年頃、女帝マ

リア・テレジア（Maria Teresia, 1717〜1780）は、ウィーンでドナウ王国のために、フ

 
72 B.Werkmeister (anonum), Beyträge zur Verbesserung der katholischen Liturgie in 
Deutschland. (1st ed. Ulm, 1789), p. 346. [ ]内は、引用者補足。 
73 Franz Kolschein, “Liturgiereform und deutscher Aufklärungskatholizismus,” in 
Liturgiereformen--Historische Studien zu einem bleibenden Grundzug des christlichen 
Gottesdienstes, edited by M. Klöckener and B. Kranemann, (Münster: Aschendorff Verlag 
GmbH & Co. KG, Münster, 2002), pp. 530-533. 
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ランツの聖歌が約半数を占める『マリア・テレジア陛下の至上命令に基づくカトリック聖

歌集 Katholisches Gesangbuch, auf allerhöchsten Befehl Ihrer k.k. apost. Majestat 

Marien Theresiens』の出版促進をおこなった。1777 年にはランツフートで、コールブ

レンナー（Johann Franz Seraph von Kohlbrenner、1728〜1783）によって『ローマカ

トリック教会での礼拝のための聖歌集 Der heilige Gesang zum Gottesdienste in der 

römisch-katholischen Kirche』が出版された。この聖歌集には 1783 年に第 2 部が加え

られたが、第 1 部の出版地にちなんで『ランツフート聖歌集 Landshut 1777』と呼ばれ、

短期間でドイツ語圏を制覇することとなった。上部ドイツの多くの司教区で認可され、抜

粋や引用をもって様々な場所で再版された。この聖歌集は祈祷文も含めて 80 頁で構成さ

れ、「（ドイツ語）ミサ聖歌 Singmesse」に加えて、各教会暦の季節ごとに 1 曲程度と、

25 曲程度の聖歌が収録されている。これは、他の同時代の聖歌集と比べても極めて小規

模の聖歌集であるが、そうすることで、これまでよりも読者に親密なものとして位置づけ

られるようになった。さらに、どの歌にもその歌と関係のある祈りが加えられてあり、信

仰心を深め、内的なものにするのに役立った。一方、教会暦に従った従来通りの構成は背

景に退いていった。『ランツフート聖歌集』が追求しているのは、日常生活の中の様々な

機会や状況のための歌を提供することであり、コールブレンナーによるこの聖歌集は、カ

トリック教会の聖歌集史の中で前代未聞の成功を収めることとなった。最終的に、教皇ピ

ウス 6 世（Pius VI, 1717〜1799、 在位 1775〜1799）によって是認されたことをきっか

けに、さらにドイツ語圏のカトリック教会に広まった。このように広まった啓蒙思想に基

づく聖歌集は、古い聖歌集に取って代わるものとなった。 

 啓蒙思想に基づく改革への動きは、宗教改革のような⺠衆主導で行われたものではなく、

また過去との断絶が徹底的に前面に押し出されていたため、どこででも熱狂をもって迎え

られたというわけではなかった。⻑年の伝統の中で⼈々の間で親しまれていた聖歌遺産を

廃止することは、人々の信仰生活に感情的な断絶をもたらした。しかし、礼拝に関する事

柄に深く介入するヨーゼフ 2 世の宗教政策にみられる通り、この改革もまた政府の力や

権力の行使によって進められた。バロック時代の聖歌レパートリーは排除され、ドイツ語

による「ミサ聖歌 Singmesse」が信者のために国家的に制定された。ラテン語によるミ

サがカトリシズムの特徴であると理解する人々にはそれらの聖歌は受け入れ難く、また聖

歌集の中にプロテスタント由来のものが含まれていることも相まって、さらにこの聖歌集

はカトリック教会に受け入れられないものとなってしまった。それでも、当初の抵抗にも

かかわらず、啓蒙思想による聖歌集は各地で浸透していった。74 

啓蒙主義の支配を断ち切ったのは、ギムナジウム教師のボーネ（Heinrich Bone,1813

〜1893）という信徒であった。1847 年にマインツで『カンターテ Cantate』という聖歌

集を出版し、その中には 385 にものぼる古いドイツ語の歌と、59 のラテン語の歌を集め

 
74 ここまでの 18 世紀の聖歌集の歴史に関しては、Fugger, Geschichte des katholischen 
Gesangbuchs の第 3 章の内容を中心にまとめた。 
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られていた。彼はカトリック典礼の中でのラテン語の優位性を宣言し、彼の聖歌集の序文

の中で、 

 

祝祭的で真に教会的（すなわち、ラテン語）なコラールが、祭壇とそれより高いと

ころにあるオルガンから鳴り響き、会衆がこれらの音に導かれて沈黙の祈りを天に

捧げることほど荘厳なものは何一つない。75 

 

と記している。しかし、彼の聖歌集を教区の公式聖歌集とした教区は皆無であった。それ

でも後続の世代の聖歌集の編集者は、ボーネの聖歌集から聖歌を活用し〈Es kommt ein 

Schiff geladen〉、〈Zu Bethlehem geboren〉、〈Ist das der Leib Herr Jesu Christ〉、

〈Das Heil der Welt〉のような、⻑期にわたり同時代の人々から忘れられていた聖歌を

取り入れた。このような聖歌の復興はボーネの功績といえるだろう。 

 19 世紀末になると、聖歌復興を推し進める「セシリア運動」が本格化した。「セシリア

協会」は、荘厳ミサにおいてドイツ語の聖歌を拒絶していたが、非典礼的な礼拝（祈りの

時間、行列など）に際しては、使うべき会衆聖歌集を導入する教会音楽の奨励を目的に掲

げており、1881 年に出版されたモーア（Joseph Hermann Mohr, 1834〜1892）による

聖歌集『祈りましょう Lasset uns beten』がバンベルク(1881)、シュパイアー（1882）、

ヴュルツブルク（1883）、ザルツブルク（1884）の各司教区で採用されたことで、聖歌復

興は正式なものとして承認されることになった。 

 20 世紀への変わり目には礼拝の古い形式から刷新の必要性を訴えた⻘年運動が始まり、

その精神的な指導者グアルディーニ（Romano Guardini, 1885〜1968）の影響は、典礼

にまで及んだ。典礼に際しては、会衆の徹底的な参加を訴え、その手段として⺟語の使用

を⽬指した。このことはセシリア運動からの⽅向転換となり、⺟語聖歌の価値を再び決定

的に高めた。76 

 

2.1.2.2 フルダ教区の聖歌集の歴史 

 

 744 年にボニファティウス（Bonifatius, 675〜754）の弟子ストゥルミウス（Sturmius, 

c.705〜779）によって、ベネディクト会の修道院が建設されると、フルダはそれ以来、

ゲルマン人への宣教拠点となった。16 世紀の宗教改革期には、マインツ、ヴュルツブル

クの司教から所属を迫られたが、独立性を主張し、1727 年に⼤修道院⻑が補佐司教に任

命され、1752 年に教皇庁直属の司教区が創設された77。 

 
75 Heinrich Bone, Cantate, Mainz, 1847, p. 15. 
76 19、20 世紀の聖歌集の歴史に関しては、Fugger, Geschichte des katholischen 
Gesangbuchs の第 4 章の内容を中心にまとめた。 
77 石井健吾「フルダ」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2009 年、第 4 巻、460 頁。 
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フルダ教区において初めて聖歌集が編纂されたのは 1778 年である。それ以前は、修道

院において編纂された聖歌集や祈祷書や、教区成立以前に裁治圏に含まれていたヴュルツ

ブルク司教区の聖歌集を使用していた。1778 年、『カトリック教会の精神に従って歌うキ

リスト者 Der nach dem Sinne der katholischen Kirche singende Christ』はベネディク

ト会司祭エルテル（Augustinus Erthel, 1714〜1796）によってフルダ教区の最初の聖歌

集として出版された。この聖歌集は教区の公式聖歌集として認可され、1779 年には、聖

堂の礼拝、公的な行列などにおいて、この聖歌集に載っていない歌を歌うことは禁止され

た。こうしてこの聖歌集は、112 年後の 1890 年まで使われることとなった。 

この聖歌集を編纂したエルテルは当時、フルダ教区の司教座聖堂の主任司祭を務めてお

り、この聖歌集のために多くの聖歌を作詞、作曲した。初版には、著者としてのエルテル

の名前はなく、フルダ司教区の司教総代理が署名している。後続版の序文には、このフル

ダ聖歌集の著者は「領邦出身で信心深く、並びに教養があるベネディクト会司祭エルテル

である」78とあり、先行研究でもエルテルがこの聖歌集の編纂に当たっての中心人物であ

ることは一致した見解である79。 

 1778 年に出版されたこの聖歌集が啓蒙思想に根ざしていたことは、序文の最後にある

以下の勧告からもわかる。 

 

この歌を歌うとき、内容を理解していなければならない。あなたの心は、口から出

ている声と一致しなければならない。あなたの舌は、この見知らぬ場所にある天上

の神に捧げなければならない。神の国で永遠に賛美を捧げることにふさわしくなる

ように。80 

 

そしてこの聖歌集は、教区内における教会化の統一を果たした最初の聖歌集となった81。

伝統的な聖歌集からは、完全に断絶しており、それまでフルダで用いられていた聖歌集

（Allgemein Neu-Fuldisches Gesangbuch（1724））からは聖歌を一つも取り入れられて

いない。（なお、1724 年の聖歌集の聖歌の中には、後世において再びフルダの聖歌集に含

まれるようになるものもある。）一方、ケルンで出版された『シオンの娘 Tochter Sion』

からは聖歌をいくつか引き継いでいる。 

 
78 August Erthel, Der nach dem Sinne der katholischen Kirche singende Christ, Stahel: 
Fulda, 1778, 22. Auflage 1834, Vorbereit zu der neuen, mit einem Anhange vermehrten 
Auflage. (ページ番号なし) “Dessen Verfasser, P. Augustinus Ertgel, S. B., ein 
vaterländischer, eben so frommer als gelehrter Priester, Benedictiner Ordens…”  
79 Eduard Krieg, “200 Jahre Fuldaer Diözesangesangbuch 1778-1978,” in FuldaGbll 55 
(1979): 116.  
80 August Erthel, Der nach dem Sinne der katholischen Kirche singende Christ, Stahel: 
Fulda, 1778. (ページ番号なし) “Singt diese Lieder, euer Verstand müsse den Inhalt 
derselben wohl fassen, euer Herz müsse mit der Stimme des Munde übereinkommenm, 
eure Zungen müssen sich hier in diesem fremden Lande dem Gott des Himmels weihen; 
damit ihr würdig gefunden werdet, sein Lob in dem Vaterlande ewig zu singen” 
81 Fugger, Geschichte des katholischen Gesangbuchs, p. 93. 
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1890 年、フルダ教区においては新しい聖歌集『フルダ教区のための聖歌集、祈祷書

Katholisches Gesang- und Gebetbuch für die Diözese Fulda』が出版された。これは、ボ

ーネの『カンターテ Cantate』と同様に、啓蒙思想によって排除されていた古い聖歌を集

め、教会聖歌においても、復古主義の時代を開始するとものであった。この聖歌集の序文

の中には、 

 

これまでに存在していた教区の聖歌集の中で最も人気のある聖歌をとどめながらも、

我々の教区のかつての素晴らしいドイツ語聖歌の宝庫を再び開くことにも、特に注

意した。82 

 

とある。1891 年に第 2 版が出版された。 

 

2.1.3 『公教會聖歌集』の編纂の際に模範となったドイツ聖歌集 

 

日本において初めて会衆用聖歌集として成立した『公教會聖歌集』は、18 世紀末以来

のドイツ語圏における教区聖歌集の伝統を汲み、構成、編纂方法、そして個別の聖歌にド

イツの聖歌集の影響を顕著に受けている。 

1918 年に出版された第 1 版は 97 曲の聖歌で構成され、そのうち 18 曲はラテン語であ

る。これらのラテン語聖歌は歌ミサの時に用いられた。『公教會聖歌集』に含まれる日本

語聖歌 79 曲に注目すると、そのうち 68 曲はドイツの聖歌に由来することを特定できた。

特に大きな影響を与えた聖歌集としては、フルダ教区の聖歌集（Katholisches Gesang- 

und Gebetbuch für die Diözese Fulda）第 2 版（1890 年初版、1891 年第 2 版）、さらにケ

ルン大司教区の聖歌集（Gesang- und Gebetbuch für die Erzdiözese Cöln）第 2 版

（1887 年初版、1908 年第 2 版）であると推定できる。（以下、本論では、2 つの聖歌集

を『フルダ 1891』、『ケルン 1908』と略記する。） 

『公教會聖歌集』の構成聖歌の 7 割以上は、この 2 つの聖歌集にも転載されたもので

ある。この聖歌集が編纂された 1918 年には、札幌はフルダ管区に所属していたことを考

えると、フルダ教区聖歌集が札幌教区の聖歌集の編纂に当たって大きな影響力を持ってい

たことは極めて順当である。また、『公教會聖歌集』に含まれるミサ聖歌（88〜94）が、

『フルダ 1891』に掲載される「第 2 ミサ・チクルス 2. Messgesang」（180〜185）と一

致することも、この聖歌集の影響を強く示唆する。さらに、『フルダ 1891』には、個々の

聖歌の出典が注記されているが、その中の「新しい旋律 Neuere Weise/ Neuere Melodie」

 
82 Hochwürdigsten Herrn Joseph、Bischops von Fulda, Katholisches Gesang und 
Gebetbuch, 1890, p. III. “Unter Beibehaltung der beliebtesten Lieder aus dem seitherigen 
Diözesangesangbuch waren wir besonders darauf bedacht, den herrlichen Schatz der alten 
deutschen Kirchenlieder unserer Diözese wieder zu eröffnen” 
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も『公教會聖歌集』に含まれていることからもまた、『公教會聖歌集』編纂に当たっては、

フルダの教区聖歌集がモデルとなっていたと言えるだろう。 

ケルン大司教区の聖歌集『ケルン 1908』からの影響は、構成聖歌だけではなく、その

記譜法にも現れている。『ケルン 1908』は、数字譜で記譜されており、その序文には、当

時の司教がこの数字譜を聖歌集に採用することを考案したことが書かれている。また序文

の中では、この数字による記譜法は、会衆が聖歌を歌いやすくするための工夫であったこ

とも記されている。 

 

わたしの前任者であるクレメンツ枢機卿さま[Philippus Krementz, 1819〜1899]と

同様に、私は、『ケルン大司教区聖歌集・祈祷書』を聖職者、信者に勧めます。と

りわけ今、それが必要だと思っております。なぜなら、この本の新しい版において

は、とりわけ私の指示によって、すべての歌が数字で記譜されているからです。こ

のことが、一般的な会衆歌が、歌うことが許されている礼拝の中で、よりよく実践

され、完璧に歌われるために大きな貢献を果たすよう希望しています。83 

 

同時代のドイツ語圏における会衆用聖歌集は、五線譜、あるいは、旋律を書かずにテク

ストのみで編纂されていることがほとんどであることから、また、ケルンのこの聖歌集の

序文に続いて、数字譜の読み方を丁寧に説明していることから、この記譜法が当時、一般

的であったとは考えにくい。 

アラビア数字が楽譜の中で用いられることは、タブラチュア譜などにおいて、すでに

16 世紀以来あり、数字のみでの記譜も、ルソー（Jean-Jacques Rousseau, 1712〜1778）

によって 18 世紀半ばにすでに用いられていた。この時から既に、数字の上下の点がオク

ターヴの上下、数字が音階の主音からの番号であることも確立している。しかし、こうし

た数字譜はヨーロッパでは定着しなかった。一方で、アジアにおいて⻄洋の⾳楽を理解す

るためには有効であった。特に中国では、簡譜 jianpu として知られ、頻繁に使われる。

明治期の日本においても数字譜はたびたび用いられており、『祝祭日唱歌集』（1893）な

どでも数字譜は用いられている。しかし聖歌集に限れば、日本における他の明治期の聖歌

集では、フランス系聖歌集を含め、この数字記譜法は用いられていない。『ケルン 1908』

をもとに、この数字記譜法を日本の聖歌集にも導入したと考えられる。なおこの記譜法は、

『公教會聖歌集』の第 5 版（1930）まで踏襲され、さらにオルガン及びハルモニスタ用

の楽譜においても、同様の数字記譜法が用いられている。 

 
83 『ケルン 1908』、5 頁。“Gleich meinem hochheiligen Vorgänger Philippus Kardinal 
Krementz empfehle ich Priestern und Gläubigen unser “Gesang und Gebetbuch für die 
Erzdiözese Cöln” und sehe mich gerade jetzt besonders dazu verlangt, weil auf meine 
Anordnung in der neuen Auflage des Buches, die eben erscheint, sämtliche Gesänge mit 
Ziffernoten versehen worden sind. Ich hoffe, dies wird wesentlich dazu beitragen, dass der 
allgemeine Volksgesang beim gottesdienst, dort wo er zulässig ist, immer mehr gepflegt 
und vervollkommnet werde.” 
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 構成の観点から言えば、教会暦に従って各聖歌が並べられている点、ミサ聖歌がチクル

スでまとまって並べられている点、祈祷書と合本で製本されている点も『フルダ 1891』、

『ケルン 1908』を踏襲している。 

さらに言えば、製本方法、革の表紙、大きさなども、類似している。 

 

【図 4】左から『フルダ 1891』（1916 年印刷）、『公教會聖歌集』（第 5 版、1930 年）、 

『公教聖歌集』（1938 年版） 

 

 

  

【図 5】『フルダ 1891』（1916 年印刷）の表紙に描かれる十字架と花のモチーフは、 

『公教會聖歌集』（1926 年版）にもあしらわれている。 
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【図６】『公教會聖歌集』（1918）聖歌 28〈オリベトやまより〉（左）と 

『ケルン 1908』聖歌 68〈Christus fährt auf mit Freudenschall〉（右） 

 

2.2 『公教會聖歌集』に収録される聖歌 

 

2.2.1 構成聖歌とその原曲 

 

1918 年に出版された『公教會聖歌集』は 1930 年の第 5 版まで、多少の変更を加えな

がら、⻑く札幌教区、新潟教区で⽤いられていた。【付録 2】には、『公教會聖歌集』の各

版に含まれる聖歌の一覧、それらの原曲、『フルダ 1891』あるいは『ケルン 1908』に含

まれている場合はその番号、さらに『公教聖歌集』（1933、1948）、『カトリック聖歌集』

（1966）に引き継がれたものはそれぞれの番号を掲載している。 

 1918 年に出版された第 1 版には 97 曲の聖歌が含まれる。その構成は、待降節（1 から

４）、聖主御誕生（5 から 11）、イエエスの聖名（12）、三王來朝（13）、四旬節（14 から

21）、御復活（22〜27）、御昇天（28）、聖霊降臨（29〜31）、御聖躰（32〜43）、耶蘇の

聖心（44、45）、聖⺟マリア（46〜59）、守護の天使（60、61）、聖フランチスコ・ザヴ

エリオ（62）、日本致命者（63）、聖ヨセフ（64）、聖アロイシオ（65）、大天使聖ミカエ

ル（66）、アシシオの聖フランッチスコ（67）、諸聖人（68）、死者の爲め（69）、諸種の

聖歌（70〜80）、ミサのための聖歌：聖躰降福前（81〜84）、聖躰降福後（85〜87）、ミ

サの聖歌（88〜95）、歌御ミサの時（96）、葬式の時（97）となっている84。 

 聖歌集と祈祷書が合本として出版されている第 2 版（1920）には、これらの聖歌の後

には続けて『公教會祈祷文』がある。その内容は、朝の祈祷、夕の祈祷、ミサの祈祷、告

白前後の祈祷、聖体拝領前後の祈祷、⼗字架の道行の祈祷、玫瑰花冠（ロザリオ）の祈祷、

 
84 これらの表記は『公教會聖歌集』（1918）に従っている。 
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就業の祈祷、栄誦、食前の祈祷、食後の祈祷、諭告、異教人の感化を求むる祈祷、教父の

爲にする祈祷、⽗⺟の爲にする祈祷、⼦⼥の爲に⽗⺟の祈る文、聖體を訪ひ奉る時の祈祷、

聖躰を訪ひ奉る時の祈祷、聖體降福後の諭告、耶蘇受難の祈祷、耶蘇の聖心の連祷、耶蘇

の聖心に身を捧げ奉る文、耶蘇の聖心に向ひ奉る祈祷、基督に向ふ時の祈祷、聖體に向ふ

時の祈祷、十字架に磔れる耶蘇に向ふ時の祈祷、聖霊の降臨を望む祈祷、聖ベルナルド聖

⺟に祈る文、聖⺟の悲哀に對する祈祷、聖マリアに⾝を捧ぐる文、聖ヨゼフに祈る文、諸

聖人の連祷、完全なる痛悔の祈祷、洗禮の時の約束を尋ぎて新にする法及び心得、臨終の

時の祈祷、司祭不在の時に於ける葬式の心得、聖族に對し奉る祈祷、聖族に依頼み奉る祈

祷、災難に遭ふ時の祈祷、死に臨める罪びとの爲にする祈祷、聖ヨゼフの連祷、日本国⺠

の感化を求める祈祷、である85。 

 

2.2.2 ドイツ語聖歌集からの影響と選曲基準 

 

『公教會聖歌集』を編纂する際に、モデルになっていたと考えられる『フルダ 1891』、

『ケルン 1908』には、一部同一の旋律が用いられているものも含めて、それぞれ 200 を

超すドイツ語聖歌が掲載されている。すなわち、来日したフランシスコ会の宣教師は、日

本の聖歌集を編纂するにあたって、「聖歌の選別」を行ったことが推測できる。日本にお

いてどのような聖歌が好まれたか、あるいは、日本の聖歌集に含まれなかった聖歌に共通

する特徴があるのか、以下では、聖歌集の比較の調査を踏まえて論じていきたい。 

第 1 に明らかなのは、ドイツの聖歌集に含まれる聖務日課用と思われる聖歌（『ケルン

1908』では冒頭、『フルダ 1891』ではミサ聖歌の直前に、朝、晩の歌がいくつか掲載さ

れている。）は、日本の聖歌集に含まれない。当時、聖務日課は基本的に聖職者が行うも

のであり、会衆用聖歌集として編纂された聖歌集には不要であったことが推察される。 

 続いて、音楽的な意味での選別を論じる。『フルダ 1891』と『ケルン 1908』の中で、

日本の聖歌集に含まれた聖歌と、含まれなかった聖歌の対比を通して、以下の音楽的な違

いを見出すことができた。 

 

① ⻑い聖歌は含まれない。 

日本の聖歌集に含まれる聖歌は、基本的に 3 から 5 行以内の聖歌であり、6 行を超す⻑め

の聖歌、あるいは、極端に短い聖歌は、『公教會聖歌集』に含まれていない。 

② 3 度以上の音の跳躍が大きすぎる聖歌は含まれない。 

特に跳躍後に、さらにその同じ方向で跳躍するパッセージがある聖歌は、ほとんどの場合

含まれていない。 

③ 3 拍子系（3/4 拍子、6/4 拍子）の聖歌は少ない傾向にある。 

 
85 これらの表記は『公教會聖歌集』（1920）に従っている。 
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特に、3/4 拍子の聖歌のうち、二分音符と四分音符の組み合わせによる小節が続く聖歌は、

基本的に日本には持ち込まれなかった。言語的な理由は十分に考えられる。 

④ 完全終止が好まれ、同音連続での終止形は避けられる。 

⑤ 調の特徴は、同じ曲でも、日本の聖歌集においては移調して移入されている例がある

ため、単純に比較することはできない。なお、調に関しては、ドイツの聖歌集を異なる年

代、地域で横断的に見ると、同一の聖歌に関しても様々な調で記譜されており、それらの

一貫性は見いだされなかった。ただし、『公教會聖歌集』の中で、日本語で歌われる全 85

曲は、♯、あるいは♭が 3 つ以内の聖歌である。特に多い調としては、全体の 25％を占め

るヘ⻑調、次いで、ニ⻑調、ト⻑調となっている。 

 

これらの特徴はいずれも、歌いやすさを求めた選別といえる。一方で、教会暦上の季節、

あるいは賛美の聖歌の曲のバランスについては『フルダ 1891』と『公教會聖歌集』は類

似している。 

 

2.3 各版について 

 

2.3.1 改訂版とその違い 

 

札幌の光明社より、1918 年に初版が出版され、1920 年に第 2 版、1926 年に第 3 版が

発行された。また、第 5 版が 1930 年に出版されている86。なお、第 4 版は本論文の執筆

に当たって確認することはできなかった87。『公教會聖歌集』第 2 版（1918 年）、第 5 版

（1930 年）は、祈祷書との合本として出版されている。そのほか、『公教會聖歌集』には、

新潟版が存在する。なお、新潟版では第 4 版（1930 年）以降、『カトリック聖歌集』と改

称された88。また、伴奏譜としては、『オルガン及びハルモニスタ用』（1918 年、2 種）、

『聖歌集オルガン伴奏』があるが、後者は所在不明である。抜粋本には、『公教會聖歌』

（出版年不明）、『聖體降福式』（出版年不明）、『カトリック教の葬儀』（1928 年、1937 年）

がある。 

1933 年に『公教聖歌集』が出版されると、『公教聖歌集』はそれまで北海道、新潟を中

心に用いられていた『公教會聖歌集』に取って代わるものとなった。 

こうした改訂の中で、いくつかの聖歌の追加、テクストや文法の訂正、という改訂が行

われていることは、当時の出版物にも書かれている。 

 

 
86 初版は聖グレゴリオの家 宗教音楽研究所に所蔵されている。第 2 版（1920 年）は国立国会
図書館デジタルコレクションにて公開されている。第 3 版、第 5 版は、瀬田修道院図書館に
所蔵されている。 
87 なお、第 4 版の存在は、第 5 版の巻末にある出版年代の一覧からわかっている。 
88 ヘンゼラー、安足磨由美『明治期カトリック聖歌集』、107 頁。 
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大正七年に始めて公にされ、版を重ねるうちに数個の歌と曲とが除かれ、新に七八

種の聖歌が加へられた外、他のは最初の儘で變化なく現在まで續いてゐます。が、

昨年の十一月發行の第五版を見ますと、文法の誤謬が三四個所匡されてゐます。89 

 

同時代の記述としては、上記引用があるが、実際は、わずかな曲の加減に加えて、テク

ストや音の変更・訂正は、些細なものを含めるとさらに多く見られることが、より詳細な

検証を通して明らかとなった。こうした変更からは、聖歌集を用いる中で、常に、より適

切なテクストを検討していた姿勢を読み取ることができる。 

 

2.3.2 『公教會聖歌集オルガン及びハルモニスタ用』 

 

 『公教會聖歌集』の伴奏譜に関しては、新潟教区から 1918 年に出版されている『公教

會聖歌集オルガン及びハルモニスタ用』を参照する。 

数字によるこの伴奏譜には、1 番のテクストのみがひらがなで書かれている。（その上

で、補足的に漢字表記が部分的にひらがなのテクストの下に書かれている。）数字は、基

本的に、聖歌旋律と一致しているが、オクターヴの表記に違いがみられる。歌の楽譜では

１から７までの数字が用いられ、その範囲を超える音に関しては、数字の上、あるいは下

につけられた点によって、オクターヴの位置が示されている。一方、オルガン及びハルモ

ニスタ用の譜面では、８以上の数字が記入されている。 

これらの譜面からはどのような和声を加えて聖歌旋律を歌っていたか、知ることはでき

ない。 

  

 

【譜例 1】左から『公教會聖歌集』（1918）と 

『公教會聖歌集―オルガン及びハルモニスタ用』聖歌 2〈やよすくひぬしよ〉 

 

 
89 柏木秀雄「公教會聖歌集に就いて」『聲』 1932 年 1 月号、38 頁。 
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2.3.3 新潟教区の『公教會聖歌集』 

 

 ここまで『公教會聖歌集』に関して、札幌での出版、使用を論じてきたが、この聖歌集

は、新潟教区でも認可され、用いられた。その背景には、札幌教区と新潟教区が同じ司教

区に含まれていたこと、さらに異なる修道会ではあるが、同じドイツ系の修道会が宣教を

担っていたことがある。 

1875 年にオランダでドイツ人によって創立された神言会の宣教師は 1907 年 9 月に来

日し、その後、秋田から福井までの東北・北陸 6 県の宣教に従事した。そこで、ベルリ

オーズ司教は新潟、山形、秋田における宣教を神言会修道会に委託した。さらに、1912

年 8 月には、函館司教区に含まれていた秋田、山形、新潟の 3 県と東京大司教区に含ま

れていた富山、石川、福井の 3 県を合わせた新潟知牧区が新設され、神言修道会に委託

されることになった。1922 年に名古屋知牧区が新設されると、富山、石川、福井の 3 県

を委譲し、1962 年司教区に昇格した90。 

こうしたことを背景に、『公教會聖歌集』は、札幌と新潟両教区で公式に採用された。

新潟では、さらに新潟教区独自の特殊聖歌を加えた聖歌集を出版した91。これは、『カト

リック聖歌集』と呼ばれ、『公教會聖歌集』と同様に、数字譜で書かれている。『公教會聖

歌集』から 20 曲ほど追加されている他、同じ聖歌の一部にも編曲が加えられている。 

 

2.4 『公教會聖歌集』のテクストにみられる特徴 

 

 聖歌集の編纂に誰が当たったか、あるいはテクストを誰が書いたか、ということに関す

る資料は現存せず、決定づけることは不可能である。しかし、オリジナルの聖歌と日本語

に翻訳された聖歌の比較をすると、明確に翻訳を行っている部分とより自由に作詞をして

いる部分とが明らかになる。日本人の協力を得ながら、ドイツ語のテクストをもとに作詞

していることは間違いないと言えるだろう。個々の聖歌のドイツ語原文との比較は 4 章

で行う。 

 この節では、『公教會聖歌集』のテクストの中で特に特徴的な、天皇制用語の使用、そ

して特定の典礼用語の使用、漢字表記の変遷について記す。 

 

2.4.1 天皇制用語 

 

 
90 小田武彦「日本におけるカトリック教会：司教区概要【新潟司教区】」、『新カトリック大事
典』 東京：研究社、2002 年、第 3 巻、1469 頁、⻘⼭⽞「日本におけるカトリック教会：男
子修道会（６）神言修道会」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2002 年、第 3 巻、1479
頁。 
91 Eusebius Breitung OFM、「聖歌−II. 日本に於ける歴史」、『カトリック大辭典』 東京：富
山房, 1952 年、第 3 巻、86 頁。 



 
43 

 
 

 『公教會聖歌集』のテクストには、戦前の日本の国体を彷彿させる、いわゆる「天皇制

用語」が多く用いられている。その背景には、1893 年（明治 26 年）9 月に刊行された文

部省編『祝祭日唱歌集』が全国の⼩学校に普及した結果、天皇制⽤語が国⺠の間に確実に

定着していたことがある92。 

プロテスタント教会の讃美歌にも天皇制用語は用いられており、石丸は「明治 10 年代

以降、讃美歌の文言は、官製唱歌に用いられる皇室用語、天皇制用語、国家神道の影響を

受け続けてきた」93と指摘する。こうした讃美歌における天皇制⽤語は⻑く続いたが、明

治期以来の讃美歌集を根本的に見直し、特に、戦争責任への反省に立って編集・出版され

たのが、『讃美歌 21』（1997）である。この聖歌集には、国家神道的表現が注意深く排除

されている94。 

日本のカトリック教会の聖歌に関する研究は、前述の通り、非常に限定的であるため、

そうした指摘はこれまで行われてきていないが、同じことがカトリック教会の聖歌におい

ても言える。実際、『公教會聖歌集』のテクストの中には、天皇制にあった日本において

こそ用いられたテクストが数多くみられる。その一方で、同時代のカトリックの文献や、

主に司祭や聖職者などドイツ人宣教師が日本語を学ぶために作られ、多くの教会用語が含

まれる『ローマ字獨和辭典』（第 1 版、1926）などでは、こうした用語は一切見られない。 

日本人にとってなじみのある用語、さらに、当時、天皇を神と崇めていた日本の⺠衆に

とって、神に関する文脈で理解しやすい用語として、カトリック聖歌のテクストに天皇制

用語を取り入れたと考えられる。1933 年の『公教聖歌集』ではその存在感は減少傾向に

あるが、それでも現行の『カトリック聖歌集』（1966）に至るまで、継続して用いられて

いる点も特筆すべきであろう。 

 

『祝祭日唱歌集95』に含まれる唱歌の中の用語で、『公教會聖歌集』の中でも使われて

いる用語は以下の通りである。 

 

・大詔：おほみごと。天皇が広く国⺠に告げる⾔葉。［聖歌 3］ 

・天津：あまつ［聖歌 1、5、7、11、18、24、76、100、103］ 

・御稜威：みいつ。侵してはならない天皇の威光。［聖歌 7、13、66、74、75、88、

89、92］ 

・千代に八千代に：ちよにやちよに。千年もさらにいく千年も。永久の栄えを祈る言

葉。［聖歌 77］ 

・千代万代よ：ちよよろづよ。御代が永久に続くことを祝っていう言葉。［聖歌 18、

 
92 石丸新『讃美歌に見られる天皇制用語』 東京：モリモト印刷株式会社、2010 年、19 頁。 
93 石丸新『讃美歌に見られる天皇制用語』、34 頁。 
94 石丸新『讃美歌に見られる天皇制用語』、24 頁。 
95 『祝祭日唱歌集』には、〈君が代〉、〈勅語奉答歌〉、〈⼀⽉⼀日〉、〈元始祭〉、〈紀元節〉、〈地
久節〉、〈神嘗祭〉、〈天⻑祭〉が収録されている。 
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66、74、100、102］ 

 

さらに、同様に天皇制用語として分類できる以下の用語も聖歌集の中では、使われてい

る。なおここでは、単なる尊敬語としての用語（御国、御衣御宮殿、御教示など）を除い

ている。 

 

・天津御軍（あまつみいくさ） 

・天津御国（あまつみくに） 

・天津御座（みくら）（通常天皇の位、天皇の玉座を示す。） 

・御⾨、御⾨⼾（みかど） 

・御前（みまえ） 

・御宮殿（みとの） 

・大御天主（おほみかみ） 

 

2.4.2 典礼に関する用語 

 

キリシタン発見を機に復活した最初の要理書の出版（1865 年）から 30 年後の 1895 年、

日本カトリック教会は四教区指定書『天主公教要理』出版を決定した。しかし、20 世紀

初頭、典礼の訳語の定訳は存在せず、原語が同じでも、聖歌集によって異なる言葉が用い

られることは頻繁であった。また聖歌集の改訂に伴って漢字や用語そのものに変更が加え

られることも度々あった。本節では『公教會聖歌集』の中に出てくる典礼用語の中でも特

に重要なものを抽出し、版による変遷、同時代の他の資料との比較を行う。 

 

 神、主 

初代教会以来、キリスト教が語系を異にする他文明圏に進出した時に直面した最大の課

題は、キリスト教の唯一絶対の創造主宰神の訳語をめぐる用語問題である。ザビエルは来

日当初（1549 年）、創造主宰神デウス Deus の訳語として「大日」（大日如来）を採用し

たが、1555 年には「デウス」が採用された。デウスの訳語「天主」の初出も、1581 年に

さかのぼる96。キリシタン時代には、「デウス」として定着した97。 

『日本聖詠』の中には、「天主（きみ、おほぎみ、ぬし、てんしゅ、かみ98）」、「御主

（みあるじ）」という言葉で表現される。『ローマ字獨和辭典』（第 1 版 1926 年）では

「Gott」の項目には、「天主（てんしゅ）、神（かみ）」と表記されている。なお、1896

 
96 太田淑子編『キリシタン (日本史小百科)』 H.チースリク監修、東京：東京堂出版、1999
年、114 頁。 
97 海老澤有道「キリシタン用語」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、1998 年、第 2 巻、
449 頁。 
98 ヘンゼラー、安足磨由美『明治期カトリック聖歌集』、35 頁。 
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年の『天主公教要理』、1954 年の『公教要理』では、一貫して「天主（てんしゅ）」が用

いられる。 

『公教會聖歌集』では、「天主、御天主（みかみ）」が用いられることが圧倒的に多い。

さらに、1918 年と 1920 年の比較からは、「神（かみ）」から「天主（かみ）」へ、「大御

神（おほみかみ）」から「大御天主（おほみかみ）」への変更が 17 か所に見られ、1920

年と 1926 年の比較からも、「神（かみ）」から「天主（かみ）」の変更が複数回みられる。

「天主」への統一の流れを聖歌集の編纂、改訂の経緯からも推察できる。 

また、「天主、神」と関連して、三位一体の神の三つのペルソナ（位格）は、『公教會聖

歌集』の中では、「御父、聖父（みちち）、父（ちち）」、「御子、聖子（みこ）、イエスス」、

「聖霊（みたま）」と表現される。『日本聖詠』や『公教羅甸歌集』（1906）では、たびた

び「聖霊」を「すぴりとさんと」と読み、「アヴェ Ave」や「スピリト Spirito」などと並

んでラテン語が日本語テクストの中に一部含まれることがあるが、『公教會聖歌集』にそ

のようなものは見られない。『ローマ字獨和辭典』（第 1 版、1926 年）では、「Sohn」は

「天主の御子（てんしゅのおんこ）」、「Geist, heiliger Geist」は「聖霊（せいれい）」と

いう訳語で説明されている。 

 

 イエス 

 『公教會聖歌集』の各版の変遷の中で、「イエス」表記の変遷も明らかである。まず、

目次では、以下の通り記されている。 

 

1918 年：イエエスの聖名 

1920 年：イエススの聖名 

1926 年：イエズスの聖名 

1930 年：イエズスの聖名 

 

続いて、曲中のテクストに現れる「イエス」の表記について調べていくと、1918 年版

は 49 番の聖歌で一度だけ例外的に「イエズス」と表記されているが、そのほかでは、す

べて「イエスス（イェススを含む）」と表記される。1920 年版は 49 番を含め、すべて

「イエスス、イェスス」と表記される。1926 年版では、新たに加えられた聖歌（105、

107）のみが「イエズス」の表記となり、他はその前の版と同様に「イエスス（イェスス

を含む）」が踏襲される。1930 年版では、すべて「イエズス、イェズス」の表記となって

いる。 

こうした表記の変更からは、「イエズス」への統一の流れを読み取ることができる一方

で、「イエス」の聖名が依然として統一されて用いられていなかった状況も明らかである。

「イエス」の聖名の読み方について記された 1929 年『聲』の記事を以下に引用する。 
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希臘語では、Iêσous（イエスス）、羅甸語では Jesus（イエズス）、英語では Jesus

（ジーザス）、獨語では Jesus（イエズス）であります。三百年前我國切支丹は

Jesu（イエズ）と云ひました。明治の初年我國に渡来した佛國の宣教師は Jesus

は佛國流の羅甸語發音に従つて「イェズス」と發音下ものと思ひます。希伯來語、

希臘語などによれば「イェスス」と發音する方が正しいかも知れませんが、現代語

では⺟⾳の間に在る單獨なる S は Z の如く濁って發音するのが通例であるし、又

其方が發音し易いから前記獨逸語などの如く、日本語でも「イエズス」と發音する

方が可からうと思ひます。基督正教會（露教會）は希臘語の發音に従ひ「イエスス」

或は「イイスス」と濁らないで發音し、プロテスタント教（新教）は「イエス」或

は「エス」と云ひます。99 

 

この記事からもわかる通り、各国語によって「イエス」の発音は異なる中で、日本のカ

トリック教会においては「イエズス」に統一する流れを見ることができる。1935 年に光

明社から出版された『羅馬弥撒典書』の中では、一貫して「イエズス」が用いられている。 

 

 聖⺟マリア 

『公教會聖歌集』の中には、マリアを表す⾔葉として、王后（きさき）・聖⺟（きみ）、

天なる王后（あめなるきさい）、天主の御⺟（かみのみはは）、童貞マリア（をとめマリ

ア）、姫君マリア（ひめマリア）、御⺟マリア（みははマリア）、聖きマリア（きよきマリ

ア）がある。 

 啓蒙思想時代にはカトリック教会内のマリア信心は退潮したが、19 世紀になると再び

盛んになった。その信仰の根拠は、マリアは処女として聖霊の働きによって身ごもり、信

仰と従順をもって、救い主イエス・キリストの⺟となることを受け入れ、それを⾒事に果

たしたことにある。そのため、マリアのすべての特徴は、まことの神でありまことの人間

である御⼦キリストの⺟であるということに基づいている100。 

 マリア信心と女性尊称は不可分であったことから、上記のような様々な用語（皇后、王

后、姫）が用いられたことが考えられる。しかし典礼の中でこうした言葉が用いられるこ

とはなく、典礼上は「神の⺟」あるいは「おとめマリア」のいずれかが用いられる。

1935 年に光明社から出版された『羅馬弥撒典書』の中では、「聖⺟マリア」、「童貞聖マリ

ア」、「終生童貞なる聖マリア」が一貫して用いられる。一方、聖歌の中では、典礼から離

れたマリア崇敬（王后、天なる王后、姫君）、そして、典礼的なマリア賛美（「天主の御

⺟」、「童貞マリア」、「御⺟マリア」、「聖きマリア」）を使い分けていると考えられる。 

 これらのマリアの尊称の使い分けは、元の聖歌にも基づいている。例えば、聖⺟の聖歌

 
99 「問と答と――救世主の聖名の發音」『聲』 1929 年 10 月号、61〜62 頁。 
100 P. ネメシェギ「マリア」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2009 年、第 4 巻、800
頁。 
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47「いと愛たきかな」では、原曲のテクストの「天の女王 Himmelskönigin」と一致す

るように「天なる王后」というテクストが使われている。⼀⽅で、同じく聖⺟の聖歌 52

「アンナの御子」では、マリアの⺟である聖アンナの懐（胎）にいる⽅への讃美が行われ

ることを踏まえ、「姫君マリア」というテクストが用いられている。 

 

 「聖」と「御」 

以下の言葉は、「聖」を言葉の頭につけることによって、聖なるもの、あるいは尊ぶべ

き対象、という意味を強めている。これは、「御」と互換性があるものであった。 

・聖別め（きよめ） 

・聖迹（みあと） 

・聖天使（みつかひ） 

・聖手（みて） 

・聖教（みのり）御聖教 

・聖旨（みむね） 

・御教示、聖教訓（みをしへ） 

 

 秘跡 

日本のカトリック教会の用語で「秘跡」と訳される言葉はラテン語の「サクラメントゥ

ム sacramentum」である。今日では、サクラメント、聖礼天、聖奠、機密などの用語が

用いられる101。 

『公教會聖歌集』の中では一貫して「秘蹟」と表記される。カトリック教会においては

「秘蹟」は「秘跡」の漢字変更が行われており、1948 年の増補改訂版以降、聖歌に登場

する「ヒセキ」はいずれも「秘跡」に改訂されている。 

 

 いつくしみ 

「慈しみ」とは、以下の通り、定義づけられるものである。 

 

慈しみ（憐れみ）misericordia, mercy, Barmherzigkeit, Erbarmen 

人間の罪、苦しみ等を前にして、それを包み、癒やす愛のこと。罪深い人類に対し

て神が取っている態度。イエスがすべての人々に対して常に示した態度、神の慈し

みを体験したすべての人が他人に対して示すように神が要求している態度を表す言

葉として、キリスト教の神髄を表している。日本語訳聖書において、「慈しみ」、

「憐れみ」、「慈悲」などの訳語も用いられている。102 

 
101 J. アリエタ「秘跡」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2009 年、第 4 巻、188〜191
頁。 
102 P. ネメシェギ「慈しみ」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、1996 年、第 1 巻、482
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この概念に対する定訳は 20 世紀後半以降まで定まらず、憐憫（あわれみ）103、慈悲

（じひ）104が用いられた。『公教會聖歌集』には、いつくしみ、慈悲、愛憐（いつくし

み）、あわれみ、憐愍、憐憫、憐み（あわれみ）など、様々な表記がみられる。 

 

 めぐみ 

「恩恵（恵み）charis」は、パウロにおいて、キリスト教的な救済理解の中心を表す言

葉として用いられ、イエスの死と復活によってすべての人間に対して示され、実現される

神の愛を意味している105。この概念に関する定訳が定められたのも、20 世紀後半以降で

あり、それ以前は、「恩寵（めぐみ）」、「恵（めぐみ）106」「聖寵（せいちょう）107」など

と用いられていた。『公教會聖歌集』では、「御惠（みめぐみ）」「御恩寵（みめぐみ）」「恩

寵（めぐみ）」「聖寵（みめぐみ、めぐみ）」と表記される。 

これらの用語はキリスト教の教義の中でも重要な言葉であるが、こうした用語の定訳が

定まった、第 2 ヴァティカン公会議以降のことである。第２ヴァティカン公会議の『典

礼憲章』は、それまでラテン語中心に祝われていた典礼を、それぞれの国の言語で祝って

もよいとする方針を展開した。この方針に基づいて、各国で国語、あるいは公用語による

典礼書が次々と刊行された。 

典礼においても定訳の議論はかなり遅れていることを踏まえれば、聖歌においてもこの

ような典礼用語に関して様々な言葉が当てられていることは極めて妥当なことである。そ

の一方で、「天主」、「イエス」、「秘跡」などにおいて、明確な変遷の形跡がみられるもの

もある。聖歌が信者にもたらす影響力、聖歌のテクストの重要性を示唆しているといえる

だろう。 

 

2.5 会衆用聖歌集としての特異性 

 

2.5.1 全国的な受容 

 

 この聖歌集は、札幌教区、新潟教区における特殊な会衆歌の位置づけを生み出した。札

幌教区内での日本語聖歌の歌唱については、『カトリック大辞典 第 3 巻』の「聖歌−II. 

日本に於ける歴史」の項目でも以下の通り、記述されている。 

 
頁。  
103 天主公教會『天主公教要理』 横浜：福音印刷合賣社、1896 年、13 頁。 
104 「慈悲」、『教会用語辞典』 東京：原書房、1959 年、第 1 巻、727〜729 頁。 
105 P. ネメシェギ「恩恵（恩恵）」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、1996 年、第 1 巻 
985〜992 頁。 
106 天主公教會『天主公教要理』、12 頁。 
107 天主公教會『天主公教要理』、12 頁。「聖寵」、『教会用語辞典』 東京：原書房、1959 年、
第 1 巻、393〜395 頁。 
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これ等［『日本聖詠』などの明治期のフランス系聖歌集]の聖歌集は全て聖歌隊用で

あったが、本来の意味の聖歌への要求が益々 高まり、信者一同に國語で歌われ、

かくて當時の札幌教區では讀誦ミサと主日並びに祝日とに⽤ひる聖歌が著名な⻄洋

の聖歌に倣って作られかつ歌われるに至つた。108 

 

札幌教区における会衆用聖歌集の特異性は、以下に引用する『日本カトリック新聞』の

記事や、雑誌『聲』の記事からも明らかである。 

 

・佐藤清太郎、「札幌教区の『公教會聖歌集』」 

 

（前略）人の歌つてゐるものを二三度も聞けば、自ら、後に付いて歌つて行けるや

うに出来てゐる。又、さう出来てこそ聖歌として立派なものだと思ふ。（中略）此

の意味に於いて、先年、札幌教區で編纂し、同教區の信者が一般に使用してゐる

「公教會聖歌集」は舊式（旧式）だと言ふ評も有る様だが、實によく出来てゐる

と思ふ。109 

 

・柏木秀雄、「公教會聖歌集に就いて」  

 

札幌教區に生まれ育つて来た私には他教區に於て（全部ではないにしても）平常の

日曜日にでも、聖歌は定まつた歌隊に委せられて一般の信者は歌はないと云ふ事

をきく度毎に奇異な感じが致します。札幌教區では祈禱文を⽤ゐると同様に殆ど

凡ての信者は必ず聖歌集をも聖堂へ持つて行きます。 

（中略） 

大正七年に初めて公にされ、版を重ねるうちに数個の歌と曲とが除かれ、新に七八

種の聖歌が加へられた他、他のは最初の儘で變化はなく、現在まで續いてゐます。

（中略）一體、聖歌に對して愛好を抱くか否かは、其の歌曲に依つて定まるもので、

歌詞は従であります。外國語の聖歌を聴いても深い感銘の與へられるのは、此の理

由からであります。（後略）110 

 

 この聖歌集は全国的な位置づけを得ることになり、次第に高まる統一聖歌集の編纂への

 
108 Eusebius Breitung OFM、「聖歌」、『カトリック大辭典』 東京：富山房、1952 年、第 3 巻、
86 頁。[ ]内、引用者補足。 
109 佐藤清太郎「札幌教区の『公教會聖歌集』」、『日本カトリック新聞』 1931 年 9 月 6 日
（308 号）4 頁。強調は引用者による。 
110 柏木秀雄「公教會聖歌集に就いて」『聲』 1932 年 1 月号、37〜42 頁。強調は引用者によ
る。 
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機運の中にあっての「一つの理想形」として位置づけられた。例えば、『カトリック・タ

イムス』の 1927 年 12 月 1 日（162 号、4 頁）には小さな広告、12 月 21 日（164 号、4

頁）に「年末年始の贈答品にカトリックの良書を」という記事の中で、『日本聖詠』と並

んで『公教會聖歌集』も載っている。『日本カトリック新聞』の 1931 年 11 月 15 日

（318 号、4 頁）、1931 年 11 月 22 日（319 号、4 頁）にも、以下の『公教會聖歌集』の

広告が掲載されている。 

 

 

【図 7】『日本カトリック新聞』に掲載される『公教會聖歌集』の広告111 

 

2.5.2 日本のカトリック聖歌集の歴史における『公教會聖歌集』の位置づけ 

 

第 1 章で述べた『日本聖詠』も日本人の信徒用の聖歌集であったが、ミサや典礼にお

いて用いる「会衆用」の聖歌集ではなかった。いくつか、ミサにかかわる聖歌も『日本聖

詠』には見られるが、あくまで、典礼において聖歌を担当していたのは、聖職者、聖歌隊

であった。しかし『公教會聖歌集』は教会に集う会衆が歌うことを目的に編纂されており、

それまでの聖歌集とは大きく目的が異なっている。その上で、個々の聖歌の選曲、またテ

クストにおいては会衆の理解しやすさ、歌いやすさを重視していたことも本研究を通して

明らかとなった。 

『公教會聖歌集』の聖歌のほとんどは、その後『公教聖歌集』に大部分が引き継がれた

112。個々の聖歌を見ていくと、『公教會聖歌集』と『公教聖歌集』ではテクストが大きく

異なっている部分も多々存在する。（各聖歌に関する比較分析は第 4 章で行う。）『公教會

聖歌集』のテクストを踏まえて作詞されている『公教聖歌集』の聖歌も数多くあり、さら

に言えば、第 4 章で詳述するように、原曲との比較では『公教會聖歌集』の方が、原詩

に忠実で、より分かりやすいという点も多い。 

 
111 『日本カトリック新聞』1931 年 11 月 22 日、４頁。 
112 これらの聖歌の引継ぎに関しては、【付録 2】の資料を参照。 
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『公教會聖歌集』は、その後の日本のカトリック教会の聖歌の歴史において、旋律、テ

クスト、さらに構成方法という点でも、モデルとなるものであった。日本の会衆歌の伝統

を確立した聖歌集といえるだろう。  
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第 3 章 日本における最初の統一聖歌集『公教聖歌集』の成立113 

 

3.1 統一聖歌集への機運 

 

1962 年から 1965 年にかけて行われた第 2 ヴァティカン公会議以前のカトリック教会

では、ミサは基本的にラテン語で行われ、歌ミサにおいては、司祭や聖歌隊などによって、

ラテン語の聖歌（グレゴリオ聖歌）が歌われていた。前述の通り、教皇ピウス 10 世によ

る 1903 年の教会音楽に関する自発教令でも、グレゴリオ聖歌は「教会音楽の最高の規範」

として礼拝の中で重要視されていた。もちろん日本においても同様である114。しかし、

『公教會聖歌集』が示している通り、会衆が礼拝の中で歌うという例もあった。主日ミサ

の聖歌の実態について言及されている 1931 年の雑誌『聲』の記事を以下に引用する。 

 

[問] 或る教區の教會では、待降節でも四旬節でもかまはず、御ミサ中にオルガン

を奏して、日本語の聖歌を盛んに歌つて居りますが、一體御ミサ中に何時でも、日

本語の聖歌を歌つて（悲しみ、つ々しみ、の季節でも）よいものでせうか？受持神

父或は、教區々々の自由の権利でせうか？これは各教區一致しなくてもよいもので

せうか？迷つて居りますから、詳細御教示お願ひいたします。（小樽 赭丘生） 

 

[答] 歌ミサ即ち唱歌ミサ或は正式のミサの時には、羅典語の一定の聖歌の限度が、

讀誦ミサ（司祭が歌ふ事なくして、ミサの祈りなどを單に讀誦するミサ）の時には、

待降節、四旬節中でも、日本語の聖歌を歌つても可い。オルガンも聖歌の伴奏であ

れば、何時でも禁ぜられてゐません。聖歌の伴奏でなく、只オルガンのみを引くこ

とは悲しみの季節には禁ぜられてあります。 

又、待降節、四旬節でも、其季節のミサでなく、聖人の祝日のミサであれば、例へ

ば三⽉⼗九日聖ヨゼフ聖⺟の浄配の⼤祝日は何時も四旬節中であるが、此聖⼈を紀

念するミサを行ふ時は、悲しみの節でないのと同じく喜悦を表すためオルガンを引

き或は其他種々の装飾を施しても差支えありません。115 

 

このように、様々な国からの宣教師が来日し始めたことで、典礼の行い方には地域差が

生まれていた。それぞれ、異なる聖歌集が用いられ、日本語の聖歌が多く歌われる教会、

全く歌われない教会、聖歌隊のみが歌い一般の信者が歌わない教会、信者も歌う教会など

状況は様々であった。この状況については、札幌のフランシスコ会が 1916 年から週刊で

発行していた『光明 : 週刊公教新聞』の中でも詳述されている。 

 
113 章末に、1932〜1944 年の関連する記事の一覧を掲載している。 
114 「典禮と聖歌」『日本カトリック新聞』 1937 年 7 月 11 日（612 号）、4 頁。 
115 「主日の御ミサの聖歌に就いて」『聲』 1931 年 5 月号、357 頁。 
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我が國の明治以降の公教傳道は近年まで主として同一布教會―巴里外國傳道會―の

手によつてなされてあつたので、どの教區でも―教區數も少なかつた―自然同じ歩

調です々んでいゐたのが、其後數々國の布教會がはたらくやうになり、教區の數も

加はり旁々、カトリックとしては名實ともに同じではあるが、地上の物事にまぬか

れない地方色がおのづから、その教區々々に多少染分けられてくるといふ現象を呈

してきたため、それが聖歌にも及んで現在のやうな差別ができたといふ結果にある

のである（……）ある處では日本語の聖歌が割合おほくうたはれるに反し他の處で

はさうでなかつたり、また、日曜日の重なミサが羅典語歌ミサでない場合には少し

も日本語の聖歌をしなかつたり、或は聖歌隊だけで、一般はこれにあづからない、

乃至は、ミサ後に初めて一緒にうたふ。またおほくは降福祭のときにラテン語の聖

歌のみを用ゐるという風に、更にまた、歌晴れる聖歌の數にしても、處によつて多

い少いの區別があり、日曜のミサが歌ミサでないときでも、その教會の主要ミサに

は、信者の共同の祈りの合間々々にミサに關する聖歌を加へる。それから降福祭の

時にしても、ロマ聖廳から特別の許可がでてゐるので羅典語聖歌ばかりでなく、邦

語の聖歌をおほゆく用ゐるという處もあり、自然聖歌がおほきな位置を占めるやう

になり。116 

 

こうした教区ごとの多様な実態は次第に問題視されるようになり、全国的な聖歌集統一

への契機となった。『光明 : 週刊公教新聞』では、新しい聖歌集の編纂に当たって、いち

早く次の 3 案を掲載している。 

 

① 各教區の聖歌集を文字通り、絶對的同一の物に統一するか。 

② 重要な聖歌の大部を同一にして他は附録として各教區任意のものを加へるか。 

③ 各教區現在使用の聖歌集を其の儘とし、其の中にも一定共通の、聖歌数は各教

區共必ず其の聖歌集に加へる事にし、之を次第に増加する様にて逐次、（一）（二）

の如き統一に到らしむるの道を開くか。117 

   

結果的には『公教会聖歌集』（1933）は全国統一聖歌集として、①の理念に近いものと

して編纂されたことになる。 

 

3.2 『公教聖歌集』の編纂 

 

 
116 フランシスカン會「日本公教會各教區共通聖歌集出版に就いて」『光明 : 週刊公教新聞』 札
幌：光明社、1929 年 6 月 30 日、6 頁。 
117 フランシスカン會「日本公教會各教區共通聖歌集出版に就いて」『光明 : 週刊公教新聞』 札
幌：光明社、1929 年 6 月 30 日、7 頁。 
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3.2.1 編纂過程 

 

『公教聖歌集』の編纂に関する先行研究としては、『カトリック大辭典 第 3 巻』（教

文館、1988 年）の以下の記述がある。 

 

昭和三年、東京に開かれた司教会議は一般聖歌集の編纂を決定し、福岡の司教ティ

リ（Thiry）、サレジオ會會⻑チマッティ（Cimatti）及び光明社のノル(Hougolin 

Noll)を編纂委員に任命した。併しながら、司教ティリは間もなく死し、チマッテ

ィは日本を去つたので、この事業には主としてノルが當たり、彼は大神学校のアノ

ージュ（Anoge）及び多治見の神言会修道院のディトリヒ(Dietrich)の協力でこれ

を成就した。118 

 

本項目では、当時の出版物を参照しながら、より詳細に編纂の実態を明らかにしていき

たい。 

『公教聖歌集』（1933）の凡例に「往年の日本公教會司教会議において、全教區共通用の

カトリック聖歌集編纂が決議され、…」119とあるように、1928 年 10 月日本公教會司教會議

120において全国公教會用聖歌集の編纂が決定され、編纂委員が 3 名選任された121。ただ

し残念ながら、統一の聖歌集の出版を決めたという首脳会議の議事録等の資料は残ってい

ない。 

1928 年に出版の意向が決定した後、出版されるまで 5 年ほどかかったことになるが、

その編纂作業が滞りなく進んだわけではなかった。1929 年 6 月の『光明 : 週刊公教新聞』

には、「各委員が聖歌集の編纂に向けて目下準備中である 

が、委員のうち、宮崎のチマッティ神父がイタリアに帰国中でその進行が滞っている。」

122、という記録がある他、1930 年 8 月号の『聲』の中で、「聖歌集の全国的統一は何時

か」という問いに関する返答としては、「教会の當局者に伺ひました處、御尋ねの聖歌集

 
118 Eusebius Breitung OFM（オイセビウス・ブライトゥング）、「聖歌」、『カトリック大辭典』 
東京：富山房、 1952 年、第 3 巻、86 頁。なお、人名やその原綴りは、原文通りに引用して
いる。 
119『公教聖歌集』 札幌：光明社、1933 年、3 頁。  
120 日本公教會司教会議は、教會首脳会議の一種であり、『聲』（1933 年 10 月（657 号））に説
明がある。「（教會首脳会議は）二種ある。其一は司教會議（Conferentiae episcopales）もう
一つは大教區（即ち地方部会）議會（Concilium provincale）である。司教會議は地方部の司
教等が集會し、⾸府⼤司教が其議⻑となって相互に意⾒を交換し、公教の利益のために施すべ
き改良或は最善なる方法を議し、地方部諸教區に共有なる難問を一様に解決することを講ずる
のである。此司教會議は少なくとも五年毎に開會することになっている。（聖會法等二九二條）。
其の決議は單に司教同志の申合せに止まり、法律とはならない。各司教は銘々自分の主権によ
って自ら適當と思ふ處置を其教區内に施すことが出来る。…」 
121 「日本公教會各教區共通聖歌集出版に就て」『光明 : 週刊公教新聞』 682 号、1929 年 6 月
30 日、6 頁。 
122 「日本公教會各教區共通聖歌集出版に就て」『光明 : 週刊公教新聞』 682 号、1929 年 6 月
30 日、6 頁。 
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は目下準備中であるが、何時頃發行出来るかは判らぬとの事であります」123と書かれて

いる。この記事の他にも『聲』には幾度か、「統一の聖歌集」に関する問い合わせが来て

いるが、いずれも明確な答えはない。 

『日本カトリック新聞』において、初めて新たな聖歌集に関する記事がみられるのは、

1932 年 9 月 4 日の『新しい聖歌集に就いて』という記事である。ここでは、「かねて要

求され、期待されてゐた日本カトリック聖歌集の準備は既に具体的な仕事に取り掛り、

著々進行しつつある」124というコメントの他、聖歌集編集者の担当者や各聖歌の採用基

準、さらに編纂方針まで詳細に書かれている。残念ながら、この記事の執筆者に関する記

載はない。さらに、1932 年 11 月号『聲』では、編集委員の一人であったノル師が、『日

本カトリック新聞』の当記事に言及しながら、「聖歌集は今後約一年間に終了の豫定で着

手されてゐます」125と書いている。当時の状況として、正式に出版の目途が立ったのは

1932 年ごろであったと考えられるだろう。最終的に『公教聖歌集』の初版は、1933 年 9

月 20 日に光明社から出版された。 

続いて、『公教聖歌集』（1933）の凡例（3〜4 頁）と 1932 年 9 月 4 日の『日本カトリ

ック新聞』に掲載された「新しい聖歌集に就いて」の記事に基づいて、編集方針、採用基

準、販売方法を以下の通り要約する。126 

 

方針：新しいものを作るのではなく、既存のものから選出して編纂する。その際、テクス

トの訂正を行って、採用する。 

 

採用基準： 

① 一般信者の歌うのに適したものであること。したがって、あまり高級なものは

採用しない。このような聖歌は、聖歌隊に任せる。 

② ⼀般向け、⺠衆的であるとしても、根本として、聖なる場所に適した性質のも

のであること。したがって、あまりに俗的なもの、マーチ式やダンス調や軍歌式の

単に勇壮活発なもの、あるいはあまりに感傷的なものであってもならない。 

③ 趣味の方面からは、千篇一律ではなく地方からの要求をも満たし得るように、

出来るだけ多角的な視点から選ぶこと。およそ、200 曲を見越している。 

 

なお、これらの聖歌が必ずしも各教区のすべての要求にこたえるとも限らないため、

任意で各自の教区専用のものを附加することは認める。またこの聖歌集の編纂の目

的は、あくまで日本語聖歌の統一であり、ラテン語聖歌に関しては、全世界的に統

 
123 「問と答：聖歌集の全國統一は何時か」、『聲』 1930 年 8 月号、66 頁。 
124 「新しい聖歌集に就いて」『日本カトリック新聞』 1932 年 9 月 4 日（360 号）4 頁。 
125 「問と答――「聖歌集統一評議員會に就いて。」」『聲』 1932 年 11 月号、73 頁。 
126 「新しい聖歌集に就いて」、『日本カトリック新聞』 1932 年 9 月 4 日（360 号）4 頁に基づ
く。 



 
56 

 
 

一されたヴァティカン公刊のものを使用するのがよい。 

 

販売方法：教区として、また個人としてこの聖歌集を購入する際は、カトリック中

央出版部あるいは札幌の光明社宛てに申し込むこと。 

 

3.2.2 編纂に関わった人物 

 

先出の 1932 年 11 月号の『聲』の記事には、「『聖歌集統一評議委員會』といふものは

ありません。委員は各自の場所で互いに聯絡し、協力し、且時々會議をなし、完成に向か

って働いております」127とあり、統一聖歌集の編纂に向けては、各担当者がそれぞれの

担当部分を個人的に作業していた状況がわかる。また、聖歌集本体に、歌曲の選定、歌詞

の改正に協力した人々の名前が挙げられていないのは、『公教聖歌集』の典礼書の性質故

である、と「聖歌−II.日本に於ける歴史」を執筆したブライトゥング師はその項目の中

で書いている128。 

一方で、『公教聖歌集』（1933）の凡例の末尾には、「（曲譜の選集、歌詞の修正と作詞

に関して）東京にある公教大神学校に深き感謝を尭明し神がその働きに酬い給はんことを

祈る」129とあり、東京大神学校を中心として作業が行われたことがわかる。関連資料を

参照しながら、『公教聖歌集』の編纂の中心的な担い手の特定を試みる。 

まず、1932 年 9 月 4 日の『日本カトリック新聞』に掲載された「新しい聖歌集に就い

て」の記事によれば、音符方面は、3 人の司祭、宮崎のチマッティ師、東京大神学校のア

ノージュ師、札幌のノル師、歌詞方面で担当したのが、⼾塚文卿、その他 2、3 人である

130。 

チマッティ師（Cimatti, Vincenzo, 1879〜1965）はイタリア生まれのサレジオ会宣教

師である。1926 年に日本渡来のサレジオ会最初の宣教師として宮崎に着任、宮崎、大分

の両県で宣教に従事した。チマッティ師は、たぐいまれな音楽的才能を持ち合わせており、

宗教的な作品から教育的、娯楽的な作品の作曲まで数多く手がけている131。『公教聖歌集』

の編纂に大きくかかわったと考えられるが、一方で、聖歌集編纂の時期がイタリア帰国の

時期と重なっているので、中心的な人物とも考えにくい。 

アノージュ師は、パリ外国宣教会の司祭で、東京神学院で 1929 年より、教理神学、ラ

テン語、聖楽の授業を担当していた132。『公教聖歌集』には、『日本聖詠』だけではなく、

『天主公教会』（1910）、『公教聖歌』（1911）の聖歌が含まれていることも、各聖歌集と

 
127 「問と答――「聖歌集統一評議員會に就いて。」」『聲』、681 号、1932 年 11 月、73 頁。 
128 Eusebius Breitung OFM、「聖歌」、『カトリック大辭典』 東京：富山房、 1952 年、第 3
巻、86 頁。 
129 『公教聖歌集』 札幌：光明社、1933 年、4 頁。 
130 「新しい聖歌集に就いて」、『日本カトリック新聞』 1932 年 9 月 4 日（360 号）4 頁。 
131 尾原悟「チマッティ」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2002 年、第 3 巻、1040 頁。 
132 「東京カトリック神学校史年表」 Inter Nos、No.26、1969 年、25 頁。 
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の照合からわかっており133、これらのパリ外国宣教会の地域で用いられていた聖歌集か

らの転用はアノージュ師によるところが大きいことは十分考えられる。 

ノル師は、フランシスコ会フルダ管区の司祭として、1921 年に来札した。文才があり、

音楽的造詣も深く、また雄弁であったことで知られる134。『光明: 週刊公教新聞』の編集

⻑を経て、新しい『日本カトリック新聞』の発行に協力するため 1934 年に上京した。

『公教聖歌集』の編纂に当たっても、『公教會聖歌集』（札幌教区聖歌集）との関連性はノ

ル師によるところが多いと考えられる。 

『公教聖歌集』の編纂方針は、新しいものを作るのではなく、既存のものから選出する

ことであり、それまでに国内で最も広く用いられていた「フランス系」聖歌集『日本聖

詠』、北海道、新潟を始めとする地域で用いられ、「ドイツ系」聖歌集『公教會聖歌集』、

それぞれに精通した人が編纂にかかわっていたといえるだろう135。 

 1932 年 9 月 4 日の『日本カトリック新聞』には、作詞あるいは歌詞の改訂にかかわっ

た人物として、「⼾塚師其の他二三の経験者が受け持たれてゐる」136という記述がある。

⼾塚文卿（1892〜1939）は、医師であり司祭で、東京カトリック神学院教授を務める傍

ら、『日本カトリック新聞』の初代主筆、カトリック中央出版部⻑、カトリック新聞社社

⻑、などを歴任した。また、多くの翻訳や随筆を残した137。しかし実際に歌詞にかかわ

った人物は、東京大神学院の幹事を務め、英語の教師としても神学院にかかわった小倉慮

人（おぐらまきと、1889〜1965）である。小倉は 1914 年立教大学神学部の第 1 期生と

して卒業後、神⼾、⻑野を経て新潟で聖公会の牧師をしていた。そのころ、新潟地⽅の教

区⻑をしていたチェスカ師（Anton Ceska, 1877〜1951）と親交を深め、新潟カトリック

教会に通ってはカトリックの要理を研究、ミサに与り、やがて周囲の反対を押し切ってカ

トリックの洗礼を受けていた。『昭和日本の恩人―S.カンドウ師』の中で、小倉が語った

こととして、以下のような記述がある。 

 

のち⼾塚神⽗様とともに『公教会聖歌集』の編纂を委託されましたが、途中で⼾塚

神父様がおやめになったので、けっきょくわたしひとりでみんな歌詞をつくること

になり、著作権も版権もすべて光明社に譲りました。138 

 
133 【付録 3】参照。 
134 仁多⾒巌『北海道とカトリック〈戦前編〉』、札幌：「北海道とカトリック」出版委員会、
1983 年、396 頁。 
135 なお、この「フランス系」「ドイツ系」の区別は、主にフランス系聖歌を含む聖歌集と主に
ドイツ系聖歌を含む聖歌集であることを意味する。『日本聖詠』にもドイツ由来の聖歌が含ま
れていたり、『公教聖歌集』にフランス聖歌が含まれていたり、さらに両聖歌集に共通する聖
歌もいくつかみられる。 
136 「新しい聖歌集に就いて」、『日本カトリック新聞』 1932 年 9 月 4 日（360 号）4 頁。 
137 武内昶篤「⼾塚文卿」、『新カトリック⼤事典』 東京：研究社、2002 年、第 3 巻、1322〜
1323 頁。 
138 池田敏雄『昭和日本の恩人――S.カンドウ師――』 東京：中央出版社、1966 年、90 頁。な
お、この引用箇所にある『公教会聖歌集』は小倉の生年月日や来歴から『公教聖歌集』（1933）
と判断するのが妥当である。 
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 『公教聖歌集』には、『公教會聖歌集』（第 5 版、1930）に由来するもの、『日本聖詠』、

『天主公教会』（1910）『公教聖歌』（1911）に由来するもの、そして新たに加えられた聖

歌があるが、旧聖歌集から引き継がれた聖歌に関して、旋律、調的な変更よりもむしろ、

テクストの変更が際立っている。旧聖歌集から引き継がれたいずれの聖歌に関しても、テ

クストにおいて大幅な改訂が極めて多く、改訂というよりは新たな作詞が行われたと言う

方がふさわしいだろう。 

『公教聖歌集』（1933）の出版後には、七度にわたって小倉によるテクスト解説『評釈』

が『日本カトリック新聞』に連載されている139。また、『公教聖歌集』（1933 年）の末尾

には、「歌詞小註」という項目のもと、テクストの語句説明が書き留められている。そこ

には、歌詞字典がこれから発売予定である旨も注記されているが、この事典の存在につい

てはこれまでの資料調査では確かめられていない。一方で、1938 年に出版された『公教

聖歌集』第 4 版の巻末には、歌詞字典の発売予定の記載がないだけではなく、1933 年版

の注釈の中に幾度か含まれていた「歌詞字典をみよ」）の記載が消えており、実際に『歌

詞字典』が出版されたかは、極めて疑わしいと言えるだろう。 

 資料状況に鑑みると『公教聖歌集』の出版に当たって行われた作詞の工程に関する調査

は、難しい。一方、日本の聖歌集の中で歌い継がれてきたこれらの外国由来の聖歌のテク

ストの変遷は重要であり、第 4 章で、各聖歌の歌詞に関する分析と考察を行う。 

 

3.3 『公教聖歌集』に収録される聖歌 

 

『公教聖歌集』の初版は、全 228 曲を収録し、そのうち 212 曲が日本語聖歌、16 曲が

ラテン語聖歌である。5 線譜で書かれ、日本⼈作曲家による聖歌《なべての⺠よゑをあげ

よ》（山本直忠）を含む。 

まず、ミサ聖祭の聖歌（1 から 17）が掲載される。これらのミサ聖歌は、3 つのミサ・

チクルス（ミサ聖祭（一）として 7 曲、ミサ聖祭（二）として 5 曲、ミサ聖祭（三）と

して 5 曲）を形成する。読誦ミサの際に、ミサの進行に従ってこれらのミサ聖歌は歌わ

れた。ただし、これらのミサ曲に共通の翻訳が当てられているわけではなく、典礼内にお

ける同じ用途の聖歌であっても異なるテクストがつけられている。 

その後、教会暦に従って、以下の通り、聖歌が続く。 

待降節（18 から 22）、降誕節（23 から 41）、聖名（42 から 43）、三王來朝（44 から

46）、悔悛（47 から 50）、御苦難（51 から 56）、十字架（57 から 59）、悲みの聖⺟

（60 から 62）、枝の主日（63）、御復活（64 から 72）、御昇天（73 から 74）、聖霊

（75 から 81）、三位一體（82）、聖體（83 から 94）、聖心（95 から 107） 

 
139 1933 年 12 月 17 日、12 月 31 日、1934 年 1 月 14 日、1 月 28 日、2 月 25 日、3 月 18 日、
3 月 25 日。 
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 次いで、キリスト、聖⺟マリア、天使や聖⼈への賛美の聖歌が続く。 

主に對する賛美（108 から 118）、キリストに對する賛美（118 から 128）、聖⺟

（129 から 172）、天使（173 から 177）、聖人（178 から 193） 

 

さらに、特定の典礼のための聖歌やその他の聖歌が続く。 

死者（194 から 195）、葬禮（196 から 199）、天國（200 から 201）、雑（202 から

212） 

 

 ラテン語聖歌も、最後に掲載されている。これらは、歌ミサの際に歌われていた。 

ラテン語聖歌（213 から 228） 

 

3.3.1 『公教會聖歌集』と『日本聖詠』からの影響 

 

『公教聖歌集』は、前述の通り、『公教會聖歌集』、『日本聖詠』をはじめ、その他『天

主公教会』（1910）、『公教聖歌』（1911）などから聖歌を引き継ぐことで編纂された。『公

教聖歌集』の構成聖歌一覧と各曲が由来する日本の聖歌集を一覧化したものを【付録 3】

に掲載する。 

『公教聖歌集』に対する『公教會聖歌集』と『日本聖詠』からの影響に関して、以下の

点を指摘する。 

 

① 2 つの聖歌集の中でも、特に『公教會聖歌集』（第 5 版、1930）からの影響が明らか

に大きい。『公教會聖歌集』の聖歌のうち、『公教聖歌集』（1933）に引き継がれなかった

聖歌は 8 曲（3,5,17,20,37,49,53,95）に留まる。それらの中でも聖歌 17 と聖歌 37 は、

1948 年の増補改訂版には再び取り入れられている。 

② 『公教聖歌集』に含まれる 3 つのミサ聖歌チクルスは、『公教會聖歌集』、『日本聖詠』

から一つずつ、さらに新たに加えられたドイツ系の聖歌による 1 チクルスで構成されて

いる。 

③ 各教会暦の季節のための聖歌は、基本的にフランス系、ドイツ系の聖歌の双方が含ま

れるが、全体的な傾向としては、『公教會聖歌集』から引き継がれる聖歌が多い。ただし、

聖体の祝日に関する聖歌のほとんどは『公教會聖歌集』から引き継がれるドイツ系の聖歌

であり、聖心の祝日に関する聖歌はフランス系の聖歌が多くを占める。 

④ 聖⺟賛歌は、フランス系の聖歌が圧倒的に多い。 

 

3.3.2 新たに含まれた聖歌 
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『公教聖歌集』には、新たに日本のカトリック教会の聖歌レパートリーに含まれるよう

になった聖歌もあり、それらは 60 に上る140。新たに含まれるようになった聖歌には、

『公教會聖歌集』の編纂においてモデルとなっていた『フルダ 1891』や『ケルン 1908』

の聖歌集をはじめ、ドイツ系聖歌集に由来する聖歌が含まれており、大部分は特定するこ

とができた141。 

 

3.3.3 伴奏譜の出版 

 

伴奏譜の出版に先駆けて、『日本カトリック新聞』には 1933 年 10 月 29 日（420 号）

に、「新公教聖歌集伴奏に就いて」という記事が掲載されている。この記事では、新しい

聖歌集の伴奏は目下準備中であるが、その発売までにはまだ時間がかかるため、『公教聖

歌集』の各聖歌に「新」、「旧」の対照表を掲載していることが記されている。「旧」聖歌

に関しては、新しい『公教聖歌集』の 2/3 を占める『札幌教区用聖歌集』と『日本聖詠』

との 2 種を該当聖歌番号とともに挙げている。この対照表を使用することで、伴奏譜の

出版までの役に立ててほしいということが意図されている。この記事の最後には、『札幌

教区用聖歌集』の伴奏譜は既に絶版であるが、『日本聖詠』に関しては、東京の関口教会、

および、カトリック中央出版部において特売中である、ともある。 

『公教聖歌集』（1933）のための伴奏譜『聖歌伴奏譜』は 1935 年に光明社から出版さ

れた。伴奏譜といっても、四部合唱として歌えるように和声を付けた形で聖歌が掲載され

ていることが特徴である。また調に関しては、極めて自由であったこともわかる。1935

年の『聖歌伴奏譜』の序文を以下に抜粋して記す。 

  

一、本書は昭和 8 年の公教聖歌集の伴奏音譜で、一部は既に使用されてきたもの

を採り、一部は数名の手によって新たに編曲されたのであるから、不統一があるの

もやむを得ない。が、大體において公教聖歌に相應しい荘厳味を帯びるやう意を注

ぎ、軽薄に流れることは務めて避けた。 

二、伴奏音譜は普通の書き方にせず、大部分は四部合唱としても歌ひ得るようにし

た。 

三、聖歌集には一般信徒に歌ひ易からしめるため、嬰音、変音の記載を少なくした

曲が多少あるが、本書には夫等を総べて、適当な高さに直しておいた。しかし、場

合によっては自由に移調させても何等差し支えないのである。 

（中略） 

 
140 初版（8，9，10、12、17、19、30、35、36、37、38、46、55、56、59、63、69、70、
85、88、89、94、96、98、100、102、103、109（山本）、111、116、119、122、123、125、
126、128、132、135、136、139、140、143、144、145、146、154、159、163、164、165、
179、182、188、191、194、195、198、203、205、207） 
141 『公教聖歌集』の原曲等に関しては、【付録 3】を参照。 



 
61 

 
 

六、殊に日曜日の「讀誦ミサ」の場合には、一番から七番のミサ聖祭の歌のみでな

く、聖體の部にあるもの、或は祝日、季節に応じての他の歌をも適宜用ゐられたい。

142 

 

3.4 統一聖歌集としての日本全体における初期受容 

 

 本項目では、この聖歌集が編纂されていた時代のカトリック教会の聖歌への認識、出版

当時の『公教聖歌集』の受容に関して、同時代の新聞記事、雑誌から調査した結果を記述

する。その中で、日本語聖歌への要求、さらに地域ごとに大きく異なっていた聖歌集の統

一へ向けたカトリック教会全体の機運を読み取ることができる。 

 

3.4.1 1930 年代の日本のカトリック教会における会衆歌 

 

『公教聖歌集』の出版直後は、日本における聖歌の普及が望まれた時代でもあった。

『日本カトリック新聞』には、1935 年 8 月 11 日と 1936 年 1 月 26 日に、連載で『我等

の精神運動』という記事が掲載されている。その副題は、それぞれ「日本聖歌の普及に努

めよ」、「聖歌の進歩」である。前者の記事は、ノル師の談話をまとめたものであり、後者

に関しては筆者の明記はないが、連載であることを踏まえると、おそらくノル師によるも

のであると考えられる。 

 これらの記事の中で、ノル師は日本語聖歌の強化の必要性を訴え、そのための一つの有

効な手段として『公教聖歌集』を挙げている。 

 

我等カトリック教徒間にひろく用ひられてゐるのは、グレゴリアンの典禮的な聖歌

である。然し、カトリック精神をより強めるために、また信者の生活にもつと吸引

するためには、ぜひとも邦語の聖歌が必要である。又實際に何處の國に於ても、そ

の國語の聖歌が用ひられてゐるのである。143 

 

⼤衆が個々とからその邦語⺠衆唱歌を歌ふことによつて恐らく彼等は⼀層強くその

祝日の気分を味ふことが出来る。 

この意味で我々は絶えず⼀般的聖歌運動を奨励するばかりでなく、特に邦語⺠衆唱

歌の使用を益々励ましたい。144 

 

 
142 ミバク『聖歌伴奏譜』 札幌：光明社、1935 年。 
143 「我等の聖心運動――日本聖歌の普及に努めよ」、『日本カトリック新聞』 1935 年 8 月 11
日（530 号）、2 頁。 
144 「我等の聖心運動――聖歌の進歩」、『日本カトリック新聞』 1936 年 1 月 26 日（537 号）、
4 頁。 



 
62 

 
 

この背景には、カトリック教会の典礼がラテン語であるが故に、宣教が思うように進ん

でいなかったという実態がある。このことについても、以下の記述がある。 

 

未信者中、殊に始めての聖堂を訪れてラテン語の聖歌を耳にした人の中には「どう

もあなた方の英国（強調の点がついている）の歌は少しもわかりませんね」などと

云うものがよくある。145 

 

また、日本カトリック出版物委員会によって 1937 年に出版された『共通規程

Directorium commune』の第 249 項において、『公教聖歌集』が言及されている。 

 

すべての宣教師は教会における歌、すなわち司式者の歌も各国語の歌について、配

慮すべきである。出来る限りすべての信者に、それらを教えるべきである。典礼聖

歌[すなわちグレゴリオ聖歌の歌ミサ]を歌うことができない読唱ミサにおいては、

各国語の聖歌が伴われることが望ましい。上述の規程に一致して従い、さらに信者

の状態に適応させるためには、教区において認可された聖歌集があることが望まれ

る。（公教聖歌集）146 

 

上記の引用からも明らかである通り、1930 年代の日本のカトリック教会において、日

本語による会衆歌が強く求められていた。『公教聖歌集』は、仮の物であったとはいえ、

こうした要求にひとまず十分に応えるものであったと言えるだろう。そして、1940 年

（昭和 15 年）までに 5 版を重ねながら、戦前、戦中を通して、日本のカトリック教会に

おける統一聖歌集として極めて大きな役割を果たした。 

 

3.4.2 『公教聖歌集』の広告に関する調査 

 

 『公教聖歌集』（1933）に関する教会内での受容は、『日本カトリック新聞』にたびた

び掲載されている『公教聖歌集』（1933）に関する広告によりよく表されている。ここで、

以下にその内容と掲載時期をまとめる。（「／」は広告内の改行を示す。） 

 

 初版の発売について 

1933 年 11 月 19 日（423 号）4 頁  

   

 
145 「我等の聖心運動――日本聖歌の普及に努めよ」、『日本カトリック新聞』 1935 年 8 月 11
日（530 号）、2 頁。 
146 土井辰雄編『共通規程 Directorium commune』東京：日本カトリック出版物委員会、
1937 年、71 頁。 
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待望の書愈出づ！／公教聖歌集／いでやうるはしき曲を奏で／ 

従来我が日本カトリック界にあつては各教區思ひ思ひに聖歌を選んでは用いて居て。

而して、一方、聖歌の全国的統制の聲は餘程以前から聞かれ、往年の司教會議にて

これらが議題となり、カトリック教聖歌集編纂が議決せられ数名の委員が挙げられ

て編纂に着手したのであつたが種々重なる事情上、半途にして時期尚早たるを認め

よつて全教區今日中の公的聖歌集編纂までの準備工作として編まれたのが本書であ

る。 

うましき歌をし謳はん 

 

札幌市北十一条東二丁目／光明社／（振替小樽四六六四番） 

東京市麹町區下六番町三八／カトリック中央出版部／（振替東京八壹五五八番） 

 

 
【図 8】1933 年 11 月 19 日（423 号）4 頁に掲載される『公教聖歌集』の広告 

 

同一の広告は 11 月中に再び掲載される。 

 

 初版の売り切れについて 

1933 年 12 月 17 日（427 号）4 頁 

   

公教聖歌集／賣切／初版忽ち賣切となりました／再版は来年三月頃の豫定 

 

札幌市北十一条東二丁目／光明社／（振替小樽四六六四番）） 

東京市麹町區下六番町三八／カトリック中央出版部／（振替東京八壹五五八番） 
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同様の売り切れの報告・広告は、さらに 1933 年 12 月 24 日（428 号）2 頁、12 月 31

日（429 号）4 頁、1934 年 1 月 28 日（433 号）1 頁、2 月 4 日（434 号）１頁、2 月 18

日（436 号）3 頁、2 月 25 日（435 号）3 頁、にも掲載されている。 

 

 クロス版の限定発売について 

1934 年 3 月 4 日（438 号）2 頁には、追加での初版のクロス版での販売情報が掲載

されている。 

 

光明社編／公教聖歌集 

品切の處、革装幘 及びクロース装幘各壹百冊を入手するを得ました。 

左記定價にて御需に應じます。（後略） 

 

同様のこの広告は 3 月 11 日（439 号）１頁、18 日（440 号）1 頁にも掲載されている。 

 

 再版（第 2 版）の発売について 

再版に関する最初の広告は、1934 年 4 月 29 日（446 号）2 頁に掲載される。 

 

光明社編／公教聖歌集／再版出来！  

クロース装幘 ⾦六拾銭（送料⾦六銭） 

カトリック中央出版部 

 

さらに、5 月 13 日（448 号）1 頁にも、同様の広告がある。5 月 20 日以降、たびたび

掲載された広告には、「おしらせ」が含まれ、より詳細に第 2 版について説明されている。 

 

公教聖歌集・光明社編・再版 

日出づる國の津々浦々までも聖歌のうましき調を漂はしめよ！ 

 

皆さま御待望の「公教聖歌集」の再版が出来ました。品切とならぬ中、どうぞ御注

文の程を！ 

公教聖歌集に就いておしらせ 

再版の公教聖歌集には、御希望に依り、附録として六種の聖歌を新に加へました。

この附録（十二ページ）は別に多数印刷しましたから初版御所持の御方には無代で

差し上げます（送料別）。個人宛にも御送附しますが、出来得る限り、教會なり、

學校なりで部数を取纒め、光明社までお知らせください。 

 

公共聖歌伴奏讀本の作成には既に着手されてゐますが、種々の事情のため、尚数ヶ
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月を要します。どうぞ暫くお待ちください。 

 

都も鄙もおしなべて聖歌のくしき律もて清くも香らしめよ！ 

（後略） 

 

この広告は、11 回（1934 年 5 月 20 日（449 号）4 頁、5 月 27 日（450 号）4 頁、6 月

3 日（451 号）3 頁、6 月 24 日（454 号）4 頁、8 月 5 日（460 号）2 頁、8 月 19 日

（462 号）4 頁、9 月 2 日（464 号）4 頁、10 月 14 日（470 号）4 頁、11 月 25 日（476

号）1 頁、12 月 23 日（480 号）3 頁、12 月 30 日（481 号）3 頁）に亘り、掲載されて

いる。 

 

 第 3 版の発売について 

第 3 版に関する初めての広告は 1936 年 5 月 24 日（553 号）1 頁に掲載され、7 月 19

日（561 号）4 頁、8 月 9 日（564 号）4 頁、1937 年 2 月 7 日（590 号）4 頁、8 月 1 日

（615 号）3 頁、と続く。 

 

 初版から 3 年を記念する広告と伴奏譜の発売 

1937 年 8 月 29 日年（619 号）1 頁には、発行 3 周年を記念する広告が掲載される。 

公教聖歌集／發行 3 周年記念特賈 

来る九月三十日までの御注文に限り左の聖歌集は伴奏譜を多少に拘はらず定價の二

割引で特賣致します。但送料は賈費を申受けます。 

普通クロース製 定價四十五銭 

上等クロース製 定價六十銭 

革製 定價八十銭 

 

公教聖歌集の姉妹書／聖歌伴奏譜 

本書は單にオルガン伴奏並びに練習用としてのみならず、四部コーラスにも用ゐら

れる。 

クロース製 定價 二圓三十銭 

背角革製 二圓七十銭 

鄭税 十四銭 

 

発行販賈所 札幌市北十一条東二丁目／光明社／振替小樽四六六四番 

取次販賈所 東京市麹町區下六番町三八／カトリック中央書院／振替東京八壹五五

八番 
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同一の広告はさらに、9 月 5 日（620 号）1 頁、9 月 12 日（621 号）2 頁、9 月 26 日

（623 号）1 頁にも掲載される。これら広告の特徴は、第 3 版の『公教聖歌集』を宣伝す

るとともに、「姉妹書」として『聖歌伴奏譜』の販売情報も記載があることである。また、

広告にもある通り、この伴奏譜は、あくまでオルガンやその他鍵盤楽器での伴奏のためだ

けではなく、聖歌を四声合唱で歌う場合の和声が付随されていることが明確になっている

ことも重要である。 

 

 第 4 版以降の発売について 

第 4 版、5 版、についての広告の掲載はなく、1940 年代には、聖歌集に関する広告は

グレゴリオ聖歌等が含まれる『公教葬礼歌』、『公教典礼聖歌集』のものに取って代わられ

ている。 

 

 これらの広告の頻度や内容からは、『公教聖歌集』の出版当初の聖歌集に対する期待感、

そして極めて好意的な初期受容を見ることができる。一方で、1940 年代以降、その数は

急激に削減され、カトリック教会内でのグレゴリオ聖歌への傾倒の流れを反映していると

いえるだろう。1948 年に出版された『公教聖歌集』の増補改訂版はもはや、『日本カトリ

ック新聞』において宣伝されることはなかった。 

 

3.5 増補改訂版の出版と現行『カトリック聖歌集』の出版 

 

 1933 年の『公教聖歌集』は 1934 年に第 2 版、1936 年に第 3 版、1938 年に第 4 版、

1940 年に第 5 版と版を重ね、1948 年に大規模な改訂を行った増補改訂版初版が出版され

た。『日本カトリック新聞』1943 年 8 月 15 日（930 号）の第 1 面に、「教團公認聖歌集

を編纂 教學部聖歌改訂に着手」の記事があり、8 月 8 日 15 時から志村⾠弥教区部⻑、

本⽥忠雄師、⻑江邦四郎⽒、およびカトリック⾳楽會代表として公教聖歌改訂委員を任命

された⻄⽥佐市師が神⽥教会において第 1 回の会合を行い、『公教聖歌集』の改訂に関し

て審議し、その後 6 時から⼟井教区統括者、野⽥時助東京公教神学校⻑も出席して⼣⾷

を共にし、土井大司教より教學部の事業、今後の方針等に関する説明があって懇談を重ね

た。そして、以下の方針を持って、改訂を行うことを決めた。 

 

① 語句について 先年改訂した『公教祈祷文』に則り、誤解を招きやすい語句は全面削

除 

② 一般に理解しがたい古語はわかり易い言葉に改める 

③ 従来の物は歌詞に無理があるため、歌唱に適さないのは改めて歌唱し易いようにする 

④ 歌の種目について 従来の種目につき統一を妨げる所を改め、あらゆる種目につき良

きものを選別し、各種目に適当に配分する 
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⑤ 歌の内容に就いて 純日本的感情を表現するもの、児童向けのものが少ない点を改め、

出来るだけこれ等のものを収録する147 

 

⻑江氏はこれらの方針について、 

 

今までまちまちに歌はれてゐた聖歌が統一され、教團全體で使用するものが編纂さ

れることは誠に結構だと思ひます。従来の聖歌は外國語を譯したものが多く、また

よい曲があつてこれに歌詞を合わせて作つたといふのが少くないので、語句の使用

に無理があり、従つてなめらかさを缺いてゐるものが可成りあるやうに思はれます。

こんどはこの處を注意して出来るだけ歌ひ易いやうにすると共に日本的な新しいも

のも入れて日本天主公教聖歌集の名にはづかしくないやうなものを作り上げたいと

思つて居ます。148 

 

と同記事の中で、述べている。 

こうして 1948 年に出版された増補改訂版は、多少の変更を加えて、現在の最新版とも

いえる 1966 年の『カトリック聖歌集』となった。この 1966 年の『カトリック聖歌集』

の編纂に関しては、ヘンゼラーによって詳細にまとめられている149。以下にその概要を

記す。『公教聖歌集−増補改訂版』（1948）は戦後のカトリック教会に広く浸透していた

が、外国語の聖歌の直訳であったり、わかりにくい文語調であったり、音楽的にはフレー

ズとテクストが合致しない箇所が多くあったりしたため、改訂の必要性が取り上げられる

ようになり、1956 年 4 月 10 日から 13 日にかけて、東京で全国教区⻑会議が開催され、

その最終日に、改訂作業の着手が決定、「聖歌集改訂委員会」が発足した150。 

使用頻度の低い聖歌が削除され、新たに日本語による新作の聖歌や他の聖歌集からの聖

歌が 57 曲収録された。ヘンゼラーは、57 曲のうち、21 曲が既存の外国聖歌、残りの 36

曲が、新に作曲されただろう聖歌であると記している151。 

 

3.6 日本のカトリック聖歌集の歴史における『公教聖歌集』の位置づけ 

 

『公教聖歌集』（1933）は、試験的であったとしても、初めて日本のカトリック教会が

 
147 「教團公認聖歌集を編纂――教學部聖歌改訂に着手」『カトリック聖歌集』 930 号、1943 年
8 月 15 日、1 頁、をもとに、現代語に改めてまとめた。 
148 「教團公認聖歌集を編纂――教學部聖歌改訂に着手」『カトリック聖歌集』 930 号、1943 年
8 月 15 日、1 頁。 
149 ヘンゼラー、安足磨由美「『カトリック聖歌集』(1966)と日本人の作曲による聖歌」、『礼拝
音楽研究』 2002 年、57〜79 頁。 
150 H.ノル「聖歌集問題」『光明：週刊公教新聞』 1158 号、1956 年、1 頁。 
151 ヘンゼラー、安足磨由美「『カトリック聖歌集』(1966)と日本人の作曲による聖歌」、『礼拝
音楽研究』 2002 年、62 頁。 



 
68 

 
 

教区を超えた公式の聖歌集として出版した聖歌集であり、日本において会衆の礼拝内での

聖歌の歌唱を促進した重要な聖歌集であることに違いない。その編纂過程や構成聖歌から

も明らかである通り、フランシスコ会のドイツ系聖歌集（『公教會聖歌集』）と、フランス

系の聖歌を多く含むパリ外国宣教会が使用していた聖歌集（『日本聖詠』など）をバラン

スよく取り入れている。旧聖歌集から引き継がれている聖歌であっても、ほとんどはその

テクストが大幅に改訂されており、より時代に即した聖歌を目指したことが見て取れる。

聖歌集の出版当時、次第に増大していた日本語聖歌の需要、そして地域差への懸念に応え

る形で編纂されたこともあり、たびたびその存在が「試験的」、「予備的」であると記され

ている一方で、カトリック教会にとって大きな期待感を持って受け入れられたことは明ら

かである。 

また聖歌集の構成、オルガン伴奏譜の書き方そのものに関しても、後に続く聖歌集の規

範を規定した点が重要である。『公教會聖歌集』は数字の楽譜であり、その点が旧式だと、

非難されていた。また、『日本聖詠』などの聖歌集では、テクストはローマ字で記されて

いた。曲順は、ミサのための聖歌を先に配置し、続いて一般聖歌を教会暦に従って順に並

べ、その後に聖人への賛歌、最後にラテン語の聖歌（グレゴリオ聖歌）を並べるのは、

『公教聖歌集』（1933）において初めて採用され、この方針は、現在の『カトリック聖歌

集』まで引き継がれている。 

この聖歌集に関する研究はこれまでほとんど行われてきていなかったが、『公教聖歌集』

（1933）を詳細に研究することで、現在の『カトリック聖歌集』への布石を正しく理解

することができるだろう。 
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【表 1】第 3 章に関連する『日本カトリック新聞』記事一覧 

 

 

年代 日付 号 ページ タイトル 著者

1932  (325号〜376号) 9月4日 360 4 新しい聖歌集に就いて

1933  (377号〜429号) 10月1日 416 4 近く発行される新しい聖歌集に就いて

10月29日 420 4 新公教聖歌集伴奏に就いて  編集委員の一人

11月19日 423 1 公教聖歌集 [広告]

11月26日 424 1 公教聖歌集 [広告]

12月17日 427 1 公教聖歌集 売り切れ [広告]

12月17日 427 4 新聖歌集評釈（一）  小倉虜人

12月24日 428 2 公教聖歌集 売り切れ [広告]

12月31日 429 4 新聖歌集評釈（二）  小倉虜人

12月31日 429 4 公教聖歌集 売り切れ [広告]

1934  (430号〜481号) 1月14日 431 4 新聖歌集評釈（三）  小倉虜人

1月28日 433 1 公教聖歌集 売り切れ [広告]

1月28日 433 4 新聖歌集評釈（四）  小倉虜人

2月4日 434 1 公教聖歌集 売り切れ [広告]

2月18日 436 3 公教聖歌集 売り切れ [広告]

2月25日 435 3 公教聖歌集 売り切れ [広告]

2月25日 437 4 新聖歌集評釈（五）  小倉虜人

3月4日 438 2 公教聖歌集 クロス [広告]

3月11日 439 1 公教聖歌集 クロス [広告]

3月18日 440 1 公教聖歌集 クロス [広告]

3月18日 440 4 新聖歌集評釈（六）  小倉虜人

3月25日 441 4 新聖歌集評釈（七）  小倉虜人

4月29日 446 2 公教聖歌集 再販出来！ [広告]

5月13日 448 1 公教聖歌集 再販出来！ [広告]

5月20日 449 4 公教聖歌集 [広告]

5月27日 450 4 公教聖歌集 [広告]

6月3日 451 3 公教聖歌集 [広告]

6月20日 454 4 公教聖歌集 [広告]

8月5日 460 2 公教聖歌集 [広告]

8月19日 462 4 公教聖歌集 [広告]

9月2日 464 4 公教聖歌集 [広告]

10月14日 470 4 公教聖歌集 [広告]

11月25日 476 1 公教聖歌集 [広告]

12月23日 480 3 公教聖歌集 [広告]

12月30日 481 3 公教聖歌集 [広告]
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年代 日付 号 ページ タイトル 著者

1935  (482号〜533号) 8月11日 513 2 日本聖歌の普及に努めよ ウゴリン・ノル談

1936  (534号〜584号) 1月26日 537 4 聖歌の進歩

5月24日 553 1 公教聖歌集 第3版 [広告]

7月19日 561 4 公教聖歌集 第3版 [広告]

8月9日 564 4 公教聖歌集 第3版 [広告]

1937  (585号〜636号) 2月7日 590 4 公教聖歌集 [広告]

8月1日 615 3 公教聖歌集 第3版 [広告]

8月29日 619 1 公教聖歌集発行3周年記念特売[広告]

8月29日 619 1 公教聖歌集の姉妹書 聖歌伴奏譜[広告]

9月5日 620 1 公教聖歌集発行3周年記念特売[広告]

9月5日 620 1 公教聖歌集の姉妹書 聖歌伴奏譜[広告]

9月12日 621 2 公教聖歌集発行3周年記念特売[広告]

9月12日 621 2 公教聖歌集の姉妹書 聖歌伴奏譜[広告]

9月26日 623 1 公教聖歌集発行3周年記念特売[広告]

9月26日 623 1 公教聖歌集の姉妹書 聖歌伴奏譜[広告]

1938  (637号〜688号)

1939  (689号〜740号)

1940  (741号〜791号) 12月15日 789 4 公教葬礼歌 [広告]

12月22日 790 1 公教葬礼歌 [広告]

12月29日 791 1 公教葬礼歌 [広告]

1941  (792号〜841号) 1月26日 794 1 公教葬礼歌 [広告]

6月29日 816 1 公教葬礼歌 第3版 [広告]

7月6日 817 1 公教葬礼歌 第3版 [広告]

11月16日 835 2 公教葬礼歌 [広告]

1942  (842号〜891号) 3月21日 852 1 グレゴリオ聖歌の歌ひ方（テ・ラローシュ原著）[広告]

7月13日 868 1 グレゴリオ聖歌の歌ひ方（テ・ラローシュ原著）[広告]

11月8日 884 2 グレゴリオ聖歌の歌方を読みて 野村良雄

11月29日 887 1 グレゴリオ聖歌の歌ひ方（テ・ラローシュ原著）[広告]

11月29日 887 1 グレゴリオ聖歌教本ー第2編ー[広告]

1943  (892号〜939号) 8月15日 930 1 教団公認聖歌集を編纂 教学部聖歌改訂に着手

9月19日 937 1 公教典礼聖歌集 [広告]

1944  (940号〜965号) 7月16日 954 1 グレゴリオ聖歌の歌ひ方（テ・ラローシュ原著）[広告]

7月31日 956 1 グレゴリオ聖歌の歌ひ方（テ・ラローシュ原著）[広告]
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第 4 章 『公教聖歌集』におけるドイツ系聖歌 

 

4.1『公教聖歌集』に含まれるドイツ系聖歌と日本語「訳詩」の変遷の比較 

この章では、第 2 章、第 3 章で示した『公教會聖歌集』と『公教聖歌集』の原曲特定

を前提に、『公教聖歌集』に収録されるドイツ系聖歌に関して、そのテクストに関する分

析と考察を行う。本論文では、ドイツ語会衆歌の日本における受容を論じるため、特に

「ドイツ系聖歌」に限定する。ここで「ドイツ系聖歌」とするのは、『公教會聖歌集』を

経て『公教聖歌集』に含まれることになった聖歌、さらに『公教聖歌集』の編纂において

新たに含まれるようになった聖歌の中で、原曲をドイツ語聖歌に見出すことができるもの

である。ただし、これらの「ドイツ系聖歌」の中には、その起源がラテン語聖歌、あるい

は例外的にフランス語聖歌であるものもある。 

原曲との比較を通して日本語のテクストへアプローチしている研究はこれまで行われて

いない。日本の聖歌集に含まれている「日本語翻訳聖歌」とその由来となった聖歌のテク

ストの比較、そうしたテクストから見出すことのできる聖歌における、教化的な意義を検

証する。 

 

 以下の事柄を前提に本章では各聖歌に関するテクストの分析を行う。 

① 曲名は、各日本語、ドイツ語の冒頭テクストとする。 

② 各節の曲名に付随している番号は、『公教聖歌集』（1933）に対応している。 

③ 各ドイツ語テクストは、第 2 章に記した通り『公教會聖歌集』の編纂に当たっ

て直接的な影響を与えたと考えられる『フルダ 1891』と『ケルン 1908』を利用した。

日本への直接の移入元を特定できない聖歌に関しては、原曲のテクストをボイムカー

（Wilhelm Bäumker, 1842〜1905）の文献（Wilhelm Bäumker, Das katholische 

deutsche Kirchenlied in seinen Singweisen, Freiburg, 1883-1911, reprint. 

Hildesheim, 1962.）第 1〜4 巻を中心に参照した。 

④ 各ドイツ語聖歌について掲載される訳は筆者によるものである。 

その際、補った言葉に関しては、[ ]内で示している。 

なお、分析の過程で引用される聖書は、『新共同訳版』（1987）とする。 

⑤ 原語表記は参照している聖歌集の表記をそのまま引用している。 

独文においては不自然な綴りが随所にある他、和文においては旧字体が頻繁に用いら

れている。なお、一部読みにくい旧字体には、（ ）内にふりがなを記した。 

⑥ 【付録 4】には本研究を行う上で用いた聖歌集、『公教聖歌集』（1933）、『公教

會聖歌集』（第 5 版、1930）、『フルダ 1891』（印刷：1906）/『ケルン 1908』（印

刷：1912 頃）の譜例を一覧化して掲載している。 
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4.1.1 ミサ聖歌（付録 4：1〜12 頁） 

 

 ミサ聖歌とは、ミサの最中に、典礼次第に沿って会衆が歌う歌で、啓蒙期において新た

に生まれたジャンルである「ミサ聖歌 Singmesse」に分類される聖歌である。 

『公教會聖歌集』では、88 番から 96 番の聖歌による一つのミサ・チクルス、『公教聖歌

集』では、1 番から 17 番までの聖歌による 3 つのミサ・チクルスがミサ聖歌として掲載

されている。『公教聖歌集』の 3 チクルスの内訳は、『公教會聖歌集』から引き継がれた

もの、『日本聖詠』から引き継がれたもの、新に『公教聖歌集』に編入されたものである。

このように、チクルスでミサ聖祭を掲載することは、現在まで受け継がれる慣習である。 

 『公教聖歌集』に含まれるミサ聖歌のうち、ドイツ系の聖歌では、『ランツフート 1777』

に起源を持つ聖歌の他、19 世紀においてフルダで作られた聖歌が含まれている。ドイツ

の聖歌集にも複数のミサ・チクルスが含まれており、特に、『フルダ 1891』には聖体拝領

前後の聖歌が多く掲載されていることも特徴的である。なお『フルダ 1891』、『ケルン

1908』を始めドイツの聖歌集ではこれらの聖歌は「Messgesang（ミサ聖歌）」の項目に

含まれる。 

 

4.1.1.1 第 1 ミサ・チクルス 

 

 第 1 ミサ・チクルスに含まれる 7 曲のミサ聖歌は『公教會聖歌集』から引き継がれて

おり、『フルダ 1891』における第 2 ミサ・チクルスと完全に一致している。『フルダ 1891』

のドイツ語テクストと日本語のテクストではある程度の相違はあるものの、礼拝上の位置

づけが同じであり、テクスト内容もおおむねドイツ語に沿っている。こうしたミサ・チク

ルスの完全な一致もまた、『公教會聖歌集』が『フルダ 1891』を模範に編纂していること

を示している。 

【表 2】第 1 ミサ・チクルス 

（それぞれの聖歌集の表記に従って、曲名と典礼での位置づけを記している） 

 

『公教聖歌集』 『公教會聖歌集』 『フルダ 1891』 

ミサの始まる時 

1．三位のみかみの 

ミサ聖歌 

88. 三位の天主の 

ミサの始まりの聖歌 Zum Eingang 180. 

Hier liegt vor deiner Majestät 

榮光の聖歌 

2．あめにみさかえ 

榮光 

89. 天には天主に 

栄光の賛歌 Zum Gloria 

181. Gott soll gepriesen werden 

聖福音 

3．世にたまはりし 

司祭が祭壇の左方にて 

福音を讀む時 

90. 世にたまはりし 

福音朗読 Zum Evangelium  

p.179 Wir sind im wahren Christentum152 

 
152 旋律は聖歌 184 番と一致する。『フルダ 1891』には、当聖歌に関して、番号の記載がない。 
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奉献 

4．きよくたふとき 

司祭パンと葡萄酒を 

献ぐる時 

91．きよく貴き 

奉献へ Zum Opferung 

182. Nimm an, o Herr, die Gaben 

序誦 

5．いとしもきよき 

司祭が祭壇の中央に立ち 

聲を揚げて序誦を讀む時 

92．最しも聖き 

サンクトゥスへ Zum Sanktus 

p.180 Heilig! Heilig! Heilig!153 

聖變化の後 

6．つみびとなる身を 

聖体奉擧後 

93．つみ人なるわれ等 

聖変化後 Nach der Wandlung 

183. Sieh, Vater von dem höchsten 

Throne 

聖體拝領前 

7．いざ我がのぞみ 

聖體を領くるを望む 

94．主よわがのぞみ 

聖体拝領へ Zur Kommunion 

p. 183 O herr ich bin nicht würdig154 

 

1．三位のみかみの 

 『公教聖歌集』の第 1 チクルスのうちの 1 曲目、〈三位のみかみの〉はミサの始まる時

に歌う聖歌として指定されており、『公教會聖歌集』のミサ・チクルスの 1 曲目〈三位の

天主の〉から引き継がれた聖歌である。 

1777 年にコールブレンナーが司祭で作曲家であるハウナー（Norbert Hauner, 1743〜

1827）とともに出版した『ランツフート 1777』は、典礼音楽をドイツ語で歌うことを推

奨するものであり、その中にミサ通常文を伝統的なラテン語ではなく、ドイツ語で歌える

ように一連の「ミサ聖歌 Singmesse」が含まれた。〈三位のみかみの〉の原曲は、その第

1 曲〈Hier liegt vor deiner Majestät〉である。コールブレンナーによるドイツ語ミサ聖

歌（Deutsches Hochamt）のテクストに対しては、ミヒャエル・ハイドン（Johann 

Michael Haydn, 1737〜1806）も作曲している。ハイドンの旋律がハウナーの旋律要素

と一致する箇所が多く、『フルダ 1891』に掲載されている〈Hier liegt vor deiner 

Majestät〉には、作曲家あるいは出典として、クエスチョン・マークとともにミヒャエ

ル・ハイドンの名が上がっている。 

 20 世紀初頭のミサでは、まず第 1 部としてミサを始めるための準備（祭壇の準備、司

祭と私共の準備、罪の告白）が行われ、続いて第 2 部として神の賛美と教訓が唱えられ

た。 

この聖歌はこの第 2 部が始まる時（祭壇の前に司祭が立つタイミング）に歌うもので

ある。『フルダ 1891』でも、第 2 ミサ・チクルスの最初の曲として、準備の祈りの後の

ミサの開始の聖歌として掲載されている。 

 

『フルダ 1891』No. 180 

Hier liegt vor deiner Majestät あなたの威光の御前に、 

 
153 旋律は聖歌 181 番と一致する。『フルダ 1891』には、当聖歌に関して、番号の記載なし。 
154 旋律は聖歌 182 番と一致する。『フルダ 1891』には、当聖歌に関して、番号の記載なし。 
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im Staub die Christenschar, 塵の中でキリスト教徒はいます。 

das Herz zu dir, o Gott, erhöht, 神よ、彼らは心からあなたをあおぎ、 

die Augen zum Altar.  祭壇を見上げています。 

Schenk uns, o Vater, deine Huld, 父よ、あなたの恵みを私たちにお与えください。 

Vergib uns unsre Sündenschuld. 私たちの罪をお赦しください。 

O Gott, vor deinem Angesicht 神よ、あなたの面前から、 

verstoss uns arme Sündern nicht, 私たち憐れな罪びとを見放さないでください。 

verstoss uns nicht,  私たちを見放さないでください。 

verstoss uns Sünder nicht! 私たち罪びとを見放さないでください。 

 

日本語聖歌では、原曲と比較すると「父よ、あなたの恵みを私たちにお与えください。

Schenk uns, o Vater, deine Huld」、「私たち憐れな罪びとを見放さないでください。

verstoss uns arme Sündern nicht」は訳出されないが、この聖歌のミサ聖歌としての位

置づけを決定づける重要な 2 つの要素（信者が神の御前にひれふしていること、罪の赦

しへの願い）は忠実に訳出されている。特に、罪の赦しへの願いは、直前に行われている

「罪の告白」を前提にしたテクストである。 

『公教會聖歌集』と『公教聖歌集』の違いとして重要であるのは、『公教會聖歌集』

（1930）には、「ふかきみめぐみ」を奉るとある一方で、『公教聖歌集』では、「奇しき聖

奠（みまつり）」を奉るとある点である。聖奠とは、サクラメント（カトリックでいうと

ころの「秘跡」）である。一般に聖公会ではサクラメントを「聖奠」と表現しており、第

3 章でも言及している通り、『公教聖歌集』の作詞にかかわった小倉がもともと聖公会の

牧師であったことが関連していると考えられる。1948 年の『公教聖歌集』増補改訂版で

は、漢字が「聖祭（みまつり）」に変更され、その表記と読みは現行の『カトリック聖歌

集』にまで続く。 

 

2．あめにみさかえ 

 『公教聖歌集』に「榮光の賛歌」として収録される〈あめにみさかえ〉は、『公教會聖

歌集』の「榮光」の聖歌〈天には天主に〉から引き継がれた聖歌である。原曲は〈さんみ

のみかみの〉と同様に、『ランツフート 1777』の中の〈Gott soll gepriesen werden〉で

ある。『フルダ 1891』には、第 2 チクルスの 2 曲目、〈Gott soll gepriesen werden〉とし

て掲載されている。 

 

『フルダ 1891』No. 181 

Gott soll gepriesen werden,  神が賛美されますように。 

sein Nam’ gegebenedeit   その御名が祝福されますように。 

im Himmel und auf Erden,  天でも地でもほめたたえられますように。 
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jetzt und in Ewigkeit!   今もとこしえに！ 

Lob, Ruhm und Dank und Ehre  三位の神に賛美、 

sei der Dreieinigkeit!    ほまれ、感謝、栄光がありますように。 

Die ganze Welt vermehre,   全世界が、 

Gott, deine Herrlichkeit!   神よ、あなたの栄光を、崇めますように。 

 

 栄光の賛歌（栄光頌、グローリア）は典礼式文に含まれており、司祭がラテン語の式文

を唱えるのと並行して会衆によって歌われたことが考えられる。栄光頌の式文はルカ

2:14（「いと高きところには栄光、神にあれ、地には平和、御心に適う人にあれ。」）で始

まり、その後、天の父である神への賛美、子である神への賛美、聖霊への賛美、という三

位一体の神の聖性への賛美が記述される。このミサ聖歌においても、同じ構成が取られて

いる。 

日本語聖歌は、ルカ 2:14 の言葉で始まる点では、ドイツ聖歌と一致しているが、三位

一体の神への賛美は行われない。むしろ、「あまつ聖使の歌唱（うた）に添て 我等も御

稜威崇めまつる」（『公教會聖歌集』1930）からは、ルカ 2:13（すると、突然、この天使

に天の大軍が加わり、神を賛美していった。）を踏まえたテクストであることがわかる。

『公教聖歌集』と『公教會聖歌集』はわずかな文法上の相違に留まる。 

 

3．世にたまはりし 

 『公教聖歌集』の「聖福音」の聖歌〈世にたまはりし〉は、『公教會聖歌集』の「司祭

が祭壇の左方にて福音を讀む時」の聖歌〈世にたまはりし〉から引き継がれたものである 

 旋律は『フルダ 1891』で新たに作曲されて掲載された〈Wir werfen uns darnieder〉

（第 3 ミサ・チクルスの中の最初の聖歌として位置付けられている）と一致する。『フル

ダ 1891』の 179 頁には第 2 ミサ・チクルスの福音朗読への聖歌の旋律として、この聖歌

が指定されている。（ただし、二分音符は半分に分割するようにとの指示あり。） 

 

『フルダ 1891』p. 179 

Wir sind im wahren Christentum;  私たちは、真のキリスト教を信じています。 

o Gott, wir danken dir!   神よ、あなたに感謝します。 

Dein Wort, dein Evangelium,   あなたの言[ことば]とあなたの福音を、 

an dieses glauben wir.   私たちは信じます。 

Die Kirche, deren Haupt du bist,   あなたが頭であるところの教会の教えは、 

lehrt einig, heilig, wahr.   一つであり、聖であり、真理です。 

Für diese Wahrheit gibt der Christ  この真理のため、キリスト教徒は 

sein Blut und Leben dar.   自らの血と命をささげます。 
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 ドイツ語テクストでも、日本語テクストでも、キリストの福音、教えへの信仰が歌われ

る。『公教會聖歌集』（1930）で言及される「好きおとづれ」、「聖教訓（をしへ）」、『公教

聖歌集』で言及される「御言（みこと）」は、典礼の中でその後に読まれる福音を指す。 

福音、あるいは教会の教えを説明する際に、ドイツ語では「一つであり、聖であり、真

理 einig, heilig, wahr」とあり、ニケア・コンスタンチノープル信条においても告白され

る教会に関する信仰宣言（わたしは、聖なる、普遍の、使徒的、唯一の教会を信じます。

Et unam, sanctam, catholicam et apostolicam Ecclesiam.）を踏まえた言い回しともと

らえられる。一方、日本語テクストにおいては「やみ路に照るたふとき聖教訓」（『公教會

聖歌集』1930）とあり、ヨハネ 1:4-5（言の内に命があった。命は人間を照らす光であっ

た。光は暗闇の中で輝いている。暗闇は光を理解しなかった。）を踏まえた表現となって

いる。 

この聖歌は『公教會聖歌集』（1930）では、「たふとき聖教訓 をはりまでも 遵守る

ちからを さずけたまへ」、『公教聖歌集』では、「御言たふとみ こころおきて ちから

のかぎり まもりゆかなん」で閉じられる。ドイツ語原詩の最終行を援用しているともと

らえられるが、ここにむしろ福音に対する当時のカトリック教会の信仰を端的に表してい

るといえるだろう。 

 

4．きよくたふとき 

 『公教聖歌集』の第 1 ミサ・チクルスの 4 曲目、「奉献」の聖歌として掲載される〈き

よくたふとき〉は、『公教會聖歌集』に掲載される「司祭がパンと葡萄酒を献ぐる時」の

聖歌〈きよく貴き〉から引き継がれた聖歌である。この原曲は、『ランツフート 1777』に

由来する〈Nimm an, o Herr, die Gaben〉である。『フルダ 1891』には、第 2 ミサ・チ

クルスの奉納への聖歌として〈Nimm an, o Herr, die Gaben〉が掲載されている。 

 

『フルダ 1891』No. 182 

1. Nimm an, o Herr, die Gaben  主よ、あなたの司祭の手から、 

aus deines Priesters Hand;  供え物を受け取ってください。 

wir, die gesündigt haben,   罪を犯した私たちは、 

weih’n dir dies Liebespfand.  あなたにこの愛のしるしをささげます。 

Für Sünder hier auf Erden,  不安と苦難と困窮にある、 

in Aengsten, Kreuz und Not,  この地上の罪びとのために、 

soll dies ein Opfer werden  これらは葡萄酒と清いパンの 

von Wein und reinem Brot.  ささげものとなるものです。 

 

2. Nimm gnädig die Geschenke,   偉大な三位一体の神よ、 

dreieinig großer Gott!    供え物を慈悲深く受け取ってください。 
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Erbarm dich unser, denke  私たちを憐れんでください。 

an Christi Blut und Tod.    キリストの血と死を心にとめてください。 

Sein Wohlgeruch erschwinge   主の生け贄のかぐわしい香りが、 

sich hin zu deinem Thron;  あなたの玉座に向かって 

登っていきますように。 

und dieses Opfer bringe    そしてこの生け贄が 

uns den verdienten Lohn.   私たちにふさわしい報いを 

もたらしてくださいますように。 

 

 この聖歌は、ミサの第 3 部であり 1935 年に光明社から出版されている『羅馬弥撒典書』

においては「ミサ之本體」とも記される「ミサ奉献の行為」で歌われる。この部分では、

司祭の手を通してパンと葡萄酒が神に捧げられ、神の御体と御血になり、聖体拝領を通し

て、私共と一致するのである155。 

 

5．いとしもきよき 

 『公教聖歌集』の「序誦」として掲載される〈いとしもきよき〉は、『公教會聖歌集』

の「司祭が祭壇の中央に立ち、聲を揚て序誦を讀む時」の聖歌〈最しもきよき〉から引き

継がれた聖歌である。日本語の聖歌集の中でこの聖歌が割り当てられている序誦は、「奉

献の部」から「犠牲の部」への橋渡しであり、これから行われる犠牲の儀式（聖変化）が

いかなる意味を持っているかを教えるものである156。 

この聖歌の旋律は、『フルダ 1891』の 181〈Gott soll gepriesen werden〉、『公教聖歌

集』の 2〈あめにさかえ〉と共通している。これは『フルダ 1891』において、第 2 ミ

サ・チクルスのサンクトゥスへの聖歌〈Heilig, heilig, heilig〉としても指定されている。

このテクストは、『ランツフート 1777』に由来するものであり、序誦の終わりに歌われる

賛美の短い聖歌（聖誦）にあたる。 

 

『フルダ 1891』p. 180 

Heilig, heilig, heilig   聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな。 

ist unser Herr und Gott!    私たちの主、そして神よ。 

Singt mit den Engeln:   天使とともに歌え。 

Heilig bist du, Gott Sabaoth!  聖なるあなたは万軍の神。 

Im Himmel und auf Erden   天においても、地においても、 

soll deine Herrlichkeit   あなたの栄光が 

 
155 マッケヴォイ『写真入りミサ解説』ヤコブ・コップ、片岡毅共訳、東京：中央出版社、
1956 年、44 頁。 
156 マッケヴォイ『写真入りミサ解説』、64 頁。 
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gelobt, gepriesen werden,   ほめたたえられるように。 

jetzt und in Ewigkeit.    いまもとこしえに。 

 

 『羅馬弥撒典書』（1935）の序誦の結尾は「聖なる哉、聖なる哉、聖なる哉、萬軍の天

主なる主、主の光榮は天地に充滿てり、最高き處までホザンナ、主の名によりて來れる者

は祝せられさせ給へ、最⾼き處までホザンナ」157とあり、ドイツ語テクスト、日本語テ

クスト双方において典礼文の影響を強く読み取ることができる。 

 

6．つみびとなる身を 

 『公教聖歌集』の「聖變化の後」の聖歌〈つみびとなる身を〉は、『公教會聖歌集』の

「聖躰奉擧後」の聖歌〈つみ人なるわれ等〉から引き継がれた聖歌である。原曲は、『ラ

ンツフート 1777』に由来する〈Sieh, Vater, von dem höchsten Throne〉である。『フル

ダ 1891』には、第 2 ミサ・チクルスの聖変化後の聖歌として〈Sieh, Vater, von dem 

höchsten Throne〉が掲載されている。 

 

『フルダ 1891』No. 183 

Sieh, Vater, von dem höchsten Throne, 天の玉座におられる父よ、ご覧ください。 

sieh gnädig her auf den Altar!  祭壇を慈悲深く見てください。 

Wir bringen dir in deinem Sohne  私たちは、あなたの御子によって、 

ein wohlgefällig Opfer dar.  御心にかなう生け贄をささげます。 

Wir flehn durch ihn, wir deine Kinder, あなたの子供である私たちは、 

     御子を通して、懇願します。 

und stellen dir sein Leiden vor;  主のご受難をあなたの御前で記念します。 

er starb aus Liebe für uns Sünder;  御子は私たち罪びとのために、 

愛によって死に、 

noch hebt er’s Kreuz für uns empor. 私たちのために十字架を 

高くあげられました。 

 

 結尾の「私たちのために十字架を高くあげられました noch hebt er‘s Kreuz für uns 

empor」は、キリストが人々のために十字架にかけられて犠牲になったことを示している。

この箇所に対応するように、『公教會聖歌集』（1930）の冒頭テクストでは「つみ人なる

われ等 救ふためにとて 十字架に付きませる」とある。イエスが人間の救いのために苦

しみを受けて十字架に掛けられて死んだという教えは『公教要理』にも記されるキリスト

教の重要な教理である。 

 
157 チーグレル『羅馬弥撒典書』、94 頁。 
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●イエズス、キリストは人を救はんが爲に何を為し給ひしや 

▲イエズス、キリストは一切の人間を救はんが爲に苦を受け十字架に釘られて死し

給へり158 

 

さらに、日本語のテクストでは「主の御身と血液 御教示のまにまに 今なほ奉献げて」

（『公教會聖歌集』1930）と続く。これは、「私たちは、御子によって、あなたに御心に

かなう生け贄をささげます。Wir bringen dir in deinem Sohne ein wohlgefällig Opfer 

dar.」を踏まえた内容であるが、直前に行われた聖変化の儀式が、最後の晩餐を模したも

のであり、その再現であることをより具体的に強調している。 

 

7．いざ我がのぞみ 

 『公教聖歌集』の「聖體拝領前」の聖歌〈いざ我がのぞみ〉は、『公教會聖歌集』の

「聖體を領くるを望む時」の聖歌〈主よわがのぞみ〉から引き継がれた聖歌である。 

旋律は、『ランツフート 1777』に由来する〈Nimm an, o Herr, die Gaben〉に基づい

ている。しかし、『フルダ 1891』が示す通り、この曲は聖体拝領前の聖歌として〈O 

herr ich bin nicht würdig〉のテクストでも歌われていた。 

 

『フルダ 1891』p. 183 

O Herr, ich bin nicht würdig,  主よ、私はあなたの食卓に 

zu deinem Tisch zu geh’n;   行くに及びません。 

du aber mach’ mich würdig,  しかし、私をふさわしいものにしてください。 

erhör mein kindlich Fleh’n.  私の無邪気な願いを聴いてください。 

O stille mein Verlangen,   ああ、私の求めを満たしてください。 

du Seelen=Bräutigam,   魂の花婿[キリスト]よ、 

im Geist dich zu empfangen,   霊のうちに受け入れることを。 

dich wahres Gotteslamm.   あなた、すなわち真の神の小羊を。 

 

 原曲のテクストの中心は、主の食卓を囲むにあたって、「私をふさわしいものにしてく

ださい  du aber mach mich würdig」という願いであるが、これはそのまま『公教會聖歌

集』、『公教聖歌集』にも引き継がれている（『公教會聖歌集』1930：「きみを領くる い

とふさはしき 者とならしめ」、『公教聖歌集』：「身をふさはしく きよめたまひて」）こ

れは、聖体拝領を受ける前には個々の信者の霊魂の準備が必要であるとする『公教要理』

 
158 天主公教會『天主公教要理』 横浜：福音印刷合賣社、1896 年、27 頁。（第一部、第四條、
耶蘇基督の御受難の事） 
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を踏まえたものである159。 

 

4.1.1.2 第 2 ミサ・チクルス 

 

【表 3】第 2 ミサ・チクルス 

（それぞれの聖歌集の表記に従って、曲名と典礼での位置づけを記している） 

『公教聖歌集』 『フルダ 1891』 

入祭文より福音まで 

8. みいつ限りなき 

準備の祈願 Vorbereitungsgebet のあと 

178. Gott, dem unser Knie sich beugen 

奉献より聖變化まで 

9.  いまはのゆふげ 

奉献 Opferung のあと 

197. Beim letzten Abendmahle 

聖變化後 

10. もろ人ひれふし 

聖変化 Wandlung のあと 

199. Christen, beten an im Glauben 

聖體拝領前 

11. わがたまのかて 
 

聖體拝領後 

12. 受けしみめぐみの 

聖体拝領後 Nach der hl. Kommunion 

109. Die Seele Christi heil’ge mich 

 

8．みいつ限りなき 

 『公教聖歌集』の第 2 ミサ・チクルスの冒頭聖歌で、「入祭文より福音まで」の聖歌と

いして〈みいつ限りなき〉は掲載される。この聖歌の原曲は、『フルダ 1891』の第 1 ミ

サ・チクルスに準備の祈願のあとの聖歌として掲載される〈Gott, dem unser Knie sich 

beugen〉であり、『フルダ 1778』に由来する。 

 

『フルダ 1891』No. 178 

1. Gott, dem unsre Knie sich beugen,  神よ、あなたへの感謝と栄光を示すために、 

Dank und Ehre zu erzeigen  私たちは跪いております。 

deiner höchsten Majestät,  偉大な神、 

gnädig zeige dich uns allen,   私たち全員に慈しみを示してください。 

laß dir heute wohlgefallen  今日おささげするささげものと祈りを 

unser Opfer und Gebet.   御心にかなうものとしてください。 

 

2. Gott, vor dem die Engel stehen,   天使が御前に立つ神よ、 

 
159 天主公教會『天主公教要理』 99〜101 頁。（第三部、聖体の事、聖体拝領の事） 
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schau herab von deinen Höhen,   天の高い所から、 

was vor dir der Priester tut.  司祭が御前ですることをご覧ください。 

Auf dein Wort wird er nun handeln;  [司祭は]あなたの言葉に従って行動します。 

Brot und Wein wird er verwandeln  即ち、パンと葡萄酒を、 

in des Mittlers Fleisch und Blut.  仲介者[イエス・キリスト]の 

肉と血にするのです。 

 

 このドイツ語聖歌はミサを始める前の準備の聖歌であるが、その内容からは、会衆が歌

うことを念頭にしていることが明らかである。一方、『公教聖歌集』のテクスト内容は大

きく異なり、3 節までのテクストの中でこれから行われるミサを要約する内容即ち、罪の

告白（雪のごときよく あらひたまへと）、聖変化と聖体拝領（いで取り喰ひて いのち

を得よと）、感謝の祈り（まことの祈りは 大御座（おほみざ）のまへに ともにのぼる）、

となっている。 

 

9．いまはのゆふげ 

 『公教聖歌集』の「奉献より聖變化まで」の聖歌〈いまはのゆふげ〉は、『フルダ 1891』

の第 6 ミサ・チクルスの中に、奉献への祈りの後に掲載される聖歌〈Beim letzten 

Abendmahle〉に基づいている。これは、1609 年のヴルピウス（Melchior Vulpius, 1570

〜1615）の旋律に、シュミット（Christoph von Schmid, 1768〜1854）が 1807 年作詞

した。 

 

『フルダ 1891』No. 197 

1. Beim letzten Abendmahle,   死の前の夜の 

die Nacht vor seinem Tod,   最後の晩餐で、 

nahm Jesus in dem Saale,  イエスは食事の部屋で、 

Gott dankend, Wein und Brot.  葡萄酒とパンを取り、感謝をささげた。 

 

2. “Nehmt”, sprach er, “trinket, esset!” 彼は言われた。「取って、飲みなさい。 

Das ist mein Fleisch und Blut,   これは私の体と血、 

damit ihr nie vergesset,    私の愛が行うことを、 

was meine Liebe tut.”   あなたがたが忘れないためのものだ。」 

 

3. Dann ging er hin zu sterben,   それから彼は、 

aus liebevollem Sinn,    愛に満ちた心をもって死に赴き、 

gab, Heil uns zu erwerben,  私たちに救いを与えるために、 

sich selbst zum Opfer hin.  自らをおささげになった。 
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4. O laßt uns ihm ein Leben,   ああ、いかなる罪からも清められた命を、 

von jeder Sünde rein,    彼にささげさせよ。 

ein Herz, ihm ganz ergeben,   主に完全にささげられた私の心を 

zum Dankesopfer weihn!   感謝の生け贄とさせよ。 

 

 日本語テクストはドイツ語テクストに対応しており、『公教聖歌集』においても、「こは

我がからだ こはちしほぞ とこはのかたみ まもり繼げ」と、イエスの言葉が引用句と

して記されている。これらのテクストは、どちらも典礼の奉献文の内容と合致する。以下

に、『羅馬弥撒典書』（1935）に記される聖変化の部を引用する。 

 

天主よ、願はくはこれの捧物を凡てに於いて祝詞、認め、且つ主に適しきものとし

て嘉納し給はんことを。盖は、是等は主の最愛なる御獨子、我等の主イエズス・キ

リストの御体と御血とになり給ふべければなり。 

 

主は其の御苦難の前日に於いて、其の聖なる尊むべき聖手にて麭を執り、聖眼を天

に在ます天主なる主の全能の聖父に挙げ、祝して、劈き、之を弟子等に與へて曰は

く 

 

皆之を受け且つ食せよ、之れ我が身体なり。 

 

又主同じく晩餐終りてこの光榮ある祭爵を、其の聖なる尊むべき聖手にて執り、同

じく主に感謝して、祝して、之を弟子等に與へて曰はく 

 

皆之を受け且つ食せよ、之れ新しき且つ永遠の新約の我が血の祭爵なり。 

 

――信仰の玄義――罪を赦さんとて汝等と衆人の爲めに流さるる我が血なり、汝等

之を行ふ毎に我が記念として之を行ふべし。160 

 

10．もろ人ひれふし 

 『公教聖歌集』に「聖變化後」の聖歌として、〈もろ人ひれふし〉が掲載されている。

この曲の旋律は、『フルダ 1891』の第 6 ミサ・チクルス〈Brüder singt im Angeltone〉

と一致する。『フルダ 1891』には、聖変化後の聖歌として 198 と同じ旋律で歌うように

指示されている 199〈Christen beten an im Glauben〉が掲載されており、この聖歌が

 
160 チーグレル『羅馬弥撒典書』、99〜100 頁。（太字強調は、『羅馬弥撒典書』に従って行っ
た。） 
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「もろ人ひれふし」の原曲であると考えられる。 

 

『フルダ 1891』No. 199 

1. Christen, beten an im Glauben!  キリスト者よ、信仰をもって祈りましょう。 

Jesus, Heiland, Mittler,    イエス、主、仲介者は、 

wahrhaft hier als Gott mit uns,  神として私とともにおられます。 

Lob und Dank sei dir geweiht!  賛美と感謝をあなたにささげます。 

 

2. Flehet zu ihm um Erbarmen!  主に憐れみを祈りましょう。 

Gnade, Gnade, Gnade    恵み、恵み、恵みが 

werd’ uns Sündern durch dein Blut, 私たち罪びとに、あなたの血を通して 

ありますように。 

das für uns am Kreuze floß!  あなたが十字架で私たちのために 

流してくださった血を通して。   

 

 聖変化後の聖歌ではあるが、『公教聖歌集』の〈つみびとなる身を〉やその原曲のよう

に、具体的に祭壇上の生け贄に関して語られるわけではなく、より一般的な神への賛美と

感謝、として恵みを願う内容となっている。これは、日本語聖歌を見ても同様である。 

 

11．わがたまのかて 

 『公教聖歌集』の第 2 チクルスの「聖體拝領前」の聖歌〈わがたまのかて〉は、『公教

會聖歌集』の第 3 版（1926）以降に初めて掲載されている〈わが君イエズス〉と同一の

曲である。『フルダ 1891』、『ケルン 1908』の聖歌集をはじめ、この曲の原曲を特定する

ことができていない。 

 『公教聖歌集』と『公教會聖歌集』のテクストでは多くの相違もみられ、ドイツに起源

を持つ聖歌ではなく、日本オリジナルの聖歌である可能性も十分に考えられる。 

 

12．受けしみめぐみの 

 『公教聖歌集』の第 2 ミサ・チクルス、「聖體拝領後」の聖歌として〈受けしみめぐみ

の〉は掲載されている。同聖歌は、『フルダ 1891』に〈Die Seele Christi heilige mich〉

として掲載されている。『フルダ 1891』の中では、マリア賛歌の項目に分類されているが、

聖体拝領後に歌うことが注記されている。1891 年の聖歌集の各聖歌の出典が記されると

ころには、「新しい旋律（Neuere Weise）」とあり、この聖歌集において初めて出版され

た聖歌と考えられる。 

 

『フルダ 1891』No. 109 
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1. Die Seele Christi heil’ge mich,   キリストの魂が私を聖なるものとし、 

der Leichnam Christi segne mich,   キリストの死体が私を祝福しますように。 

das Blut des Heilands tränke mich,  救い主の血が私を飲み、 

der Seite Wasser rein’ge mich.  脇腹から出た水が私を清めますように。 

 

2．Das Leiden Christi stärke mich;  キリストの苦しみが私を強めますように。 

o guter Jesu, höre mich;   ああ、慈しみ深いイエスよ、 

私の祈りを聞いてください。 

verbirg in deine Wunden mich;   あなたの傷の中に私を隠してください。 

nichts trenn’ von deiner Liebe mich. 私をあなたの愛から引き離すものが 

     何もないようにしてください。 

 

3．Vorm bösen Feinde schütze mich; 邪悪な敵から私を守ってください。 

in meinem Tode rufe mich;  私が死ぬときに 

[あなたのもとに]私をお召ください。 

zu dir, daß ich dort ewiglich   そして天の国に招かれたときに、永遠に 

verklärt im Himmel preise dich.  あなたを賛美することができますように。 

 

 他のミサ聖歌とは異なり、「神」と「私」を直接的に結びつける内容となっており、一

人称が多用される。これは、ドイツ語テクスト、日本語テクスト双方にみられる特徴であ

る。 

 ドイツ語のテクストの第 1 節は、ヨハネ 19 章 34 節（しかし、兵士の一人が槍でイエ

スのわき腹を刺した。すると、すぐ血と水とが流れ出た。）を踏まえた内容となっている。

これは、『公教聖歌集』の第 1 節「主のにくとちしほ けがしきこの身を きよめ生かし

めぬ」にも引き継がれている。聖体の秘跡に与ることによって得ることのできる恵みにつ

いて歌っている。 

 『公教聖歌集』の第 3 節「わが主わがかみよ われをばまもりて きみをとこしへに 

たたへさせたまへ」は、ドイツ語の第 3 テクストと酷似している。 

 

4.1.1.3 そのほかのミサ聖歌 

 

 『公教聖歌集』にはさらに第 3 チクルスとして、4 曲が掲載されている。それらは、

『日本聖詠』（13 番、15 番）、『天主公教会』（14 番、16 番）に由来する聖歌である。 

 最後に、小児用の聖体拝領前の聖歌（17 番）が掲載されている。この原曲は、日本の

明治期の聖歌集あるいは『フルダ 1891』、『ケルン 1908』をはじめとするドイツ語聖歌集

には見られない。小児用のテクストとして、非常に口語的で、他の聖歌と比べても異質で
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あり、『公教會聖歌集』のオリジナル聖歌の可能性も高いと考えている。 

 

4.1.2 典礼暦上の聖歌（付録 4：13〜78 頁） 

 

 『公教聖歌集』では「ミサ聖歌」に続いて、また『公教會聖歌集』では「ミサ聖歌」に

先行する形で、一般聖歌が典礼暦に従って並べられている。この節では、典礼暦の季節ご

とに個別の聖歌を分析し、原曲との比較、聖書朗読箇所や入祭唱などの典礼固有文と聖歌

の内容の比較を行う。 

 

4.1.2.1 待降節の聖歌 

 

 待降節とは、一般に次のように説明される。 

 

降誕の祭日（12 月 25 日）への準備期間であるとともに、終末における第二の到来

（再臨）への待望にも心を向ける期間。典礼暦年の 1 年を開始する期間で、主の

降誕祭から四つ前の主日にあたる待降節第 1 主日の前晩の祈りから始まり、主の

降誕の祭日の前晩の祈りの前まで続く。161 

 

『羅馬弥撒典書』（1935）には、「準備の聖節 待降節」に関して、以下の通り、説明

がある。 

 

待降節の大意は待降節第一の主日の聖福音「このようなことが起こり始めたら、身

を起こして頭を上げなさい。あなたがたの解放の時が近いからだ。」（ルカ 21:28）

の聖言に現れてゐる。聖會は人祖の堕落と原罪と其の人類一般に及ぼした結果とを

考へて、亦天主が人間を各々信仰と聖寵と超自然の生命とに選み給ふを信じて、我

等を救ひ給ふ救主の降誕を待ち望んで居る。故に此の降誕節中に、聖會は二つの待

降を行ふ。即ち約二千年前童貞女マリアより降誕し給ふ主を待ち奉つるのと、生け

る人と死せる人を審かん爲めに來たり給ふ主の再臨を記念するの二つである。主は

御降誕を以て始め給ふた救世の聖業を再臨を以て完ふとし給ふ。故に、聖會は待降

において、貧しい厩に於て、弱き幼子として生れ給ふ主ではなく、光栄と御稜威

とを以て王なる主として顕れ給ふキリストを待ち奉つる。162 

 

 
161 宮越俊光「待降節」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2002 年、第 3 巻、942 頁。
（強調は引用者による。）日本カトリック典礼委員会（編）『典礼暦年に関する一般原則および
一般ローマ暦』 東京：カトリック中央協議会、2004 年、21〜22 頁。 
162 チーグレル『羅馬弥撒典書』、115〜116 頁。強調は引用者による。 
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 以下に、待降節中の典礼の中で用いられる聖書箇所を記す163。 

 

【第 1 主日】 

入祭文：詩篇 24:1-3、書簡朗読：ローマ 13:11-14、昇階誦：詩篇 24:3,4、 84:8、

福音朗読：ルカ 21:25-33、奉献文詩篇 24:1-3、聖体拝領誦：詩篇 84:13 

【第 2 主日】 

入祭文：イザヤ 30:30164、書簡朗読：ローマ 15:4-13、昇階誦誦：詩篇 49:2,3-5、

福音朗読：マタイ 11:2-7、奉献文 詩篇 84:7,8、聖体拝領誦：バルク 5:5, 4:36 

【第 3 主日】 

入祭文：フィリピ 4:4-6、書簡朗読：パウロ 4:4-7、昇階誦：詩篇 79:2-3,2（詩篇

80）、福音朗読：ヨハネ 1:19-28、奉献文：詩篇 84-2、聖体拝領誦：イザヤ 35:4 

【第 4 主日】 

入祭文：イザヤ 45:8、書簡朗読：コリント１4:1-5、昇階誦：詩篇 144:18,21、福

音朗読：ルカ 3:1-6、奉献文：ルカ 1:28、聖体拝領誦イザヤ 7:14  

 

『公教聖歌集』には 5 曲（18 から 22）の聖歌があり、そのうち 4 曲が『公教會聖歌集』

に由来する聖歌である。 

 

18．よろこびの泉 

 『公教聖歌集』の「待降節」の聖歌〈よろこびの泉〉は『公教會聖歌集』の〈よろこび

の源〉から引き継がれた聖歌であり、原曲は、7 世紀のラテン語賛歌〈Conditor alme 

siderum〉にさかのぼる。この聖歌は、1523 年にミュンツァー（Thomas Müntzer, 1489

〜1525）によってドイツ語に翻訳され、ドイツ語圏で待降節の聖歌〈O Heiliger 

Schöpfer aller Stern〉として広く浸透した。ラテン語賛歌〈Conditor alme siderum〉の

旋律は 1000 年頃のケンプテンにあるベネディクト会修道院の聖歌集に最初に現れ、それ

以来、引き継がれているものである。 

 

ラテン語原曲〈Conditor alme siderum〉 

Conditor alme siderum,    いつくしみ深い星の創造主 

aeterna lux credentium,    信じるものの永遠の光 

Christe, redemptor omnium,   万人のあがない主、キリストよ 

exaudi preces supplicum   嘆くものの心からの祈りを 

 
163 チーグレル『羅馬弥撒典書』、117〜140 頁。同時に、Pope Benedict XV, Missale 
Romanum. (Reimpressio Editions XXVIII. Vatican: Bonnae ad Rhenum, 1920)も参照した。 
164 チーグレル『羅馬弥撒典書』、122 頁には、イザヤ 31:30 とあるが、イザヤ 31 章は 9 節ま
でしかなく、Missa Romanum, p. 4 にはイザヤ 30:30 とあるので、30 章 30 節の誤りだと考
えられる。 
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聞き入れてください  

 

ドイツ語〈O Heiliger Schöpfer aller Stern〉B I, No.4c 

O Heiliger Schöpfer aller Stern,  すべての星の聖なる創造主よ。 

Ein liecht dern so sich zu dir kehrn, あなたに立ち返る者の光よ。 

Aller Menschen heil Jesu Christ  すべての人の救い主キリストよ。 

Erhör die Sünder dieser frist.  いま、罪びとの願いを聞き入れてください。 

 

この聖歌は『フルダ 1891』、『ケルン 1908』には掲載されておらず、日本においてこの

聖歌が翻訳された際のドイツ語テクストを特定することができない。原曲のテクスト内容

と日本語聖歌のテクスト内容は一致せず、日本語版では、イザヤ書（9:1 闇の中を歩む⺠

は、大いなる光を見、死の陰の地に住む者の上に、光りが輝いた、45:7 光を造り、闇を

創造し平和をもたらし、災いを創造する者。わたしが主、これらのことをするものであ

る。）を踏まえた、救い主の誕生がもたらす喜びを預言する内容が歌われる。 

 

19．闇路にさまよひ 

 『公教聖歌集』の「待降節」の聖歌として掲載される〈闇路にさまよひ〉の原曲は、

1666 年シュペー（Friedrich Spee, 1591〜1635）による〈O Heiland, reiß den Himmel 

auf〉である。『公教聖歌集』において新たに加わった聖歌であるが、『公教會聖歌集』に

大きな影響を与えた『フルダ 1891』、『ケルン 1908』にも掲載されている聖歌である。 

 

『フルダ 1891』No. 2 

1. O Heiland, reiß den Himmel auf, 救い主よ、天を引き裂いてください。 

herab, herab vom Himmel lauf;  こちらへ、天から降りてください。 

reiß ab vom Himmel Tür und Tor,  天のとびらと門を取り壊し、 

reiß ab, wo Schloss und Riegel vor.  鍵とかんぬきで閉じられているところを 

     取り壊してください。 

 

2. Gott, einen Tau vom Himmel gieß, 神よ、天から露を滴らせてください。 

im Tau herab, o Heiland, fließ!  救い主よ、露と流れ降りてきてください。 

Ihr Wolken, brecht und regnet aus  あなたは、雲を破って雨を降らし、 

den König über Jakobs Haus!  ヤコブの家の上に王をもたらすのです。 

 

3. O Erd’, schlag aus, schlag aus, o Erd’, 開け、大地よ。開け、大地よ。 

dass Berg und Tal erneuert werd’!  山も渓谷もすべて新しくなるように。 

O Erd’, hervor dies Blümlein bring, 大地よこの小さな花をもたらしてください。 
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o Heiland, aus der Erd’ entspring. 救い主よ、大地から現れてください。 

 

 原曲のテクストは、待降節第 4 主日の入祭唱に当たるイザヤ 44 章、45 章、詩編 24 章

をもとに作詞されている165。『公教聖歌集』では、このテクスト内容は引き継がれない。

第 1 節はイザヤ 9:1（闇の中を歩む⺠は、⼤いなる光を⾒ 死の陰の地に住む者の上に、

光が輝いた。）を踏まえているが、第 2 節以降は極めて自由な作詞である。それでも、第

3 節「我等の切なるいのりに み顔なそむけそ」、第 4 節、6 節の「とく降したまへ」な

ど、待降節の大意にふさわしいテクストとなっている。 

 

20．み恵み降らせよ 

『公教聖歌集』の「待降節」の聖歌〈み恵み降らせよ〉は、『公教會聖歌集』の〈メシ

アを降らせよ〉から引き継がれた聖歌である。原曲は、『ランツフート 1777』に掲載され

ている〈Thauet, Himmel, den Gerechten〉である。なおこの聖歌のテクストの初稿は、

本論の 2.1.2.1 に挙げた、イエズス会司祭デニスによって 1774 年に出版された『ウィー

ンの首都大司教座聖堂ステファン大聖堂と全ウィーン大司教区で使用するための聖歌集』

に由来する。しかし、ここでは旋律はなく、テクストのみの形で掲載された。『ランツフ

ート 1777』に旋律とともに掲載されるこの聖歌のテクストは、デニスのものと多少の相

違がみられる。『フルダ 1891』の 3b に同曲は掲載されており、日本の翻訳聖歌の直接の

原形であると考えられる。 

 

『フルダ 1891』No. 3b 

1. “Tauet, Himmel den Gerechten;  「天よ露をしたたらせよ、義人たちに。 

Wolken, regnet ihn herab!”  雲よ、雨を降らせよ。」 

rief das Volk in bangen Nächten,  不安な夜にあって、 

dem Gott die Verheißung gab,  神の約束を受けた⺠よ、叫べ。 

einst den Mittler selbst zu sehen  仲介者[救い主]自身と相まみえ、 

und zum Himmel einzugehen;  天に入る約束を。 

denn verschlossen war das Tor,  救い主が現れるまで、 

bis ein Heiland trat hervor.  扉が閉められているからだ。 

 

 
165 各節とイザヤ書の関連箇所は以下の通りである。１番：イザヤ 45:1-3（主が油を注がれた
人キュロスについて主はこう言われる。わたしは彼の右の手を固く取り国々を彼に従わせ、王
たちの武装を解かせる。扉は彼の前に開かれどの城門も閉ざされることはない。わたしはあな
たの前を行き、⼭々を平らにし⻘銅の扉を破り、鉄のかんぬきを折り暗闇に置かれた宝、隠さ
れた富をあなたに与える。）2 番：イザヤ 45:8（天よ、露を滴らせよ。雲よ、正義を注げ。地
が開いて、救いが実を結ぶように。恵みの御業が共に芽生えるように。わたしは主、それを創
造する。）3 番：イザヤ 44:23（天よ、喜び歌え、主のなさったことを。地の底よ、喜びの叫
びをあげよ。山々も、森とその木々も歓声をあげよ。主はヤコブを贖い／イスラエルによって
輝きを現された。） 
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2. Gott der Vater ließ sich rühren,  神である御父は祈りを聞いて心を動かされ、 

daß er uns zu retten sann;  私たちを救おうと思われた。 

und, den Rathschluß auszuführen, そして、神の御心を果たすために、 

trug der Sohn sich selber an.  御子は自らをささげられた。 

Schnell flog Gabriel hernieder,  すぐにガブリエルは飛んで降りてこられた。 

brachte diese Antwort wieder:  次のような答えをもって。 

“Sieh, ich bin des Herren Magd,  「見よ！私は主のはしため 

mir gescheh' , wie du gesagt!”  お言葉通り、この身になりますように。」 

 

3. Da die Bothschaft angekommen, お告げが来たとき、 

war Maria im Gebet;   マリアは祈っていた。 

als das Wort Fleisch angenommen, 御言葉が人となられたので、 

ging sie zu Elisabeth.   エリザベトのところをたずねた。 

Von dem Gruße ganz durchdrungen, マリアの挨拶が身に染みて、 

ist Johannes aufgesprungen,  ヨハネは胎内で踊り上がった。 

der von Gott geheiligt war,  ヨハネは、神によって祝福されていたのだ。 

eh' die Mutter ihn gebar.   ⺟[エリザベト]が身ごもる前に。 

 

4. Dieser ließ die Stimm' erschallen: [ヨハネは]声をあげた。 

“Sünder, wacht vom Schlummer auf; 「罪びとよ、眠りから目覚めよ。 

denn es naht das Heil uns allen,  救いが我々すべてに近づいている。 

hemmet euren Sündenslauf!”  汝らの罪の歩みをやめなさい。」 

Brüder laßt zu diesen Zeiten  兄妹よ、このときにあたって 

uns das Herz zur Buß’ bereiten;  悔い改めに備えよ。 

wandelt auf der Tugend Bahn,  徳の道を歩み、 

ziehet Jesum Christum an.  イエス・キリストを身につけよ。 

 

5．Laßt uns wie am Tage wandeln,   昼間に歩くように、 

allzeit auf den Herrn bereit;   主を迎える準備を常にせよ。 

suchet, um gerecht zu handeln,   正しく行動するために 

Wahrheit, Fried' und Einigkeit,   真理と平和と一致を求めよ。 

jenem gänzlich nachzuleben,    私たち全員に慰めをくださった方に 

der uns allen Trost gegeben,    完全にならって生きていこう。 

daß wir froh von hinnen gehn,   その慰めとは、私たちが喜びをもって歩み、 

ihn im Himmel selber sehn!  天においてその方自身に 

会えるというものだ。 
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ドイツ語聖歌の第 1 節は、待降節第 4 主日の入祭唱に当たるイザヤ 45:8（天よ、露を

滴らせよ。雲よ、正義を注げ。地が開いて、救いが実を結ぶように。めぐみの御業が共に

芽生えるように。わたしは主、それを創造する。）に基づいている。その後、2 節はマリ

アへの受胎告知（ルカ 1:38）、3 節はエリザベト訪問（ルカ 1:39）、4 節は洗礼者ヨハネの

悔い改めの教え（マルコ 1:4）とそれぞれ続く。4 節の最後「徳の道を歩み、イエス・キ

リストを身につけよ Wandelt auf der Tugendbahn, ziehet Jesum Christum an.」は、ガ

ラテヤ 3:27（洗礼を受けてキリストに結ばれたあなたがたは皆、キリストを着ているか

らです）を踏まえているといえるだろう。悔い改めの教え、それに導かれた洗礼によって、

イエス・キリストに結ばれ、キリストを着るものとなることができるという使徒の教えま

でもが、聖歌のテクストに含まれていることは重要である。また第 5 節の冒頭「昼間に

歩くように、主を迎える準備を常にせよ。正しく行動するために真理と平和と一致を求め

よ。Laßt uns wie am Tage wandeln, allzeit auf den Herrn bereit; suchet, um gerecht 

zu handeln, Wahrheit, Friede und Einigkeit,」の背景には、エフェソの使徒への手紙

5:8-9（光の子として歩みなさい――光から、あらゆる善意と正義と真実が生じるのです）

がある。 

 『ランツフート 1777』と『フルダ 1891』を比較すると、第 5 節に大きな変更がみられ

る。この背景には 1777 年のもとのテクスト内容が、過激すぎることが指摘されている166。 

 

『ランツフート 1777』 

5. Laßt uns wie am Tage wandeln,  貪食や酩酊ではなく、 

nicht in Fraß und Trunkenheit.  昼間歩いているように歩こう！ 

Suchet, um gerecht zu handeln,  正しく行動するために 

Wahrheit, Fried und Einigkeit.  真理と平和と一致を求めよ。 

Jenem gänzlich nachzuarten,  私たちがその到来を待ち望んでいる 

dessen Ankunft wir erwarten.  あの方に完全に従おう。 

Dieses ist der Christen Pflicht,  このことこそ、キリスト者の務めである。 

wie es der Apostel spricht.  使徒がいっているように。 

 

日本語のテクストに関しては、『公教會聖歌集』と『公教聖歌集』の間に大きな相違は

ない。『公教聖歌集』の初版出版に際しては、作詞を担った小倉による評釈が『日本カト

リック新聞』に掲載されている。その中で、この聖歌の各節について 

 

第 1 節：キリストのご降誕を待望していた当時の状況を歌ったもの 

 
166 Eduard Krieg, “200 Jahre Fuldaer Diözesangesangbuch 1778-1978,” in FuldaGbll 55 
(1979): 119. 



 
91 

 
 

第 2 節：聖⺟のご受胎 

第 3 節：ご降誕を表明して真理の朝日、義の太陽を暗黙の死と悲しみの世界に対

照させたもの167 

 

と記されている。第 1、２節はそれぞれ、待降節の入祭唱（イザヤ書 45:8）、マリアへの

受胎告知（ルカ 1:26, 30, 35）とドイツ語テクストにもある内容であるが、第 3 節はドイ

ツ語のテクスト内容にはない独自の内容となっている。ここでは、マタイ 4:16（暗闇に

住む⺠は⼤きな光を⾒、死の陰の地に住む者に光が差し込んだ）を念頭に、イエス誕生の

前の世界の暗さと誕生後の明るさの対比を描いている。この後に続く聖書箇所マタイ

4:17（そのときから、イエスは「悔い改めよ。天の国は近づいた」と言って、宣べ伝え始

められた。）は、イエスがガラテヤで伝道を始めるきっかけの言葉である。ドイツ語の 4

節以降のテクストで語られる回心や悔い改めの内容ではなく、待降節の意味、そして他の

待降節の聖歌の中でもたびたびテーマとなっている主の誕生後の世界を光として強調する

ことは、待降節を理解するため、また宣教的な意味でも重要であったと考えられる。 

  

22．来ませ救ひ主 

 『公教聖歌集』の「待降節」の聖歌〈来ませ救ひ主〉は、『公教會聖歌集』の〈やよす

くひぬしよ〉から引き継がれたもので、原曲は〈Veni, veni, Emmanuel〉という中世初

期のラテン語アンティフォナに、17 世紀ころ、作者不詳で旋律がつけられたものである

168。今日知られているドイツ語翻訳〈O komm, o komm, Emmanuel!〉の最初期のもの

にはヘリングスドルフ（Johannes Heringsdorf, 1605〜1665）によるものがあるが、ド

イツ語翻訳は他にも複数存在する。 

『ケルン 1908』には〈O komm, o komm, Emmanuel!〉が掲載されている。 

 

『ケルン 1908』No. 6a  

1. O komm, o komm, Emmanuel,   来たれ、来たれ、インマヌエルよ。 

Nach dir sehnt sich dein Israel!  あなたの⺠イスラエル、彼を求め 

In Sünd’ und Elend weinen wir   罪と惨めさのうちに私たちは泣き、 

Und fleh’n und fleh’n hinauf zu dir.  心からあなたに願いを求める。 

Freu dich, freu dich, o Israel!  喜べ、喜べ、イスラエルよ。 

Bald kommt, bald kommt Emmanuel 間もなく、間もなく、インマヌエルがくる。 

 

 
167 小倉慮人「新聖歌集評釋（一）」、『日本カトリック新聞』 1933 年 12 月 17 日（427 号）、4
頁。 
168 Hermann Kurze, Kirchenlied und Kultur, (Tübingen: Francke Verlag, 2010), pp. 215-
216. 
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 原曲の冒頭、「来たれ、来たれ、インマヌエルよ O komm, o komm, Emmanuel!」は、

イザヤ書 7:14（それゆえ、わたしの主が御自らあなたたちにしるしを与えられる。見よ、

おとめが身ごもって、男の子を産みその名をインマヌエルと呼ぶ。）にある預言に基づく

ものである。 

『公教會聖歌集』（1930）のテクストでは、インマヌエルの名はなく、救い主に言い換

えている（「やよすくひぬしよ」）が、それ以外の点では、ほとんど原曲を念頭に置いた作

詞といえるだろう。例えば、『公教會聖歌集』（1930）の第 1 節「やよすくひぬしよ 疾

く降りまして つみとがに沈淪（しづ）む 我等たすけませ」、リフレイン部分「喜べも

ろ人 救ひ主来たまふ」も、原曲の通りの内容である。 

一方『公教聖歌集』のテクストは、原曲や『公教會聖歌集』の内容とは異なっている。

冒頭の「来ませ救ひ主」は共通しているが、リフレイン部分は「喜びは湧きて 笑の眉開

かん」となっており、意訳、あるいは意味の飛躍がみられる。 

 

4.1.2.2 キリスト降誕に関する聖歌 

 

 1969 年に発表された『典礼暦年に関する一般原則および一般ローマ暦』に基づく現行

の典礼暦において、降誕節は一般に次のように説明される。 

 

キリストの生涯の初めの秘義を記念する典礼季節で、「主の降誕」の前晩の祈りか

ら「主の公現」後にくる主日（通常、「主の洗礼」）まで続く。その間に、「主の降

誕」の典礼（夜半、早朝、日中ミサ）、降誕の八日間、即ち聖家族の祝日（八日間

中の主日もしくは 12 月 30 日）、ステファノ（12 月 26 日）、使徒・福音記者ヨハ

ネ（12 月 27 日）、幼子殉教者の各祝日（12 月 28 日）の各祝日と八日目（1 月 1

日）の神の⺟聖マリアの祭日、そして主の公現が置かれている。これらは主の祭日

を根幹としてこれに聖⺟・聖⼈祝日が複合してしだいに固有の季節の特徴を帯びる

ようになったもので、「降誕節」という概念はようやく 20 世紀に確立する。169 

 

1960 年の典礼注規の改訂、1962 年版の『ローマ・ミサ典礼書』において初めて、「降

誕節」の概念が導入された。そのため『羅馬弥撒典書』（1935）には、ご降誕の大祝日か

ら復活祭のための準備の聖節に入るまでの各典礼に関して、以下の通り記されている170。 

 

・12 月 25 日：ご降誕の大祝日（第一のミサ聖祭：夜中のミサ、第二のミサ：黎明

 
169 石井祥裕「降誕節」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、1998 年、第 2 巻、843〜844
頁。日本カトリック典礼委員会（編）『典礼暦年に関する一般原則および一般ローマ暦』、20
〜21 頁。 
170 チーグレル『羅馬弥撒典書』、141〜233 頁。 
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のミサ、第三のミサ：日中のミサ） 

夜中のミサの大意：世間の罪を意味する夜のうちに、光明よりの光明なる、永遠の

聖父の御獨子は降りてこの暗を照らすものとなる。 

典礼中の該当聖書箇所：入祭文：詩篇 2:7、書簡朗読：チト 2:11-15、昇階誦：詩

篇 190:3,1、2:7、福音朗読：ルカ 2:1-14、奉献文：詩篇 95:11,13、聖体拝領誦：

詩篇 109:3  

・12 月 26 日：聖ステファノ最初の殉教者の大祝日 

・12 月 27 日：聖ヨハネ使徒福音史家の大祝日 

・12 月 28 日：無幸嬰児殉教者の大祝日 

・降誕祭八日間中主日 

・1 月 1 日：我主御割禮の大祝日（降誕祭の八日目） 

・1 月 2 日と 5 日との間の主日、または此の間に主日がない場合は 2 日：イエズス

聖名の大祝日 

・1 月 5 日：御公現の徹夜 

・1 月 6 日：吾主御公現の大祝日（御公現後第一の主日、イエズス、マリア、ヨゼ

フ、聖家族の祝日） 

・御公現の八日間中の主日（御公現後第一の主日）、 

・1 月 13 日：御公現の大祝日の八日目 

・御公現第二の主日 

・御公現第三の主日 

・御公現第四の主日 

・御公現第五の主日 

・御公現第六の主日 

 

『公教聖歌集』には、19 曲のご降誕の聖歌（23 から 41）、罪なき嬰児（41A）、聖名

（42、43）、新年の歌（42A）、3 曲の三王来朝（主の公現）の聖歌（44 から 46）が収録

されている。 

 

23．更ゆく静寂を 

 『公教聖歌集』の「御降誕」の聖歌〈更ゆく静寂を〉は、『公教會聖歌集』の〈静寂け

き真夜なか〉から引き継がれた聖歌である。この曲に関しては『公教聖歌集』の出版当初

に『日本カトリック新聞』に評釈が掲載されているが、その中でも言及されている通り、

この曲は、クリスマスの曲としてもっとも有名なドイツの聖歌に基づいている171。原曲

は、1818 年にグルーバー（Franz Xaver Gruber, 1787〜1863）によって作曲された

 
171 小倉慮人「新聖歌集評釋（二）」、『日本カトリック新聞』 1933 年 12 月 31 日（429 号）、4
頁。 
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〈Stille Nacht〉である。 

 ここで注目すべきは、『公教會聖歌集』のもととなっている『フルダ 1891』、『ケルン

1908』にこの聖歌が含まれていないことである。一方、プロテスタントの讃美歌集には

早い時期からこの聖歌は掲載されており、その影響を考えることができる。 

また、『公教聖歌集』、『公教會聖歌集』ではテクストが大きく異なる。『公教會聖歌集』

は、他の聖歌と同じように、ドイツ語の原曲の影響が強くみられるが、『公教聖歌集』は

独自の作詞ともいえるだろう。 

 

24．きけ妙なるしらべ 

 この聖歌は『公教聖歌集』に初めて掲載される「御降誕」の聖歌である。原曲は『フル

ダ 1778』において掲載された〈Auf! Christen, singt festliche Lieder〉で、この聖歌集

の編纂者であるエルテルによるものである。 

『フルダ 1778』と『フルダ 1891』を比較すると、前者は、11 節のテクストとともに

ニ⻑調で掲載されている⼀⽅で、後者は、6 節までのテクストとともにハ⻑調で掲載され

ている。『フルダ 1778』では、アラ・ブレーヴェで書かれているが、1891 年版では、音

価を半分にした 4/4 で書かれている。また、経過音を加える形の旋律的な変更が 2 か所あ

る。 

2 つの聖歌集のテクストを比較すると、2 節以降に変更箇所がみられる。変更・改訂箇

所に注目すると、特に、情熱的なテクストが削除され、より客観的なテクストに変更され

ている。『フルダ 1778』は、啓蒙期の典礼改革に基づいた聖歌集であり、他の聖歌をみて

も、情熱的、分かりやすさを追求するが故に世俗的な表現も用いられている。これらを修

正した形といえるだろう。ドイツ語の聖歌では、前半の節（1778 年版では 5 節まで、

1891 版では 4 節まで）で、約束されていた通り、救い主がベツレヘムの馬小屋で生まれ、

そのことを天使たちが羊飼いたちに告げ、喜びの歌が世界を満たした、というクリスマス

の奇跡が描かれる。後半（1778 年版では 6 節から 11 節、1891 年版では 5 節と 6 節）で

は、イエス・キリスト自身への祈りがテクストの内容となっている。 

 

『フルダ 1891』No. 9 

1. Auf! Christen, singt festliche Lieder  キリスト者よ！喜びの歌を歌い、 

und jauchzet mit fröhlichem Klang! 喜びの音を叫べ！  

Es shalle auf Erden laut    地上に再び、 

wieder süß tönender Jubelgesang!  歓喜の歌が鳴り響く。 

Der Vater hat unser Verlangen   父は私たちの願いと、 

und seine Verheißung erfüllt;  約束を満たしてくださった。 

der Heiland, nach welchem wir rangen,  我々が待ちわびていた救い主は、 

erscheinet im Fleische verhüllt.  肉をまとって現れた。 
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2. Im Stalle bei Bethlehems Toren  ベツレヘムの馬小屋の中で、 

hat mitten in nächtlicher Zeit   真夜中に、 

Maria, die Jungfrau, geboren,   おとめマリアは生んだ。 

den Heiland, der alle erfreut.  私たちみなを喜ばせる救い主を[生んだ]。 

Dies schönste der menschlichen Kinder  この最も美しい幼子は、 

ist Gott, in der Menschheit Gewand;  人となられた神である。 

es ward uns als Mittler der Sünder 彼は、神の愛によって 

aus göttlicher Liebe gesandt.  我々の罪を贖う方として遣わされた。 

 

3. Dies große Geheimnis erklären  天使たちはこの偉大な神秘を 

die Engel den Hirten im Feld;  野の羊飼いたちに告げた。 

sie singen dem Schöpfer zu Ehren   彼らは創造主の栄光を歌い、 

und singen von Frieden der Welt.  世界の喜びを歌う。 

Es eilen aus Bethlehems Fluren   ベツレヘムの地から来た 

die Hirten zum Stalle geschwind   羊飼いたちは、馬小屋へ急ぎ、 

und werden auf englischen Spuren  天使の足跡に導かれて、 

geleitet zum göttlichen Kind.  神なる幼子のもとへ行く。 

 

4. O, laßt uns in ihre Gesänge,  彼らの、喜びにあふれた歌に 

einstimmen mit fröhlichem Ton,   参加させたまえ。 

erwidern die himmliche Klänge   天使たちの歌に答え、 

und singen dem göttlichen Sohn,   神なる御子をほめ歌い、 

die Krippe kniefällig umringen,   聖なる御子が横たわる 

in welcher der Heiligste liegt,   飼い葉桶の周りに跪き、 

die Herzen zum Opfer ihm bringen,  心から御子を礼拝する。 

der alles mit Liebe besiegt.  御子はすべてを愛を持って支配する。 

 

1891 年版で削除されている 2 節後半、4 節後半のテクスト。 

 

『フルダ 1778』2 節後半 

Sieh! Rosen und Lilien blühen  見て、バラとユリが 

Im Antlitz des Kindes hervor:   子供の顔に咲く。 

Die Lippen und Augen doch glühen 眼と唇は、 

von Schönheit im reizenden Klor!   美しく輝く。 
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『フルダ 1778』4 節後半 

Sie werfe zur Krippe sich nieder,   彼女は飼い葉桶に身をかがめる。 

Im tiefesten Staube gebuckt;  最も深い塵の中にある 

Von himmlichen Freuden entzuckt 神の喜びに喜びながら。 

 

 日本における当聖歌は、後者のフルダ聖歌集を引き継ぐ旋律、調性で記譜されている。

テクストは 3 節まであるが、終始、ドイツ語聖歌でいうところの前半にあたるクリスマ

スの奇跡に関して語られる。特徴的な表現としては、第 1 節で「鄙にもみやこにも」と

いう言葉で「全世界」を意味し、第 2 節の「宮居ぞかしこき」の「宮居」は通常、神社

や皇宮を意味するが、聖歌の中では転じて、「みどり子を抱くマリア」を意味していると

ころである。また第 3 節は、待降節の聖歌の中でも頻繁に歌われていた明暗の対比を再

び持ち出し、キリスト誕生がもたらす光のイメージを増幅させている。 

 

26．みそらゆく 

 『公教聖歌集』の「御降誕」の聖歌〈みそらゆく〉は、『公教會聖歌集』の〈みそらよ

り〉から引き継がれた聖歌である。旋律は、カルリ（Georg Caspar Carli） によってア

ウグスブルクで 1800 年に出版された Melodien in den katholischen Kirchengesangen

に掲載された〈Sohn Gottes〉（B III, No. 220）に基づいている。この旋律は、後の聖歌

集では、フェルスペル（Christoph Bernhard Verspoell, 1743〜1818）によるテクストと

ともに、〈O selige Nacht, im Himmel Pracht〉として掲載されるようになった。日本の

聖歌のもととなったのは、『ケルン 1908』のご降誕の聖歌〈O selige Nacht, im Himmel 

Pracht〉である。 

 

『ケルン 1908』No. 11 

1. O selige Nacht!     聖なる夜。 

In himmlischer Pracht        天の栄光の中で、 

Erscheint auf der Weide     羊の番をしていた羊飼いたちに、 

Ein Bote der Freude,     喜びにあふれた天使が 

Den Hirten, die nächtlich die Herde bewacht. 現れた。 

 

2. Wie tröstlich er spricht:          天使は喜びをもって伝えた。 

“O fürchtet euch nicht!     「恐れるな。 

Ihr waret verloren,     あなた方は見失っていた。 

Heut’ ist euch geboren     今日お生まれになった。 

Ｄer Heiland, der allen das Leben verspricht.„ 全てのものに命を約束する救い主が。」 
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3. “Seht Bethlehem dort,     「さあ、ベツレヘムへいこう。 

Den glücklichen Ort!      幸いなる場所へ。 

Da werdet ihr finden,      そこで、私たちがあなたがたに 

Was wir euch verkünden,     告げ知らせたものを見つけるだろう。 

Das sehnlich erwartete göttliche Wort.”   切に待ち望んでいた神の御言葉を。」 

 

 

4. Voll Freuden sie sind,        羊飼いたちは喜びに充ち、 

Sie eilen geschwind        彼らは急ぐ。 

Und finden im Stalle     そして飼い葉桶に眠る御子を見つける。 

Das Heil für uns alle:     私たちすべての救いを見る。 

In Windeln gewickelt das göttliche Kind.   おくるみに眠る神の子である。 

 

5. Eilt, Christen, geschwind    急げ！キリスト者よ。 

Zum göttlichen Kind.        神の御子のところへ。 

Eilt, Fromme und Sünder,    急げ！敬虔な人も罪びとも。 

Eilt, Eltern und Kinder,     急げ！親も、子供も。 

Ihm weihet die Herzen von Liebe entzünd’t.  愛に燃えた心を御子にささげよう。 

 

6. O tröstliche Zeit,     ああ、慰めの時よ、 

Die alle erfreut!      それはみなを喜ばせる。 

Du linderst die Schmerzen,       あなたは痛みを和らげ、 

Du weckest die Herzen     あなたは心を目覚めさせる 

Zum Danke, zur Liebe, zur himmlischen Freud’.感謝と愛と天の国の喜びへと。 

 

 ドイツ語の第 1、2 節はルカ 2:8-11、第 3 節はルカ 2:15、第 4 節は 2:16 に描かれるイ

エス誕生に際しての羊飼いと天使の会話がもととなっている。第 5、6 節のテクストは聖

書本文から離れ、キリストの誕生に際しての人々の反応をパラフレーズした内容となって

いる。 

 『公教會聖歌集』（1930）の第 1 節では、闇（悲しき世）に光をもたらした救い主の誕

生が歌われる。これは、前述の通り、たびたび待降節の聖歌でも取り上げられてきた、キ

リスト誕生による光の世界とそれ以前の暗闇の世界を念頭に置いている。第 2 節はルカ

2:14、第 3 節はルカ 2:15 に基づいて作詞され、第 4 節は誕生した神の子を崇める内容と

なっている。 

 一方、『公教聖歌集』では、第 1 節から第 3 節までルカ 2:8-12 に基づいた天使と羊飼い

のやり取りが歌われる。第 4 節はそれまでの聖歌のテクスト内容にはない教化的な内容
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「わがこころ くらきとき みつかひ来よ 光り出でよ へりくだりて 吾が待てば」と

なっている。日本の聖歌もドイツの聖歌も、ルカによる福音書を利用しながらキリスト降

誕を描き、最後にそれを踏まえたパラフレーズが行われているという構成は同じである。 

 『公教聖歌集』の第 3 版以降に 26A として掲載される〈みそらゆく〉は、テクストは

26 と同一である。旋律はケルン 1852 年に掲載される〈Ihr Hirten erwacht!〉である。

ボイムカーによればこの旋律は上述の〈O selige Nacht!〉のテクストにも当てはめて歌

われてきており、日本においてもその習慣が踏襲された形である172。 

 

27．あれ聞こゆる歌 

『公教聖歌集』の「御降誕」の聖歌〈あれ聞こゆる歌〉は、『ケルン 1908』に掲載され

る〈Laßt uns das Kindlein grüssen〉（作詞作曲、不詳）と同じ旋律を持つ。 

 

『ケルン 1908』No. 20 

1. Laßt uns das Kindlein grüßen  幼子に挨拶しよう 

Und fallen ihm zu Füßen;   幼子の前に跪こう。 

Laßt uns im Geist uns freuen,   心から喜び、 

Das Kindlein benedeien!   幼子を賛美しよう。 

R:O Jesulein süß, o Jesulein süß!  おお、愛しい幼子イエスよ。 

おお、愛しい幼子イエスよ。 

 

2. Lasst uns dem Kindlein singen,  幼子のために歌おう。 

Ihm Dank und Opfer bringen;  幼子のために感謝と生け贄をささげ、 

Laßt uns das Kindlein ehren  幼子をたたえよう。 

Und seine Gnad’ begehren,  その恵みを願おう。 

R: O Jesulein füss, o Jesulein füss! おお、幼子イエスよ。おお、幼子イエスよ。 

 

このドイツ語聖歌は、幼子イエスへの賛美のテクスト内容である。一方、日本語のテク

ストではまず、ルカによる福音書（第 1 節はルカ 2:13-14、第 2 節はルカ 2:10、第 3 節は

ルカ 2:8-9）のキリスト降誕場面が描かれる。キリスト降誕の物語を改めてテクストにす

ることで、典礼との結びつきを強化しているとも考えられる。第 4 節で初めて、ドイツ

語聖歌の中で、キーワードとなっている挨拶・拝む、という内容が出てくる。第 4 節

「いざ入りて ふしをおがまん」、第 5 節「御子の稜威ほめ」は、ドイツ語の第 1 節を踏

まえた訳詩といえるだろう。 

日本語の第 5 節、またドイツ語聖歌の 1 節、2 節を通して歌われるのは、幼子イエスへ

 
172 B IV, p. 428. 
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の信心である。なお、この聖歌の主題である幼きイエスへの信心はアッシジのフランシス

コによって創始され、その信仰は 17 世紀から 19 世紀に頂点を迎えた173。 

 

31．やみに棲むひと 

 『公教聖歌集』の「御降誕」の聖歌〈やみに棲むひと〉は、『公教會聖歌集』の〈闇裡

（くらき）に棲む人 〉から引き継がれた聖歌で、原曲は、ルターとトリラーValentin 

Triller (1493〜1573)による〈Es kam ein Engel hell und klar〉である。『フルダ 1891』

にも〈Es kam ein Engel hell und klar〉として 13 節までのテクストとともに収録され

ている。 

 

『フルダ 1891』No. 12 

1. Es kam ein Engel hell und klar  天使が明るく輝かしく、 

von Gott aufs Feld zur Hirtenschar; 神のもとから羊飼いの群れのいるところへと 

やって来た。 

die wurden bald gar hoch erfreut,   羊の群れは喜びを得る。 

der Engel sprach mit Fröhlichkeit:  そして天使は喜びをもって語る。 

 

2. “Vom Himmel hoch, da komm’ ich her; 天の高みから私はやって来た。 

und bring’ euch viel der guten Mähr, あなたがたに多くのよい知らせを 

持って来た。 

der guten Mähr bring’ ich so viel,  多くのとてもよい知らせを持って来たので、 

davon ich singen und sagen will.  そのことについて歌って、話したい。 

 

『フルダ 1891』のテクストは 上述の第 1、2 節を含め、ルカの 2 章をもとにテクス

トが書かれている。一方、『公教會聖歌集』（1930）のテクストは、第 4 節はその内容を

踏まえているが、第 2 節までは独自のテクストとなっている。第 1 節の「闇裡に棲む人

…今ぞのぼります」では主の降誕前後の明暗の対照性が描かれ、第 2 節の「生命の真清

水（ましみづ） 今ぞ湧き出づる」では渇きをいやす主が描かれる。こうした表現は、そ

れぞれイザヤ 60:1-3174、イザヤ 58:11175を踏まえており、福音書ではなく預言書をもとに

している。 

この聖歌もまた、ドイツ語聖歌よりも日本語聖歌の方がより具体的、明確に主のご降誕

 
173 ⼾⽥三千雄「幼きイエスへの信⼼」、『新カトリック⼤事典』 東京：研究社、1996 年、第 1
巻、909 頁。 
174 起きよ、光を放て。あなたの光が来て主の栄光があなたの上に昇ったのだから。見よ、闇
が地を覆い密雲が諸国の⺠を包む。しかし、あなたの上には主が輝き出で主の栄光があなたの
上に現れる。国々はあなたの光に向かって歩み王たちはあなたの曙の輝きに向かって歩む。 
175 主は常にあなたを導き干上がった地でもあなたの渇きを癒やし骨を強くされる。あなたは
潤された園のように水の涸れない水源のようになる。 
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が人々にもたらす喜びについて描かれている例といえるだとう。『公教會聖歌集』のテク

ストの大筋は『公教聖歌集』にもそのまま引き継がれている。  

 

35．いざ世のとも 

 『公教聖歌集』の「御降誕」の聖歌として掲載される〈いざ世のとも〉はもっともよく

知られるクリスマス・キャロルの⼀つである。原曲は、ラテン語聖歌〈Adeste Fideles〉

であるが、作曲者については特定されていない。『公教會聖歌集』、『日本聖詠』をはじめ

とするフランス系聖歌集、『フルダ 1891』、『ケルン 1908』のいずれにも含まれず、日本

への移入元を特定することは難しい。 

ドイツ語版である〈Auf gläubige Seelen〉は、モール（Joseph Mohr, 1792〜1848）

によって 1877 年に出版された聖歌集に掲載されている。元のラテン語の詩は 4 節で構成

され、キリストの誕生を喜ぶ内容となっている。 

  

Adeste fideles læti triumphantes,  信者よ、喜びと勝利を喜べ 

Venite, venite in Bethlehem.  来たれ、ベツレヘムに来たれ 

Natum videte Regem angelorum:  天の王が生まれた。 

Venite adoremus (3×)   賛美しよう。 

Dominum,    主であるキリストを。 

 

37．みまやの燈火 

『公教聖歌集』の「御降誕」の聖歌〈みまやの燈火〉の原曲は、〈Laßt uns das 

Kindlein grüßen〉である。『フルダ 1891』にも以下の通り、掲載されている。 

 

『フルダ 1891』No. 16 

1. Laßt uns das Kindlein grüßen,  幼子に挨拶しよう 

ihm unser Herz aufschließen,  彼に私たちの心を開き、 

mit Andacht es erfreuen,   崇敬心をもって彼を喜ばせ、 

von Herzen benedeien,   心から祝福しよう。 

o Jesulein süß, o Jesulein süß.  おお、愛しい幼子イエスよ。 

     おお、愛しい幼子イエスよ。 

 

 この聖歌もまた、幼子イエスの信心が歌われる。一方、『公教聖歌集』のテクストでは、

イエスの誕生を讃美する内容であり、降誕節の聖歌としてはふさわしいが、原曲のテクス

ト内容は反映されていない。 
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38．救ひの御子は 

 『公教聖歌集』の「御降誕」の聖歌〈救ひの御子は〉の原曲は、シュペーによって

1637 年までに成⽴したとされる〈Zu Bethlehem geboren〉である。『フルダ 1891』、『ケ

ルン 1908』にもクリスマス聖歌として掲載されている。 

 

『フルダ 1891』No. 13 

1. Zu Bethlehem geboren   ベツレヘムで 

ist uns ein Kindelein;   我々のために幼子が生まれた。 

das hab’ ich auserkoren,   私はこの子を選んだ。 

sein eigen will ich sein,   私は彼のものでありたい。 

eia! eia! sein eigen will ich sein.  ああ、私は彼のものでありたい。 

 

2. In seine Lieb’ versenken  私は彼の愛の中に、 

will ich mich ganz hinab;   私自身を完全に沈めたい。 

mein Herz will ich ihm schenken  私の心、私の持っているすべてを、 

und alles, was ich hab’.   彼に贈りたい。 

eia! und alles, was ich hab.  ああ、私が持っているすべてを。 

 

3. O Kindelein, von Herzen  おお、幼子イエスよ。心から 

will ich dich lieben sehr,   私はあなたを愛したい。 

in Freuden und in Schmerzen,  喜びにおいても痛みにおいても。 

je länger mehr und mehr,   できるだけ⻑く、ずっと、ずっと。 

eia! je länger mehr und mehr.  ああ、できるだけ⻑く、ずっと、ずっと。 

 

4. Dazu mir Gnade gebe,   そのために私に恵みを与えよ。 

bitt’e ich aus Herzensgrund,  心の底からお願いする。 

daß, ich allein dir lebe   あなたのためにのみ 

生きることができるように。 

jetzt und zu aller Stund’,   今も、そしてとこしえに。 

eia! jetzt und zu aller Stund.  ああ、今も、そしてとこしえに。 

 

5. Dich, wahren Gott ich finde  まことの神よ、私はあなたを 

in meinem Fleisch und Blut;  肉と血の中に見出します。 

so fest auch mich verbinde  それゆえに私をしっかり結び付ける。 

mit dir, mein höchstes Gut,  あなたに。私の最高の善であるあなたに 

eia! mit dir höchstes Gut.   ああ、私の最高の善であるあなたに。 
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6. Laß mich von dir nicht scheiden, 私をあなたから離してくれるな。 

knüpf zu, knüpf zu das Band,  結び付けよ。その絆を結び付けよ。 

die Liebe zwischen beiden;  [私とあなたとの]愛の絆を。 

nimm hin mein Herz zum Pfand.  私の心を担保として、預かれ。 

eia! nimm hin mein Herz zum Pfand. ああ、私の心を担保として、預かれ。 

 

 ドイツ語のテクストを見ると、一人称をふんだんに使った非常に情熱的な内容となって

いる。一人称を使うことによって、キリストと自分の関係が非常に密接なものとして描か

れている。一方、日本語のテクストにはそのようなものは一切見られず、他の降誕の聖歌

と同様に、ルカによる福音書をもとにしたキリスト誕生の喜びと御子への賛美と崇敬が極

めて客観的に描かれている。 

 

41．ゆふやみせまる 

 『公教聖歌集』の「御降誕」の聖歌〈ゆふやみせまる〉は、『公教會聖歌集』の「天使

祝詞」〈御恩寵満てる〉と同一の旋律であるが、テクスト内容は大きく異なっている。原

曲は、〈Es ist ein' Ros' entsprungen〉（B I, No. 78）であり、1599 年にケルンで始めて

出版された際には、マリア賛歌であった。その後、様々なテクスト、和声とともに、プロ

テスタント教会、カトリック教会の双方の聖歌として収録されている。プレトリウスが、

マリアから幼子イエスへと視点を変え、1609 年に『シオンのムーサたち Musae Sioniae』

に収録したものが、もっとも広く用いられている。『フルダ 1891』には、ご降誕の聖歌と

して収録されている。 

 

『フルダ 1891』No. 10 

1. Es ist ein' Ros' entsprungen,  一つの根から、 

aus einer Wurzel zart.   一つの芽がでた。 

wie uns die Alten sungen;   預言者が私たちに告げていたように 

aus Jesse kam die Art.   エッサイの株から一つの種が生まれた。 

und hat ein Blümlein bracht  寒い冬のさなか、 

mitten im kalten Winter,   夜半に、 

wohl zu der halben Nacht.  小さな花がさいた。 

 

2. Das Röslein, das ich meine,   私が言っているのは、 

davon Isaias sagt,   イザヤが預言した小さなバラのことである。 

Maria ist, die Reine,    清き方マリアは、 

die uns das Blümlein bracht.  私たちにその花をもたらしてくれた。 
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Aus Gottes ew’gem Rat    神の永遠のはからいによって、 

hat sie ein Kind geboren   彼女は一人の子供を産んだ。 

und blieb doch reine Magd.  それでも清きはしために留まった。 

 

3. Das Kind hat sie empfangen   マリアはその御子を 

aus heil’gen Geistes Kraft;  聖霊の力によって身ごもった。 

Gott Sohn kam mit Verlangen  神の御子は、 

zur reinem Jungfrauschaft.  清きおとめを望んで、やって来た。 

In einem armen Stall    貧しい馬小屋で、 

ward uns der Fürst geboren,   主が私たちのためにお生まれになった。 

der uns macht selig all.   その方は私たち皆を幸せにしてくださった。 

 

4. Den Hirten brachte Kunde   羊飼いにそのことについてお告げがあった。 

davon ein englisch Heer    天の群れが 

und sagt, wo zur Stunde    こういった。時が来て 

Christus geboren wär’.   キリストが生まれた。 

Zu Bethlehem im Stall   ベツレヘムの馬屋で、 

das Kind alsbald sie fanden,   その幼子を間もなく見つける。 

gar hoch sich freuten all.   みなが喜ぶ。 

      

5. Das Kindlein ward genennt,   幼子はまもなく名付けられる。 

wie es der Engel lehrt;    天使が教えていたように。 

sein Nam’ ist wohl bekennet   彼の名前が、告げられた。 

im Himmel und auf Erd.   天においても地の上においても。 

Es Jesus ist genannt.    即ちイエスと名付けられたのである。 

In diesem süssen Namen    この愛しい名前のうちに 

man alles Gut befand.   すべてのよいものを人々は見つけた。 

 

6. Ein Stern mit hellen Scheine   とても明るい光を放つ星が、 

drei König’ führt’ geschwind  東方からやってくる 3 人の王を 

aus Morgenland mit Eile   急いで、導いた。 

zum neugebornen Kind;    新しい御子へと、導いた。 

sie brachten reichen Gold   彼らは豊かな金を持ってきて 

und opferten mit Freuden   喜びをもって御子に 

ihm Weihrauch, Myrrh’n und Gold. ⻩⾦、乳⾹、没薬をささげた。 

 



 
104 

 
 

7. Lob, Ehr' sei Gott dem Vater,   父と子と聖霊である、 

dem Sohn und hei’lgen Geist!   神に栄光あれ！ 

Maria, Gottes Mutter,   マリア、神の⺟よ、 

Dein’ Hilf ’ an uns auch leist   私たちを助けてください。 

und bitt dein liebes Kind,   あなたの御子が 

daß es durch seine Güte    御父の慈しみのうちに、 

zu Hilf ’ uns komm’ geschwind.  私たちを助けてくださいますように。 

 

ドイツ語聖歌のテクスト第 1 節はイザヤ 11:1（エッサイの株から一つの芽が萌え出で

その根から若枝が育ちその上に主の霊がとどまる。知恵と分別の霊／思慮と勇気の霊主を

知り、畏れる霊。）を持ち出しながら、イエスの誕生を描いている。第 2 節ではルカによ

る福音書、あるいは第 6 節に関してはマタイによる福音書をもとにした降誕物語が、綴

られる。 

『公教會聖歌集』において、もとのドイツ語聖歌と全く異なる内容で作詞されている聖

歌は極めて少ないが、この聖歌は例外的に、完全に独立したテクストとなっている。聖歌

の用途も、降誕の聖歌としてではなく天使祝詞として掲載されている。ただし、御⺟マリ

アをもっとも祝福されたものとして歌う第 1 節、汚れることなく神の⺟となったことを

歌う第 2 節にはご降誕のもとの聖歌との広い意味での関連を指摘することもできる。 

一方、『公教聖歌集』では、原曲や聖書箇所との関連性は薄いが、再び、キリスト降誕

の場面が独自に描かれている。 

 

42．あふぐもたふとし 

 『公教聖歌』の「聖名」の聖歌として掲載される〈あふぐもたふとし〉は、『公教會聖

歌集』の「イエススの聖名」に分類される〈主の聖名を知るは〉から引き継がれた聖歌で

ある。イエスの聖名は、1721 年以来祝われるようになった祝日で、降誕後の最初の日曜

日に祝わる。アッシジのフランチェスコは、「特別の崇敬をもってみ名を敬うことを望み」

（『アシジの聖フランシスコ大伝記』10:6）、イエスの名に対する信心を浸透させた。その

ため、フランシスコ会の中で発展した信心である176。この大祝日の入祭唱のフィリペ

2:10-11（こうして、天上のもの、地上のもの、地下のものがすべて、イエスの御名にひ

ざまずき、すべての舌が、「イエス・キリストは主である」と公に宣べて、父である神を

たたえるのです。）にある通り、天上、地上、地獄は皆ことごとく膝を屈めて「救う者」

であるイエスを認めるものである177。 

 この聖歌の原曲は、『フルダ 1891』に新しい旋律として掲載されている〈Jesu wie 

 
176 ⼾⽥三千雄「イエスの名」、『新カトリック⼤事典』 東京：研究社、1996 年、第 1 巻、371
〜372 頁。 
177 チーグレル『羅馬弥撒典書』、184 頁。 
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süss!〉である。ここでは 13 節までのテクストがつけられており、非常に情熱的なイエス

崇敬が描かれる。 

 

『フルダ 1891』No. 23 

1. Jesu, wie süss! Wer dein gedenkt,  いとしいイエスよ。あなたを思う人は誰でも、 

sein Herz in Freuden wird versenkt; その心は喜びに浸される。 

doch süsser über alles ist,   あなた、イエスがおられるところが、 

wo du, o Jesu selber bist.   何よりも愛しい。 

 

2. Kein Lied so süss zum Herzen bringt,  どんな歌もそれほどの愛しさを心に 

もたらさないし、 

kein Klang kein Ton so lieblich klingt,  どんな音、どんな旋律も 

so wonnig kein Gedank ist,  それほど愛らしくは響かない。 

als Gottes Sohn, Herr Jesus Christ. あなた、神の子、主イエス・キリストよ。 

 

3. Dem Sünder bist du Trost und Ruh,  あなたは罪びとにとって 

なぐさめ、安息である。 

wer dich begehrt, dem ruft du zu,   あなたを求め、あなたを呼び、 

あなたを捜す誰もが、 

wer dich nur sucht, der hat dich schon,  すでにあなたのもとにいる。 

und wer dich find’t, o welch ein Lohn! あなたを見つけるものは、 

なんと報いられることか。 

 

4. Kein Mund es je aussprechen kann,  どんな口もそれを表現することはできない。 

kein Wort kein Lied kann’s zeigen an,  どんな言葉、どんな歌も 

それを示すことはできない。 

nur wer’s erfährt, der weiß dabei,   それを経験できるもののみが、 

was Jesum lieben Süsses sei.  イエスが愛した愛しさを知ることができる。 

 

5. Wer Jesum liebt, trinkt Seligkeit  イエスを愛するものは、 

vom Lebens quell der Ewigkeit,   命の幸福を永遠の泉から飲み、 

hat immer Licht und hellen Tag,   そしていつも光と明るい日々のもとにいる。 

weiß nicht, was er noch wünschen mag. 彼が他に何を望むかを知らずに。 

 

 『公教會聖歌集』は、『フルダ 1891』の 5 節までのテクストにそれぞれ対応する形で

翻訳されている。イエスの信心をそれぞれの側面から描きながらも、過剰に情熱的あるい
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は主観的になることなく、極めてよい訳といえるだろう。 

『公教聖歌集』ではそれらのテクストを引き継ぎながらも、新たな作詞もされている。

特に特徴的なのは、第 6 節「ちちみこみたまの 三つのくらゐなる かみの御名にこそ 

世々みさかえあれ」を通して、三位一体の神への賛美が行われるところである。 

 

44．光りもくすしき 

 『公教聖歌集』に「三王来朝」（主の公現）の聖歌として掲載される聖歌〈光りもくす

しき〉は、『公教會聖歌集』の聖歌〈奇しき光明の〉から引き継がれた聖歌である。原曲

は、シュペーによる〈Es führt drei König Gottes Hand〉に由来する。主の公現とは、

キリストの生涯の始まりとともに神の救いが現れたことを祝う祭日である178。 

  

『ケルン 1908』Ｎo. 23 

1. Es führt drei Kön’ge Gottes Hand  神の御手によって 

Durch einen Stern aus Morgenland  一つの星を通して 

東方から 3 人の王が導かれた。 

Zum Christkind durch Jerusalem   エルサレムを通って、 

In einen Stall gen Bethlehem.   ベツレヘムの馬小屋にいる、 

幼子キリストにやって来た。 

Gott, führ auch uns zu diesem Kind, 神よ、私たちをこの子へと導いてください。 

Gib, daß wir seine Kinder sind.  私たちがその子であるようにしてください。 

 

2. Der Stern war gross, und hell sein Glanz,その星は大きく、その輝きは明るい。 

Darin ein Kind mit goldem Kranz.  その中に金色の花輪に包まれた御子がいる。 

Ein goldnes Kreuz sein Zepter war,  金色の十字架が彼の王笏である。 

Sein Haupt schien wie die Sonne klar. 彼の頭は、太陽のように輝く。 

O Gott, erleucht vom Himmel fern  ああ、神よ、天から遠くまで 

Die ganze Welt mit diesem Stern!  この星で照らしてください。 

 

3. Aus Morgenland in aller Eil'   はるばると東方から、何百マイルも遠くから 

Sie reisten weit, viel hundert Meil';  彼らは旅をして、急いでやって来た。 

Sie zogen hin zu Land und See,   陸と海を通って、霜と雪を通って、 

Bergauf, bergab, druch Reif und Schnee.  山を越え、山を下りやって来た。 

Zu dir, o Gott, die Pilgerfahrt   神よ、あなたのもとに向かう私たちの巡礼は 

Uns dünke nie zu schwer und hart! 決して重荷でも苦しみでもありません。 

 
178 石井祥裕「公現（主の）」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、1998 年、第 2 巻、838
頁。 
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 『公教聖歌集』、『ケルン 1908』ともに、マタイ 2 章に基づいて、イエスを求めて占星

術の学者たちが東の方からエルサレムを通って、ベツレヘムへ向かう様子が描かれている。

特筆すべきは、『公教聖歌集』の第 4 節「暗き世のたびぢ い行くわれらこそ のぞみの

光を絶えせずぞ見まし かみの正道に かがやくそのほし」であり、こうした待降節の聖

歌においても度々言及されていた光と闇の対比は、聖書を踏まえつつ、キリスト誕生に対

するより具象的なイメージを信者に抱かせる効果がある。 

 

4.1.2.3 準備の聖節 

 

 降誕節に続いて、復活祭の聖節となる。これは 3 つの部分、すなわち① 準備の聖節

（七、六、五旬節と四旬節を含む）、② 御復活の大祝日、③ 復活節（祝日の後から御昇

天の大祝日と其の八日間）に分かれている。 

 準備の聖節の時期には、「信者は痛悔の業を爲し、悔悛と静粛とを守り断食とを行う」

179。灰の水曜日を以て四旬節が始まり、「主の御受難、受洗、および我等の悔悛」180を想

う時期となる。 

 なお、現在の『ローマ典礼暦』（Calendarium Romanum, 1969）においては、四旬節

の本来の意義を明確化するため、四旬節に準ずる期間とされた四旬節前の 3 週間（七旬

節、六旬節、五旬節）が廃止されている181。つまり「四旬節は、灰の水曜日に始まり、

主の晩餐の夕べのミサの前まで続く」182。 

『公教聖歌集』には、4 つの悔悛聖歌（47 から 50）、9 つの苦難、十字架に関する聖歌

（51 から 59）、4 つの悲しみの聖⺟の聖歌（60 から 62）、枝の主日のための聖歌（63）

が含まれている。 

 

47．まぼろしの影を 

 『公教聖歌集』の「悔悛」聖歌〈まぼろしの影を〉は、『公教會聖歌集』の〈うき世の

たのしみ〉から引き継がれた聖歌である。原曲は、〈Gott, vor deinem Angesichte〉であ

り、テクストは『ランツフート 1777』に由来する。『ケルン 1908』にもこの聖歌は四旬

節の聖歌として掲載されており、日本への直接の影響は『ケルン 1908』と考えられる。 

 

『ケルン 1908』No. 36 

1．Gott, vor deinem Angesichte   神よ、憐れな回心者の群れが 

 
179 チーグレル『羅馬弥撒典書』、237 頁。 
180 チーグレル『羅馬弥撒典書』、256 頁。 
181 石井祥裕「四旬節」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、1998 年、第 2 巻、1200〜
1201 頁。 
182日本カトリック典礼委員会（編）『典礼暦年に関する一般原則および一般ローマ暦』、20 頁。 
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Liegt die arme Büßerschar;   あなたの御顔にいます。 

Sie bekennt mit Reu’ und Schmerzen. 彼らは痛悔を持って、 

Ihre Sünden am Altar.    祭壇で自らの罪を告白します。 

Dein Gebot hab’ ich verachtet,  私はあなたの掟を軽んじました。 

Diente nur der Lust der Welt;   この世の欲望にだけ奉仕しました。 

Ach, ich habe Gott verlassen  私は神を見捨てました。 

Und den Weg des Heils verfehlt  そして、救済への道を逃してしまいました。 

 

 『公教聖歌集』が出版された際に『日本カトリック新聞』に掲載された小倉による一連

の評釈によれば、この聖歌は聖書の「放蕩息子のたとえ」（ルカ 15:11-32）を踏まえてい

る。日本語のテクストでは、特に『公教聖歌集』の第 2 節（みちちは扉に ゆび折りま

ちて わが名呼び給ふ）にその内容がみられる。 

原曲では、特にルカによる福音書の放蕩息子のたとえに限定できるようなテクスト内容

はない。むしろ罪の告白にテクスト全体の焦点が当てられている。同様の罪の告白の内容

は『公教會聖歌集』（1930）の方の訳詩にも現れている。特に第 1 節の「日ごとに つみ

ををかし来ぬ」、第 2 節の「つみとがかさねし われにしあれば」などでは直接的なそう

した表現がみられる。十字架上のイエスの受難にも触れている点でも、『公共聖歌集』の

テクスト内容は、原詩と共通しているといえる。 

この聖歌に関しても、『公教會聖歌集』の方が原詩に忠実で、『公教聖歌集』はより自由

に作詞している傾向が見て取れる。 

 

51．いばらのかむり 

 『公教聖歌集』の「御苦難」の聖歌〈いばらのかむり〉は、『公教會聖歌集』の「四旬

節」の聖歌〈いばらの冠冕〉から引き継がれたものである。この聖歌は、プロテスタント

教会では〈血しおしたたる〉（由木康作詞）として知られている。 

 元となっている聖歌は〈O Haupt voll Blut und Wunden〉である。これは、17 世紀の

ルター派讃美歌作者ゲルハルト（Paul Gerhardt, 1607〜1676）が、クレルヴォーのベル

ナルド（Bernardus Claraevallensis, 1090〜1153）によって作詞されたラテン語テクス

トを 1653 年にドイツ語翻訳し、ハスラー（Hans Leo Hassler, 1564〜1612）の世俗歌の

旋律を転用したものである。ドイツにおける受難コラールとして極めて有名であり、バッ

ハはこの旋律を編曲し、4 声の和声を付けて《マタイ受難曲》を始めとして、他の声楽作

品にも利用した。 

 『フルダ 1891』にも以下の通り、掲載される。 

 

『Fulda1891』No. 44 

1. O Haupt voll Blut und Wunden,  血と傷にあふれる御子の頭よ 
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voll Schmerz, bedeckt mit Sohn,  痛みにあふれている。 

o Haupt, zum Spott gebunden,  あざけりにあって、 

mit einer Dornenkron!   イバラの冠をつけさせられている頭よ。 

O Haupt, sonst schön gekrönet  最高の栄誉と誉の冠を 

mit höchster Ehr' und Zier,  受けているはずの頭よ。 

jetzt aber frech verhöhnet,   いまや、あざけりを受けておられる方よ。 

gegrüßet seist du mir!   私はあなたを敬う。 

 

2. Der Purpur deiner Wangen,   あなたの頬の血色、 

der Lippen frisches Rot,    唇の鮮やかな赤、 

all Schönheit ist vergangen  すべての美しさは消え去った。 

in bittrer Todesnot.   苦い死の苦しみの中に 

Doch strömt aus deinen Blicken   それでもあなたのまなざしからは、 

noch himmlische Geduld,   神の子としての忍耐があふれている 

selbst Sünder zu beglücken  罪びとさえも、値しない恵みによって 

mit unverdienter Huld.   幸せにする。 

 

3. Ach, Herr, was du geduldet,   ああ、主よ。あなたは罪の重荷を、 

ist alles meine Last;   すべて耐え忍んだ。 

ich habe das verschuldet,   私はあなたが担われたことに対して 

was du getragen hast.   負い目がある。 

Ich, Jesu, bin’s, ich Armer,   ああ、イエスよ、その苦しみこそ、 

der dies verdienet hat.   憐れな私が受けるにふさわしいものだった。 

O tilge, mein Erbarmer,   慈しみ深い主よ、 

all’ meine Missetat!   私のすべての悪行を滅ぼしてください。 

 

4. Laß an dem Kreuz mich stehen   主よ、あなたの十字架の前に 

in Demut, Herr, bei dir.   恭しく立たせてください。 

Dir willig nachzugehen,   それはあなたに従って進むことのみが 

das einzig ziemet mir.   唯一、私にふさわしいことです。 

Ich will dich nicht verlassen;  私はあなたから離れることはありません。 

und wenn mein Auge bricht,  そしてもし私が目を覚ましたら 

dann lasse mich umfassen,   あなたを完全に信頼させてください。 

dich, meine Zuversicht.    

 

5. Ich danke dir von Herzen,   私はあなたに心から感謝する。 
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o Jesu, bester Freund,    最良の友イエスよ、 

für deine Todesschmerzen;   あなたの死の苦しみに感謝する。 

wie gut hast du’s gemeint!  あなたの御心にしたがって、 

Ach gib, daß ich mich halte   ああ、あなたとあなたの忠実さのもとに 

zu dir und deiner Treu’,    いさせてください。 

daß nimmermehr erkalte    心の中に愛と悔い改めが 

im Herzen Lieb’ und Reu’.   凍り付くことがないようにしてください。 

 

6. Wenn ich einst werde scheiden,   いつか私が死ぬとき、 

o, dann verlaß mich nicht!  私から離れないで 

Sei auch in Todesleiden    死の苦しみにある時も、 

mein Trost, mein Heil, mein Licht’. 私の慰め、光りとなってください。 

Wenn mir am allerbängsten   あなたの不安と苦しみの力で 

einst um das Herz wird sein,  私の心が不安に襲われるときも、 

dann reiß mich aus den Angsten   私の不安から、 

kraft deiner Angst und Pein.  引き裂いでください。 

 

 『公教會聖歌集』（1930）のテクストの第 1 節「いばらの冠冕 かむせられ 葦にて打

たれ 唾液かけられ 鮮血したたる 主の御顔貌の いたましき態 見るかなしさ」は、

ドイツ語聖歌の第 1 節を踏まえて訳されており、イエスの受難の苦しみが描写される。

一方、ドイツ語テクストの 2 節以降に見られる個人的な思いや願いは日本語の聖歌のテ

クストからは排除され、より一般的に、主の受難が人間を救う最も深い恵みにあふれた行

為であったことがテクストの中で強調される。イエスの受難とその意味に対する理解を信

者に改めて示すことができるテクストとなっている。『公教聖歌集』は『公教會聖歌集』

に基づいて、変更はわずかしか見られない。 

 

52．夕闇かげくらく 

 『公教聖歌集』の「御苦難」の聖歌〈夕闇かげくらく〉は、『公教會聖歌集』の「四旬

節」の聖歌〈聞け空くもれる夜〉から引き継がれた聖歌である。小倉による評釈の中には、

この曲がロザリオの「苦しみの玄義」を歌ったもので、通夜の式などにロザリオと並行し

て用いることもできるという説明がある183。 

『公教會聖歌集』と『公教聖歌集』のテクストは、ロザリオの「苦しみの玄義」に沿う

形で 5 節の構成（1. ゲッセマネの苦しみ、2. キリストの鞭うち、3. いばらの冠、4. 十字

架を担うキリスト、5. 死去）を取る。 

 
183 小倉慮人「新聖歌集評釋（七）」、『日本カトリック新聞』 1934 年 3 月 25 日（441 号）、4
頁。 
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55．身は釘うたれつ 

『公教聖歌集』の「御苦難」の聖歌〈身は釘うたれつ〉は、1567 年にライセントリッ

トで出版された聖歌集に由来するベーシェンシュタイン（Johann Böschenstein, 1472〜

1540）による〈Da Jesus an dem Creutze stund〉に基づく聖歌である184。 

小倉による評釈にも、この聖歌が 400 年あまり前の聖歌であることが記されている。

小倉によれば、『公教聖歌集』における第 7 節までのテクストは、テクスト各節ごとに、

十字架上のキリストの最後の 7 つの言葉を一語ずつ移したものであり、それゆえ、この

聖歌は聖金曜日（正午から 3 時まで）にふさわしい185。 

 

第 1 の言葉：父よ、彼らをお赦しください。自分が何をしているのか分からない

のです。（ルカ 23:34） 

第 2 の言葉：よく言っておくが、あなたは今日私と一緒に楽園にいる（ルカ 23:43）  

第 3 の言葉：女よ、見なさい。あなたの子です（ヨハネ 19:26） 

第 4 の言葉：エリ、エリ、レマ、サバクタニ。（わが神、わが神、なぜ私をお見捨

てになったのですか）（マタイ 27:46） 

第 5 の言葉：渇く（ヨハネ 19:28） 

第 6 の言葉：成し遂げられた（ヨハネ 19:30） 

第 7 の言葉：父よ、私の霊を御手に委ねます。（ルカ 23:46） 

 

『フルダ 1891』に収録される〈Da Jesus an dem Creutze stund〉では、2 節から 8

節までで歌われるイエスの 7 つの言葉の前後にそれぞれ説明的な 1 節、9 節テクストが加

えられる。 

 

『フルダ 1891』No. 46  

1. Da Jesus an dem Kreuze stund  イエスが十字架の上に立った時、 

und ihm sein Leib war ganz verwund’t, そしてその時、彼はかなり負傷していたが、 

mit bitterlichen Schmerzen,  痛みを伴いながら、 

die sieben Worte, die er sprach,  彼が語った 7 つの言葉を 

betracht in deinem Herzen.  心において顧みてください。 

 

2 節から 8 節で、7 つの言葉がそれぞれ歌われる。 

 

 
184 B I, p. 445 
185 小倉慮人「新聖歌集評釋（七）」、『日本カトリック新聞』 1934 年 3 月 25 日（441 号）、4
頁。 
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9. Wer Jesum ehret immerfort,  イエスのことをたたえ、 

und oft gedenkt der sieben Wort’,  其の 7 つの言葉をいつも思い起こす人は 

des will auch gedenken    神のことも思う人です。 

und ihm durch seines Sohnes Tod,  神は、その人々に、御子の死を通して、 

ein ew'ges Leben schenken.  永遠の命を贈るでしょう。 

 

56．なやみ疲れまし 

 『公教聖歌集』の「御苦難」の聖歌〈なやみ疲れまし〉の原曲は〈O Traurigkeit, o 

Herzeleid〉である。第 1 節はシュペーによって、2 から 8 節は リスト（Johann Rist, 

1607〜1667）によって書かれたが、作曲者は不詳である。 

『フルダ 1891』には、47〈O Traurigkeit, o Herzeleid〉として 6 節のテクストととも

に、掲載されているが、第 2 節以降のテクストは、リストによるものとは大きく異なっ

ている。 

 

『フルダ 1891』No. 47 

1. O Traurigkeit, O Herzeleid!  ああ悲しいことよ、ああ痛ましいことよ。 

Ist das nicht zu beklagen?  なんと嘆かわしいものか。 

Gott des Vaters einig Kind  父である神のひとり子が 

wird ins Grab getragen.   墓へと運ばれる。 

 

2. O höchstes Gut, unschuld’ges Blut! ああ最高の善よ、汚れのない血よ。 

Wer hätt’ das mögen denken,   誰が思っただろう。 

dass der Mensch den Schöpfer sollt’, 人間が創造主を 

an das Kreuz aufhenken!   十字架にかけることになるとは。 

 

 『フルダ 1891』と『公教聖歌集』では、テクストは内容が大きく異なっている。『公教

聖歌集』においては、1 節から 3 節までのテクストで、イエスが十字架を担いでゴルゴタ

の丘を登っていく姿が描かれる。第 4 節では、3 節までの情景描写から一転している。

「罪は死のつるぎ 神わがために ひとたび死して いのちたまふ」とあり、イエスの十

字架上の死は、全世界のすべての人の罪を償うもので、その信仰があれば、罪が赦され、

新しい命を受けることができるという、キリスト教の中心的な教えそのものが歌われる。

ローマの信徒への手紙 5:8（そこで、一人の罪によってすべての人に有罪の判決が下され

たように、一人の正しい行為によって、すべての人が義とされて命を得ることになったの

です。）を始め、聖書の随所にこのことは示される。 
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57．こよなきめぐみの 

 『公教聖歌集』の「十字架」の聖歌〈こよなきめぐみの〉は、『公教會聖歌集』（第 2

版以降）の「栄光の十字架」の聖歌〈こよなきめぐみの〉から引き継がれた聖歌である。

元となった聖歌は、『フルダ 1891』に掲載される〈Christ spricht zur Seele〉である。こ

の聖歌の出典聖歌集として、『フルダ 1891』には「Padernborn 1609」が示唆されている。 

 

『フルダ 1891』No. 36 

1. Christ spricht zur Seel’:   キリストは魂へ語り掛ける 

“O Tochter mein, heb auf dein Kreuz,  「私の娘よ、あなたの十字架に上り、 

schick dich darein    そこに自分を送りなさい。 

es kann und mag nicht anders sein; それ以外であってはならない。 

das Kreuz, das ich getragen hab’,   私があなたのために運んだ十字架を、 

mußt du, mein Kind, nicht werfen ab. 子供よ、決して払いのけてはならない 」 

 

『公教會聖歌集』と『公教聖歌集』のテクストはおおむね一致するが、それらは原曲の

詩からは離れて、極めて自由に作詞されている。『公教會聖歌集』（1930）の第 1 節「こ

よなきめぐみの きみが十字架を 悦こびおへかし 萬のはらから」、第 5 節「こよなく

うれしき 主の十字架をば 喜こび負はなん 臨終（いまは）の時まで」からは、イエス

の十字架によって救われている喜びをもって自分たちも自分の十字架を担ごう、という十

字架に対する深い信心を読み取ることができる。 

 

58．頌めよたたへよ 

 『公教聖歌集』の「十字架」の聖歌〈頌めよたたえへよ〉は『公教會聖歌集』の〈頌め

よたたへよ〉から引き継がれた聖歌である。原曲はラテン語聖歌〈Crux ave benedicta〉

である。ドイツ語版聖歌〈Sei, heiliges Kreuz, gegrüsset〉は、1810 年に出版された

Psalteriolum Cantionum catholicarum a RR, PP, Soc. Jesu etc. Ed. Novissima. Cum 

Permissu Superiorum. Treviris, J. A. Schroell にテクストのみ掲載されている186。 

 

Sei, heiliges Kreuz, gegrüsset,   聖なる十字架よ、あなたに挨拶します。 

An dem mein Gott gebüsset   そこで私の神は、贖われました 

Für aller Menschen Schulden  すべての人間の罪を 

Aus Lieb und freien Dulden.  愛と進んで受けた忍耐をもって。 

 

『公教會聖歌集』（1930）、『公教聖歌集』は各テクストの中で、十字架への信心を歌い

 
186 B IV, p. 135. 
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上げる。その中では、輝き、ほめたたえあげられる十字架、畏れられる十字架、救いをも

たらす十字架がそれぞれ表現されている。 

 

60．傷ましくも立てる 

 『公教聖歌集』において「かなしみの聖⺟」の聖歌として掲載される〈傷ましくも立て

る〉は、19 世紀の聖歌集に多く掲載されている〈Göttlich, Jesus, ist die Liebe〉に由来

する。原曲では、悲しみの聖⺟ではなく、イエスの受難に焦点が当たっている。 

 

B IV, No. 74 

Göttlich, Jesus, ist die Liebe,  イエスよ、それは神なる愛です。 

die du mir bewiesen hast;   あなたが私たちに明かしてくださった愛。 

du, Gott, bist aus Liebestriebe Mensch, 神なるイエスよ、 

あなたは愛に駆られて人となり、 

und trägst die Kreuzeslast.   十字架の重荷を背負いました。 

Menschenheiligt die am Herzen,   人間の救いはあなたの御心にあります。 

Sünder sind sie allzumal;   人間はみな罪びとです。 

und du duldest ihre Schmerzen,  あなたは人間の痛みを耐え忍び、 

geht für sie in Todesqual.    彼らのために死の苦しみへと向かいました。 

 

 一方『公教聖歌集』では、十字架のふもとで悲しむ聖⺟（第 1 節）、復活したイエスと

出会う聖⺟（第 2 節）が描かれ、第 3 節ではより⼀般的な聖⺟賛美が行われる。特に、

第 2 節「贖ひのみこころは ⺟のみ知ります み弟子らは打散り ヨハネのみ在き 主

は⺟をみ弟⼦に 御弟⼦をみ⺟に あたへつ委ねつつ 事切れたまひぬ」は、ヨハネ

19:26-27（イエスは、⺟とそのそばにいる愛する弟⼦とを⾒て、⺟に、「婦⼈よ、御覧な

さい。あなたの⼦です」と⾔われた。それから弟⼦に⾔われた。「⾒なさい。あなたの⺟

です。」そのときから、この弟⼦はイエスの⺟を⾃分の家に引き取った。）をもとにした内

容である。 

 

61．み子の十字架の 

 『公教聖歌集』の「悲しみの聖⺟」の聖歌〈み子の十字架の〉は、『公教會聖歌集』の

「聖⺟の御悲哀」の聖歌〈御子の十字架の〉から引き継がれた聖歌である。小倉の評釈に

は、「有名なスタバト・マーテルである」187と記述されている。 

 スタバト・マーテルとは、キリストの受難に⽴ち会う聖⺟マリアの悲しみを黙想する歌

である。悲しみに暮れる聖⺟への崇敬は、特に、ルカ 2:35「あなた自身も剣で心を刺し

 
187 小倉慮人「新聖歌集評釋（七）」、『日本カトリック新聞』 1934 年 3 月 25 日（441 号）、4
頁。 
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貫かれます」やヨハネ 19:25-27（イエスの⼗字架のそばには、その⺟と⺟の姉妹、クロ

パの妻マリアとマグダラのマリアとが⽴っていた。イエスは、⺟とそのそばにいる愛する

弟⼦とを⾒て、⺟に、「⼥よ、⾒なさい。あなたの⼦です」と⾔われた。）をもとに開花し

た188。特にその信仰は、13 世紀から広まり、続誦の形式で典礼に取り入れられた。多く

の続誦はトリエント公会議で廃止、あるいは制限されたが、スタバト・マーテルは、

1727 年に導入された「悲しみの聖⺟の祝日」（9 月 15 日）のミサの続誦および聖務日課

の賛歌となった189。 

 中世に成立したラテン語の原詩は、トーディ （Jacopone da Todi, ca. 1230〜1306） 

によるもので 20 節までのテクストを持つ。日本の聖歌集に掲載されるスタバト・マーテ

ルと同一旋律は『ケルン 1908』の 53〈Christi Mutter stand mit Schmerzen〉として、

20 節までのテクストとともに掲載されている。 

 『公教會聖歌集』は 14 節まであり、基本的にラテン語の原詩に沿う形で各節が日本語

に翻訳され、原文の 15 節から 20 節までのテクストは省略されている。一方、『公教聖歌

集』では、旋律を 2 度連ねる形で記譜されており、8 節までで構成されている。そのため、

実質、16 行分あることになる。その内容は、4 節までは『公教會聖歌集』の 8 節までに

相当と同じである。その後も、多少の違いはあるが、基本的にラテン語の原詩から一部が

選択されて、日本語のテクストを構成している。 

 

4.1.2.4 復活祭から聖霊降臨まで  

 

復活節は、聖土曜日に始まり聖霊降臨後の土曜日に終わる。これは、① 御復活から御

昇天まで、② 御昇天から聖霊降臨の大祝日の前日まで、③ 聖霊降臨の大祝日とその八日

間に分けられる。 

復活祭は、「主の勝利の日であつて、主が悪魔に打ち勝ち給ふた如く、各人の心の戦ひ

に於いても、主の勝利を得給ふもの」190である。また、「我等は洗禮なり悔悛なりを以て、

罪の墓より恩寵の生命に至ることを得るのも主の御復活に依るのであるから、復活は救ひ

の大祝日である」191。 

復活祭から聖霊降臨祭の聖節までの復活節の典礼は以下の通り構成される。 

 

吾主御復活の主日 

白衣の主日（御復活祭の八日目） 

 
188 鈴木宣明「マリアの悲しみ」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2009 年、第 4 巻、
816 頁。 
189 宮崎正美「スタバト・マーテル」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2002 年、第 3
巻、524 頁。 
190 チーグレル『羅馬弥撒典書』、329 頁。 
191 チーグレル『羅馬弥撒典書』、329 頁。 
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御復活後第二の主日 

御復活後第三の主日 

御復活後第四の主日 

御復活後第五の主日 

祈願祭（御復活後第五の主日後の月、火、水曜日） 

吾主御昇天 

御昇天八日中の主日 

 

なお、第 2 ヴァティカン公会議の典礼刷新を受けて 1969 年に公布された新しい典礼暦

では、復活節は、次のように説明されるものとなっている。 

 

復活の 8 日間、および主の昇天と聖霊降臨の祝祭の重要性を保ちながらも、古代

の実践に立ち返り、復活の主日から聖霊降臨の主日までの 50 日間を一つの祝日と

して歓喜のうちに祝うことにし、特にアレルヤを歌うにふさわしい季節とした。

192 

 

『公教聖歌集』には、7 つの復活の聖歌（64 から 70）、喜びの聖⺟の聖歌（71、72）、

御昇天の聖歌（73、74）が含まれる。 

 

64．いはへやうたへ 

 『公教聖歌集』の「御復活」の聖歌〈いはへやうたへ〉は『公教會聖歌集』の〈祝賀へ

やうたへ 〉から引き継がれた聖歌である。原曲は、1774 年にデニスによって作詞され、

1835 年にダック（Augustin Duck, 1798〜1845）によって作曲された〈Der Heiland ist 

erstanden 〉 で あ る 。『 フ ル ダ 1891 』 に も 復 活 の 聖 歌 と し て 〈 Der Heiland ist 

erstanden〉が掲載されている。 

 

『フルダ 1891』No. 58 

1. Der Heiland ist erstanden,   救い主は復活した。 

befreit von Todesbanden,    死の束縛から解放された。 

der als ein wahres Osterlamm   真の過ぎ越しの小羊として、 

für mich den Tod zu leiden kam.   私のために死の苦しみを受けた方よ。 

Alleluja.     アレルヤ。 

 

 
192 宮越俊光「復活節」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2009 年、第 4 巻、4 巻、346
〜347 頁。日本カトリック典礼委員会（編）『典礼暦年に関する一般原則および一般ローマ暦』、
19 頁。 
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2. Nun ist der Mensch gerettet   今や人々は救われ、 

und Satan angekettet.   サタンは鎖でつながれている。 

Der Tod hat keinen Stachel mehr,   死は、もはや苦痛ではない。 

der Stein ist weg, das Grab ist leer.  石は退けられ、墓は空っぽになった。 

Alleluja.     アレルヤ。 

 

3. Der Sieger führt die Scharen,  勝利者は⻑い間とらわれていた⼈々を、 

die lang gefangen waren,    父の御国へと導き上げる。 

in seines Vaters Reich empor,   アダム以来失っていた父の御国へと 

das Adam sich und mir verlor.   引き上げる。 

Alleluja.     アレルヤ。 

 

4. O, wie die Wunden prangen,   ああ、我々のために被った傷が 

die er für mich empfangen!  なんと輝いていることか！ 

Wie schallt der Engel Siegsgesang  死を征服した強き御方への勝利の歌を 

dem Starken, der den Tod bezwang!  天使がなんと声だかく響かせていることか！ 

Alleluja.     アレルヤ。 

 

5. Mein Glaube darf nicht wanken; 私の信仰のために揺らいではならない。 

o tröstlicher Gedanken!   なんと慰めになることか！ 

Ich werde durch sein Auferstehn   私は彼の復活を通して、 

gleich ihm aus meinem Grabe gehn.  彼のように私の墓から出るだろう。 

Alleluja.     アレルヤ。 

 

 日本語のテクストは、上記のドイツ語のテクストの内容と合致するものではないが、5

節のうち最初の 4 節では、ドイツ語テクストの第 1 節、4 節をもとに、イエスの復活の喜

び、死の世界からの復活が勝利のイメージが描かれる。最終節である第 5 節では、「よろ

こび謳歌へ 主のごとわれら またよみがへりて あめ昇り往かん アレルヤ」（『公教會

聖歌集』1930）とあり、復活後のキリスト昇天にも触れている点が特徴的である。 

 『公教會聖歌集』と『公教聖歌集』では、わずかな言い回し以外の相違はない。 

 

65．しろたへの衣に 

 『公教聖歌集』の「御復活」の聖歌〈しろたへの衣に〉は、『公教會聖歌集』の〈しろ

き 衣 裳 き て 〉 か ら 引 き 継 が れ た 聖 歌 で あ る 。 テ ク ス ト は 、 ク ロ ッ プ シ ュ ト ッ ク

（ Friedrich Gottlieb Klopstock, 1724〜1803）によるもので、旋律は、⺠衆歌〈Der 

Gutzgauch auf dem Zaune saß〉に由来するものである。 
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B IV, No. 111 

Preis dem Todes Überwinder,   死に打ち勝った方をたたえよう。 

Sieh er starb auf Golgotha,   見よ、その方はゴルゴタで死んだ。 

Preis dem Heiliger der Sünder,   罪びとを清める方をたたえよう。 

Preis ihm und Alleluja.   彼をたたえよう。アレルヤ。 

Lasst des Bundes Harfe klingen,  契約の琴を鳴らそう。 

Lasst uns, lasst uns freudig singen: 喜びをもって歌おう。 

Alleluja Jesus lebt,   アレルヤ。イエスは生きている。 

Jesus lebt, Jesus lebt,   イエスは生きている。イエスは生きている。 

Alleluja Jesus lebt.   アレルヤ。イエスは生きている。 

 

 ドイツ語のテクストも日本語のテクストも、死に打ち勝った主への賛美の歌が歌われる。

しかし『公教會聖歌集』（1930）ではそれだけでに留まらず、第 3 節ではキリストが神と

人間の取り次ぎ主であること（「主は甦がへりて 御さかえたかく ちちなる天主の み

ぎにのぼりて 我等のためにぞ 懇求したまへる」）、第 4 節ではキリスト昇天（「仰げや

もろびと みそらをたかく あまつ御座より 主ぞ招きたまふ 浮世をわすれて 主を愛

慕まつれ」）に関しても歌われている。 

 なお、『公教聖歌集』と『公教會聖歌集』では多少の言い回しの相違はあるが、内容と

しては大きく異なることはない。 

 

68．わがきみイエズス 

 『公教聖歌集』の「御復活」の聖歌〈わがきみイエズス〉は、『公教會聖歌集』の〈わ

がきみイエズス〉から引き継がれた聖歌である。原曲は、フェルスペルによって作詞作曲

され、1810 年に Gesänge beym Römischkatholischen Gottesdienste の中で最初に出版

された〈Wahrer Gott, wir glauben dir〉である。『ケルン 1908』には以下のテクストで

掲載されている。 

 

『ケルン 1908』No. 61 

1. Wahrer Gott, wir glauben dir,  真の神[キリスト]よ、 

私たちはあなたを信じます。 

Du bist mit Gottheit und Menschheit hier; あなたは神と人類とともにここにいます。 

Du, der den Satan und Tod überwand, あなたは、サタンと死を克服し、 

Der im Triumph aus dem Grabe erstand: 勝利のうちに、墓からよみがえりました。 

Preis dir, du Sieger auf Golgatha,  あなたを賛美します。ゴルゴタの勝利者、 

Sieger, wie keiner! Alleluja.   比べる方のいない勝利者である。アレルヤ。 
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2. Jesu, dir jauchzt alles zu,  イエスよ、全てのものがあなたに叫びます。 

Herr über Leben und Tod bist du!  あなたは、生と死の主です。 

In deinem Blute gereinigt von Schuld, あなたの血によって、 

私たちは罪から清められました。 

Freu'n wir uns wieder der göttlichen Huld;私たちはあなたのいつくしみを再び喜びます。 

Gib, daß wir stets deine Wege geh'n, あなたが墓から復活したように、 

Glorreich wie du aus dem Grabe ersteh'n! 栄光に満たされて、 

あなたの道を進ませてください。 

 

 上述のドイツ語テクストにある通り、『公教會聖歌集』と『公教聖歌集』でも、第 1 節

は墓からの復活、第 2 節は受難を通した罪の贖いがテーマとなっている。ただし、ドイ

ツ語テクストで「サタンと死を克服し den Satan und Tod überwand」とあるところを、

「死と陰府の権力に打ち勝ち」（『公教會聖歌集』1930）と変更することによって、内容

はさらにわかり易くなっている。 

 

69．よろづのくにたみ 

 『公教聖歌集』に掲載される「御復活」の聖歌〈よろづのくにたみ〉の原曲は、〈Freu 

Dich erlöste Christenheit〉である。テクストは、最初の 2 節はトゥーリン（Ernst 

Xaver Turin, 1738〜1810）によるもので、1787 年に出版されたマインツ教区の聖歌集

（Neues christkatholisches Gesang und Gebetbuch für die mainzer Erzdiözes）に基づ

いている。旋律は、1838 年にリンブルクで出版された聖歌集に基づいている193。 

 

B IV No. 113 

1. Freu dich, erlöste Christenheit,   喜べ、あがなわれたキリスト教徒よ、 

freu dich und singe!    喜び歌え！ 

Der Heiland ist erstanden heut,   救い主が今日復活した。 

Halleluja! Singt fröhlich: Halleluja!  ハレルヤ！喜び歌え！ハレルヤ。 

 

2. Drei Tage nur hielt ihn das Grab, 墓が彼を引き止めたのは 3 日だけだ。 

freu dich und singe!    喜び歌え！ 

Er warf des Todes Fesseln ab,   彼は死の鎖を投げ棄てた。 

 
193 ケルン大司教区のホームページに掲載される GL337〈Freu dich, erlöste Christenheit〉の
テクストを引用する。各節の由来については以下の通り、注意書きがある。1,2 Mainz 1787, 
3-4 Paderborn 1886, 5-6 Regensburg1881, 7 unbekannt。 
Erzbistumköln, s. v. “Freu dich, erlöste Christenheit”,accessed Oct 20, 2021, 
FreudicherloesteChristenheit.pdf (erzbistum-koeln.de) 

https://www.erzbistum-koeln.de/export/sites/ebkportal/seelsorge_und_glaube/lebensphase-alter/.content/.galleries/Altenheimseelsorge_Downloads/FreudicherloesteChristenheit.pdf
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Halleluja! Singt fröhlich: Halleluja! ハレルヤ！喜び歌え！ハレルヤ。 

 

3. Die Wunden rot, jetzt o wie schön,  赤い傷よ。今はなんて美しいのだ。 

freu dich und singe!    喜び歌え！ 

Wie Sonn- und Mondglanz anzusehn,  太陽と月のきらめきの如く見える。 

Halleluja! Singt fröhlich Halleluja!  ハレルヤ！喜び歌え！ハレルヤ。 

 

4. Die Seite, die geöffnet war,   開かれた脇腹は、 

freu dich und singe!   喜び歌え！ 

Zeigt sich als Himmelspforte dar.   天の門として示される。 

Halleluja! Singt fröhlich Halleluja! ハレルヤ！喜び歌え！ハレルヤ。 

 

5. O Christ, nun feste Hoffnung hab,  キリスト者よ、今や確固たる希望を持て。 

freu dich und singe!    喜び歌え！ 

Auch du wirst gehn aus deinem Grab.  君も墓からやがて出ることになる。 

Halleluja! Singt fröhlich Halleluja! ハレルヤ！喜び歌え！ハレルヤ。 

 

6. Das Weizenkörnlein nicht verdirbt,  ⼩⻨の殻粒は腐らない。 

freu dich und singe!    喜び歌え！ 

Wiewohl es in der Erd stirbt.   それでも、地に落ちて死んだとしても。 

Halleluja! Singt fröhlich Halleluja! ハレルヤ！喜び歌え！ハレルヤ。 

 

7. So wirst zum Leben du erstehn,  だからそのように君は命へと復活する。 

freu dich und singe!    喜び歌え！ 

Und deinen Heiland ewig sehn,   そして救い主と永遠に相まみえる。 

Halleluja! Singt fröhlich Halleluja! ハレルヤ！喜び歌え！ハレルヤ 

 

『公教聖歌集』のテクストは第 1 節「よろづのくにたみ いはへうたへ 主はよみが

へれり」、第 2 節「しの桎梏（かせ）くだきて みはかひらき 主はよみがへりぬ」、第 3

節「あいなるみきずは 陽にもまさり 照りいでかがやく」と、それぞれドイツ語テクス

トの 1 から 3 節に対応している。一方、第 4 節のテクスト「陰府にうち捷ちし われら

の主に 世々みさかえあれ」は、全体の主題としては一致しているものの、他の詩節のよ

うに対応するドイツ語詩節はない。原曲では第 5 節以降、復活への信仰の先にある信者

に対する教えが述べられており、『公教聖歌集』ではその代わりに、再度、復活とキリス

トの死への勝利が強調されていることになる。 
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70．よろこびたたへよ 

 『公教聖歌集』の「御復活」の聖歌〈よろこびたたへよ〉は、『公教會聖歌集』第 3 版

（1926）の〈よろこび讃へよ〉から引き継がれたものである。『公教會聖歌集』（1926）

の〈よろこび讃へよ」は、初版（1918）、第 2 版（1920）の〈よろこびたたへよ〉（この

聖歌の旋律は〈Erschalle laut, Triumphgesang!〉に基づく）の代わりに掲載された。そ

のため、この 2 つの聖歌は同一のテクストである。 

 原曲は、『ランツフート 1777』において初めて出版された〈Das Grab ist leer〉である。

日本語聖歌とドイツ語原曲では旋律上の相違が中間部分にあるが、原曲として考えて問題

ないだろう。この聖歌は、復活祭のための聖歌で、コールブレンナーによる詩とハウナー

による旋律がつけられている。8 行ずつの 5 節で構成され、各節の最後でハレルヤが歌わ

れる。日本の聖歌集に直接的な影響を与えたと考えられる『ケルン 1908』の聖歌集では、

同じく 5 節で構成されるが、『ランツフート 1777』のテクストとは第 2 節以降は異なる。 

 

『ケルン 1908』No. 57 

1. Das Grab ist leer, der Held erwacht, 墓は空だ。英雄は目覚めた。 

Der Heiland ist erstanden;  救い主が復活した。 

Da sieht man seiner Gottheit Macht, 人々は彼の神的な力をみた。 

Sie macht den Tod zu Schanden.  それは死をつぶした。 

Ihm kann kein Siegel, Grab, noch Stein, いかなる封印も墓も石も、 

Kein Felsen widersteh'n;   岩石も抗うことはできない。 

Schließt ihn der Unglaub' selber ein, 不信心が彼を閉じ込めても、 

Er wird ihn siegreich seh'n .  [救い主は]不信心に勝利するだろう。 

R: Alleluja!    ハレルヤ。 

 

2. Frohlocket, Christen, Gottes Sohn, 喜べ。キリスト者よ。神の子よ。 

Der Hölle Überwinder,    地獄の征服者、 

Schwingt sich vom Kreuz zum Vaterthron 神の子は十字架から父の玉座へと回帰する。 

Als Mittler für uns Sünder.  罪びとのための仲介者として。 

Es drückt dem teuern Lösungskauf 貴重な贖われたものに対して、 

Der Herr von Wort und Tat  主は言葉と行いをもって 

Das Siegel der Vollendung auf,  完成の封印を押す。 

Wie er's verheißen hat.   それは約束していた通りに。 

 

3. Der Christen Glaub' ist nun gestützt  キリスト者の信仰はいまや、 

Durch Jesu Allmachtswerke;  イエスの全能の御業に支えられている。 

Der zu des Vaters Rechten sitzt,   彼は、父の右の座につき、 
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Gibt seinen Jüngern Stärke.  弟子たちに強さを与える。 

Sie schauen jetzt die Göttlichkeit  彼らは今、 

Der Lehre und der Macht,   御教えと力の神性を見ている。 

Und geh'n mit Unerschrockenheit  そして恐れることなく 

In Tod und Grabesnacht.   死と墓の夜に向かっていく。 

 

4. Der uns're Schuld zu tilgen kam,  私たちの罪を消し去るために主は来られた。 

Den Kreuzestod zu leiden,   十字架の死の苦しみを受けるために。 

Er, unser wahres Osterlamm,   主は私たちの真の過越の小羊、 

Erwarb uns Himmelsfreuden.  私たちのために天の喜びを得られた方。 

Er ruft uns Sündern liebreich zu:  主は私たち罪びとを、愛をもって呼ばれる。 

“Der Friede sei mit euch!”   「平和があなたがたと共にあるように！」 

Bringt Gnade, Heil und Seelenruh',  恵み、救い、魂の安息をもたらして下さる。 

Und stürzt des Satans Reich.  そしてサタンの王国を打倒する。 

 

5. Dir danken nun, Herr Jesu Christ, 主イエス・キリスト、今あなたに感謝する 

Die Völker aller Zungen,   あらゆる⾔語の諸⺠族は、 

Daß du vom Tod erstanden bist,  あなたが死から復活したこと、 

Das Heil uns hast errungen.  私たちに救いをもたらしたことを。 

Herr, bleib’ bei uns, wenn’s Abend wird, 主よ、夜になっても共にいてください、 

Daß wir nicht irre geh’n,   私たちが迷わないように。 

So wird die Herde wie der Hirt  羊飼いのように、この群れがいつか 

Einst glorreich aufersteh’n.  栄光のうちに復活するようにしてください。 

 

 ドイツ語テクストでは、主の復活、昇天、さらにそれに基づくキリスト教信仰について、

内容豊かに歌われる。一方、『公教會聖歌集』と『公教聖歌集』では、第 3 節までのテク

ストがすべて復活をテーマにしている。『公教會聖歌集』（1930）においては第 1 節「陰

府の権力にぞ うちかちたまへる」、第 2 節「死の⼾を開きて よみがへりましぬ」は、

第 3 節「塋墓（はか）をいでましぬ」と、それぞれイエスが死者の世界に打ち勝って、

復活したことを強調する内容となっている。 

 

71．ああみははマリア 

 『公教聖歌集』の中で「喜びの聖⺟」として掲載される〈ああみははマリア〉は、『公

教會聖歌集』の〈やよ聖⺟マリア〉から引き継がれた聖歌である。原曲は、1623 年にシ

ュペーによって作詞された〈Laßt uns erfreuen herzlich sehr〉である。この聖歌は、

『ケルン 1908』にも掲載されている。 
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『ケルン 1908』No. 64 

1. Laßt uns frohlocken herzlich sehr! 心から喜ぼう。 

Alleluia.     アレルヤ。 

Maria seufzt und weint nicht mehr. マリアはもはやため息もつかず泣かない。 

Alleluia.     アレルヤ。 

Der Himmel ist von Wolken rein,  空には雲一つない。 

Alleluia.     アレルヤ。 

Jetzt glänzt der liebe Sonnenschein! いまや、愛すべき日の光が輝いている。 

Alleluia.     アレルヤ。 

 

2. Wo ist, o freudenreiches Herz,   どこにあるのか、喜びに満ちた心よ。 

Alleluia.     アレルヤ。 

Wo ist jetzt all dein Weh und Schmerz? どこにあるのか、 

今あなたの苦しみと痛みは。 

Alleluia.     アレルヤ。 

Wie wohl ist dir, o Herz, wie wohl!  なんて幸せなこと！ 

心よ。なんて幸せなことよ！ 

Alleluia.     アレルヤ。 

Du bist nun aller Freuden voll!  あなたは今すべての喜びに満ちている。 

Alleluia.     アレルヤ。 

 

3. Sag, o Maria, Jungfrau rein,   清きおとめマリアよ。言ってください。 

Alleluia.     アレルヤ。 

Kommt das nicht her vom Sohne dein? それはあなたの息子から来たのではないか。 

Alleluia.     アレルヤ。 

Ach, ja, dein Sohn erschienen ist,   ああ、確かにあなたの息子は現れた。 

Alleluia.     アレルヤ。 

Kein Wunder, daß du fröhlich bist,  あなたが喜んでいることは不思議ではない。 

Alleluia.     アレルヤ。 

 

4. Aus seiner heil’gen Wunden Mal’, 彼の聖なる傷跡から、 

Alleluia.     アレルヤ。 

Entströmt ein heller Freudenstrahl,  明るい喜びの光があふれ出てくる。 

Alleluia.     アレルヤ。 

Der nun nach bittern Leid und Schmerz いまやひどい苦しみと痛みを後にしたものだ 
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Alleluia.     アレルヤ。 

Mit Wonn’ erfüllt dein Mutterherz. あなたの⺟としての⼼は喜びで満ちている。 

Alleluia.     アレルヤ。 

 

5. Dich grüßen wir mit Innigkeit,  親密さをもってあなたに挨拶する。 

Alleluia.     アレルヤ。 

O Mutter, in der Freudenzeit.  ああ、⺟よ。喜びの時にいる⽅よ。 

Alleluia.     アレルヤ。 

O send auch uns ein Tröpflein her  ああ、私たちにも雫を送ってください。 

Alleluia.     アレルヤ。 

Aus deinem großen Freudenmeer.  あなたの大きな喜びの海から。 

Alleluia.     アレルヤ。 

 

 『公教會聖歌集』と『公教聖歌集』のテクストは、上記のドイツ語テクストと同様に、

各行ごとにアレルヤを挿入する形で構成されている。第 1 節「やよ聖⺟マリア なみだ

拭ひませ 雲はれわたりて 天つ日出でたり」、第 2 節「憂苦も悲しみも 痕跡なく消失

せ よろこび樂しみ いまこそ涯なき」（『公教會聖歌集』1930）はそれぞれ、原曲の 1

節、4 節を踏まえた内容で作詞されている。 

一方、3 節、4 節は、元のテクストにはない内容である。3 節では、「見よ聖子耶蘇は 

死の権力に勝ち 陰府の門破りて 墓を出でましぬ」（『公教會聖歌集』1930）と、他の

復活の聖歌でたびたび歌われてきた、イエスの死の世界への勝利としての復活が再度描か

れている。4 節は、聖⺟マリアとともにイエスの復活の歌を響かせそう、という内容であ

る。 

『公教聖歌集』は『公教會聖歌集』のテクスト内容を引き継いでいる。 

 

72．あめなるきさい 

 『公教聖歌集』に「喜びの聖⺟」の聖歌〈あめなるきさい〉は、『公教會聖歌集』の

「天の元后」の聖歌〈天なる王后（きさい）〉から引き継がれたものである。原曲は、

〈Freu dich, du Himmelskönigin〉である。原曲は、多くのドイツ語圏の聖歌集に 17 世

紀以来登場する。日本へ直接影響を与えたのは、『フルダ 1891』の〈Freu dich, du 

Himmelskönigin〉と考えられる。 

 

『フルダ 1891』No. 64 

1. Freu’ dich, du Himmelskönigin,   喜べ。天の女王よ！ 

freu’ dich, Maria!    喜べ。マリアよ！ 

R: Freu’ dich, das Leid ist alles hin.  苦しみはすべてなくなった。 



 
125 

 
 

Alleluja! Bitt Gott für uns, Maria!   アレルヤ。私たちのために祈ってください。 

マリアよ、 

 

2. Den du zu tragen hast verdient,  あなたが身ごもるにふさわしいとされた 

der hat uns allesamt gesühnt.  御子は私たちすべてを贖ってくださった方。 

 

3. Er ist erstanden von dem Tod,  彼は死から復活した。 

wie vorgesagt der wahre Gott.  真の神が約束してくださったように。 

 

4. Woll’st uns, Maria, doch beistehn, マリアよ、私たちをいつも助けてください。 

daß wir mit ihm glorreich erstehn.  私たちが御子とともに 

栄光のうちに復活するように。 

 

曲の冒頭、マリアへ呼びかけるテクストは、原曲（喜べ。天の女王よ！Freu dich, du 

Himmelskönigin! ）と『公教會聖歌集』（1930）の（天なる王后 歓びたまへ〉は一致し

ている。 

『公教會聖歌集』（1930）ではその後、第 1 節と第 2 節で、預言通り、マリアが身ごも

った御子が復活したことを歌う（爾に投胎（やど）りたまへる者は 宣まへる如 甦がへ

らせり）。このテクストには、原曲の第 2 節、3 節の内容との関連がみられる。 

『公教聖歌集』は『公教會聖歌集』のテクスト内容を引き継いでいる。 

 

73．オリブのやまより 

 『公教聖歌集』の「御昇天」の聖歌〈オリブのやまより〉は、『公教會聖歌集』の「聖

主御昇天」の聖歌〈オリベト⼭より〉から引き継がれた聖歌である。なお、上述の通り、

これまでの復活の聖歌の中では既に、キリスト昇天が触れられていることが多い。 

キリストの昇天は、キリストが現世での生涯を完結し、昇天の凱旋の歌に開かれる天の

門から、変容した姿で、贖いの初穂である古聖所の大祖を伴って、神の御栄光に王として

入られるものである194。パウロはフィリピへの手紙 2:7-10 の中で、キリストについて、

「人間の姿で現れ、へりくだって、死に至るまで獣人でした。このため、神はキリストを

高く上げ、あらゆる名にまさる名をお与えになりました。こうして、天上のもの、地上の

もの、地下のものがすべて、イエスの御名にひざまずき、すべての舌が「イエス・キリス

トは主である」と公に宣べて、父である神をたたえるのです」と記している。 

 

主の公現の主日の典礼内の聖書箇所としては、以下の通り指定されている195。 

 
194 チーグレル『羅馬弥撒典書』、 381 頁。 
195 チーグレル『羅馬弥撒典書』、 383〜387 頁。 
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入祭誦：使徒言行録 1:11、朗読：使徒言行録 1:1-11、福音朗読：マルコ 16:14-20、奉献

文詩篇 46:6、聖体拝領誦：詩篇 67:33,34 

 

『公教聖歌集』の中には、主の公現の聖歌は 2 つあり、ドイツ系の聖歌は〈オリブの

やまより〉のみである。原曲は、〈Christus fährt auf mit Freudenschall〉であり、テク

ストはボーネ（Heinrich Bone, 1813〜1893）によるものである。日本の聖歌集編纂にあ

たって影響を与えたのは、『ケルン 1908』に掲載されたものと考えられる。 

 

『ケルン 1908』No. 68 

1. Christus fährt auf mit Freudenschall キリストは、喜びの響きとともに、 

Zum Vater durch die Himmel all’.  天を通って父のもとへ昇る。 

Auf Erden ist sein Werk vollbracht, 地上では彼の働きは成就し、 

Die Himmelspfort’ ist aufgemacht.   天の門が開かれている。 

Alleluja!     アレルヤ！ 

 

2. Im Himmel, unserm Vaterland,  私たちの父の御国である天で、 

Sitzt er zu Gottes rechter Hand.  彼は神の右の座につく。 

Sein’ Herrlichkeit und Majestät  彼の栄光と威光は 

Weit über alles Denken geht.   すべての考えを超える。 

Alleluja!     アレルヤ！ 

 

3. Drum sei gelobt im höchsten Thron いと高き玉座[神の右の座]におられる 

Der aufgefahr’ne Menschensohn!  復活した人の子がたたえられますように。 

Wir seh’n hinauf, er sieht herab:  主を仰ぐ私たちを、 

主は目にとめてくださいます。 

Nie geht uns seine Hülfe ab!   私たちには彼の助けが尽きることはない。 

Alleluja!     アレルヤ！ 

 

4. Dort will er unser Mittler sein,  そこで主は私たちの仲介者でおられます。 

Des soll sich alle Welt erfreu’n.  全世界よ、そのことを喜べ。 

Dann wird der Tag erst freudenreich, そうすれば、 

天の御国で彼と会いまみえるその日は、 

Wann wir ihn seh’n im Himmelreich.   喜びにあふれたものとなるでしょう 

Alleluja!     アレルヤ！ 

  

 『公教聖歌集』において、上記のテクストとの関連性がみられるのは、第 1 節と 4 節
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である。第 1 節では、ドイツ語テクストの第 2 節を踏まえ、イエスが昇天した後に父の

右の座についたことが歌われる。『公教會聖歌集』（1930）の第 2、3 節（「ガリレア人等

よ 何故悲しみつつ 空をあふぎ見て 爾曹は立てるや」「爾曹をはなれて 天のぼりし

主は 再たび来ますと 聖天使告示せり」）は、使徒言行録 1:11（「ガリラヤの人たち、

なぜ天を見上げて立っているのか。あなたがたを離れて天に上げられたイエスは、天に昇

って行くのをあなたがたが見たのと同じ有様で、またお出でになる。」）に基づいている。

第 4 節は、ドイツ語テクスト第 4 節を踏まえ、天において人々が主と相まみえることが

できるという内容である。 

 

4.1.2.5 聖霊降臨際の聖節 

 

 聖霊降臨の主日は、「聖霊降臨の出来事ならびに教会とその宣教活動の始まりを祝う」

196ものである。第 2 ヴァティカン公会議による典礼暦の改訂に伴い、「御復活の主日から

聖霊降臨の主日に至るまでの 50 日間は、一つの祝日として、またより適切には『大いな

る祝日』として、歓喜に満ちて祝われる」197とされ、固有の八日間は祝われなくなった。

しかし、それ以前には、聖霊降臨祭の聖節は、聖霊降臨の大祝日と其の八日間として祝わ

れた198。 

この約束された聖霊の派遣（降臨）の出来事は、使徒言行録 2:1-42「五旬祭の日が来て、

かれらがみな一緒に集まっていると、突然、天から激しい風が吹いてくるような音が聞こ

え、彼らが座っていた家にみち、火のような舌が現れ、分かれて、おのおのの上にとどま

った。すると、彼らはみな、聖霊に満たされ、霊がいわせるままに、いろいろの国の言葉

で話し始めた」に記されている。 

 聖霊降臨の主日に関連する聖書箇所、また続誦は以下の通りである199。 

 

入祭誦：知恵の書 1:7、朗読：使徒言行録 2:1-11、福音朗読：ヨハネ 14:23-31、奉献

文：詩篇 67:29-31、聖体拝領誦：使徒言行録 2-2,4 

続誦：聖霊來たり給へ、天より御光の輝きを發ち給へ。 

貧しき者の父、恩恵の施與主、心の明にます者來たり給へ。 

最優れたる慰主、霊魂の甘露なる珍客、精神を爽快にする清涼藥。 

勞れたる時の憩、暑き時の涼み、憂ふる時の慰。 

至つて福なる光よ、主を信ずる者の心に來たり充ち給へ。 

主の扶助あるに非ざれば、人には全體罪ならざる所なけん。 

 
196 宮越俊光「聖霊降臨」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2002 年、第 3 巻、770〜
771 頁。 
197 日本カトリック典礼委員会（編）『典礼暦年に関する一般原則および一般ローマ暦』、19 頁。 
198 チーグレル『羅馬弥撒典書』、393 頁。 
199 チーグレル『羅馬弥撒典書』、396〜401 頁。 
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希はくは汚れたるを清め、乾けるを潤し、傷すけられたるを癒し給へ。 

硬きを靡かせ、冷えたるを暖め、曲れるを直くし給へ。 

主を頼む信者に神聖なる七恵を施し給へ。 

善徳の功を積み、救霊の域に至り、永遠に歡ぶを得せしめ給へ、アメン、アレル

ヤ。 

 

『公教聖歌集』には、7 つの聖霊の聖歌（75 から 81）が掲載され、そのうち 3 つ（75

〜77）がドイツ系の聖歌である。 

 

75．みたまよゆたけき 

 『公教聖歌集』の「聖霊」の聖歌〈みたまよゆたけき〉は、『公教會聖歌集』の〈やよ

聖きみたま〉から引き継がれた聖歌である。もととなった聖歌は、伝統的なラテン語聖歌

〈Veni Creator〉である。18 世紀の啓蒙思想に基づく典礼改革期にドイツ語に翻訳され、

新たなテクストがリンデンボルン（Heinrich Lindenborn, 1706〜1750）によって作詞さ

れ、『シオンの娘 1741』に 7 節までのテクストとともに掲載された。20 世紀の『フルダ

1891』、『ケルン 1908』の聖歌集にこの聖歌は含まれておらず、日本の聖歌集編纂に当た

って直接的な影響を与えた形を特定するのは困難である。 

『シオンの娘 1741』の聖歌は 7 節までのテクストを持ち、聖霊の 7 つの賜物を念頭に

した構成と考えられる。最初の 5 つの内容は聖霊賛美句であり、6、7 節のテクストは父

と子と聖霊の全聖性に言及しながら、三位一体性の説明が行われる。こうした構成は『公

教會聖歌集』の〈やよ聖きみたま〉にも共通する。 

『公教聖歌集』も 7 節までのテクストを持つことに関しては共通するが、その内容は

ドイツ語の詩や『公教會聖歌集』とは大きく異なっている。 

 

『シオンの娘 1741』LXXXI. p. 284. 

1. Komm komm o Geist, der alles schafft,  聖霊よ、来てください、すべての創造主よ。 

Besuch mit deiner hochsten Kraft,  あなたの最高の力をもってきてください。 

und fülle mit dem Gnaden,   そして、恵みで満たしください。 

Schein die Herzen deren, welche dein. あなたが作られたものの 

心を照らしてください。 

 

2. Der du der Tröster wirst genannt,  あなたは慰め主と呼ばれる方、 

Ein Gabe von des Höchsten Hand,  いと高きものの御手の、恵み。 

Ein Brunn des Lebens Liebe vol,  愛に満ちた命の泉。 

Ein Salbung, so uns stärcken sol.  私たちを強める塗油。 
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3. Dein sieben Gaben sind besant.   7 つの贈り物が送られています。 

O Finger gottes rechter Hand,   神の右の手の指よ。 

der stumme Zunden redend macht  沈黙していた舌が語るようになった。 

Gleichwie der vater zugesagt  まさしく、御父が約束されたように。 

 

4. Entzünd in uns des Lichtes, Schein,  私たちのうちに光をともしてください。 

Dem Herzen giess die Liebe ein,   心に愛を注いでください。 

Und was in uns ist matt uns schwach,  疲れ切った弱い私たちの心を 

Durch deine Kraften stärcker mach. あなたの力で強くしてください。 

 

5. Vertreib von uns die Feinde weit. 私たちから敵を遠ざけてください。 

Schenck uns des Friedens wahre Freud. 私たちに平和の真の喜びを送ってください。 

Ach führe das Herze allzeit an  いつでも私たちを傷づけるものを 

zu meiden, Was uns schaden kan.   避けられるよう、心を導いてください。 

 

6. Schick uns die Gnad    いと高き玉座から 

vom höchsten Thron,   恵みを贈ってください。 

Dass man den Vater, samt den Sohn,  御父、御子とその両方の霊であるあなたを 

Und Dich, der du bist beider Geist,  正しく悟らせてください。 

Erkenne recht und ewig preist.  永遠に賛美するようにさせてください。 

 

7. Dir sen, O Vater, jederzeit,   御父よ、あなたにいつも、 

Und auch dem Sohne Lob bereit  そして御子に賛美をささげます。 

Zusamt dem Geist, den schick zur Gab さらにあなたと御子がこの世に恵みとして 

Der Sohn in diese Welt herab!  送ってくださる聖霊にも賛美をささげます。 

 

77．聖霊よ天降りて 

 『公教聖歌集』の「聖霊」の聖歌〈聖霊よ天降りて〉にはヴェニ・クレアトルと併記さ

れている。この聖歌は『公教會聖歌集』の〈聖霊よ天降りて〉から引き継がれた聖歌であ

る。日本へ直接の影響を与えたのは、『フルダ 1891』の〈Komm, heiliger Geist, kehr 

bei uns ein〉と考えられる。この聖歌には、「旋律はヴェニ・クレアトル・スピリリトゥ

スの短縮版 Verkürzte Melodie des Veni Creator Spiritus」との注記がある。また、『フ

ルダ 1891』には、もとのグレゴリオ旋律とともに、ラテン語聖歌の項目の中に 215

〈Veni Creature Spiritus〉も掲載されている。その聖歌の注にも、聖歌 78 が 215 の翻

訳版であることは記載されている。なお、『フルダ 1891』のテクストは、より一般的なル

ターのドイツ語翻訳とは大きく異なっている。 
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『フルダ 1891』No. 78 

1. Komm, heil’ger Geist,    聖霊よ、来てください。 

kehr’ bei uns ein,   私たちのところに来て、 

besuch das Herz der Kinder dein,  あなたの子供の心をたずねてください。 

erfülle sie all’ mit deiner Gnad’,  あなたの力が生み出したあなたの恵みで 

die deine Macht erschaffen hat  彼ら全員を満たしてください。 

 

2. Der du der Tröster wirst genannt, あなたは慰めをくれる人、 

vom höchsten Gott ein Gnadenpfand, 最高の神からの恵みの誓い、 

ein Lebensbrunn, Licht, Lieb’ und Glut, 生命の泉、光、愛、輝き 

der Seele Salbung, höchstes Gut.  魂の塗油、もっとも高い神です。 

 

3. O Schatz, der siebenfältig ziert,   ああ、七重の宝よ、 

o Finger Gottes, der uns führt,  ああ、我々を導く神の指よ、 

Geschenk, vom Vater zugesagt,   父から約束された贈り物、 

du, der die Zungen reden macht.   舌を話すようにしてくれる方である。 

 

4. Entzünd in uns des Lichtes Schein, 私たちの光の輝きに光を付け 

gieß Lieb’ in unsre Herzen ein,   私たちの心に愛を注ぎ 

stärk unsers Leib’s Gebrechlichkeit 常に、あなたの恵みを持って 

mit deiner Gnad’ zu jeder Zeit.  私たちのもろい命を強めてください。 

 

5. Treib weit von uns des Feind’s Gewalt, 敵の暴力から私たちを遠ざけてください。 

in deinem Frieden uns erhalt,  あなたの平和の中で 

私たちを守ってください。 

daß wir, geführt von deinem Licht, 私たちが、あなたの光に導かれて、 

in Sünd’ und Leid verfallen nicht.  罪や苦しみに陥らないようにしてください。 

 

6. Den rechten Glauben uns bewahr,  私たちに正しい信仰を守らせてください。 

daß wir bekennen immerdar   いつも告白できるように。 

des Sohns und Vaters Majestät   御子と御父の威光を。 

und dich, der aus von beiden geht.  両者から来られるあなた[聖霊]を。 

 

7. Dem Vater Lob im höchsten Thron  最高の玉座におられる御父と 

und seinem auferstanden Sohn,  復活した御子に賛美がありますように。 
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dem Tröster auch der Christenheit  御子は、キリスト教世界の今、 

jetzt und in alle Ewigkeit.  そして永遠の慰め主でもあります。 

 

日本語のテクストには〈Veni Creator Spiritus〉らしさは残っていない。『フルダ 1891』

は、聖霊の賜物の「7」を念頭において 7 節までのテクストで作詞されているが、日本語

聖歌は 6 節までとなっており、そうした点も抜けている。 

『公教會聖歌集』（1930）の第 1 から 5 節は、「聖霊よ天降りて」と始まり、いずれも

聖霊への祈りがささげられるが、6 節は、三位一体の神への賛美のテクスト（聖父聖子聖

霊の 三位一に在す たふとき天主に 世々御榮あれ）である。 

 

4.1.2.6 三位一体の大祝日 

 

 古代の教会暦には三位一体の祝日はなかったが、1334 年に教皇ヨアンネス 22 世

（Ioannes XXII, 1244?〜1334、在位 1316〜1334）がこの祭日を一般暦に加えた200。こ

の日は救済史的な具体的な出来事を主題として掲げているわけではないが、教理崇敬心に

基づく祭日である。 

 

慈しみ深い御父が御子の誕生、死と復活、および聖霊の派遣によって救済の業を全う

したことを記念して毎年祝う降誕節と復活節が終わってから、この祭日に父と子と聖

霊をほめたたえることは適切なことであるといえよう。201 

 

『羅馬弥撒典書』（1935）には、三位一体の大祝日の典礼中には、三位一体である神の

御慈悲と、御哀憐とを賛美し、その御恩を感謝するように勧められる202。 

 三位一体の祝日の典礼における各聖書箇所は以下の通りである203。 

 

入祭誦：トビト 12:6、書簡朗読：ローマ 11:33-36、昇階誦：ダニエル 3:55-56、福音

朗読：マタイ 28:18-20、奉献文：トビト 12:6、続誦：ルカ 6:36-42 

 

『公教聖歌集』には、三位一体の主日の聖歌として 1 曲（82）掲載されている。 

 

 
200 石井祥裕「三位一体【三位一体の祭日】」『新カトリック大事典』 東京：研究社、1998 年、
第 2 巻、1120 頁。 
201 P. ネメシェギ「三位一体」『新カトリック大事典』 東京：研究社、1998 年、第 2 巻、1118
〜1119 頁。 
202 チーグレル『羅馬弥撒典書』、404 頁。 
203 チーグレル『羅馬弥撒典書』、403〜408 頁。 
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82．父なるみかみよ 

『公教聖歌集』の「三位一體」の聖歌〈父なるみかみよ〉は、『公教會聖歌集』第 2 版

（1920）以降に掲載される〈愛なる天主よ〉から引き継がれた聖歌である。原曲は、『フ

ルダ 1778』において初めて掲載された、エルテルによる〈Gott, wir preisen deine 

Güte〉である。『フルダ 1778』と『フルダ 1891』はともに 13 節あり、テクストの変更

は見られない。 

 

『フルダ 1891』No. 87 

1. Gott, wir preisen deine Güte  神よ、我々はあなたの善意をたたえます。 

mit frohlockendem Gemüte;  喜びの心をもってあなたたたえます。 

du bist unser Herr allein.   あなたは唯一の主。 

Alles muß dich Vater nennen,   万物はあなたを父と呼ばなければならない。 

deine höchste Macht bekennen;   あなたの至上の力を認めなければならない。 

jede Kreatur ist dein.   すべての被造物はあなたのもの。 

 

2. Engel, Kräfte mit den Thronen,   天使、権力をもつ諸勢力、 

alle, die im Himmel wohnen,   天に住むすべてのもの、 

Cherubim und Seraphim,   ケルビムとセラフィムは、 

preisen dich, Gott, ohn’ Aufhören  神であるあなたを絶えず賛美します。 

in vereinten Jubelchören;   喜びの声を一つに合わせて。 

“Heilig” tönet ihre Stimm’.  「聖なるかな」とその声は響きます。 

 

 ドイツ語聖歌では、主である神、天使、使徒や聖人、イエス、イエスの聖名への賛美の

言葉が 13 節にわたって叙述されている。一方、日本の聖歌では、三位一体の主日のため

の聖歌であることを踏まえて、第 1 節は父としての神、第 2 節では子としての神、第 3

節は聖霊としての神という三つの聖性を一連のテクストの中に当てはめるという、極めて

簡潔な方法をとっている。 

旋律の観点では、原曲（『フルダ 1778』）は変ロ⻑調、『フルダ 1891』がハ⻑調、『公教

會聖歌集』、『公教聖歌集』がト⻑調、という違いがある。また、『フルダ 1778』ではア

ラ・ブレーヴェで、二分音符単位で記譜されているが、『フルダ 1891』、そして日本の聖

歌集では、4/4、四分音符単位で記譜されている。音の相違はない。 

 

4.1.2.7 キリストの聖体の大祝日 

 

聖体の祝日とは、キリストの聖体の秘跡のために捧げられる主の祝日であり、伝統的に

三位一体の主日後の木曜日とされるが、その次の主日に祝うこともできる。この祝日が普
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及するのは 14 世紀初めの教皇ヨハネス 22 世のときからで、聖体行列の日204として一般

化した205。 

『羅馬弥撒典書』（1935）には、聖霊降臨後第一主日の木曜日として、吾主キリストの

聖體の大祝日が記されている。聖体の大祝日の典礼に関する聖書箇所と続誦は、『羅馬弥

撒典書』の中で以下の通り指定されている206。 

 

入祭誦：詩篇 80:17 

書簡朗読：1 コリント 11:23-29 

昇階誦：詩篇 144：15〜16 

続誦 

シオンよ、汝が救主を讃へよ、讃歌と頌榮もて汝が王、汝が牧者を讃め謳へ。 

汝が力の限り主をば讃へよ、主は萬の讃美に優りて偉大なり、いかなる讃美も主に足

らへることなし。 

今日しも謳ふは生けるパンにて、人の生命の素にぞあるなれ。 

是こそ聖き晩餐の折に、主が十二聖徒に與へし其のパンなれや。 

奇しき聖業に適はしの頌歌、聖意にかなふ讃美の歌もて、汝が歡喜びを高らにのべよ。 

盖は今日こそ、主の餐宴の制定を祝はん、荘厳の日なれば。 

新約の王は新約の法の過越祭定めて、舊約のそれをば収め給へり。 

新たのものは舊きに代り、實体は假象を、光明は暗黑をば遂に除けり。 

キリスト其の晩餐に自ら爲せしは、紀念に為せとの聖旨ぞ畏こし。 

聖き制定の救ひの犠牲のパンと葡萄酒を献け奉つる。 

パンは御肉に、葡萄酒は御血に化するの教義は信ずる者に與へらるるなり。 

自然の法をば越へて、通暁れぬ事も見えざる事をも、生ける信仰は確かむるなり。 

實體はあらぬ、パンと葡萄酒の形色のもとにぞ、貴き現實はかくれて潜めり。 

御肉は糧に御血は飲料、いづれのものにも完きキリストこもり居ませり。 

これを領くるも切らるる事なく、劈かるる事なく、柝たるる事なく全体を領くなれ。 

一人領くるも千人領くるも、ひとしく饗くれど一は生命に、一は死滅に至るの差別ぞ。 

善きには生命、悪きには死滅、看よ同じく領くるも其の果は異ひり。 

秘跡は劈かるも夢な迷ひぞ、斷片にこもるは全体とおなじを。 

 
204 聖体行列とは、聖体礼拝の一形式で、聖体顕示台などを用いて聖体を奉持して屋外を巡回
する行列をさす。特に、キリストの聖体の祭日やその前後に勧められ、聖体に対する信仰と崇
敬を表すしるしとして行われる。（宮越俊光「聖体行列」、『新カトリック大事典』 東京：研究
社、2002 年、第 3 巻、732 頁。）特にゲルマン国⺠は、この行列の習慣を⾮常に歓迎したとい
われている。（ビーリッツ、カール・ハインリッヒ『教会暦―祝祭日の歴史と現在』 松山与志
雄訳、東京：教文館、2003 年、185 頁。） 
205 石井祥裕「聖体【祭日】」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2002 年、第 3 巻、729
頁。 
206 チーグレル『羅馬弥撒典書』、409〜416 頁。 
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折たるものは假象のみにて實體は劈かれず、減ることなし。 

看よ、天使のパンは旅人の糧となり、實に子等の糧なれば、犬には投るまじ。 

舊約のイザアクの犠牲、過越祭の羔、荒野に先祖の受けたるマンナは、其は皆其の前

表なり 

善き牧者、眞の糧なるイエズス、我等を憐み、我等を牧し、我等を護り、生けるもの

の國にて幸福をば見せしめよ。 

萬を識り萬を能へ給へば、世を經る我等を養ひ給ひて、何れの日にか諸聖者諸共世嗣

を受けしめ、共に饗宴に與からしめ給へ。アメン、アレルヤ。 

福音朗読：ヨハネ 6:56〜59 

奉献文：レビ 21:6 

聖体拝領誦：1 コリント 11:26〜27 

 

なお聖体については、天主公教會から 1911 年に出版された『天主公教要理』中で、以

下の通り解説されている。 

 

●聖躰の秘蹟とは何ぞや 

▲聖躰の秘蹟は、パンと葡萄酒の形色の中にキリストの御體と御血の篭れる秘蹟なり 

●聖躰の秘蹟には唯キリストの御體と御血のみ篭れるや 

▲否、御霊魂も天主の性も全く聖躰の中に篭れるなり207 

 

『公教聖歌集』には、11 の聖体の主日の聖歌（83 から 94）が含まれ、そのうち 1 曲

を除いて、すべて原曲をドイツの聖歌に見出すことができる。 

 

83．神こそ此處にいませ 

 『公教聖歌集』の「聖體」の聖歌〈神こそ此處にいませ〉は、『公教會聖歌集』の〈た

ふとき御まえに伏し〉は、から引き継がれた聖歌である。この原曲は、『ランツフート

1777』に掲載された〈Wir beten an dich〉である。『フルダ 1891』には、聖体拝領前後

の聖歌として 202 〈Wir beten an dich〉が掲載されている。また、この聖歌の出典とし

て、「ミヒャエル・ハイドン」の名前も記されている。 

 

『フルダ 1891』No. 202 

1. Wir beten an dich,   あなたに祈ります。 

wahres Engelsbrot,   真の天使のパンであるあなたに。 

dich, Heiland, Herr,    救い主、主、 

 
207 天主公教會『天主公教要理』、95 頁。（第 3 部、聖躰の秘蹟の中にイエズスキリストの在す
事） 
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barmherz’ger, großer Gott!  憐れみ深い偉大な神よ。 

Heilig, heilig, heilig!   聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、 

Du bist allezeit heilig.    あなたは常に神聖です。 

Sei gepriesen ohne End’   聖体のうちに終わりなく 

in dem heil’gen Sakrament!  賛美されますように。 

 

2. Wir bitten dich,    あなたに願います。 

erbarm dich, liebster Gott,  神よ、憐れみたまえ。 

und segne uns,    愛に満ちておられる神よ、私たちを祝福し、 

gibt uns das täglich Brot.   日々のパンを与えてください。 

 

聖体の祝日のための聖歌であり、テクスト内容は、1、2 節とも、聖体への賛美と感謝

が歌われる。『ランツフート 1777』では、2/4 で八分音符が支配的であるが、『フルダ

1891』では 4/4 で四分音符が支配的である。こうした『フルダ 1891』の旋律の特徴は、

そのまま日本の聖歌にも引き継がれている。 

 日本語のテクストの中には「パン」という直接的な言葉はないものの、「我君イエズス 

こもりゐます たへなる秘蹟 永遠に稱えん」（『公教會聖歌集』1930）という表現にお

いて、イエスが現存する秘蹟、すなわち聖体への賛美が歌われている。また、第 2 節で

は「われらを やしなふ霊糧（かて）」（『公教會聖歌集』1930）とあり、これも婉曲的に

聖体を表現している。説明的であることによって、より具体的に聖体の意味を捕らえなが

らテクストを歌うことができる。 

 

84．きよけき御身體 

 『公教聖歌集』の「聖體」の聖歌〈きよけき御身體〉は、『公教會聖歌』の〈きよき童

貞なる〉から引き継がれた聖歌である。原曲は、15 世紀にさかのぼる〈Lobt all 

czungen〉である。『フルダ 1891』には、聖体の聖歌として 90 〈Preiset, Lippen, das 

Geheimnis〉が掲載されている。この聖歌には、「パンジェ・リングヮ Pange lingua」の

注記がある。〈Pange lingua gloriosi corporis mysterium〉とは、中世ラテン語の聖歌で、

聖体の祝日のためにトマス・アクイナス（Thomas Aquinas, 1225〜1274）によって作曲

されたと考えられている。『フルダ 1891』のテクストは、ボーネの『カンターテ』（1847）

から変更を加えたものである。また、旋律に関しては 「グレゴリオ聖歌旋律の短縮版 

Verkürzte Choralmelodie」とある通り、元のラテン語のグレゴリオ聖歌を短縮したもの

となっている。 

 

『フルダ 1891』No. 90 

1. Preiset, Lippen, das Geheimnis  唇よ、栄光に満ちたこの体と 
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dieses Leibs voll Herrlichkeit  計り知れないほど尊い血の 

und des unschätzbaren Blutes,  神秘を賛美せよ。 

das, zum Heil der Welt geweiht,  世の救いのために聖別されたこの血は、 

Jesus Christus hat vergossen,  すべての存在の王、 

König aller Wesenheit.   イエス・キリストが流したものである。 

 

2. Uns gegeben, uns geboren,  汚れなく、純潔なおとめから生まれ、 

von der Jungfrau, keusch und rein, 私たちに与えられたイエスは、 

ist auf Erden er gewandelt,  地上を歩まれ、 

Saat der Wahrheit auszustreun’,  真理の種をまいた。 

und zum Ende seines Lebens  そして、生涯の終わりに 

setzt er dies Wunder ein.   この奇跡を制定する。 

 

3. In der Nacht beim letzten Mahle, 最後の食事の夜、 

wo er mit der Jünger Schar  弟子たちとともに 

nach der Vorschrift des Gesetzes  律法の規程に従って、 

bei dem Osterlamme war,   過越の小羊のもとにいた。 

gab mit eigner Hand den Seinen  そして、ご自分の手で自分自身を 

er sich selbst zur Speise dar.  食べものとしてささげた。 

 

4.Durch das Wort, wird Brot zum Fleische その言葉を通して、パンは体となり、 

und zum Blute wird der Wein,  葡萄酒は血となった。 

Gott und Mensch und Leib und Seele; 神と人[は一つとなり]、 

sieht es auch der Sinn nicht ein.  身体と魂は[も一つとなった]。 

einem reinen Herzen g’nüget   感覚はそれを見ることがない。 

fester Glaube schon allein.  純粋な心には、堅い信仰だけで十分である。 

 

5. Tiefgebeugt laßt uns verehren  深く身をかがめて礼拝させてよ。 

ein so großes Sakrament!   これほどに偉大な秘跡を。 

Dieser Bund wird ewig währen,  この契約は永遠に続く。 

und der alte hat ein End’;   古いものは終わったのだ。 

unser Glaube soll uns lehren,  私たちの信仰は、私たちに教えてくれる。 

was das Auge nicht erkennt.  眼が見分けないものを。 

 

6. Gott, dem Vater und dem Sohne  父であり子である神は、 

sei Lob, Preis und Herrlichkeit,  賛美、賞賛、栄光に満ちている。 
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mit dem Geist im höchsten Throne,  最高の玉座に霊とともにある 

eine Macht und Wesenheit.  力ある存在よ！ 

Singt in lautem Jubeltone:  大声でたたえよう！ 

göttliche Dreieinigkeit!   三位一体の神を！ 

Amen.     アーメン。 

 

 『公教會聖歌集』（1930）のテクストは、第 1 節、2 節の各結尾に、「御身をほめん」、

「御血をほめん」とあり、それぞれ、人となって生まれ、救いのために犠牲となった身体、

人々の罪を清めるために流した血への賛美が行われる。これは、ドイツ語テクストの 2

節と 1 節をそれぞれ踏まえている。さらに『公教會聖歌集』（1930）の第 3 節では、聖変

化を通して賜ることのできる恵みへの賛美が歌われ、これはドイツ語テクストの第 4 節

に対応している。『公教會聖歌集』（1930）の第 4 節は、ドイツ語テクストの第 5 節と同

様に、三位一体の神を賛美して、この聖歌が締めくくられる。 

 『公教聖歌集』では、第 3 節が新たに作詞され、ヨハネ 6:54（わたしの肉を食べ、わ

たしの血を飲む者は、永遠の命を得、わたしはその人を終わりの日に復活させる。）に基

づくテクスト「主よ乞ひ願はく 肉に生かされ 衰への身にし ちから歸へりて 生命よ

ろこびの 永遠ならましを」となっている。 

 

85．尊ふとき聖堂ぬち 

 『公教聖歌集』の「聖體」の聖歌〈尊ふとき聖堂ぬち〉の原曲は〈Kommt her, ihr 

Kreaturen〉である。テクストは ザイデンブッシュ（Johann Georg Seidenbusch, 1641

〜1729） によるもので、『フルダ 1891』に掲載されるこの聖歌には、新しい旋律との注

記がある。 

 

『フルダ 1891』No. 95 

1. Kommt her, ihr Kreaturen all,  すべての被造物よ、ここに来なさい。 

komm, was erschaffen ist;  造られたものよ、来なさい。 

kommt her und sehet allzumal,   ここに来て、ここに何があるかを 

was da zugegen ist!   見なさい。 

Das ist das heil’ge Sakrament;  これは聖なる秘跡。 

das sollt ihr loben ohne End’.  あなたがたがたたえるべきものです。 

O daß ich's loben könnt’    ああ、私の生涯の終わりまで、いつも 

allzeit bis an mein End’.   たたえることができますように。 

 

2.  Stimmt an, stimmt an, ihr Seraphim, 歌いだす、セラフィムよ。 

die ihr von Liebe brennt;   あなたは愛で燃えている。 
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ihr Thronen, Fürsten, Cherubim,  王、王女、ケルビム、 

singt, was ihr singen könnt!  あなたがたが歌うことができますように！ 

Herrschaften, Mächt’, und Kräfte all, 主、権力、すべての力、 

Erzengel, Engel ohne Zahl:  大天使、数えられない天使 

lobsinget ohne End’    最高の秘跡を 

dem höchsten Sakrament!  終わりなくほめ歌おう。 

 

3. Ihr Patriarchen allgemein  すべての族⻑、 

und ihr Propheten all,    すべての預言者、 

auch ihr Jungfrauen, keusch und rein, 純潔なおとめたち、 

mit der Apostel Zahl,   使徒たち、 

ihr Martyrer und Beichtiger  すべての殉教者、証聖者、 

und du gesamtes Himmelsheer:  天の群れのすべて。 

lobsinget ohne End’   最高の秘跡を 

dem heil’gen Sakrament!   終わりなくほめ歌おう。 

 

 日本語のテクストは原曲から離れて自由に作詞されている。日本語の聖歌の中では、聖

体が「いのちのかて」、「霊を生かしたまふ」ものであることが強調され、聖体の意味をわ

かりやすく伝えている。こうした聖体への信仰は、聖体の祝日の福音朗読にも指定されて

いるヨハネによる福音書 6:53-58208を根拠としている。 

 

87．いのちのかてにと 

 『公教聖歌集』の「聖體」の聖歌〈いのちのかてにと〉は、『公教會聖歌集』の〈我身

わが霊魂を〉から引き継がれた聖歌である。原曲は、17 世紀のケルンにさかのぼる

〈Das Heyl der Welt〉である。ボーネの『カンターテ』（1847）にも掲載される聖歌で

ある。『フルダ 1891』、『ケルン 1908』に収録される。 

 

『フルダ 1891』No. 93 

1. Das Heil der Welt, Herr Jesus Christ, 世の救い、主イエス・キリストは 

wahrhaftig hier zugegen ist.  本当にここにおられます。 

 
208 イエスは言われた。「はっきり言っておく。人の子の肉を食べ、その血を飲まなければ、あ
なたたちの内に命はない。わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む者は、永遠の命を得、わたし
はその人を終わりの日に復活させる。わたしの肉はまことの食べ物、わたしの血はまことの飲
み物だからである。わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む者は、いつもわたしの内におり、わ
たしもまたいつもその人の内にいる。生きておられる父がわたしをお遣わしになり、またわた
しが父によって生きるように、わたしを食べる者もわたしによって生きる。これは天から降っ
て来たパンである。先祖が食べたのに死んでしまったようなものとは違う。このパンを食べる
者は永遠に生きる。」 



 
139 

 
 

Im Sakrament das höchste Gut  秘跡の中に最高の善が、 

verborgen liegt mit Fleisch und Blut. 肉と血をもって隠されているのです。 

 

2. Hier ist das wahre Osterlamm,  ここに十字架上で私たちのために死んだ 

das für uns starb am Kreuzesstamm;  真の過越の小羊がいます。 

das nimmt hinweg von uns die Sünd’ 小羊は、私たちから罪を取り除き、 

und machet uns zu Gottes Kind.  私たちを神の子としてくださいます。 

 

3. Das wahre Manna, das ist hie,   真のマンナ[聖体]がここにあります。 

davor der Himmel beugt die Knie;  その前では、天が跪きます。 

dies ist das rechte Lebensbrot,  これは真の命のパンです。 

das uns beschützt vor ew’gem Tod.  私たちを永遠の死から守ってくださります。 

 

4. O Arch, o Manna, o Monstranz,   ああ、ご聖櫃におられ聖体顕示台に置かれる 

マンナ[聖体]よ。 

in dir hast du die Gottheit ganz;   あなたのうちにすべての神性があります。 

in dir ist Gott und Mensch zugleich,  あなたのうちに神と人がともにおられます。 

o Sakrament, wie gnadenreich!  おお聖体の秘跡よ、 

なんと恵みにあふれていることよ。 

 

5. O was für Lieb’, Herr Jesus Christ, ああ、主イエス・キリストよ、 

     あなたはなんという愛を 

den Menschen hier bewiesen ist!  人に示してくださったことか。 

Wer die genießt in dieser Zeit,  地上においてこのご聖体の恵みを 

味わう人々は、 

wird leben in all' Ewigkeit.  とこしえに生きるでしょう。 

 

 この聖歌でも日本語のテクストは、原詩から離れて極めて自由に作詞されている。『公

教會聖歌集』（1930）の第 1 節に「たふとき御身と御血をたまひぬ」とあるように、聖体

の聖歌としての内容となっているが、3 節では、三位一体の神への賛美が行われており、

より広い意味での賛美の聖歌となっている。ドイツ語の詩の方が、より具体的な聖体への

信仰が情熱的なテクストで語られている。 

 

88．秘蹟にこもれる 

 『公教聖歌集』の「聖體」の聖歌〈秘蹟にこもれる〉の原曲は、〈Uns zum Himmel 

zu erheben〉である。この聖歌は、1807 年にシュミット(Christoph von Schmid, 1768〜
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1854 によって作詞され、旋律はビューラー（Franz Bihler (Bühler), 1760〜1823)によっ

て作曲され、1810 年の Katholisches Gesangbuch zum allgemeinen Gebrauche bei 

öffentlichen Gottesverehrungen. (München, 1810)で最初に出版された209。 

 日本への直接の移入元となった聖歌集を特定することはできないが、原詩とその翻訳を

以下に掲載する。 

 

1. Uns zum Himmel zu erheben,  主よ、私たちを天に引き上げるために、 

stiegst du, Herr, zum Staub herab, あなたは塵となって降りて来てくださった。 

gabst für uns dein teures Leben,  私たちのために貴重な命を与え、 

sankst für unser Heil ins Grab.  私たちの救いのために墓に沈んだ。 

Ref.: Heilig, unaussprechlich heilig 主であり神であるあなたは聖なる方。 

bist du, unser Herr und Gott.  表現できないほど聖なる方。 

 

2. Ach, kein Mensch, der Engel keiner ああ、どんな人も、どんな天使も 

kann dir gleich an Liebe sein,  愛においてあなたと比べることができません 

ewig soll mein Herz sich deiner,   私の心が永遠にあなたのものと 

なりますように。 

o du ewige Liebe, freuen.   おお、永遠の愛であるあなたよ。 

 

3. Sehn wir dann in jenem Leben,  天において私たちは 

Jesus, dich von Angesicht,  あなたイエスと相まみえるでしょう。 

lohnst du unser Tun und Streben  あなたは私たちの行いと努力を 

ewig mit des Himmels Licht.  天の光をもって永遠に酬いてくださいます。 

 

原曲のテクストは、聖体自体への崇敬ではなく、聖体を拝領することによる信者の信仰

生活、そして聖体による命の完成がテーマとなっている。『公教聖歌集』では、1 節、2

節を通して、ドイツ語テクストの第 1 節を踏まえたイエスの誕生とその賛美が語られる。 

特徴的なのは、第 3 節「昔しはユデアの 境域におはせ いまは隈もなく 人棲むか

ぎり 近くおはしましし 恵みをぞたまふ」であり、イエスの救いの御業がユダヤ人だけ

ではなく、全ての人に向けられたものであることが歌われる。 

 

90．シオンよ汝が歌を 

 『公教聖歌集』の「聖體」の聖歌〈シオンよ汝が歌を〉は、『公教會聖歌集』の〈シオ

ンの人びとよ〉から引き継がれた聖歌であり、ラウダ・シオン（聖体の祝日の続誦）であ

 
209 B IV, pp. 88, 127. 
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る。原曲は、『フルダ 1778』に掲載されるエルテルによる。『フルダ 1891』には〈Auf 

Zion, preise deinen König〉として、15 節のテクストで掲載されている。それぞれ、

Lauda Sion の文字があり、聖体の祝日の典礼における続誦のドイツ語訳である。 

 

『フルダ 1891』No. 91 

1. Auf! Zion, preise deinen König,  シオンよ、立て、あなたの王をたたえよ、 

den Heiland preis, o Christentum!  救い主、キリストを賛美せよ。 

Mag alles; es ist doch zu wenig,   すべてのことを成し遂げたとしても、 

was du beginnst zu seinem Ruhm.  神の誉には及ばない。 

Such deinen Hirten hoch zu loben;  シオンの羊飼いを賛美するため、 

ihm töne lauter Jubelklang.  歓びの大きな音をあげよ。 

Sing, was du kannst; er ist erhoben 力の限り歌え。救い主は高められる。 

hoch über allen Lobgesang  すべての賛美の上に。 

 

『公教會聖歌集』と『公教聖歌集』でも同じく、続誦をもとに作詞されている。聖体の

祝日のためには多くの聖歌がある中で、これは明確に続誦をラテン語、あるいはドイツ語

をもとにしており、典礼の中での使用を意図して作詞しているといえるだろう。 

 

91．天使のパン 

 『公教聖歌集』の「聖體」の聖歌〈天使のパン〉は、『公教會聖歌集』の〈旅客（たび

びと）の糧〉から引き継がれた聖歌である。この聖歌のドイツの由来は 1838 年のリンブ

ルクの聖歌集に収録される三位一体の聖歌〈Gott, Vater! Sei gepriesen〉である210。これ

は、より古い詩〈Gelobt sein Gott der Vater〉（B I, No. 302）の改訂版である。 

『フルダ 1891』には、「祈願祭211 Mittwoche und in allgemeinen Anliegen」の聖歌

68b〈Gelobt sei Gott der Vater〉、三位⼀体の聖歌〈Wir beten drei Vertonen〉として、

この旋律が 2 度掲載されている。 

 

『フルダ 1891』No. 68b 

Gelobt sei Gott der Vater   父なる神に賛美あれ 

auf seinen höchstem Thron  いと高き玉座におられる方に。 

und auch der Seligmacher,  そして、救い主、 

sein eingeborner Sohn.   父のひとり子に[賛美あれ]。 

 
210 B IV, pp. 518-519. 
211 祈願日、祈願祭とは、特別の祈りと改心の日と定められた日で、ミサの結びに祈願行列が
行われた。主の昇天の祝日直前の月曜日から水曜日までの 3 日間。（宮越俊光「典礼暦【祈願
日と四季】、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2002 年、第 3 巻、1230 頁。） 
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Heiligste Dreifaltigkeit,    いとも聖なる三位[の神]、 

unzerteilte Einigkeit!   分割されることなく一体。 

Jung und alt, gross und klein,   老いも若きも、大なるも小なるも 

preist Gott alle insgemein.  皆ひとつになった神をたたえよ 

 

『公教聖歌集』では、聖体の聖歌として掲載されているため、このドイツ語テクストと

の関連を見出すことはできない。 

 

92．秘蹟にこもりて 

『公教聖歌集』の「聖體」の聖歌〈秘蹟にこもりて〉は、『公教會聖歌集』の〈愛なる

我が君〉から引き継がれた聖歌である。原曲は、フェルスペル（Christoph Bernhard 

Verspoell, 1743〜1818）によって作詞され、1826 年にボンで最初に出版された〈Fest 

soll mein Taufbund immer stehn〉である212。『ケルン 1908』には、もとの聖歌の第 1

節を省略した形の〈Du Gottmensch bist mit Fleisch und Blut〉として掲載されている。 

 

B IV, No. 151 

1. Fest soll mein Taufbund immer stehn, 私の洗礼の絆を、 

     いつも堅固なものとしてください。 

ich will die Kirche hören!   私は教会に耳を傾けます。 

Sie soll mich allzeit gläubig sehn  常に、私を、信仰深く、 

und folgsam ihren Lehren!  教会の教えに従順なものとしてください。 

Dank sei dem Herrn, der mich aus Gnad’ 主に感謝します。 

In seine Kirch‘ berufen hat,  恵みを持って教会に私を呼んでくれた主に。 

Nie will ich von ihr weichen!  私は教会から離れることはありません。 

 

『ケルン 1908』No. 87 

1. Du Gottmensch bist mit Fleisch und Blut 神であり人であるあなたよ、肉と血をもっ

て 

Wahrhaftig hier zugegen,   あなたはたしかにここにおられます。 

Und dein Genuss, o höchstes Gut!  最高の善である方よ、 

Bringt meiner Seele Segen,  その肉と血をいただくことは私の魂に、 

Dir, ew'ge Wahrheit, glaube ich,  祝福をもたらします。永遠の真理である 

あなたに私は信頼します。 

In diesem Glauben stärke mich,  この信仰において私を強めてください。 

 
212 B IV, pp. 542-543. 
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Bis ich dich ewig sehe.   私があなたと永遠に相まみえるまで。 

 

2.Dein Fleisch und Blut wird meinem Geist あなたの御体と御血は、 

Zum Guten Stärke geben.   私の精神により力を与えてくださいます。 

Und führt mich, wie dein Mund verheißt, そしてあなたが約束してくれた通り、 

Gewiss zum ew'gen Leben.  永遠の命へと私を導いてくださいます。 

Dir, güt'ge Allmacht, traue ich,  慈悲深い全能のあなたに信頼します。 

In dieser Hoffnung stärke mich,   この希望によって私を強めてください。 

Bis ich dich einst besitze.   あなたと相まみえるまで。 

 

4. Du starbst für mich und setzest ein あなたは私のために苦しみ、制定します。 

Dies Denkmal deiner Liebe,  このあなた愛の記念を。 

Dass du ganz mein, und ich ganz dein あなたは完全に私のもの、私も完全に 

In Ewigkeit verbliebe.   永遠に、あなたのものであり続けます。 

Mein Jesu, liebvoll dank’ ich dir:  私のイエスよ、 

愛を持ってあなたに感謝します。 

Vermehre deine Liebe in mir,  私の中のあなたの愛を豊かにしてください。 

Lass mich dich ewig lieben.  あなたを永遠に愛させてください。 

 

『ケルン 1908』では、おそらく聖体の聖歌としての適性から、第 2 節以降のみが掲載

される。これは、ヨハネの 6 章に基づいた聖体信心がテーマとなっている。特に、第 4

節はヨハネ 6:56（わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む者は、いつもわたしの内におり、

わたしはまたいつもその人の内にいる。）を踏まえたテクストである。 

『公教會聖歌集』（1930）はドイツ語聖歌から直接翻訳した内容ではないが、同じくヨ

ハネ 6 章を踏まえた聖体賛美のテクストとなっている。特に、第 1 節において主に対し

て、「いのちのかてよ」と呼びかけるが、これは、ヨハネ 6:48（わたしは命のパンである）

を踏まえている。第 2 節のテクストの冒頭、「秘蹟に籠もれる 愛しきわがきみ」は、聖

体におけるイエスの存在を強調する。 

『公教聖歌集』は、『公教會聖歌集』のテクストを部分的に継承しているものの、原曲

からはかけ離れ、また聖体賛美という点でも意味が薄れてしまっている。 

 

93．よろこびの國の 

『公教聖歌集』の「聖體」の聖歌〈よろこびの國の〉は、『公教會聖歌集』の〈よろこ

び稱へよ〉から引き継がれた聖歌である。原曲は、テクスト、旋律ともに、ミュンヘンで

1845 年に出版された Marienliedern gedichtet von Guido Görres. In Musik gejetzt von 
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Kaspar Aiblinger に掲載された〈O höchstes Gut, O Heil der Welt〉である213。『ケルン

1908』には、行列の聖歌として掲載されている 

 

『ケルン 1908』No. 90 

1. O höchstes Gut, o Heil der Welt! 最高の善よ、世の救いよ！ 

Der Friede ruht in deinem Zelt,  あなたの幕屋[聖櫃]には平和があり、 

Dir neiget sich der Erdenkreis,  全地はあなたの前にひれふします。 

Wir grüßen dich mit Ehrenpreis:  私たちはあなたを賛美します。 

R: Sei hochgelobt in Ewigkeit  至福の秘跡よ、 

o Sakrament der Seligkeit  永遠にたたえられますように。 

 

2. Du Lamm, zum Opfer auserwählt, 生け贄として選ばれた小羊であるあなたは、 

Am Kreuzesstamm mit uns vermählt, 十字架の上で私たちの花婿となりました。 

Dir folgt geschmückt die Hochzeitsschar 婚宴に招かれた人々は、あなたに従い、 

Und bringt entzückt Dir Blumen dar. 花を持って美しく飾ります。 

 

3. Dein siegreich Kreuz strahlt hell hervor, 勝利に満ちたあなたの十字架は 

輝かしい光を放ち、 

Die Fahnen flattern hoch empor,  勝利の御旗は高くなびく。 

Es grüsst der Glocken Feierton  祝いの鐘があなたを迎え、 

Dir jubelt alles, Gottes Sohn!  神の子はみな、あなたを喜び迎えます。 

 

4. Der Weihrauchduft und Festgesang 乳香の香りと祝いの歌は、 

Erfüllt die Luft den Weg entlang;  行列の道を満たし、 

Die Liebe schmücket den Altar  愛は祭壇を美しく飾り、 

Und bringt dir Jubellieder dar.  あなたに歓喜の歌をささげます。 

 

 『公教會聖歌集』（1930）では『ケルン 1908』の第 1 節の結尾「永遠にたたえられま

すように o Sakrament der Seligkeit」がそのままリフレイン部分（絶えせず稱へよ）と

して継承されている。一方、そのほかのテクストには明確な関連性はない。 

『ケルン 1908』にみられる聖体行列への言及は特徴的である。しかしこうした要素も

『公教會聖歌集』と『公教聖歌集』には含まれない。日本の両聖歌集では、聖体賛美のテ

ーマから離れ、より一般的な神への賛美の聖歌となっている。 

 

 
213 B IV, p. 660. 
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94．ああ主よ眼にこそ見えねど 

『公教聖歌集』に「聖體」の聖歌として掲載される〈ああ主よ眼にこそ見えねど〉の原

曲は、シュペーによる聖体賛美、あるいは聖体行列のための聖歌〈O Christ hie merch〉

である。『フルダ 1891』の〈O Christ, hie merk〉には以下の通り、掲載されている。 

 

『フルダ 1891』No. 94 

1.O Christ, hie merk,    キリストよ、ここに気づき、 

den Glauben stärk und schau dies Werk; 信仰を強め、この働きを見てください。 

dies Brot all Gut, Gott,    神よ、肉と血が含まれるこのパンは、 

Fleisch und Blut enthalten tut.  すべてよいことを行います。 

R: Ave Jesu, wahres Manhu, Christe Jesu! 真のマンナ、イエス・キリストよ。 

Dich, Jesum süß,    恵みに満ちた方、 

ich herzlich grüß, O jesu, süß!  ああ、イエスよ。 

私は心からあなたをお迎えします。 

 

2. In der Monstrantz   聖体顕示台におられる聖体は、 

ist Christus ganz,    完全にキリストであり、 

kein Brotsubstantz;   パンの実質はありません。 

vom Brot allein Gestalt    目にみえるパンの形と 

und Schein vor Augen dein.  外見があるだけです。 

 

3. Kein Brot ist da,    ここにはパンはありません。 

nicht bei, noch nah in Hostia.  ホスティアの近くにおられるのではなく、 

Was darin ist, Herr Jesu Christ,  その中におられるのは主イエス・キリスト、 

du selber bist.    あなたご自身であるのです。 

 

4. Nun beug die Knie, Gott selbst ist hie,  跪いてください。神ご自身がここにいます。 

weißt du nicht, wie.    どのようにかはわかりません。 

Wie das geschieht,    何が起こっているか、目では見えなくても、 

der Glaub’ wohl sieh das Auge nicht. 信仰では見えます。 

 

5. Mit Cherubim    ケルビムと 

und Seraphim erheb die Stimmen   セラフィムとともに、声を上げ、 

und preise Gott, Gott Sabaoth,   このパンにおける 

in diesem Brot.     万軍の神を賛美します。 
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6. Vor meinem Tod    私が死の苦しみにある時、 

in letzter Not, Christ, Mensch und Gott,  人であり神である方キリストよ。 

gib diese Speise mir    楽園への旅のこの糧を 

auf die reise zum Paradeiß.  お与えてください。 

 

上記の通り、ドイツ語テクストでは、極めて明快に、聖体の意味や聖体におけるキリス

トの実存性について書かれている。『公教聖歌集』のテクストにおいて、第 2 節まではド

イツ語テクストを踏まえた聖体信心が行われている。特に、第 1 節の「眼にこそ見ねど 

いまよ聖體ぬちおはす」、第 2 節の「麵麭ぬち⼈の性さへも ⾝隠り 隠ろひ 主おはす 

御言かしこみわれ信ず」には、ドイツ語テクストとの関連性を見出せる。 

一方、第 3 節「トマスの 疑雲うち晴れ みずて信ずる神の子の 聖なる 生命よ 

こもりて いざ弱き我を生かせよ」には、「聖トマの祈りより」という注意書きが併記さ

れている。これは、『公教會祈祷書』の「聖體に對する聖トマの祈祷」214で「其が果して

主なるや否やに惑へども、唯耳に聞る所に因て確く信ずるを得るなり。」を受けて、作詞

されていると考えられる。また、第 2 節の「⼗字架に 神の性かくれ 麵麭ぬち⼈の性

さへも 身隠り 隠ろひ 主おはす 御言かしこみわれ信ず」もまた、トマの祈りの言葉

を用いながら作詞されている部分である。 

 

4.1.2.8 イエスの聖心の大祝日 

 

イエスの聖心の信心は、十字架上のイエスの脇腹が槍で突き刺され、心臓が貫かれたこ

とを、愛の象徴である「心」という理念に結びつけることによって中世以来、芽生えた。

イエスの聖心への信心の歴史において特に重要な位置を占めているのは、17 世紀のフラ

ンスの司祭ジャン・ユード（Jean Eudes, 1601〜1680）であり、彼が創立したイエズ

ス・マリア会（ユード修道会）は、現在に至るまでイエスとマリアの聖心に対する信心を

育て、広めている215。 

『羅馬弥撒典書』（1935）には、聖霊降臨後第二の主日後の金曜日に、至聖なるイエズ

スの聖心の大祝日が規定されている216。この祝日は、1765 年に教皇クレメンス 13 世

（Clemens XIII, 1693〜1769、在位 1758〜1769）によって特定の教区で行うことが許さ

れ、1856 年に教皇ピウス 9 世によって全教会にこれを行うことを規定された217。 

 
214 札幌教区教皇代理ヴェンセスラウス・キノルド『公教會祈祷書』 札幌：光明社、1930 年、
104〜105 頁。 
215 M. ゴンザレス「イエスの聖心」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、1996 年、第 1 巻、
372〜374 頁。 
216 チーグレル『羅馬弥撒典書』、423 頁。 
217 M. ゴンザレス「イエスの聖心」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、1996 年、第 1 巻、
373 頁。 
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以下、イエスの聖心の大祝日の典礼における関係聖書箇所を記す218。 

 

入祭文：詩篇 32:11,19、書簡朗読：エフェソ 3:8-19、昇階誦：詩篇 24:8,9、栄

誦：詩篇 102:8-10、福音朗読：ヨハネ 19:31-37、奉献文：詩篇 68:21 

イエスの聖心の典礼において、その精神がもっともよく現れるのが、序誦（現在の

ミサ典礼書における「叙唱」）である。 

 

耶蘇の至聖なる聖心の序誦 

（前略）聖なる主、全能の父、永遠の天主、主は十字架に磔けられ給へし處にても

主をば兵卒の槍にて貫かしめ給へり。盖は、開かれたる聖心は神性の溢れを蒙れる

至聖所にして、主の御哀憐と御聖籠との谷川となり、且つ我等に對する愛熱に絶え

ず燃え立つ聖心が、信心なる者には憩ひの處となり、悔悛する者には救霊の避難所

とならん爲めなればなり。されば天使お大天使、玉座と主權、又凡ての天軍と共に

主の御光榮の讃美を窮りなく謳はん。（後略） 

 

『公教聖歌集』の中には 14 曲の聖心の聖歌（95 から 107）が含まれるが、『公教會聖

歌集』は 2 曲（44、45）に限定される。 

『ケルン 1908』では、聖体の祝日用の聖歌の後には、聖体拝領の歌が続き、その後に

「イエスの聖心 Herz Jesu Lieder」の聖歌が掲載されている。これは、イエスの聖心の

祝日にふさわしい聖歌であり、〈きよけき主のあい〉の原曲はそのうちの一つである。一

方、『フルダ 1891』では、聖体の祝日のための聖歌の直後に、マリア賛歌が掲載されてお

り、イエスのみ心のための聖歌はない。降誕節の聖歌のあとに、イエス賛歌がまとめられ

ているが、この聖歌が日本の中で取り入れられたのは、信望愛、我主を愛する歌、聖名の

歌などであり、聖心の部類には含まれていない。前述の通り、イエスの聖心への信心を広

めたのはフランス司祭ジャン・ユードであり、こうしたフランス中心の信心ゆえにフラン

ス系の聖歌が多く、日本の聖歌集においてもその背景が引き継がれているといえるだろう。 

 

95．愛のいけにへの 

公教聖歌集の「聖心」の項目に掲載される〈愛のいけにへの〉は、『公教會聖歌集』の

「耶蘇の聖心」として掲載される〈愛の犠牲の〉から引き継がれた聖歌である。『フルダ

1891』には、この曲と同一旋律の聖歌  〈Deinem Heiland, deinem Lehrer (Lauda 

Sion)〉があるが、これは聖体の祝日に分類される聖歌とテクストである。この聖歌の出

典として『フルダ 1891』には、「フランスの旋律」と書かれている。 

 

 
218 チーグレル『羅馬弥撒典書』、86〜87、423〜424 頁。 
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96．きよけき主の愛 

 『公教聖歌集』の「聖心」の聖歌〈きよけき主の愛〉は、『公教聖歌集』において新た

に日本の聖歌集レパートリーに含まれるようになった聖歌である。原曲は、〈O Herz 

Jesu, Sitzt der liebe〉である。テクストは 18 世紀に成立したものであるが、この旋律と

共に最初に出版されたのは、1844 年のケルンの聖歌集においてである219。『ケルン 1908』

にも「イエスの聖心 Herz Jesu Lieder」の項目に、以下のテクストとともに掲載されて

いる。 

 

『ケルン 1908』No. 101 

1. O Herz Jesu, Sitzt der liebe,  イエスの聖心、愛の座よ、 

Zieh mein Herz mit heiligem Triebe 私の心をあなたのもとへと 

Zu dir hin, o höchstes Gut!  駆り立ててください。最高の善よ！ 

Lass es sein, wie du gewesen,   かつてのようにいてください。 

Ein Altar, der unverwesen,   朽ちることのない祭壇におられる方よ。 

Brenn’ vor reiner Liebesglut,   あなたの純粋な愛の激情を 

     燃えたたせてください。 

 

2. Sieh, o Jesu, sieh mein Sehnen,  イエスよ。見てください。 

私の思い焦がれる心を顧みてください。 

Sieh mein Aug’ voll heisser Tränen 私の目は熱い涙でいっぱいです。 

Und mein Herz von Lieb’ entflammt! 私の心は愛で燃えています。 

Hilf mir, Jesu, dich nur lieben,   イエスよ、わたしを助けてください。 

Stets in dieser Lieb’ mich üben,   あなただけを愛することができますように。 

Die aus deinem Herzen stammt.   あなたの心からあふれ出る、 

     この愛をもって私を鍛えください。 

 

 『公教聖歌集』のテクストも、原曲のテクストと同様に、「こころに燃えし」や「愛の

ほのほ」、「愛の火はげしく 燃えずてやはある」などという表現を用いて、主への愛を情

熱的に歌っている。 

 

97．しらべもたへに 

 『公教聖歌集』の「聖心」の聖歌〈しらべもたへに〉は、『公教會聖歌集』の〈聲たか

らかに〉から引き継がれた聖歌である。この聖歌の原曲は、1877 年にモールの聖歌集に

掲載された 61〈Dem Herzen Jesu singe〉である。旋律⾃体は、世俗的な⺠衆歌に由来

 
219 B IV, pp. 561-562. 
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している。 

 『公教聖歌集』では、97A として、異なる旋律の同一テクスト聖歌〈しらべもたへ

に〉も掲載されている。この旋律は、ツヴィシク（Alberich Zwyssig, 1808〜1854）によ

って作曲されたものである220。（この旋律が初めて出版されたのは、『ツヴィシクの旋律

による 2 つのソプラノ独唱声部、4 声合唱とオルガンのための、聖なるイエスに関する歌

Lied vom heiligsten Herzen Jesu für 2 Sopran-Solostimmen mit 4 Chorstimmen und 

Orgelbegleitung in Musik gesetzt von A. Alberich Zwyssig』においてである。 

 

B IV. No. 171 

Dem Herzen Jesu singe    私の心よ。 

Mein Herz in Liebeswonn’,  イエスの聖心に向かって 

愛の喜びを持って歌え。 

Durch alle Wolken bringe   すべての雲を貫いて、 

Der laute Jubelton;   声高らかに喜びの歌がもたらされる。 

Gelobt, gebenedeiet Soll sein zu jeder Zeit 賛美と祝福がいつもあるように。 

Das heiligste Herz Jesu   イエスの最も聖なる聖心が 

In alle Ewigkeit,     いつも賛美されるように。 

In alle Ewigkeit    代々、永遠に。 

 

 『公教會聖歌集』（1930）の第 1 節は「聲たからかに しらべあはせ 君の御こころ 

讃め稱へよ」とあるように、原曲のテクストをそのまま引き継いでいる。第 2 節では、

イエスが人々のために受けた苦しみへの賛美がささげられる。『公教聖歌集』にもこれら

の 2 節は共通するが、さらに第 3 節が加えられている。「愛の火もゆる 主のみこころ」

という言葉によって、情熱的なイエスへの信心が示される。 

 

103．イエズスの聖心 

 『公教聖歌集』の「聖心」の聖歌として掲載される〈イエズスの聖心〉のドイツ語原曲

は、〈O mein Jesus〉である。レーゲンスブルクで出版された Jubilemus Deo（1927）

によればテクストはゼンマー（Peter Sömer, 1832〜1902）によって書かれた221。 

 

Regensburg 1927, No. 178 

O mein Jesus, gibt mir Schwingen,  私のイエスよ、私に翼を与えてください 

Dass ich frei von allen Dingen   すべてのものから解放されて、 

Eile in dein Herz hinein;   あなたの聖心に向かって急ぐことが 

 
220 B IV, pp. 559, 560. 
221 Jubilemus Deo, 1927, pp. 159-160. 
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できるように。 

Denn zu diesem sel’gen Orte  というのは、この聖なる場所に向かって、 

Öffnet uns der Speer die Pforte,   槍が私たちに門を開いているからです。 

O wie wohl wird mir da sein  ああ、そこにいくことができたら 

なんと幸せなことでしょう。 

 

 『公教聖歌集』に掲載されるこの聖歌とドイツ語テクストの間の一致は見られない。

『公教聖歌集』では、特に、イエスの苦しみ、傷を讃え、それを励みに世の戦いに打ち勝

とうとするキリスト者の心が描かれている。 

 

107．よろづの國の 

 『公教聖歌集』に「聖心」の聖歌として掲載される〈よろづの國の〉は、『公教會聖歌

集』の第 3 版（1926）に「大和を聖心に」の聖歌として掲載される〈万国の主よ〉から

引き継がれたものである。 

 この聖歌の原曲は、ナポレオン率いるフランス軍の侵攻に対抗して行われた戦争から

100 年を記念して、1896 年に作詞、作曲された〈Auf zum Schwur, Tirolerland〉である

222。詩はゼーバー（Joseph Seeber, 1856〜1919）、旋律はミッテラー（Ignaz Mitterer, 

1850〜1924）によるものである。 

 

B IV, No. 180 

Auf zum Schwur, Tiroler Land,  チロルの土地よ。 

hebe zum Himmel Herz und Hand!  誓いのために、心と手を天に上げよ！ 

Was die Väter einst gelobt,   戦争の時に先祖たちに 

da der Kriegssturm sie umtobt:  かつて約束されたことを、 

 Das geloben wir aufs Neue:   今私たちは新たにたたえるのです。 

Jesu Herz, dir ewige Treue!   イエスの聖心よ、 

Das geloben wir aufs Neue:  あなたに忠実でありますように。 

 Jesu Herz, dir ewige Treue! 

 

 1796 年の戦争当時、チロル地⽅は市⺠軍を組織し、チロルをイエスの聖⼼にささげる

ことを決めていたため、こうした聖歌が作曲された。日本においては、「チロルの土地」

を「大和の國」に変更しながらも、概ね原詩の内容を踏まえた作詞を行っている。『公教

會聖歌集』（1930）の第 1 節「万國の主よ やまとのくにを 主のみこころに ささげま

つらん」、第 2 節「闇なる敵を 打伏すイエズス 御王國の勝利を ともに得させよ」、

 
222 B IV, p. 565. 



 
151 

 
 

第 3 節「聖心のくに かがやききたる いさをしの武士 あめにて榮へん」は、いずれ

も戦争や戦い、そして勝利という原曲のイメージをそのまま日本に当てはめている。 

 

4.1.3 聖人、天使、マリア賛美の聖歌（付録 4：79〜107 頁） 

 

 典礼暦の各季節のための聖歌のあと、主に対する賛美、キリストに対する賛美、聖⺟に

対する賛美、さらに天使や特定の聖人への賛美の聖歌が続く。この節では、それらの聖歌

に関しても、原曲との比較を通して、受容の経過を明らかとしていく。 

 

4.1.3.1 主・キリストに対する賛美の聖歌 

 

『公教聖歌集』には、108 から 128 番までの 21 曲、主への賛美の聖歌が並んでいる。 

 

108．われら神を讃め 

テ・デウムとは、日曜日または祝日の朝課において、また特に喜びを表現したり、神に

感謝を捧げたりするときに歌われる聖歌である。ラテン語の名称 Te Deum laudamus は

「神よ、あなたを（私たちはほめたたえます）」の意223。現在の日本の典礼では、「賛美

の賛歌」と呼ばれている224。 

 『公教聖歌集』の「主に對する賛美」の聖歌〈われ神をほめ〉は、『公教會聖歌集』の

「天主を讃美する」聖歌〈讃めよ稱へよ〉から引き継がれた聖歌である。また、わずかな

旋律上の違いはあるものの、『日本聖詠』1907 年にも収録され、ここには J.ハイドンの

和音付けも掲載されている。 

 ドイツ語での原曲は、Gesangbuch der Maria Theresia（1774）に由来するフランツ

のテクストによる〈Grosser Gott, wir loben dich〉であるが、『フルダ 1891』、『ケルン

1908』に掲載される旋律は、ボーネの『カンターテ』（1852225）に基づいている。 

 

『フルダ 1891』No. 86 

1. Großer Gott, wir loben dich;  偉大なる神よ、私たちはあなたを讃えます。 

Herr, wir preisen deine Stärke.  主よ、私たちはあなたの強さを讃えます。 

Vor dir neigt die Erde sich  大地はあなたの前にひれふし、 

und bewundert deine Werke.  あなたの創られたものに驚嘆します。 

 
223 齋藤克弘「テ・デウム」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2002 年、第 3 巻、1163
頁。 
224 日本カトリック典礼委員会『典礼聖歌』東京：カトリック中央協議会、1980 年、428〜
429 頁。 
225 ボーネによる『カンターテ』は 1847 年から 1879 年までの間に 7 版を重ね、1852 年版に
おいて初めて旋律が含まれた。 
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Wie du warst vor aller Zeit,  すべての時間の前に存在したように、 

so bleibst du in Ewigkeit.   あなたは永遠に留まります。 

 

2. Alles, was dich preisen kann,  あなたを讃えることができるものすべて、 

Cherubim und Seraphinen  そしてケルビムとセラフィムは 

stimmen dir ein Loblied an;  あなたに賛美の歌を歌います。 

alle Engel, die dir dienen,   あなたに仕えるすべての天使は 

rufen dir stets ohne Ruh’   絶えずほめ歌います。 

“Heilig, heilig, Heilig!” zu.   「聖なる、聖なる、聖なる方」と 

呼びかけます。 

 

3. Heilig, Herr, Gott Sabaoth,  聖なるかた、主よ、万軍の神よ。 

heilig, Herr der Himmelsheere,  聖なるかた、天の群れの主よ。 

starker Helfer in der Not!   困っているときの、力強い助け主。 

Himmel, Erde, Luft und Meere,  天、地、空、海、 

sind erfüllt von deinem Ruhm;  それらはあなたの栄光で満たされています。 

alles ist dein Eigentum!   すべてはあなたのもの。 

 

4. Der Apostel Christi Chor,  使徒たちの聖なる合唱、 

der Propheten hehre Menge  預言者たちの高貴な群れは、 

schickt zu deinem Thron empor  あなたの玉座に 

neue Lob- und Dankgesänge;  新たな賛美と感謝の歌をささげます。 

der Blutzeugen lichte Schar  殉教者たちの輝かしい群れは、 

lobt und preist dich immerdar.  いつまでもあなたをほめたたえます。 

 

『公教會聖歌集』と『公教聖歌集』にこの旋律は引き継がれ、テクストは『公教會祈禱

書』にも掲載される「天主に御恵みを感謝する祈」に基づいている。 

 

110．主こそわが榮誉よ 

『公教聖歌集』の「主に對する賛美」の聖歌として掲載される〈主こそわが榮誉よ〉の

原曲は、〈Ich wil dich lieben〉（テクスト：シレジウス（Angelus Silesius,1624〜1677、

旋律：ゲオルギウス（Josephus, Georgius,1620〜1668)）である226。 

 

『フルダ 1891』No. 196  

 
226 B III, p. 275. 
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1. Ich will dich lieben, meine Stärke, 私の強さよ、私はあなたを愛したい。 

ich will dich lieben, meine Zier;  私のほまれよ、私はあなたを愛したい。 

ich will dich lieben, Gott, im Werke, 私はあなたを愛したい。 

神よ、御業をもって、 

will weih’n mein Leben einzig dir;   私の命をただあなたのみに捧げる 

ものとしてくださる。 

ich will dich lieben, schönstes Licht,  私はあなたを愛したい。 

もっとも美しい光よ。 

bis mir das Aug' im Tode bricht.  私が死を迎えるときまで。 

 

2．Ach, daß ich dich so spät erkannte,  ああ、賞賛すべき美しさである 

du hochgelobte Schönheit du,   あなたに気づくのがとても遅かった。 

nicht eher dich mein eigen nannte,  これまで私はあなたの名を知らなかった。 

du höchstes Gut, du wahre Ruh’!  いと高き善、真の安息よ。 

In tiefster Seel’ bin ich betrübt,   そのことを心底、悲しんでいます。 

daß ich dich, Gott, so spät geliebt.  神よ、私があなたを愛するのが 

遅かったことを悲しんでいます。 

 

 『公教聖歌集』の第 1 節「主こそわが榮誉よ ひかりよたからよ 美しきやすらひよ  

たぐひなき友よ まごころつくして 愛で仕へまつらん」は、原曲のテクスト第 1 節と

強い関連性をもっている。『公教聖歌集』の第 3 節にある、「徒空（あだ）にすぎし日の

みゆるしをねがふ」という言葉は、原曲の第 2 節「神よ、わたしがあなたを愛するのは

遅かったことを悲しんでいる In tiefster Seele bin ich betrübt, dass ich dich, Gott, so 

spat geliebt.」という内容とも重なり、ここでも原曲との関連性がみられる。第 4 節では、

「聖アウグスチノの言葉より」と注意書きにある通り、アウグスティヌスの『告白』から

言葉がパラフレーズして作られている。 

 

114．み神のたまひし 

『公教聖歌集』の「信望愛」の聖歌〈み神のたまひし〉は、『公教會聖歌集』の〈天な

る御かみの〉から引き継がれた聖歌である。信望愛（信仰、希望、愛）とは、神によって

人間の心に注ぎ入れられ、人間を直接に神と関係づける対神徳である227。 

『天主公教要理』の中に説明される信望愛について、以下に引用する。 

 
227 P. ネメシェギ「対神徳」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2002 年、第 3 巻、950〜
951 頁。なお、「対神徳」という言葉は聖書には見当たらないが、コリント 13 章 13 節「それ
ゆえ、信仰と、希望と、愛、この三つは、いつまでも残る。その中で最も大いなるものは、愛
である。」を始め、信仰、希望、愛を並べて、キリスト者の生活の中で最も227重要なこととし
て記している箇所は聖書の中で多くみられる。 
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○超性徳の中の優れたる者は何ぞや 

△信望愛の三の対神徳なり 

○何故の信望愛の三徳を対神徳と謂ふや 

△信望愛は直接の天主に對するの徳なればなり 

○信徳とは何ぞや 

△信徳とは天主の真理の源にてましますに因りて其の教を堅くする超性徳なり 

（中略） 

○望徳とは何ぞや 

△信徳とは天主の御約束を依頼して希望するの超性徳なり 

○天主は如何なる御約束を爲し給ひしや 

△現世にては善く求むる者の聖寵を賜んとの御約束、又其聖寵に依て天主の誠を守

る者をば来世の福楽を與んとの御約束なり 

（中略） 

○愛徳とは何ぞや 

△愛徳とは全善なる天主を愛し、又天主を愛する爲の他人をも愛するの超性徳なり

228 

 

この原曲は、『フルダ 1891』の「イエス賛歌 Jesuslieder」として掲載される〈Ich 

glaub' an Gott in aller Not〉である。 

 

『フルダ 1891』No. 27 

1. Ich glaub’ an Gott in aller Not,  私はどんな苦しみにある時も神を信じます。 

auf Gott all’ Hoffnung baue.  全ての希望を神にかけています。 

ich liebe Gott bis in den Tod;  私は死ぬまで神を愛し、 

auf diese Lieb' ich traue;   この愛を信頼します。 

Jesu, dir leb' ich,    イエスよ、私はあなたに生き、 

Jesu, dir sterb' ich,   イエスよ、私はあなたに死にます。 

dein bin ich tot und lebendig.  私はあなたに結ばれて生き、死ぬのです。 

 

2. Das Heil allein kann sicher sein  私のイエスよ、救いは確かなものです。 

in meines Jesu Wunden;   私のイエスの傷においても、 

in deinem Tod, o liebster Gott,  あなたの死においても、愛する神よ、 

das Leben wird gefunden,   命は見いだされます。 

 
228 天主公教會『天主公教要理』、80〜82 頁。 
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5. Am letzten End' in deine Händ'  最後には、あなた御手に 

will ich die Seel geben;   私の魂をささげます。 

O Jesu mein, nun bin ich dein,  おお私のイエスよ、 

いまや私はあなたのもの。 

gib mir das ew'ge Leben.   私に永遠の命を与えてください。 

 

 ドイツ語のテクストでは、第 1 節で信望愛の 3 つの要素を歌い、その後は、イエスへ

の献身が情熱的に歌われる。一方、『公教會聖歌集』、『公教聖歌集』では、3 節構造の中

で、信望愛の 3 つの要素がそれぞれ順番に歌われる。 

 

117．身もたまも  

『公教聖歌集』の「奉献」の聖歌〈身もたまも〉は、『公教會聖歌集』の「諸種の聖

歌：主に身を献ぐる」の〈身もたまも〉から引き継がれた聖歌である。原曲は、〈Jesu, 

dir lebe ich〉であり、『フルダ 1891』にはミサ聖歌の「聖変化前後のための聖歌」の一

つとして掲載される。この聖歌のテクストが最初に見られるのは、『聖なるロザリオの勝

利 Triumph des Hl. Rosenkrantz』（Augsburg, 1667）においてである229。 

 

『フルダ 1891』No. 204 

1. Jesu, dir leb’ ich;    イエスよ、私はあなたに生き 

Jesu, dir sterb’ ich;    イエスよ、あなたに死にます。 

Jesu, dein bin ich    生きているときも死ぬときも、 

im Leben und im Tod   私はあなたのもの。 

 

2. Jesu, dein bin, ich,    イエスよ、私はあなたのもの。 

Jesu, dein bleib ich,    イエスよ、私はあなたに留まる。 

Jesu, dich lieb’ ich in alle Ewigkeit . イエスよ、代々永遠にあなたを愛します。 

 

3. O sei mir gnädig,    慈しみと憐れみが 

sei mir barmherzig,    私にありますように。 

führ mich, o Jesu, in deine Seligkeit. イエスよ、 

あなたの至福へと導いてください。 

 

 『フルダ 1891』の影響が最もみられるのは、『公教會聖歌集』（1930）の第 2 節「世に

 
229 B IV, p. 522. 
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あるも よを去るも とことはに 御手に頼ん」というテクストである。1 節、3 節はよ

り自由に作詞されているが、生きるときも死ぬときも、あるいは死ぬまで、神に身も魂も

ささげるというテーマは、両聖歌に共通しているといえるだろう。なお『公教聖歌集』と

『公教會聖歌集』では、第 1 節の「委かせ奉らん」が「委ねまつらなん」に改訂される

以外の変更はない。 

原曲との重要な違いは、旋律に見いだされる。『フルダ 1891』に掲載される聖歌は、第

3 音で終止するが、『公教會聖歌集』と『公教聖歌集』では、いずれも主音で旋律が終わ

るよう、編曲されている。これは、完全終止を好んだ日本の他の聖歌と一致する特徴であ

る。 

 

118．あめなるみ神に 

 『公教聖歌集』の「奉献」の聖歌〈あめなるみ神に〉は、『公教會聖歌集』の「切願」

の聖歌 〈あめなる天主に〉から引き継がれた聖歌である。この原曲は、〈Heilige! über 

alles heilige〉である。この旋律は、〈Grosse Sorgen, grosse Schmerzen〉（B III, 

No.185）の変形版として成立したものである230。 

 

B IV, No. 344 

Heilig! Über alles Heilig!    聖なるかた。すべてを超えて聖なる方。 

Heilig bist du unser Gott!   私たちの神であるあなたは聖なる方。 

Was du thust willst ist heilig;  あなたがなさることはすべて聖なること。 

Heilig: seh uns dein Gebot.  聖なるかたよ、 

あなたの掟を私たちは見ています。 

Herr! Du hast es uns gegeben,   主よ、あなたは掟を私たちに 

与えてくださいました。 

dass das ganze Erdenleben uns bereite  私たちの地上の命が天の永遠の命を 

nach der Zeit eine frohe Ewigkeit.  喜ばしいものとしてくださいますように。 

 

『公教會聖歌集』、『公教聖歌集』ともに、原曲テクストとの関連性は指摘できない。 

 

119．うるはしの主のみこころ 

 『公教聖歌集』の「キリストに對する歌」として掲載される〈うるはしの主のみここ

ろ〉の原曲は、〈Schönster Herr Jesu〉である。この旋律は⺠衆歌に由来しており、ホフ

マン（August Heinrich Hoffmann, 1798〜1874）とリヒター（Ernst Richter, 1808〜

1879）によってはじめて〈Schönster Herr Jesu〉の名で出版された。また、この聖歌は

 
230 B IV, pp. 684-685. 
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プロテスタント教会でも広く歌われるものである231。 

 

B IV, No. 184 

Schönster Herr Jesu,    もっとも美しい主イエスよ 

Herrscher aller Herren,   すべての支配者である、 

Gottes eingeborner Sohn,   神の御ひとり子よ。 

dich will ich lieben,    私はあなたを愛します。 

dich will ich ehren,   私はあなたをたたえます。 

meiner Seele Freund’ und Wonn’!   私の魂に喜びがありますように。 

 

 『公教聖歌集』のテクストには原曲との関連は薄いが、そのテクストにはイザヤ 35:2

（花を咲かせ大いに喜んで、声をあげよ。砂漠はレバノンの栄光を与えられカルメルとシ

ャロンの輝きに飾られる。人々は主の栄光と我らの神の輝きを見る。）、雅歌 4:8（花嫁よ、

レバノンからおいで おいで、レバノンから出ておいで。アマナの頂から、セニル、ヘル

モンの頂から獅子の隠れが、豹の住む山から下りておいで。）などを踏まえながら、イエ

スへの信心が描かれる。 

 

120．わが爲十字架に 

『公教聖歌集』に「我が主を愛する歌」として掲載される〈わが爲十字架に〉は、『公

教會聖歌集』第 5 版（1930）に「愛の歌」として掲載される〈われは主をあいす〉から

引き継がれた聖歌である。旋律は、『公教聖歌集』の「葬禮（小児）」の聖歌〈しらゆりと

聖く〉、『公教會聖歌集』第 2 版以降に掲載される「小児の埋葬」の聖歌〈野の白百合に

も〉と共通する。 

 原曲は、『フルダ 1891』にもイエス賛歌の歌として掲載される〈O du mein gott ich 

liebe dich〉（B IV no.337）である。テクストはボーネ『カンターテ』（1847）から引き

継がれたものである232。 

 

『フルダ 1891』No. 28 

1. O du mein gott, ich liebe dich;  おお、私の神よ、 

私はあなたを愛しています。 

nicht, daß du selig machest mich,   愛さなければ 

auch nicht, weil,     あなたの幸せに与ることもなく、 

die nicht lieben dich,    永遠に地獄へ 

zur Hölle gehen ewiglich.   行くことになります。 

 
231 B IV, pp. 568-569. 
232 B IV, pp. 678-679. 
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2. Die Lieb’, so ich zu dir gefaßt,  私のイエスよ、この愛は、十字架の上で、 

du selbst in mir erwecket hast,   私のために不安と苦しみに耐えたときに、 

da du am Kreuz, o Jesu mein,   目覚めさせてくださったものであり、 

für mich ertrugst all’ Angst und Pein. あなたのためにつかんでいるものです。 

 

 『公教會聖歌集』（1930）の第 1 節「われは主をあいす むくひはのぞまず 主になら

ひてただ あいのためあいす」、第 2 節「わがため十字架に なやめる我がきみ たふと

きあいをば われにさづけませ」は、上記の原曲テクストと関連する内容となっている。

題名にもある通り、「イエスへの愛」が様々な表現で作詞されている。なお、この聖歌に

は、「フランシスコザベリオ作」という注意書きがついている。 

 

4.1.3.2 聖⺟に対する賛美の聖歌 

 

『公教聖歌集』には、129〜172 まで、44 曲の聖⺟に関する聖歌が載っている。この中

には、ロザリオの歌や無原罪の聖⺟の歌、さらに聖⺟⽉のための聖歌、聖⺟被昇天の聖歌

などが含まれる。44 曲のうち半数以上がフランス系の聖歌である。豊富な聖⺟関連の聖

歌には、啓蒙期に一度下火となったマリア信仰の復活が背景にあると考えられる233。特

にフランス系ではマリア信仰が根強く、フランス系聖歌の数が多いことに如実に表れてい

る。 

 

129．あな慶たきかな 

 『公教聖歌集』の「聖⺟」の聖歌〈あな慶たきかな〉は、『公教會聖歌集』の〈いと慶

た き か な 〉 か ら 引 き 継 が れ た 聖 歌 で あ る 。 こ の 聖 歌 の 原 曲 は 、〈 Glucksel'ge 

Himmelskoniginn〉である。 

 

B IV, No.203 

Glücksel’ge Himmelsköniginn, o Maria  天の祝福された女王、マリアよ。 

Der Christen Schutz und Helferinn, o Maria キリスト者を守り、 

助けてくださる方、マリアよ。 

Jungfrau, dich verehren wir;   おとめマリアよ、 

私たちはあなたを礼拝します。 

Unser Lob erschallt von dir:   私たちはあなたへの賛美の歌を 

響かせます。 

 
233 鈴木宣明、「マリア」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2009 年、第 4 巻、810 頁。 
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Gross bist du, o Königinn!   女王よ、あなたは偉大です。 

Ehret sie, preiset sie;    この方を賛美し、たたえよう。 

Gross ist unser Königinn.    私たちの女王は偉大です。 

 

 マ リ ア を 賛 美 す る 際 に 、 原 文 に も 、「 天 の 祝 福 さ れ た 女 王 Glücksel’ge 

Himmelsköniginn」とあるが、そうした女王としてのマリア像は、そのまま日本語聖歌

のテクストにもみられる（天なる王后）。 

第 4 節まである日本語のテクストは、恵みに満ちたマリア、汚れなき⺟への賛美、そ

してマリアの百合にも勝るゆかしい美徳、明星にもまさる栄ある御名を賛美する内容とな

っている。 

 

130．あまつみはは 

 『公教聖歌集』の「聖⺟」の聖歌〈あまつみはは〉は、『公教會聖歌集』の〈あまつ御

⺟〉から引き継がれた聖歌である。（この聖歌は『公教會聖歌集』初版では、46 番、第 2

版以降では 57 番に掲載される。） 

原曲は〈Maria zu lieben〉であり、『フルダ 1891』と『ケルン 1908』にも収録されて

いる。 

 

『フルダ 1891』No. 115 

1. Maria zu lieben ist allzeit mein Sinn, マリアを愛することは常に私の望みです。 

hab’ ihr mich verschrieben,   私は私自身をマリアに託しました。 

ihr Diener ich bin.   私はマリアの僕です。 

Mein Herz, o Maria,   マリアよ、 

brennt ewig zu dir   私の心はあなたに向かって 

von Liebe und Freude,          愛と喜びで永遠に燃えます。 

o himmlische Zier.   ああ、天にあって優美な方よ。 

 

2. Maria, du milde, du füße Jungfrau, マリアよ、あなたは優しくおとめです。 

nimm auf meine Liebe,    私の愛を受け入れてください。 

so wie ich vertrau’;   私が信頼するように。 

du bist ja die Mutter,    あなたは⺟です。 

dein Kind will ich sein,    私はあなたの子になりたい。 

im Leben und Sterben dir einzig allein. 生きるのも死ぬのも、あなたのためです。 

 

3. Ach, hätt’ ich der Herzen   ああ、もし私が 

nur tausendmal mehr;    1000 倍以上の心を持っていたら、 
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dir tausend zu geben,    それをあなたにすべてささげます。 

das ist mein Begehr;   それが私の願いです。 

nimm Freund’ und Verwandte   私の友や親戚の 

mit Leib und mit Seel’,    体と魂も受け入れてください。 

nimm, was ich nur liebe,    私が愛するものを御心のうちに 

in deinen Befehl!    受け入れてください。 

 

4. So oft mein Herz klopfet,   心臓が鼓動する度に 

befehl’ ich mich dir;   あなたのことを思い、 

so oft ich nur atme,    呼吸する度に 

verbind’ ich dich mir!    あなたとの結びつきを深めます。 

Dich lieb’ ich auf ewig,    あなたを永遠に、 

dich lieb’ ich allzeit,    そしていつも愛します。 

so bin ich mit Freuden    そして喜びをもって 

zu sterben bereit    死ぬことに備えています。 

 

5. O Mutter, nun segne den ewigen Bund!  ⺟よ、永遠の契約を祝福してください。 

Dein Name versiegle    あなたの名は、 

mein Herz und den Mund,   私の心と口を完成してくださいます。 

dich ruf ’ ich im Tode,    私は死ぬときに 

dann reich mir die Hand    あなたを呼びます。 

und zieh mich nach oben    その時、手を差しのべ、 

ins himmlische Land!   天の国へと導いてください。 

 

 ドイツ語のテクストでは、極めて情熱的なマリア信仰が歌い上げられる。『公教會聖歌

集』（1930）の第 1 節は「あまつ御はは せいマリア 爾が御まへに かしこみつ ささ

げまつる いく千代も かはらぬあい 受けたまへ」というマリアへの賛美のテクストだ

が、第 2 節では、イエスに⺟として捧げた愛を我々にも授けてくださるようにとの祈り、

第 3 節では、イエスに私たちを導き、御心にかなうようにさせてくださいという祈り、

第 4 節では、死ぬまで待ってくださるようにとの祈りがささげられている。『公教聖歌集』

のテクストはおおむね『公教會聖歌集』を踏まえている。 

 

131．うるはしきよけし 

 『公教聖歌集』の「聖⺟」の聖歌〈うるはしきよけし〉は、『公教會聖歌集』の〈いと

きよくいと愛しき〉から引き継がれた聖歌である。『フルダ 1891』に掲載される〈O du 

heilige, du jungfräuliche〉から引き継がれている。 
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『フルダ 1891』No. 124 

1. O du heilige, du jungfräuliche,   聖なるおとめ、 

füße Mutter Maria!   ⺟なるマリアよ。 

O Unversehrte, allzeit Geehrte,   汚れなく、永遠に尊敬される方よ。 

hilf uns, hilf uns, Maria!   私たちを助けてください。助けてください。 

 

2. O du Trösterin, Schutz und Helferin,  私たちを慰め、守り、助けてくださる方、 

bitt für uns, o Maria!   マリアよ、私たちのために祈ってください。 

Du kannst empfangen,    私たちが何を必要としているか、 

was wir verlangen,    あなたはわかっていらっしゃいます。 

hilf uns, hilf uns, Maria!   私たちを助けてください。助けてください。 

 

3. Sieh uns Zagende, Angst Ertragende,  怖れ、不安に耐えている私たちを見て、 

hilf uns, Mutter Maria!    助けてください。⺟なるマリアよ。 

Tröste die Herzen, lindre die Schmerzen,  心を慰め、痛みを和らげてください。 

hilf uns, hilf uns, Maria!   私たちを助けてください。助けてください。 

 

4. Jungfrau, neige dich, Mutter,   おとめマリアよ、あなたにひれふします。 

zeige dich, bitt für uns, o Maria!  姿を現し、私たちのために祈ってください。 

Gottes Erbarmen trägst du in Armen,  神の憐れみを腕に担って 

hilf uns, hilf uns, Maria!   私たちを助けてください。助けてください。 

 

5. Durch die Leiden dein,   苦しみにある時も 

durch die Freuden dein    喜びにある時も、 

bitt für uns, o Maria!   私たちのために祈ってください。マリアよ。 

Unser Vertrauen wollest anschauen,  私たちの信頼を顧み、 

hilf uns, hilf uns, Maria!   私たちを助けてください。助けてください。 

 

 『公教會聖歌集』はドイツ語聖歌と同じく 5 節構成で、テクスト内容も一致している。

このテクストの背景には、聖⺟マリアを神と⼈間との仲介者とする信仰が深くかかわって

いる。キリスト教会において、仲介者とは、テモテへの手紙 2:5（神は唯一であり、神と

人との間の仲介者も、人であるキリスト・イエスただおひとりなのです。）にある通り、

イエス・キリストであるが、カトリック教会では、教父時代の終わりころからマリアを仲
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介者と見なす信仰がある234。マリアの執り成しについては、現在の教会憲章でも以下の

通り記述されている。 

 

マリアは天に上げられた後も、この救いをもたらす務めをやめることなく、帰って

数々の執り成しによって、われわれに永遠の救いのたまものを得させ続ける。マリア

はその⺟としての愛をもって、まだ度を続けている⾃分の⼦の兄弟たち、また危機や

困難の中にある兄弟たちが幸福な祖国に到達するまで、彼等を見守る。こうして、聖

なる処女は、教会において弁護者、扶助者、援助者、仲介者の称号を以て呼び求めら

れている。しかしこのことは、唯一の仲介者であるキリストの尊厳と効力を何ら損な

わず、何者をも付加しないという意味において理解される。235 

 

こうしたマリア信仰を踏まえたテクストであると考えられる。この内容は『公教會聖歌

集』と『公教聖歌集』にも引き継がれている。例えば、『公教會聖歌集』（1930）の第 2

節「み⺟マリアよ わがのぞみ わがねがひ とりなし給へ」、『公教聖歌集』の第 4 節

「主の聖⺟ 執り成せば 神の恵み繫（さまね）し」とある。 

 

133．アンナの御子 

 『公教聖歌集』の「聖⺟」の聖歌〈アンナの御子〉は、『公教會聖歌集』の〈アンナの

御子〉から引き継がれた聖歌である。『ケルン 1908』には〈Ros, o schöne Ros〉として

掲載される。 

 

『ケルン 1908』No. 144 

Ros’, O schöne Ros’, In Sankt Annä Schoß!  ああ、美しいバラよ。 

聖アンナの懐にいるバラよ、 

Welche Wunder-ros’ – Blüht in diesem Schoß, なんと奇跡なバラであることよ。 

Füllt mit süßem Duft – Allumher die Luft!   その懐で育ち、あたり一帯をすべて 

      甘い香りで満たしてください。 

Keines Frühlings Pracht Jemals hat gebracht このバラほど、いかなる春の輝きも 

      もたらしたことはなかった。 

Eine solche Ros’, Als Sankt Annä Schoß.  そのようなバラ、 

聖アンナの懐にいるバラよ、 

 
234 荒木関巧、P.ネメシェギ「マリア」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2009 年、第 4
巻、800 頁。 
235 第 2 バチカン公会議文書公式訳改訂特別委員会『第二バチカン公会議公文書改訂公式訳』 
東京：カトリック中央協議会、2013 年、200 頁。（『教会憲章』第 8 章キリストと教会の神秘
の中の神の⺟、聖なる処⼥マリアについて３．聖なる処⼥マリアと教会、マリアの執り成し、
62 項） 
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Selbst das Paradies Ihr den Vorzug ließ,  あの楽園でさえ、 

あなたには劣ります。 

Freudenreicher Tag, Wo Sankt Anna sprach: 喜びに満ちた日に 

聖アンナが語ります。 

“Kommt, ihr Kinder all’, Singt mit süßem Schall, 「さあ、子供たちみな、来なさい。 

Singt der schönen Ros’ Auf der Mutter Schoß!” ⺟の懐にいる美しいバラに向かい、 

      甘美な歌声でたたえなさい」 

 

 『公教聖歌集』は『公教會聖歌集』のテクストを概ね引き継いでいるが、ドイツ語の詩

との直接的な関係は薄い。ドイツ語ではマリアが比喩的に「バラ」と表されるが、日本語

では、「ユリ」が用いられる。 

日本語のテクストの特徴としては、「姫君マリア」という用語が用いられていることで

ある。王后、⼥王のイメージがマリアとして先行することが多いが、ここではマリアの⺟

アンナの名前と共に、姫としてのマリアへの賛美が送られる。 

 

160．こころも淸けき 

 『公教聖歌集』の「無原罪の聖⺟」の聖歌〈こころも淸けき〉は、『公教會聖歌集』の

「聖⺟の汚れなく御やどり」の聖歌〈罪の汚れなき〉から引き継がれた聖歌である。『フ

ルダ 1891』の〈Mutter Christi, hoch erhoben〉に基づいている。 

 

『フルダ 1891』No. 125 

1. Mutter Christi, hoch erhoben   美しい天に高くあげられた 

in dem schönen Himmel droben,  キリストの⺟よ、 

aller Engel Königin,    すべて天使の女王、 

unsre Frau und Mittlerin.  私たちの女主人、取り次ぎの方よ。 

Deinen Segen uns mitteile,   あなたの祝福を私たちに分けてください。 

uns zu helfen nicht verweile!   すぐに助けてください。 

o Maria, steh uns bei,    マリアよ。私たちと共にいてください。 

daß uns Gott barmherzig sei!  神が私たちにとって慈しみ深くあるように。 

 

2. Du, o Jungfrau voll der Gnaden,  恵みに満ちたおとめよ、 

weißt von keinen Sündenschaden,  あなたは罪の汚れを知らず、 

voller Glanz und Tugendschein,    輝きと徳に満ちています。 

allzeit heilig, allzeit rein.   永遠に聖なる方、永遠に清い方よ。 

 

3. O du Zuflucht aller Sünder,   すべての罪びとの逃げ場である方よ 
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schau uns an Adamskinder,   アダムの子である私たちを顧みてください。 

die gesündigt ohne Zahl,    数えきれない罪を犯し、 

weinen in der Jammertal.   嘆きの谷で泣いている私たちを。 

 

ドイツ語の第 1 節で「私たちの女主人、取り次ぎの方よ。unsre Frau und Mittlerin.」

とマリアに呼びかけるテクストと、『公教會聖歌集』（1930）の第 2 節で「サタンの誘惑 

いかに繁くとも うち勝つ能力 主に懇求めてよ」と主への取り次ぎをマリアに願うテク

ストには、聖歌 131 でも指摘したマリアを「仲介者」とする内容が見て取れる。 

この聖歌でも、マリアへの呼びかけの際、原曲の「キリストの⺟ Mutter Christi」、「す

べて天使の女王、私たちの女主人、取り次ぎの方 aller Engel Königin, unsre Frau und 

Mittlerin」に対応するように、「天主の⺟」、「天なる王后」という使い分けが行われてい

る。 

 

163．皐月のきさいを 

 『公教聖歌集』の「聖⺟⽉236」の聖歌〈皐月のきさいを〉は、シュービガー（Anselm 

Schubiger, 1815〜1888）によって作曲され、ゲレス（Guido Görres, 1805〜1852）によ

って作詞された〈Maria, Maienkönigin〉に基づいている237。 

 

B IV, No. 258 

Maria, Maienkönigin!    マリアよ、5 月の女王よ。 

Dich will der Mai begrüssen;   五月があなたを迎えようとしています。 

O segne seinen Anbeginn,   ああ、5 月の始まりを祝福してください。 

Und uns zu deinen Füssen!  私たちはあなたにひれふします。 

 

 『公教聖歌集』においても、皐月をマリアの月として祝うことが書かれるが、第 2 節

以降は自由な詩となっている。 

 

164．風もかをりて 

 『公教聖歌集』の「聖⺟⽉」の聖歌〈風もかをりて〉の原曲は、前曲と同じく、シュー

ビガーによって作曲され、ゲレスによって作詞された〈Es blüht der Blumen〉である。 

 

B IV, No. 265 

 
236 聖⺟⽉とは、5 月をマリアを敬う月とするマリア信心の伝統である。5 月を通してマリア崇
敬のために祈り続ける信⼼は近世以来の習慣である。（⽯井祥裕「聖⺟⽉」、『新カトリック⼤
事典』 東京：研究社、2002 年、第 3 巻、753 頁。） 
237 B IV, p. 622. 
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Es blüht der Blumen eine auf ewig grüner Au; 花は、常緑の草地に咲く 

Wie diese blühet keine,    これほどに咲くものは他になく、 

so weit der Himmel blau.    どこまでも天が⻘い。 

Wenn ein Betrübter weinet,    悲しむ人が泣くとき、 

Getröstet ist sein Schmerz:   その痛みは慰められる。 

Wenn ein Betrübter weinet,    悲しむ人が泣くとき、 

Getröstet ist sein Schmerz:   その痛みは慰められる。 

wenn ihm die Blume scheinet in’s leidenvolle Herz 悲しんでいる人の心に花が咲けば、 

その痛みは和らげられる。 

 

 『公教聖歌集』のテクストは、原曲との直接的な関連は見られない。『公教聖歌集』の

テクストでは、この聖歌が聖⺟⽉（5 月）のための聖歌であることから、「木陰」、「若草」、

「雲雀」など春を彷彿させる語句とともにマリア賛歌が行われる、 

なお、聖歌、163、164 のテクストはともに、教化的な内容、あるいはマリアへの信心

を促すものではない。 

 

171．あやに奇しき 

 『公教聖歌集』の「聖⺟の御名」の聖歌〈あやに奇しき〉は、『公教會聖歌集』の「マ

リアの聖名」の聖歌〈あな芳香はしき〉から引き継がれた聖歌である。『ケルン 1908』の

〈Ave Maria, klare, Du lichter Morgenstern!〉に基づいている。 

 

『ケルン 1908』No. 150 

Ave Maria, klare, Du lichter Morgenstern! アヴェマリア、清き方、輝く暁の星よ。 

Dein Glanz, o Wunderbare,   あなたの輝きは、なんと素晴らしいことよ。 

Verkündigt uns den Herrn,   私たちに主を告げ知らせる方。 

Erwählt von Ewigkeit,    永遠から選ばれて、 

Zur reinsten Mutter Gottes,   いと清き神の⺟、 

Zum Trost der Christenheit  キリスト者の慰めとなった方。 

 

 『公教會聖歌集』、」『公教聖歌集』ではいずれもこの聖歌は聖⺟の御名を讃える聖歌と

して区分されており、そのテクストには「マリアの御名 となふるごとに よろこび満

つ」、「聖きマリアの 御名ぞ頼らん」（『公教會聖歌集』1930）とある。そのため、原曲

との関係は見られない。 

 

4.1.3.2 天使に対する賛美の聖歌 
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『公教聖歌集』の中に、天使賛美の歌は、173〜177 まで 4 曲ある。 

 

173．みつかひの⻑と 

 『公教聖歌集』の「大天使ミカエル」の聖歌〈みつかひの⻑と〉は、『公教會聖歌集』

のみつかひの首と〉から引き継がれた聖歌である。この旋律は、1619 年にケルンで出版

された〈O ihr Heiligen Gottes freundt〉（B III, No.114）と一致するが、この聖歌は聖

人全般のための聖歌であるため、日本の両聖歌集の聖歌との関係はテクストという点では

見られない。 

 

175．わが身のまもりの 

 『公教聖歌集』の「天使」の聖歌〈わが身のまもりの〉は、『公教會聖歌集』の〈われ

を守ります〉から引き継がれた聖歌である。これは、『フルダ 1891』の 133〈Du mein 

Schutzgeist〉に基づいている。 

 

『フルダ 1891』No. 133 

1. Du mein Schutzgeist, Gottes Engel,  私の保護者、神の天使よ、 

weiche, weiche nicht von mir;   離れないでください。 

私から離れないでください。 

leite mich durchs Tal der Mängel   欠乏の底にある私を引き上げてください。 

bis hinauf, hinauf zu dir.    あなたのところまで、 

     引き揚げ、導いてください。 

 

2. Lass mich stets auf dieser Erde   この地上に生きる私たちを 

deiner Führung würdig sein,   あなたの指導にふさわしいものと 

させてください。 

dass ich stündlich besser werde,   私が絶えず、よりよくなり、 

nie mich darf ein Tag gereuen.  一日も後悔することがないように。 

 

3. Sei zum Kampf an meiner Seite,  戦いの際には私のそばにいてください、 

wann mir der Versuchung winkt;   誘惑が待ち受けているとき。 

steh mir bei im letzten Streite,   この戦いの最後まで、 

私のそばにいてください。 

wann mein müdes Leben sinkt.  私の命が疲れ果てるときも。 

 

4. Sei in dieser Welt voll Mängel   私の友達であり、私の指導書である方よ、 

stets mein Freund mein Führer hier;  欠乏しているときにもそばにいてください。 
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du mein Schutzgeist, Gottes Engel weiche, あなたは私の守り手、神の天使、 

weiche nicht von mir!   私から離れないでください。 

 

 『公教聖歌集』と『公教會聖歌集』のテクストはほとんど一致するが、そのテクスト内

容は、ドイツ語のテクストと関連する点が多くみられる。『公教會聖歌集』（1930）の第

1 節「われを守ります あめの聖使よ」は、ドイツ語テクストの第 1 節「わたしの保護者、

神の天使よ Du mein Schutzgeist, Gottes Engel」を踏まえているといえるだろう。第 2

節「いざなひ遠ほざけ」、第 3 節「臨終（いまは）のきはにも みちびきたまへ」は、い

ずれもドイツ語詩の第 3 節を踏まえている。 

天使をどのようなもの存在として信仰し、信頼するかが端的に語られる聖歌である。 

 

4.1.3.3 聖人に対する賛美の聖歌 

 

『公教聖歌集』の中には、ヨゼフに関する聖歌（178,179）、ペトロに関する聖歌（181、

182）、日本殉教者（183〜186）、フランシスコ・ザビエル（187、188）、アッシジのフラ

ンシスコ（189）、聖アロイジオ（190）、小さき花の聖テレジア（191）、諸聖人（192、

193）が含まれている。 

 

178．み⼦とその⺟の 

 『公教聖歌集』の「聖ヨゼフ」の聖歌〈み⼦とその⺟の〉は、『公教會聖歌集』の〈頌

べきヨゼフよ〉から引き継がれた聖歌である。ヨセフに関しては、1870 年に、ピウス 9

世が「普遍教会守護の聖人」であることを宣言している238。『フルダ 1891』に新たに掲

載された聖歌〈Vater Josepf, schau hernieder〉に基づいている。 

 

『フルダ 1891』No. 146 

1. Vater Josepf, schau hernieder;   父なるヨセフよ、見下ろしてください。 

deine Kinder singen dir ihre Weisen, あなたの子供はあなたに向かって 

     彼らの方法で歌います。 

ihre Lieder, und ihr Herz sie bringen dir,  あなたの子供たちは、 

歌をもって心をあなたにささげ、 

dich zu grüßen mit dem füßen,   幼子イエスとともにおられる 

lieben Kindlein Jesus Christ.  あなたにひれふして挨拶します。 

 

2. Vater Joseph, schau hernieder;   父なるヨセフよ、見下ろしてください。 

 
238 清水宏「ヨセフ」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2009 年、第 4 巻、1157 頁。 
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alle sind wir Kinder dein;   私たちはみなあなたの子供です。 

allen wolle du hinwieder    あなたはすべての者に対して、 

ein gar truer Vater sein,    いつも忠実な父親でいてください。 

wie dem kleinen, himmlische seinen, 小さな神の御子 

füßen Kindlein Jesus Christ.  イエス・キリストとともに。 

 

3. Vater Joseph, schau hernieder;   父なるヨセフよ、見下ろしてください。 

deine Kinder rufen dich,    あなたの子供はあなたを呼びます。 

und an deine Rechte wieder   そして、あなたの子供たちは 

schmiegen sie vertrauend sich.   信頼をもって寄り添います。 

O begleite, führe, leite   ヨセフよ、共にいて導いてください。 

sie zum Kindlein Jesus Christ.  私たちを幼子イエス・キリストへ。 

 

4. Vater Joseph, schau hernieder;   父なるヨセフよ、見下ろしてください。 

von uns wend dein Auge nie,  私たちから目をそらさないでください。 

segne deine Kinder wieder,   あなたの子供たちを 

wie du oft gesegnet sie    再び祝福してください。 

mit dem reinen,mit dem kleinen,   清い方、小さな方である幼子 

füßen Kindlein Jesus Christ.  イエスキリストとともに 

[祝福してください]。 

 

 『公教會聖歌集』では、もとのドイツ語のテクストのように、言葉が繰り返されること

はない。ドイツ語の詩を踏まえた内容というよりは、直接的なヨゼフへの賛美の内容とな

っている。特に、第 2 節「聖子をば育くむ やしなひおやに 爾を選みてぞ」（『公教會

聖歌集』1930）からは、に神から選ばれ、イエスを育て上げたことの功績がヨセフへの

賛美として歌われる。『公教聖歌集』は、原曲と『公教會聖歌集』のいずれも反映されず、

詩的な表現を用いた内容となっている。 

 

179．聖ときヨゼフよ 

 『公教聖歌集』の「聖ヨゼフ」の聖歌〈聖ときヨゼフよ〉は、おそらく 1810 年にフェ

ルスペル（Christoph Bernhard Verspoell, 1743〜1818）によって作詞された〈Heiliger 

Joseph, höre uns flehen〉に基づく聖歌である239。 

 

B IV, No. 278 

 
239 B IV, pp. 635, 636. 
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Heiliger Joseph, höre uns flehen,   聖なるヨセフよ、 

私たちの願いを聴いてください。 

Nimm das Lob, das wir dir weih’n;  私たちがあなたにささげる賛美を 

受け取ってください。 

Du, den Gott hat ausersehen,   神は御子の養い親として 

Nährer seines Sohnes zu sein.  あなたを選ばれました。 

Welch ein Vorzug, welch ein Lohn!  それはあなたにとって優位なことで、 

     あなたの信仰への報いでもあります。 

Bitt bei deinem Pflegesohne  御子イエスとともにいて、 

Für uns, heiliger Schutzpatron!  私たちのために祈ってください。 

     聖なる保護者よ。 

 

 『公教聖歌集』の第 1 節「汝は聖子の父 み選びうけにし」は、ドイツ語テクストの

「神は御子の養い親としてあなたを選ばれました。Du, den Gott hat ausersehen Nährer 

seines Sohnes zu sein.」を踏まえている。 

 

183．かたくな人の 

 『公教聖歌集』の「日本聖殉教者」のための聖歌〈かたくな人の〉は、『公教會聖歌集』

の「日本致命聖人」の聖歌〈大和しまねの〉から引き継がれた聖歌である。旋律は、『ケ

ルン 1908』に掲載される〈O Hirt, von Gott erkoren〉に基づくが、この聖歌は最初のケ

ルンの司教である、聖マテルネスへの賛歌として掲載されている。 

 賛美する対象が異なるため、日本語の聖歌集では、独自の作詞が行われている。 

 

187．やまと島根に 

 『公教聖歌集』の「聖フランシスコ・ザベリオ」の聖歌〈やまと島根に〉は、『公教會

聖歌集』の〈やまと島根に〉から引き継がれた聖歌である。この旋律は、マリア賛歌の聖

歌である〈Kommt, o Christen, kommet all〉（B IV, No.209）と共通するものである。 

 賛美の対象が異なるため、テクストは言うまでもなく引き継がれていない。日本語のテ

クストは、独自に、日本に来日し、迫害の中で宣教を行ったフランシスコ・ザビエルへの

賛美の言葉がつけられている。 

 

190．わかき聖者 

 『公教聖歌集』の「聖アロイジオ」の聖歌 〈わかき聖者〉は、『公教會聖歌集』の〈い

と浄き〉から引き継がれた聖歌である。イエズス会員だったアロイシウス（Gonzaga 

Aloysius, 1568〜1591）は、1605 年にイエズス会員として最初の福者となり、1726 年に
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列聖、同年、教皇は彼を⻘少年の守護聖⼈と宣⾔した240。 

原曲は、『ケルン 1908』の聖⼈賛歌〈Gegrüsst sei tausendmal〉である。 

 

『ケルン 1908』No. 199 

1.Gegrüßt sei tausendmal,   大いに迎えられ、たたえられよ。 

Gelobt sei ohne Zahl    アロイジオ。 

O Aloysi! Du bist mein Schutzpatron  あなたは私の守護聖人である。 

An Gottes Gnadenthron, O Aloysi!  神の恵みの座にあるアロイジオ。 

 

2. So wie der Lilien Pracht   棘の下でも 

Hier unter Dornen lacht,    ユリが美しく咲くように、 

So glänzt zu unsrer Freud’   あなたの聖性はなお輝き、 

Noch deine Heiligkeit.   私たちの喜びとなる。 

 

3. Du Blum’ der Reinigkeit,   純潔の花、 

Der Zucht und Sittsamkeit,   そして節制と規律の方よ。 

O hilf mir, keusch und rein   私を助けたまえ。 

Wie du auf Erden sein!   あなたのように純潔でいられるように。 

 

4. Schütz mich vor Üppigkeit,   贅沢、傲慢、 

Vor Stolz und Eitelkeit;   虚栄から守りたまえ。 

Halt von Verführung frei Mich,   私を誘惑から守りたまえ。 

meinem Gott getreu.   私の神に忠実でいられるように。 

 

 日本語テクストにはドイツ語テクストとの類似性はみられるが、明確な引用などは見ら

れない。特に、『公教會聖歌集』（1930）では、1 曲の中に「聖アロイジオ」を 2 回歌う

テクストになっており、そのため、内容がかなり削減されてしまっていることがある。 

 

193．世の軍に勝ちし 

 『公教聖歌集』の「諸聖人」のための聖歌〈世の軍（いくさ）に勝ちし〉は、『公教會

聖歌集』の〈身もたまも献げて〉から引き継がれた聖歌である。原曲は『フルダ 1778』

にある〈Im Himmel müsse Lob erschallen〉である。『フルダ 1891』にも、同曲は聖人

のための聖歌の一つとして含まれている。 

 

 
240 J. P. ドネリ「アロイシウス」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、1996 年、第 1 巻、1
巻、249 頁。 
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『フルダ 1891』No. 139 

1. Im Himmel müsse Lob erschallen, 天において賛美よ、鳴り響け。 

auf Erden müsse jeder Christ  地上にあって、すべてのキリスト者は、 

von Freude an dem Tage wallen,   使徒たち[諸聖人]にとって 

der den Aposteln heilig ist!  聖なるこの日に喜べ。 

Die Welt singt ihre Herrlichkeit,   世界は、彼らの栄光をほめ歌い、 

der Himmel priest sie jederzeit.  天は常にそれを賛美する。 

 

2. Zu euch erheben wir die Hände,  私たちは諸手をあげてあなた方をたたえる。 

ihr wahren Lichte dieser Welt,   あなたがたはこの世の真の光。 

die ihr an aller Zeiten Ende   あなたはすべての時の終わりにいます。 

von Gott zu Richtern seid bestellt.  神によって裁き手として任命されています。 

Hört unser demutvolles Flehn   私たちの謙虚な嘆願を聴いて、 

und macht es in Erfüllung gehn.  それをかなえてください。 

  

3. Den Sündern schließt ihr zu die Pforte, あなたがたは罪びとたちに対して 

die zu des Himmels Erbe führt;   天の国に入る門を閉ざす。 

ihr öffnet sie mit einem Worte den Sündern, そして、あなたがたは天の国に入る門を 

die die Reue rührt;    悔い改める罪びとにはただちに開ける。 

löst uns in diesem Lebenslauf   この世において私たちをすべての罪の束縛 

von allem Sündenbanden auf.  から解き放ってください。 

 

 原曲のドイツ語テクストと『公教會聖歌集』と『公教聖歌集』では異なるテクストを持

つが、それぞれにおいて、殉教者や聖人、神のために命を捧げた人々への賛美が行われる。 

 

4.1.4 葬礼の聖歌（付録 4：108〜114 頁） 

 

『公教聖歌集』には、死者、葬儀、葬礼、天国に関する聖歌が 194〜201 まである。ミ

サ聖歌、典礼暦上の聖歌、キリスト、聖⺟、聖⼈や天使への賛美の聖歌の後に、まとまっ

て葬礼の聖歌が掲載されることも、『公教會聖歌集』、『フルダ 1891』、『ケルン 1908』等

と共通している。 

 

194．世に在りしときの 

 『公教聖歌集』の「死者」のための聖歌〈世に在りしときの〉は、『フルダ 1891』に掲

載される〈O Heiliger Dreifaltigkeit〉に由来する。 
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『フルダ 1891』No. 169 

1. O Heiliger Dreifaltigkeit,   聖なる三位の神よ、 

sieh an die lieben Seelen,    召された人たちを顧みてください。 

die wir in ihrem schweren Leid   いま私たちが苦しみの中で 

dir herzlich anbefehlen.   そのことを心からお祈りします。 

Erbarme dich, erbarme dich,   憐れみたまえ。 

nimm sie vom Leidensorte;  苦しみの場所から 

彼らを連れ出してください。 

die Finsternis schließ ewiglich,   闇は永遠に閉じ、 

mach auf die Himmelspforte!  天の門が開きますように。 

  

2. O Vater, voll Barmherzigkeit,   憐れみに満ちた父よ、 

sieh an die armen Sünder,  貧しい罪びとを顧みてください。 

halt ein die Allgerechtigkeit,   正しい裁きを行ってください。 

erbrarm dich deiner Kinder.  あなたの子を憐れんでください。 

  

3. O Jesu, laß dein Heilig Blut   イエスよ、あなたの聖なる血をもって、 

für sie um Gnade sprechen;  彼らのために恵みをお与えください。 

durch deinen Tod lösch ihre Glut   あなたの死を通して、煉獄の⽕を消し、 

und heile die Gebrechen.   傷をいやしてください。 

 

4. O heiliger Geist, hernieder eil’,   聖霊よ、急いで来て、 

sie mild zu übertauen,    彼らの苦しみを和らげてください。 

vollende ihres Glaubens Heil,   彼らの信仰の救いを完成してください。 

daß sie dich bald anschauen.  彼らがあなたにすぐに相まみえることが 

できるように。 

 

5. O Mutter der Barmherzigkeit,   憐れみの⺟よ、 

sieh deiner Kinder Zähren,   あなたの子の涙を見てください。 

die weinend in Verlassenheit   彼らは見捨てられて泣き、 

nach deiner Hilf ’ begehren.  あなたに助けを求めています。 

ach bitt für sie, ach bitt für sie,   ああ、彼らのために祈ってください。 

     彼らのために祈ってください。 

du Mutter reich und milde;   豊かで寛⼤な⺟よ、 

sprich gut für sie,    彼らのために取り次ぎ、 

und führe sie    彼らを天の園へと 
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in himmlische Gefilde!   導いてください。 

 

原曲テクストは 5 節までで構成されており、三位の神、続いて父なる神、イエス、聖

霊、⺟へそれぞれ祈る内容となっている。『公教聖歌集』は 4 節で構成されており、主、

イエス、聖霊、⺟の四者に向けられた祈りの言葉である。 

 

196．往にけるその霊 

 『公教聖歌集』の「葬禮」のための聖歌〈往にけるその霊〉は、『公教會聖歌集』の

「死者の爲め」の聖歌〈烈しき火焔に〉から引き継がれた聖歌である。『フルダ 1891』に

掲載される、葬礼の聖歌 162a〈Herr, gib Frieden dieser Seele〉をもとにしている。 

 

『フルダ 1891』No. 162a 

1. Herr, gib Frieden dieser Seele,   主よ、この魂に平和をお与えください。 

nimm sie auf zum ew'gen Licht.  永遠の光を受け取ることができますように。 

Gib Erbarmen ihr und zähle,   父よ、彼らに憐れみを与えてください。 

Vater, ihre Mängel nicht.   そして、彼らの欠点を数えないでください。 

 

2. Gib ihr, was dein Sohn erworben  あなたの御子が 

durch sein schweres Kreuz und Leid, 重い十字架と苦しみ、 

durch den Tod, den er gestorben:   そして死を通して獲得した、 

Gnade für Gerechtigkeit.   義のための恵みをお与えください。 

 

3. Wasche sie mit seinem Blute,  彼らを御子の血で洗い、 

schaff ’ sie neu durch sein Gebet;   彼らが御子の祈りによって新たに 

生まれるようにしてください。 

Dorn und Geißel, Speer und Rute   棘、やり、鞭による苦しみを通して 

dich für sie um Gnade fleht.   彼らのための恵みが求められますように。 

 

 『公教會聖歌集』は、第 1 節、2 節を通して憐れみと安らぎを願い、第 3 節でイエスの

十字架が言及される。この内容は、第 1 節と 2 節のテクストを踏まえたものである。一

方、『公教聖歌集』はより自由に作詞されており、原曲のニュアンスは残っていない。 

 

197．最終のやすみの 

 『公教聖歌集』に「葬禮」の聖歌として掲載される〈最終のやすみの〉は『公教會聖歌

集』の「埋葬」の聖歌として掲載される〈霊魂のふるさと〉から引き継がれた聖歌である。

『フルダ 1778』に由来する聖歌であり、『フルダ 1891』にも〈Wie der Hirsch in 
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schuwüllen Tagen〉として引き継がれている。 

 

『フルダ 1891』No. 170 

1. Wie der Hirsch in schwülen Tagen 蒸し暑い日に鹿が、 

bei des heißen Durftes Klagen   水を求めて嘆くのと同じように、 

nach der frischen Quelle schreit,  どの魂も、別れのあと  

also schreit nach ihrem Scheiden  苦しみの中で 

jede Seel’ in ihrem Leiden   天国の至福を求めて 

nach des Himmels Seligkeit.  叫びます。 

 

 原曲の冒頭には、詩編 42:2（涸れた谷に鹿が水を求めるように神よ、わたしの魂はあ

なたを求める。）のイメージがみられるが、日本語の聖歌には見ることはできない。より

一般的な内容で、故人が神のいる永遠の平安を得ることのできる天の国へ行ったことが歌

われる。 

 

198．世を去る友をば 

 『公教聖歌集』に「葬禮」の聖歌として掲載される〈世を去る友をば〉は、ボーネの

『カンターテ』（1847）に由来する〈Herr, wir bitten dich〉に基づいている。 

 

B IV, No. 376 

Herr, wir bitten dich, ach denke   主よ、私たちはあなたにお願いします。 

An die Seelen in der Qual,   ああ、煉獄の苦しみにある魂を 

顧みてください。 

Gib Erbarmen Herr,    主の憐れみを与え、 

und schenke Die so grosse Schuldenzahl. そのものたちに罪の贖いをお与えください。 

 

 原曲のテクストでは煉獄の苦しみが⾔及され、罪の贖いによって⼈々が救われることが

テーマとなっている。日本語のテクストには、原詩との関連は直接的には見られない。 

 

199．しらゆりと淸く 

 『公教聖歌集』に掲載される「葬禮（小児）」のための聖歌〈しらゆりと淸く〉は、『公

教會聖歌集』の「小児の埋葬」の聖歌〈野の白百合にも〉から引き継がれた聖歌である。

旋律は、『公教聖歌集』の 120〈わが爲十字架に〉、『公教會聖歌集』（第 5 版、1930）の

104〈われは主をあいす〉とも共通する。『フルダ 1891』の聖歌集でも、同様に同じ旋律

を用いるように指示があるが、この聖歌の原曲は、死者のための聖歌として掲載される

〈Zum Vater, der im Himmel〉である。 
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『フルダ 1891』No. 172 

1. Zum Vater, der in Himmel wohnt  天に住み、 

und über allen Engeln thront,  すべての天使の上に君臨している父よ。 

ging dieses Kind wie Engel rein,   この子は、天使のように純潔のまま 

     天に行きました。 

um ewig froh und schön zu sein.  永遠に幸せに、美しくあるために。 

 

2. Des Lebens Leid, der Welt Gefahr 生きることの苦しみやこの世の危険は、 

ward ihm noch nicht hier offenbar; その子にはまだ明らかとなっていません。 

Das Barn zerriß, die Seel’ erhob  飼い葉桶を引き裂き、その魂は神のもとに、 

sich frei empor zu Gottes Lob.  賛美と共に天に召されました。 

 

3. Auf Flügeln eilt es himmel an,   翼をもって天に向かって 

急いで登っていきます。 

kein Feind es da aufhalten kann,   どんな敵もそれを止めることはできません。 

geht ohn’ Gericht zum Himmel ein; 審判なしに天に入れてください。 

o welch ein Glück kann größer sein! ああ、それ以上の幸せはあるでしょうか。 

 

4. Von Gott geliebt, von Gott gewählt, 神に愛され、神によって選ばれたその子は、 

ist’s nun den Heil’gen zugezählt,   もはや聖人の列に加えられます。 

geschmückt mit Glanz und Ehrenzweig,  愛され、祝福された天使と同じように、 

den lieben sel’gen Engeln gleich.  輝きと栄誉をもって飾られます。 

 

5. So schaut’s herab vom Himmel hoch  だから、その子は天から見下ろし、 

und bittet für die Seinen noch.   彼のもののためにお祈りしています 

weiß was uns gut und selig macht,  何が私たちにとってよく、 

私たちを幸せにするかを知り、 

und gibt auf unsre Schritte acht.   私たちの歩みに注意を払ってください。 

 

6. O Gott, der du die Seelen schusst,  罪びとには門を閉ざし、 

hinauf zu dir die Reinen rufst,   清いものは呼び寄せる神よ。 

gib, daß wir einst von Sünden rein,  私たちが罪から清められ、 

wie dieses Kind geh‘n himmelein.  この子らのように天に上ることが 

できるようにしてください。 
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 『公教會聖歌集』、『公教聖歌集』には、いずれも原曲のテクストの影響が強くみられる。

特に、『公教會聖歌集』（1930）の第 2 節「速くも入りぬる 聖なるつどひの 榮光みな

ぎる あめなる御殿に」は、原曲の第 4 節、『公教會聖歌集』（1930）の第 3 節「罪とが

知らでぞ 御國に入りにし」は原曲の第 2 節「生きることの苦しみやこの世の危険は、

その子にはまだ明らかとなっていません。Des Lebens Leid, der Welt Gefahr ward ihm 

noch nicht hier offenbar」、『公教會聖歌集』（1930）の第 5 節「みちちよ御父よ われら

を浄めて 愛し子のごとく 御國にいれてよ」は原曲の第 6 節にそれぞれ基づいている。 

 『公教聖歌集』の最終第 5 節「聖父聖子聖霊よ 聖⺟よヨゼフよ 聖人よ天使よ 愛

くしみたまへ」は新しい内容であり、こうした三位一体の神、そしてマリア、ヨセフ、天

使と聖人への同時の呼びかけが行われるのは、この聖歌集において唯一の例である。 

 

200．さかえも幸も 

『公教聖歌集』の「天國」の聖歌〈さかえも幸も〉は、『公教會聖歌集』の〈榮光とさち

と〉から引き継がれた聖歌である。この聖歌の旋律は、『フルダ 1891』の待降節の聖歌 7

〈Maria, sei gegrüsset〉あるいは、聖体賛美の聖歌 106〈Im Himmel und auf Erden〉

と一致している。しかし用途が異なるため、テクストに関する関連性や共通点はない。 

 

4.1.5 そのほか（付録 4：115〜116 頁） 

 

204．ほめよ稱へよ 

 『公教聖歌集』の「聖會」の聖歌〈ほめよ稱へよ〉は、『公教會聖歌集』の「⺟なる聖

會」の聖歌〈ほめよ稱へよ〉から引き継がれた聖歌である。原曲は、モールによる、

〈Ein Haus voll Glorie schauet Weit〉である。  

 

B IV, No. 359 

Ein Haus voll Glorie schauet   神の御手によって不滅の石で造られた、 

Weit über alle Lande,    栄光で満ちあふれた家は、 

     すべての土地を見渡します。 

Aus ewigen Steinerbauet    神よ、私たちはあなたを賛美します。 

Von Gottes Meisterhand.   神よ、私たちはあなたをたたえます。 

Gott! Wir loben dich; Gott, wir preisen dich;ああ、あなたの家の中で、 

O lass im Hause dein Uns all geborgen sein!私たちみな安全でいられますように。 

 

この聖歌は、教会への賛美の歌であるが、原曲と日本語の関係は直接的なものではない。 
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209．こよひも 仇の手より 

 『公教聖歌集』の「夕べの歌」、〈こよひも仇の手より〉は、『公教會聖歌集』の「夜の

守護を求むる」聖歌の〈我天主よ〉から引き継がれた聖歌である。『フルダ 1891』に、

〈In dieser Nacht sei du mein Schirm und Wacht〉として掲載されている。 

 

『フルダ 1891』No. 176 

1. In dieser Nacht    この夜、 

sei du mein Schirm und Wacht;  あなたは私を見守り、保護してくださる方。 

o Gott, durch deine Nacht   神よ、あなたはあなたの夜を通して、 

wollst mich bewahren    罪と苦しみから  

vor Sünd’ und Leid,    私を守り、 

vor Satans List und Neid;   サタンの策略やねたみから守ってください。 

hilf mir im letzten Streit,    そして、最後の戦い、死の危険において 

in Todsgefahren.    私を助けてください。 

 

2. O Jesu mein,     私のイエスよ、 

die heil’gen Wunden dein,   あなたの聖なる傷は、 

sollen meine Ruhstatt sein,   私の憩いの場所、 

das Bett der Seelen;    魂の寝床となってください。 

in dieser Ruh’     この安息の中で、 

schließ mir die Augen zu,    私は目を閉じ、 

mein’n Leib und alles tu’   わたしの身体とすべてがあなたの御心に 

ich dir befehlen.    従うものとなりますように。 

  

3. O güt’ge Frau,    ああ、よい方、 

Maria auf mich schau!   マリアよ。顧みてください。  

Mein Herz dir anvertrau!   私の心はあなたを信頼します。 

in meinem Schlafen;    私が眠っているときも。 

sankt Joseph dich bitt’,    聖ヨセフよ、あなたに祈ります。 

hilf mir väterlich;    父のように私を助けてください。 

Schutzengel streit’ für mich  守護の天使よ、あなたの武器をもって、 

mit deinen Waffen!   戦ってください。 

 

 公教會聖歌集』（1930）の 1 節、2 節のテクスト、（特に 1 節の、「罪をふせぎ」、「魔に

勝たしめ」、そして 2 節における「聖マリア、天つ聖使、聖ヨゼフよ (中略) われ等を

（中略）守護りませ」）において、ドイツ語テクストの第 1 節、3 節の影響をみることが



 
178 

 
 

できる。 

 『公教聖歌集』では、『公教會聖歌集』の 2 つのテクストの間に、もう一節加わる形で、

第 3 節までで構成されている。加えられた第 2 節には「みきずに 活されし身」という、

イエスが人間のために負った傷について言及され、ドイツ語テクストの第 2 節を踏まえ

ていることがわかる。『公教聖歌集』は 3 節を通して、ドイツ語に忠実な訳詩といえるだ

ろう。 

 

4.2 個別のテクスト研究を通した考察 

 

 『公教聖歌集』は、『公教會聖歌集』をモデルに、日本における初めての統一聖歌集と

して編纂された。個別の聖歌のドイツ語聖歌との比較検証は、前述した通りであるが、そ

れらの全体的な特徴、そして個別聖歌の分析を通して、『公教聖歌集』、あるいは日本語聖

歌全般に見られたカトリック教会における役割を以下で論じる。 

 

4.2.1 啓蒙期に成立した聖歌に関して 

 

 日本のカトリック教会における『公教會聖歌集』と『公教聖歌集』のような会衆のため

の教区聖歌集の歴史が、啓蒙思想に基づく典礼改革意識の中で始まったものであることは

既に言及した通りである。当時、新たに作曲、作詞された多くの聖歌は、その後 200 年

にわたってカトリック教会の中で重要なレパートリーとして受け継がれ、日本においても

これらの聖歌は広く伝承している。 

 

 『公教聖歌集』の中で、18 世紀の改革期の聖歌集に由来する聖歌は以下の通りである。 

 

【表 4】啓蒙期の聖歌集に由来する聖歌 

聖歌区分 『公教聖歌集』 原曲 
18 世紀 

聖歌集 

ミサ聖歌 1．三位のみかみの Hier liegt von deiner Majestat Landshut 1777 

ミサ聖歌 2．あめにみさかえ  Gott soll geproesen werden Landshut 1777 

ミサ聖歌 3．世にたまはりし Wir sind im wahren Christentum Landshut 1777 

ミサ聖歌 4．きよくたふとき Nimm an, o Herr, die Gaben Landshut 1777 

ミサ聖歌 5．いとしもきよき Heilig, Heilig, Heilig Landshut 1777 

ミサ聖歌 6．つみびとなる身を 
Sieh, Vater von dem höchsten 
Throne 

Landshut 1777 

ミサ聖歌 7．いざ我がのぞみ O Herr, ich bin nicht würdig 
Maria Theresia 

1774 

待降節 20. み恵み降らせよ Taut, Himmel, den Gerechten Landshut 1777 

待降節 24．きけ妙なるしらべ Auf, Christen, singt festliche Lieder Fulda 1778 
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この一覧からもわかる通り、20 世紀の日本に持ち込まれた聖歌の中には、啓蒙期にお

いてあらたに作られた聖歌が多く含まれている。特に、啓蒙思想期の典礼改革に伴う新た

な聖歌の作曲を最も特徴づける「ミサ聖歌 Singmesse」が、聖歌集のレパートリーの重

要な部分であり続けたことがわかる。 

一般聖歌、ミサ聖歌、ともに『シオンの娘 1741』、『ランツフート 1777』、そして『フ

ルダ 1778』に由来しているものが多く、啓蒙期において中心的な役割を担った聖歌集の

影響力の大きさを示している。 

一方、これらの聖歌は改訂されることなく伝承されてきていたわけではなく、『公教聖

歌集』聖歌 20 番〈み恵み降らせよ〉の原曲〈Thauet, Himmel, den Gerechten〉で指摘

したように、18 世紀の聖歌と 20 世紀の聖歌を比較すると、過激過ぎる啓蒙期の思想、ロ

マンティックな要素を排除する改訂が行われていたことも明らかとなった。このようなテ

クストの改訂は頻繁に行われており、日本語聖歌とドイツ系聖歌のテクストの比較を正確

に行うには、直接的影響力を持った 20 世紀の聖歌集を踏まえなければならないことも重

要である。 

 

4.2.2 ドイツ語の詩との内容の比較 

 

『公教聖歌集』と『公教會聖歌集』は多くのドイツ語由来の聖歌で構成されているが、

個別の聖歌について上述している通り、それらは決して単純な「翻訳聖歌」ではない。日

本にこれらの聖歌が移入される際、原曲をそのまま翻訳している例もあったが、より多く

の場合は聖歌自体のテーマを取り入れつつ自由に作詞されていた。 

聖歌集の編纂に当たって『フルダ 1891』や『ケルン 1908』をはじめとする同時代のド

イツ語聖歌集は当然模範となったが、ドイツ語の原曲の内容をすべて汲み入れることはそ

もそも日本語では不可能であった。さらに、より重要なことは、日本語聖歌のためのテク

ストの翻訳、作詞には、日本における宣教、日本人信者の教化を果たすための原曲との違

いが見いだされた点である。以下、各聖歌のテクスト分析を通して、導き出された日本語

御復活 70．よろこびたたへよ Das Grab ist leer! Landshut 1777 

聖霊 75．みたまよゆたけき Kom, kom, O Gesit 
Tochter Sion 

1741 

三位一体 82．父なるみかみよ Gott, wir preisen deine Güte Fulda 1778 

聖體 83．神こそ此處にいませ Wir bethen an Landshut 1777 

聖體 90．シオンよ汝が歌を Auf! Zion, preise deinen Konig Fulda 1778 

信望愛 114．み神のたまひし Ich glaub' an Gott in aller Not 
Tochter Sion 

1741 

諸聖人 193．世の軍に勝ちし Im Himmel musse Lob erschallen Fulda 1778 

葬礼 197．最終のやすみの Wie der Hirsch in schwülen Tagen Fulda 1778 

天国 200．さかえも幸も Maria, sei gegrusset Fulda 1778 
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テクストに関する考察を行う。 

 

 ミサ聖歌 

 

 『公教聖歌集』には 3 つのミサ・チクルスが収録されており、そのうち 2 つがドイツ

系に分類される。これらのドイツ系ミサ聖歌には『フルダ 1891』の聖歌集の影響が極め

て強い。『公教聖歌集』において新たに加えられたミサ聖歌のいずれもが『フルダ 1891』

に原曲を見出すことができ、1933 年の『公教聖歌集』の編纂時点においてもなお、『フル

ダ 1891』の影響力が強かったことがわかる241。 

またこれらのミサ聖歌は、ミサ通常文のテクストを含むものもあるが、ラテン語のミサ

曲とは異なり、統一されたテクストがあったわけではない。一方、ミサの式次第の中での

役割が非常に明確であるため、これらのミサ聖歌は、典礼暦の聖歌や聖人賛美の聖歌に比

べて、原曲に忠実な訳が当てはめられていることが多い。その際、聖書箇所や序誦、式文

を引用するなど、より厳格に作詞が行われている。 

 またこれらの聖歌は典礼との結びつきが当然強いため、各典礼上の位置づけに従って、

その内容や意味を説明するテクストとなっている。例えば、福音朗読の前であれば福音書

が持つ意味、聖体拝領前後の聖歌であれば、聖体拝領を受けるために行うべき心の準備、

聖変化の意味、聖体の秘跡の教理などが説明される。これは、ラテン語で行われるミサに

おいて信者がその内容を把握するため、そして自らその礼拝の一部に参加していることを

強く感じさせる目的があると考えられる。『公教要理』に定められる典礼の基礎を踏まえ

た、非常に教化的なテクストとなっている。 

 

 典礼暦、聖書箇所との関連 

 

典礼暦は、もともとキリストの過越の神秘、顕現の神秘を中心とする枠組みによって成

立している。ただしキリストの生涯の出来事の記念の他に、マリアに関する祝日、使徒や

殉教者など聖人に関する祝日があり、これらは次第に典礼暦の中で締める割合も大きくな

った。その結果、キリストの生涯を 1 年の周期として記念するという典礼暦本来の姿を

覆い隠すことになり、その状況を反省する形で、教皇ピウス 10 世の頃から典礼暦の見直

しが始まった。パウルス 6 世の 1969 年 2 月 14 日付自発使徒書簡『ミステリイ・パスカ

ーリス Mysterii paschalis』によって、典礼暦年に関する一般原則と新しい一般ローマ暦

が認可され、現在に至っている242。 

 
241 なお『フルダ 1891』は、1949 年に新たに教区聖歌集（Katholisches Gesang- und 
Gebetbuch für das Bistum Fulda. Neu bearb. und hrsg. Fulda: Verl. Bischofl. Stuhl）が編
纂されるまで、何度も版を重ねた。 
242 宮越俊光「典礼暦」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2002 年、第 3 巻、1229 頁。 
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聖歌集が編纂された 20 世紀初頭、現在のような年間の概念はなく、典礼暦の中心はあ

くまで、キリストの神秘の様々な側面を記念する諸節（待降節、降誕節、四旬節、聖なる

過ぎ越しの三日間、復活節）、そして各聖人の祝日によって成り立っていた。そのため、

各季節の特徴はより色濃く典礼に反映されていた。 

聖歌集においても、一般聖歌のうち、前半は各典礼暦上の季節に従った聖歌が収録され

ている。その際、ドイツ語聖歌と日本語聖歌では、典礼暦上の位置づけにおいて交差はほ

とんど見られず、原曲の典礼暦上の位置づけと同じ目的の聖歌として日本の聖歌集にも収

録されている。 

しかし日本語聖歌を作詞する際にドイツ語テクストをそのまま翻訳しているわけではな

く、それぞれの典礼暦上の位置づけ、各典礼において読まれる聖書箇所を踏まえて作詞さ

れている。特に、入祭唱、書簡朗読、福音朗読に基づくテクスト内容は多い。また、同じ

典礼暦の季節のためには同じメッセージを繰り返し用いていることもある。例えば、待降

節の聖歌には度々イザヤ書が引用され、イエス誕生の前の世界の暗さと誕生後の明るさを

対比的に描くテクスト多く見られた。また復活節の聖歌には、聖歌 65〈しろたへの衣に〉、

68〈わがきみイエズス〉、70〈よろこびたたへよ〉において⾒られるように、死の世界に

打ち勝ったイエスのイメージが繰り返しテクストの中で語られた。聖書の内容をよりわか

り易くパラフレーズし、それらを通して教理を教える、あるいは伝える目的が聖歌のテク

ストにあったことは明らかである。 

また「キリストの聖体の大祝日」のための聖歌に含まれる、聖体賛美の聖歌においては

たびたび、聖変化を通して賜ることのできる恵みへの賛美、秘跡としての聖体の意味、聖

体におけるイエスの現存、さらに聖体の秘跡を受けるものがどのような精神的準備をして

いなければならないか、ということが語られる。これらの聖体賛美の聖歌は、聖体の祝日

だけではなく、聖体賛美式あるいは聖体拝領の前後で歌うことも十分に可能であったと考

えられるが、ミサにおいて一番重要である聖体の秘跡に関して非常に教化的なテクストと

なっているといえるだろう。 

 

 キリスト、マリア、天使、聖人への賛美の聖歌に関する分析 

 

聖人とは、「神の恩恵を特に豊かに受け、キリスト者として優れた生き方と死に方をし、

教会によって崇敬に値すると判断された人々」243である。カトリック教会においては、

中世以来、マリア崇敬を始め、聖人崇敬がますますさかんになり、困難に遭遇した信者は

聖人の名を唱えて代願を求めた。このことについては、第 2 ヴァティカン公会議の『教

会憲章』においても、以下の通り説明されている。 

 

 
243 P. ネメシェギ「聖人」、『新カトリック大事典』 東京：研究社、2002 年、第 3 巻、712 頁。 
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教会は、自分の血を流して信仰と愛の最高のあかしを立てた使徒とキリストの殉教

者たちが、キリストにおいて我々により固く結ばれていることを常に信じ、聖なる

処女マリアおよび聖なる諸天使と同じように、彼等を特別な愛情をもって敬い、彼

等の執り成しを信心深く祈り求めてきた。244 

 

『公教聖歌集』の中で、聖⺟マリアへの賛美の聖歌はフランス系のものが多いが、ドイ

ツ系だけでも 10 曲以上収録され、会衆歌の中でのマリア賛歌の重要性が際立つ。 

これらのマリア賛歌の中で、祈りを神へ届けてくれるよう、マリアの取り次ぎを願う聖

歌もいくつか見られた。こうしたドイツ語のテクストは、日本語にも部分的に継承されて

いるが、原曲ほどは前⾯に出てこない。むしろ、汚れなきマリア、御⼦の⺟マリア、⼈々

を救い、癒やし、守る、恵みに満ちたマリアへの直接の賛美が、繰り返し歌われる。 

また、そのほかの聖人や天使を讃美する日本語聖歌の中では、各聖人、あるいは天使の

説明がある程度されたうえで、賛美の言葉が続く。また、日本語聖歌の独自の内容を含む

聖歌も多くみられ、典礼暦の聖歌ほどは、原曲との関連がみられない。 

 

4.2.3 『公教會聖歌集』と『公教聖歌集』のテクストの違い 

 

『公教聖歌集』は『公教會聖歌集』に含まれる聖歌のほとんどを引き継いでおり（引き

継がれない聖歌はわずか 10 曲）、聖歌集の構成においても『公教會聖歌集』に倣ってい

る。 

『公教聖歌集』と『公教會聖歌集』では、全く異なるテクストがつけられている聖歌も

多いが、『公教會聖歌集』を踏まえた新たなテクスト、そしてほとんど変更のないテクス

トも多くみられた。大きく異なっている聖歌では、『公教會聖歌集』の方がより原曲に忠

実な場合が多い。その際、『公教聖歌集』では比喩的な言葉や詩的な言葉が多く用いられ、

内容がわかりにくくなってしまっているものも多い。 

また第 2 章で『公教會聖歌集』について指摘した天皇制用語は、依然として残る一方

で、減少傾向にある。 

 

4.2.4 聖歌におけるテクストの重要性 

 

『ケルン 1908』の序文には、聖歌の教化的な意義、さらにテクストの重要性について

以下の通り、述べられている。 

 

 
244 第 2 バチカン公会議文書公式訳改訂特別委員会『第二バチカン公会議公文書改訂公式訳』
190 頁。（『教会憲章』第 7 章 旅する教会の終末的正確および天上の教会との一致について、
50 項 聖人の崇敬および死者の記念） 
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会衆によって歌われる聖歌は、歌い手[の心]をつかみ、ただ聞いている者たちを高

揚させる真の祈りであるので、これらの神聖なテクストの言葉が、はっきりと正し

く発音され、その内容が理解できるように歌われることが重要である。特に後者に

注目する。歌の内容は、しばしば、もっとも深い信仰の神秘を詩的な形式の中で含

んでいる。例えば聖体に関する歌では、歌い手にとって、とりわけ学校や信仰教育

を受けている若者たちに、説教を通してあるいは講演会などの形で説明されるの

と同様に、[教理が]説明されなければならない。そしてそれに続いて、敬虔な考え

方や宗教感情が目覚めるようでなければならない。さらに、そのような中から、

聖なる聖歌の演奏が行われなければならない。できるだけ⻘年たちが、テクスト全

体を暗唱するように導かれることが望ましい。（中略）この聖歌集が、広い大司教

区のすべての小教区において、その新たな形で、純粋なカトリック信仰を養い、神

への愛を燃え上がらせ、天のエルサレムへのあこがれを目覚めさせることができる

ように望む。天のエルサレムにおいては、我々が神と相まみえ、天使と聖人ととも

に永遠のアレルヤを、心を一つにして叫ぶことを望む。245 

 

この序文の記事からもわかる通り、会衆が歌う聖歌は教会において極めて重要な役割を

担っていた。 

これは日本の会衆歌においても同様である。原曲との関連を持つものであっても、持た

ないものであっても、聖歌のテクストを通して教理を理解し、神を賛美することで、信仰

教育上の役割を果たしていたことは明らかであった。そのうえで、さらに天皇制用語や万

葉集からの言い回しを用いることでより、会衆に親しみのある言葉でアプローチしている

と言えるだろう。 

また日本語聖歌を通して、日本における日本人による独自の宣教活動の場が与えられた

ことも、特筆すべきであろう。大正時代は、外国人司祭の教えを翻訳することで教理を理

解することが主であったが、次第に日本人司祭が増えたこともあり、日本におけるキリス

ト教神学が確立していった。こうした神学史と平行して今後聖歌の内容をさらに検証する

ことで、神学的著作以外での神学論の展開という、聖歌の日本の宣教の歴史における位置

づけをより正確にとらえることができるだろう。 

 

4.3 『公教聖歌集』のドイツ系聖歌の音楽的な特徴 

 

4.3.1 『公教聖歌集』全体の音楽的特徴 

 

 『公教聖歌集』は、3 割程度がヘ⻑調、その後ト⻑調、ハ⻑調、ニ⻑調と続く。♯、♭が

 
245 『ケルン 1908』、7〜8 頁。強調は引用者によるものである。また、[ ]内は、引用者による
補足である。 
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3 つ以内の⻑調が、『公教聖歌集』全体の 9 割近くを占めている。前述している通り、『公

教聖歌集』の中には、グレゴリオ聖歌を短縮し、拍節的に編曲して用いられているものも

あるため、旋法を用いた聖歌も例外的に幾つかある。しかし基本的には、完全終止を用い

て主音で終止するものがほとんどである。拍子は、4/4 拍子が全体の 6 割を占め、拍節的

な聖歌が並んでいる。わずかな例外を除いて、5 行以内の聖歌で構成され、短いものは 2

行、⻑いものは 6、7 行で構成されている。これらは、『公教聖歌集』に含まれるドイツ

系、フランス系、双方に共通してみられる特徴である。 

 

4.3.2  ドイツ系聖歌とフランス系聖歌の違い 

 

第 2 章において《公教會聖歌集》の構成聖歌についても言及した通り、日本に移入さ

れたドイツ系の聖歌はどれも歌いやすく、リズムは単純で、臨時記号も少なく、順次進行

が多い。フランス系聖歌とドイツ系聖歌で最も大きな違いは、旋律のリズムである。 

『公教聖歌集』（1933）に含まれるフランスの聖歌の半数以上が付点のリズムを持つ一

方で、ドイツ系に関しては、その割合は 2 割以下にとどまる。特に、もともとテクスト

に寄り添う複雑なリズムを持つフランス語聖歌は、日本語のテクストに当てはめられると。

歌い難さが生じる。フランス系、ドイツ系の聖⺟マリアのための聖歌を以下に掲載する。 

 

 

【譜例 2】『公教聖歌集』聖歌 161〈けがれもならなく〉 

Salut, ô Vierge immaculée Saut, ô vierge immaculée, brillante étoile du matin, 

que l’âme incertaine et troublée n’a jamais invoquée en vain! 

De tes soldats exauce les prières, du haut du ciel daigne les protéger. 
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【譜例 3】『公教聖歌集』160〈こころも清けき〉 

Mutter Christi, hoch erhoben in dem schönen Himmel droben, 

aller Engel Königin, unsre Frau und Mittlerin. 

Deinen Segen uns mitteile, uns zu helfen nicht verweile! 

O Maria, steh uns bei, daß uns Gott barmherzig sei! 

 

また、リズムに関しては、付点の有無だけではなく、いかに 1 曲の間で支配的な音価

が継続するかということも歌い易さに影響を与える。ドイツ系の聖歌には、四分音符が曲

を通して連続して使われることが極めて多い。このシラブル様式は、テクストの 1 シラ

ブル（音節）に多くの音が含まれるメリスマ様式よりも、歌い易く、テクストの内容も聴

き取り易い。 

 

 
【譜例 4】 『公教聖歌集』聖歌 55、56 

（いずれも、ドイツ聖歌をもとにした聖歌） 
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 一方、フランス系の聖歌では、付点などの複雑なリズムが用いられているだけではなく、

一見リズムが単純に見える聖歌でも、1 曲を通して支配的な音価が存在しない、あるいは

様々組み合わさっていることによって、歌い難さが生じている。 

  

 

 

 

【譜例 5】『公教聖歌集』聖歌 101、192、201、202 

（いずれも、フランス聖歌をもとにした聖歌） 

 

これは、ドイツ語圏においてルターの宗教改革以来息づく、コラールの伝統があること

が関係していると考えられる。 

 

我々、ドイツ国⺠は、昔から、テクストと旋律において推奨することのできる古い

歌や、卓越して美しい聖歌、を持っている。他国の人々がうらやむような、そのよ

うな宝物は、隠されておくべきではなく、それゆえ、この『ケルン大司教区聖歌



 
187 

 
 

集・祈祷書』に含まれる⺟語による聖歌は、将来、さらに若い者から老いた者まで、

促進されるようになることを望む。246 

 

このようなプロテスタントにおけるコラールの伝統、さらに 18 世紀末の啓蒙思想を反

映したカトリック教会の新たな聖歌が、カトリック教会の会衆歌のレパートリーを作り出

し、日本にもたらされた、といえるだろう。 

 

  

 
246  『ケルン 1908』、8 頁。 
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結論 

 

 本研究は、日本のカトリック教会における会衆歌の系譜と宣教的意義を明らかにするも

のである。 

 第 1 章では、先行研究に基づいて、明治以降におけるカトリック教会の歩みと再宣教

時代の聖歌集の編纂の歴史を概観した。これまで、明治期の聖歌集に焦点を当てた研究、

また現行の『カトリック聖歌集』（1966）の編纂に関する研究はあったが、『カトリック

聖歌集』に至るまでの聖歌集に関する研究は、ほとんど行われてこなかった。そこで、第

2 章では日本に於ける最初の会衆用聖歌集『公教會聖歌集』（1918）、第 3 章では日本に

於ける初めての全国統一聖歌集『公教聖歌集』（1933）に関して、その編纂過程、初期受

容、それらを構成する聖歌の原曲の特定を行った。 

『公教會聖歌集』は 1918 年に札幌教区聖歌集として編纂されたが、やがて全国的に知

られるようになり、1933 年の『公教聖歌集』の編纂の際には、そのモデルとなった。こ

れは、典礼奉仕者や聖職者のためではなく会衆用の聖歌集であった点で、そしてさらには、

日本語聖歌の収集であった点で、同時代の他の聖歌集からは際立っていた。この聖歌集の

編纂に当たっては、札幌の宣教を担っていたフルダ管区のフランシスコ会宣教師の働きが

極めて重要であった。ドイツ人宣教師によってドイツ語聖歌の選別、翻訳が行われ、フル

ダ管区の聖歌集をモデルに編纂された。このことが現在に至るまで、『カトリック聖歌集』

がドイツ的といわれる所以である。 

 初めての統一聖歌集となった『公教聖歌集』は、札幌教区の『公教會聖歌集』に加えて、

パリ外国宣教会の宣教地域において広く用いられていた『日本聖詠』の聖歌を取り入れ、

さらに新たな聖歌も加えながら編纂された。出版当時の資料調査の結果、この聖歌集は、

カトリック教会において当時求められた信者の⺟語での典礼への参加に応えるものである

ことが明らかとなった。出版当初は「試作版」という名目だったが、結果的に『公教聖歌

集』の全国的受容を通して、それまで限定的だった日本語による会衆歌が全国に広まった。

1948 年に大規模な増補改訂が行われ、さらに 1966 年には、1948 年版『公教聖歌集』を

改訂する形で『カトリック聖歌集』が出版された。その後、『カトリック聖歌集』は、現

在に至るまで、大きな改訂もなく使われ続けている。日本のカトリック教会における会衆

歌の伝統は、『公教聖歌集』における外国聖歌の受容を通して明らかになるのである。 

 このように外国聖歌で構成されるカトリック教会の聖歌集には、日本における⻄洋⾳楽

の受容という側面もあった。『公教會聖歌集』の出版当時には、既に日本において唱歌が

普及していた。リズムや音程などの点から音楽的に極めて単純な聖歌は、日本国⺠に親し

まれていた響きと親和性を持ち、グレゴリオ聖歌などのラテン語聖歌よりもはるかに歌い

やすかった。また、聖歌の中には、唱歌と共通するテクストが天皇制用語を含めて多用さ

れ、そのことによってテクストの内容を理解しながら⻫唱することが容易となった。日本

における⻄洋⾳楽の受容においてプロテスタント教会の讃美歌の果たした役割は先行研究
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でも度々指摘されることではあるが、同じことがカトリック教会の聖歌集にも十分に言え

るであろう。 

 第 4 章では、『公教聖歌集』の中で、特にドイツから移入された聖歌の原曲と日本語聖

歌のテクストの比較を行った。この中に『公教會聖歌集』の聖歌はほぼすべて含まれる。

分析の結果、日本語のテクストは多くの場合、ドイツ語の原曲テクストの単純な翻訳では

なく、原曲に基づきながらも、より教化的な内容が加えられていることが明らかとなった。

また日本語聖歌は、個人の信心や主観的な信仰告白ではなく、むしろ聖書や教理を念頭に

した各典礼暦や秘跡に関する叙述的なテクスト、キリスト、マリア、天使、聖人への直接

的な賛美のテクストを基本としていた。こうした聖歌のテクスト分析は、日本語聖歌にみ

られる教化的、あるいは宣教的な位置づけを示している。第 2 ヴァティカン公会議以前

のカトリック教会の典礼は、基本的にラテン語で行われており、そのことは非ラテン語圏

において、宣教の障害にもなっていた。そうした中で、信者に寄り添い、そして教理を伝

える手段として、会衆歌が担う役割は極めて重要だった。 

そもそも日本にドイツ人フランシスコ会宣教師の手を通してもたらされた会衆歌の伝統

の背景には、聖歌は、会衆が理解して歌うことで、歌い手にも聞き手にも教理を伝える役

割を持つことができる、という理念があった。複数ある節を繰り返し歌い、また聞くこと

で、典礼への参加、そして理解を促そうとしたことは間違いないだろう。典礼における⺟

語の使用、典礼への信者の参加は、18 世紀末にドイツ語圏を中心に発した啓蒙思想に基

づく典礼への改革における課題であり、その改革を通して、新たな聖歌の作曲、プロテス

タント圏の讃美歌の受容やラテン語聖歌の翻訳を通したレパートリーの拡大が行われた。

そのレパートリーは現在に至るまで、カトリック教会において重要であり、20 世紀初頭

以来、日本においても歌い続けられている。啓蒙期の典礼改革思想は、第 2 ヴァティカ

ン公会議よりはるか前に、花開いていたといえるだろう。啓蒙思想に基づく聖歌がカトリ

ック教会の会衆歌のレパートリーの構築、ラテン語文化圏にない日本などの宣教に役立っ

たことは明らかである。 

 『公教聖歌集』、『公教會聖歌集』の構成聖歌の中には、現在に至るまで歌われ続けてい

る旋律が数多くある。100 年以上にわたって、日本のカトリック教会において歌われ、信

者にも親しまれてきたこれらの旋律を今後継承していくには、必要に応じてテクストの改

訂などを行う必要があるだろう。また、2019 年度日本カトリック司教協議会第１回臨時

司教総会においては「新しい歌を主に歌え−聖歌の創作と認可および公表に関する指針−」

が公布された。このような現在の聖歌に関する問題意識の芽生えの中で、改めてこれまで

歌い継がれてきた原曲に立ち返り、再度その聖歌が持つ典礼的な意味を日本語聖歌に反映

させることは意義深い。そうした作業において本研究が一端を担えれば幸いである。 
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年代 聖歌集タイトル、出版地・出版社、編者、曲数、楽譜の有無 

 [ ]はヘンゼラーによる 

備考 

 

1916 

1916 

1916 

1917 

 

1918 

 

1920？ 

1922 

1923 

1923 

1925 

1928 

1930 

1930？ 

1931 

1931 

1931 

1931 

1932 

 

『公教會羅甸』ストルツ編。羅、日、仏聖歌。 

Litanies de la Très Sainte Vierge ストルツ編 

『死人のミサ及び葬式』ラゲ―編 

『公教會羅甸歌集』ラゲ―編 

 

『公教會聖歌集』札幌。植竹一平＝シリング編。 

 

[           ] セン・ジュスタン編 

『日本聖詠』ルマレシャル、パピノ編 

『公教會聖歌』ルマレシャル編 

[        ]  光明社（札幌） 

『公教日曜學校唱歌集』美伯朶人＝ミーバッハ編 

『小さき花を讃美する歌』チマッティ曲 

『公教聖歌』サン・モール修道会、東京 

『公教聖歌集』関口小神学校 

『聖歌集』大分（ドン・ボスコ社） 

『公教聖歌』八王子教会 

『カトリック羅典聖歌集』長崎教報社 

『邦語讃美歌集』大浦教会 

『セイカ』小倉教会 

 

 

 

 

1919 年版あり。 

 

第 2 版：1920 年、第 3 版：1926 年、第 4 版、第 5 版：1930

年版。 

 

 

 

『クリスマスの鐘』附録、1934 年版あり。 

1927 年版、1931 年版。 

 

 

 

 

 

1934 年版、1942 年版、1948 年版、1954 年版。 
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年代 聖歌集タイトル、出版地・出版社、編者、曲数、楽譜の有無 

 [ ]はヘンゼラーによる 

備考 

 

1932 

1932 

1933 

 

 

『ミサ聖祭聖歌』鈴木一郎編 

『日本聖詠』鈴木一郎編 

『公教聖歌集』光明社（札幌） 

 

 

 

1934 年版、1936 年版、1938 年版、1940 年版。 

教区用付録版（1934 年、広島教区） 

『聖歌伴奏版』1935 年、 

『聖歌集ハルモニスタ伴奏版』1936 年、 

1948 年に増補改訂）（1964 第 6 版）、『聖歌伴奏譜』1951 年、

1963 年。 

 



【付録２】 

 

・この付録には『公教會聖歌集』の各版に含まれる聖歌の一覧を掲載している。 

・また、各聖歌に関して、それらの原曲が『フルダ 1891』あるいは『ケルン 1908』に含まれている場合はその番号、さらに『公教聖歌

集』（1933、1948）、『カトリック聖歌集』（1966）に引き継がれたものはそれぞれの番号も掲載している。 



【付録２】

公教會聖歌集

（1918）

公教會聖歌集

第2版（1920）

公教會聖歌集

 第3版（1926）

公教會聖歌集

第5版（1930）
原曲聖歌

Fulda

1891

Koln

1908
公教聖歌集（1933） 公教聖歌集（1948） カトリック聖歌集（1966）

待降節 1．歓喜の源泉よ（F） 1．歓喜の源泉よ（F） 1．歓喜の源泉よ（F） 1．よろこびの源よ（F）
O Heiliger Schöpfer aller

Stern
18．よろこびの泉 101．よろこびの泉 101．とくわきながれよ

待降節 2．やよすくひぬしよ（G） 2．やよすくひぬしよ（G） 2．やよすくひぬしよ（G） 2．やよすくひぬしよ（G） O komm, o komm, Emmanuel ６a 22　来ませ救ひ主 106．きませ救い主 105．来ませ救い主

待降節 3．神よ降しませ（F） 3．悩みに沈める（B) 3．悩みに沈める（B) 3．悩みにしづめる（B)
Aus hartem Weh die

Menschheit klagt
5 4

待降節 4．メシアを降らせよ（C） 4．メシアを降らせよ（C） 4．メシアを降らせよ（C） 4．メシアを降らせよ（C）
Tauet, Himmel, den

Gerechten
3b 20.　み恵降らせよ 103．み恵みふらせよ

聖主御誕生 5．闇裡に棲む人（C） 5．闇裡に棲む人（C） 5．闇裡に棲む人（C） 5．闇裡に棲む人（C）
Es kam ein Engel hell und

klar
12 31．やみに棲むひと 119．やみにすむ人よ 119．見よひつじかいら

聖主御誕生 6．天使の歌唱（G） 6．天使の歌唱（G） 6．天使の歌唱（F） 6．聖天使の歌唱（G）
Lasst uns das Kindlein

grussen
20

聖主御誕生 7．いぶせき厩に（B） 7．いぶせき厩に（B） 7．いぶせき厩に（B） 7．いぶせきまやに（B） 25．身こそいぶせき 115．身こそいぶせき 115．まきばのよわの

聖主御誕生 8．静寂けき、真夜半（B） 8．静寂けき、真夜半（B） 8．静寂けき、真夜半（B） 8．静寂けき、真夜なか（B） Stille Nacht 23．更ゆく、静寂を 111．しずけき 111．しずけき

聖主御誕生 9．天空より（C） 9．天空より（C） 9．天空より（C） 9．みそらより（C）
O selige Nacht, im Himmel

Bracht
11 26．みそらゆく 116．みそらゆく

聖主御誕生 10．草木も睡眠る（F） 10．草木も睡眠る（F） 10．草木も睡眠る（F） 10．草木も睡眠る（F） 34．ものみな眠る 118．ものみなねむる 118．ものみなねむる

聖主御誕生 11．可愛たき御子の（F） 11．可愛たき御子の（F） 11．可愛たき御子の（F） 11．可愛たき御子の（F） 40．らうたき御子の 128．らうたきみこ

イエエスの聖名 12．主の聖名を知るは（D） 12．主の聖名を知るは（D） 12．主の聖名を知るは（D） 12．主の聖名を知るは（D） Jesu wie süss 23 42．あふぐもたふたし 146．あおぐも尊し

三王来朝 13．奇しき光明の（D） 13．奇しき光明の（D） 13．奇しき光明の（D） 13．奇しき光明の（D）
Es führt drei König Gottes

Hand
23 44．光りもくすしき 151．ひかりもくすしき 151．苦しきやみの夜

四旬節 14．いばらの冠冕（C） 14．いばらの冠冕（C） 14．いばらの冠冕（C） 14．いばらの冠冕（C）
O Haupt voll Blut und

Wunden
44 51．いばらのかむり 171．いばらのかむり 171．いばらのかむり

四旬節 15．聞け空くもれる夜（F） 15．聞け空くもれる夜（F） 15．聞け空くもれる夜（F） 15．聞け空くもれる夜（F）
Wer hat dich mein Jesum

gefangen
52．夕闇かげくらく 173．夕闇かげくらく 173．星かげくらき空

四旬節 16．主よ憐れみ（C）

16．こよなき恵の（G） 16．こよなき恵の（G） 16．こよなきめぐみの（G） Christ spricht zur Seel 36 57．こよなきめぐみの 186．こよなきめぐみの 186．こよなくうれしや

四旬節 17．ゴルゴタの山（F） 17．ゴルゴタの山（F） 17．ゴルゴタの山（F） 17．ゴルゴタの山（F）
Vom Himmel ein Englischer

Bot
172．ゴルゴタの山 172．ゴルゴタ

十字架 18．頌めよたたへよ（F） 18．頌めよたたへよ（F） 18．頌めよたたへよ（F） 18．頌めよたたへよ（F） Sei, heilges Kreuz gegrüßet 58．頌めたたへよ 187．ほめよたたえよ 187．ほめよたたえよ

悔悛 19．うき世のたのしみ（C） 19．うき世のたのしみ（C） 19．うき世のたのしみ（C） 19．うき世のたのしみ（C） Gott , vor deinem Angesicht 36 47．まぼろしの影を 161．まぼろしのかげ

悔悛
20．主はおのが弟子のために

(F)

20．父はおのが弟子のため

（F）

20．父はおのが弟子のため

（F）

20．ちちはおのが弟子のため

（F）

聖母の御悲哀 21．御子のじふ字架の（F） 21．御子の十字架の（F） 21．御子の十字架の（F） 21．御子の十字架の（F）
Christi Mutter stand mit

Schmerzen
53 61．み子の十字架の 192．み子の十字架 191．神のひとりご

御復活 22．祝へうや歌へ（G） 22．祝へうや歌へ（G） 22．祝へうや歌へ（G） 22．祝賀へやうたへ（G） Der Heiland ist erstanden 58 64．いはへやうたへ 201．いわえやうたえ 201．よろこびうたえ

御復活 23．わがきみイエスス（F） 23．わがきみイエスス（F） 23．わがきみイエスス（F） 23．わがきみイエズス（F） Wahrer Gott! Wir glauben dir 61 68．わがきみイエズス 205．わがきみイエズス 205．わが君イエズス

御復活 24．白き衣裳着て（F） 24．白き衣裳着て（F） 24．白き衣裳着て（F） 24．しろき衣裳着て（F）
Preis dem Todes-

Ueberwinder
65．しろたへの衣に 202．しろたえのきぬ 202．ま白きよそおい

御復活 25．よろこびたたへよ（G） 25．よろこびたたへよ（G）
Erschalle laut,

Triumphgesang!
58

御復活 25．よろこびたたへよ（B） 25．よろこび讃へよ（B） Das Grab ist leer 57 70. よろこびたたへよ

御復活 26．やよ聖母、マリア（D) 26．やよ聖母マリア（D) 26．やよ聖母マリア（D) 26．やよ聖母マリア（D)
Laßt uns frohlocken herzlich

sehr
64 71．ああみははマリア 211．ああみ母マリア 211．み母マリアさま

天の元后 27．天なる王后（F） 27．天なる王后（F） 27．天なる王后（F） 27．天なる王后（F）
Freu dich, du Himmelskö

nigin
64 72．あめなるきさい 212．あめなるきさい 212．母なるマリア

聖主御昇天 28．オリベト山より（G） 28．オリベト山より（G） 28．オリベト山より（G） 28．オリベト山より（G）
Christus fährt auf mit

Freudenschall
68 73．オリブのやまより 216．オリヴの山 216．オリベト山より
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公教會聖歌集

（1918）

公教會聖歌集

第2版（1920）

公教會聖歌集

 第3版（1926）

公教會聖歌集

第5版（1930）
原曲聖歌

Fulda

1891

Koln

1908
公教聖歌集（1933） 公教聖歌集（1948） カトリック聖歌集（1966）

聖霊降臨 29．聖霊よ天降りて（B） 29．聖霊よ天降りて（B） 29．聖霊よ天降りて（A） 29．聖霊よ天降りて（A）
Komm, heiliger Geist, kehr

bei uns ein
78 77．聖霊よ天降りて 223．みたまよあもりて 223．みたまよ来りて

聖霊降臨 30．やよ聖きみたま（G） 30．やよ聖きみたま（G） 30．やよ聖きみたま（G） 30．やよ聖きみたま（G） Kom, kom, O Gesit 75．みたまよゆたけき 221．みたまよゆたけき 221．天よりたまわる

聖霊降臨 31．來ませ聖霊よ（F） 31．來ませ聖霊よ（F） 31．きませ聖霊よ（F） 31．來ませ聖霊よ（F） Veni, sancte Spiritus 76．きませみたまよ 222．きませみたま 222．風の音して

御聖躰
32．たふとき御前に伏し

（C）

32．たふとき御前に伏し

（C）

32．たふとき御前に伏し

（C）

32．たふとき御まへに伏し

（C）
Wir bethen an 202 83．神こそ此處にいませ 244．とうときみまえに 244．とうときみまえに

御聖躰 33．わが身わが霊魂を（G） 33．わが身わが霊魂を（G） 33．わが身わが霊魂を（G） 33．我身わが霊魂を（G）
Das Heil der Welt, Herr

Jesus Christ
93 85 87．いのちのかてにと 248．いのちのかて 248．いのちのかて

御聖躰 34．きよき童貞なる（C） 34．きよき童貞なる（C） 34．きよき童貞なる（C） 34．きよき童貞なる（C）
Preiset, Lippen, das

Geheimnis
90 84．きよけき御身體 241．きよけきみからだ 241．聖なるみからだ

御聖躰 35．愛なる我が君（D） 35．愛なる我が君（D） 35．愛なる我が君（D） 35．愛なるわが君（D）
Fest soll mein Taufbung

immer stehn
87 92．秘蹟にこもりて 246．秘蹟にこもりて 246．ひせきにこもりて

御聖躰 36．シオンの人人よ（D） 36．シオンの人々よ（D） 36．シオンの人々よ（D） 36．シオンの人びとよ（D）
Auf Sion, den Heiland

preisen, o Christentum
91 90．シオンよ汝が歌を 242．シオンよなが歌 243．すべてのくにたみよ

御聖躰 37．大空の星辰の（D） 37．大空の星辰の（D） 37．大空の星辰の（D） 37．大空の星辰の（D） Himmelsau, licht und blau 91 252．そらのほし

御聖躰 38．旅人の糧（G） 38．旅人の糧（G） 38．旅人の糧（G） 38．旅人の糧（G） Gott, Vater! Sei gepriesen 91．天使のパン 243．みつかいのパン 242．みつかいのパン

御聖躰 39．よろこびたたへよ（Es） 39．よろこびたたへよ（Es） 39．よろこびたたへよ（Es） 39．よろこび稱へよ（E）
O höchstes Gut, o Heil der

Welt!
90 93．よろこびの國の 251．よろこびたたえよ 251．よろこびたたえよ

御聖躰 41．ラテン語 41．ラテン語 41．ラテン語 41．ラテン語

御聖躰 41．ラテン語 41．ラテン語 41．ラテン語 41．ラテン語

御聖躰 42．ラテン語 42．ラテン語 42．ラテン語 42．ラテン語

御聖躰 43．ラテン語 43．ラテン語 43．ラテン語 43．ラテン語

耶蘇の聖心 44．愛のいけにへの（D） 44．愛のいけにへの（D） 44．愛のいけにへの（D） 44．愛の犠牲の（D）
Deinem Heiland, deinem

Lehrer
92 95．愛のいけにへの 261．愛のいけにえの 261．愛のいけにえ

耶蘇の聖心 45．聲たからかに（F） 45．聲たからかに（F） 45．聲たからかに（F） 45．声たからかに（F） Dem Herzen Jesu singe 97．しらべもたへに 264．しらべもたえに 264．しらべもたえに

聖母マリア 46．天つ御母（F） 57．天つ御母（G） 57．天つ御母（G） 57．あまつ御母（G）
Maria zu lieben ist allzeit

mein Sinn
115 178a 130．あまつみはは 302．あまつみはは 302．あまつみはは

聖母マリア 46．諸人擧りて（D） 46．諸人擧りて（D） 46．もろびと擧りて（D） Cor dulce, Cor amabile 99．もろびと擧りて 267．もろびとこぞりて 267．もろびとこぞりて

聖母マリア 47．いと愛たきかな（B） 47．いと愛たきかな（C） 47．いと愛たきかな（C） 47．いと慶たきかな（C） Gegrüßet Seist Du, Königin 129．あな慶たきかな 303．あなめでたきかな 303．めでたしマリアよ

聖母マリア 48．讃め奉る歌詞は（C） 48．讃め奉る歌詞は（C） 48．讃め奉る歌詞は（C） 48．讃め奉る歌詞は（C） 138．ささぐる歌こそ 308．ささぐる歌 308．ささぐるうたごえ

聖母マリア 49．天主の御母と（G） 49．天主の御母と（G） 49．天主の御母と（G） 49．天主のみははと（G） O Unbefleckt Empfangnes 151

聖母マリア 50．きよらけく咲く（F） 50．きよらけく咲く（F） 50．きよらけく咲く（F） 50．きよらけく咲く（F） O Palme, sonnenklare 134．たかくたふとく 306．きよらけく咲く 306．きよらけく

聖母マリア 51．いときよく（C） 51．いときよく（D） 51．いときよく（D） 51．いときよく（D） O du heilige 124 131．うるはしきよけし 301．うるわしきよけし 301．きよけし

聖母マリア 52．アンナの御子（C） 52．アンナの御子（C） 52．アンナの御子（C） 52．アンナの御子（C） Ros, o schöne Ros 144 133．アンナの御子 305．アンナのみ子

天使祝詞 53．聖寵満てる（F） 53．聖寵満てる（F） 53．聖寵満てる（F） 53．御聖寵満てる（F） Es ist ein Reis entsprungen 10 41．ゆふやみせまる 129．ゆうやみせまる 124．ゆうやみせまる

聖母の汚なき御やどり 54．罪の汚れなき（F） 54．罪の汚れなき（F） 54．罪の汚れなき（F） 54．罪の汚れなき（F） Mutter Christi, hoch erhoben 125 160．こころも清けき 351．こころもきよけき 331．つみのけがれなく

聖母被昇天 55．わが主のおんはは（F） 55．わが主のおんはは（F） 55．わが主のおんはは（F） 55．わが主の御母（F） 167．わが主の　みははよ

マリアの聖名 56．あな芳香はしき（A） 56．あな芳香はしき（A） 56．あな芳香はしき（A） 56．あな芳香はしき（A）
Ave Maria, klarer und lichter

Morgenstern
150 171．あやに奇しき 371．あやにくすしき 367．いともとうおとき

聖母感謝文 57．我魂主を崇奉り（C）

聖母感謝文
58．アヴェ・マリス・ステラ

（F）

58．アヴェ・マリス・ステラ

（F）

58．アヴェ・マリス・ステラ

（F）

58．アヴェ・マリス・ステラ

（F）
137．めでたきかな 336．めでたきかな 337．めでたきかな

聖母の連禱
59．キリエ　エレイソン

（F）

59．キリエ　エレイソン

（F）

59．キリエ　エレイソン

（F）

59．キリエ　エレイソン

（F）

守護の天使 60．日ごと朝々夕々（G） 60．日ごと朝夕（G） 60．日ごと朝夕（G） 60．日ごとあさゆふ（G） 174．あさなゆふなに 382．あさなゆうなに

守護の天使 61．われを守ります（C) 61．われを守ります（D) 61．われを守ります（D) 61．われを守ります（D)
Du mein Schutzgeist Gottes

Engel
133 175．わが身のまもりの 383．わが身のまもりの

聖フランツイスコク

サヴエリオ
62．やまと島根に（F） 62．やまと島根に（F） 62．やまと島根に（F） 62．やまと島根に（F）

Kommt, o Christen, kommet

all
187．やまと島根に 412．やまとしまねに 412．我が日のもとに
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公教會聖歌集

（1918）

公教會聖歌集

第2版（1920）

公教會聖歌集

 第3版（1926）

公教會聖歌集

第5版（1930）
原曲聖歌

Fulda

1891

Koln

1908
公教聖歌集（1933） 公教聖歌集（1948） カトリック聖歌集（1966）

日本致命聖人 63．大和嶋根の（G） 63．大和嶋根の（G） 63．大和島根の（G） 63．大和しまねの（G） O Hirt, von Gott erkoren 196 183．かたくな人の 406．かたくな人 406．みおしえまもりて

聖ヨセフ 64．頌むべきヨセフよ（Es） 64．頌むべきヨセフよ（Es） 64．頌むべきヨセフよ（Es） 64．頌むべきヨセフよ（Es）
Vater Joseph, schau

hernieder
146 178．み子とその母の 391．み子とその母 391．聖なるかぞくの

聖アロイシオ 65．いとど浄き（F） 65．いとど浄き（F） 65．いとど浄き（F） 65．いとど浄き（F） Gegrüsst sei taufendmal 199 190．わかき聖者 416．いともきよき 415．わかきものの

大天使聖ミカエル 66．天使の首と（F） 66．天使の首と（F） 66．天使の首と（F） 66．みつかひの首と（F） O ihr Heiligen Gottes freundt 203 173．みつかひの長さ 381．みつかいのおさ 381．みつかいの

アシシオの

聖フランツイスコ
67．貧しき者の父よ（D) 67．貧しき者の父よ（D) 67．貧しき者の父よ（D) 67．まづしきものの父よ（D)

O Franziskus, du Vater der

Armen
189．まづしきをもとめて 417．まずしきをもとめて 414．まずしきをもとめて

諸聖人 68．身も霊も献げて（C) 68．身も霊も献げて（D) 68．身も霊も献げて（D) 68．身もたまも献げて（D)
Im Himmel musse Lob

erschallen
139 193．世の軍に勝ちし 438．世のいくさ 431．世のいくさ

死者の爲め 69．烈しき火焔に（F) 69．烈しき火焔に（F) 69．烈しき火焔に（F) 69．はげしきほのほに（F)
Herr, gib Frieden dieser

Seele
162a 196．往にけるその霊 443．いにけるそのたま 443．いにけるそのたま

諸種の聖歌：

主に身を捧ぐる
70．身も霊も（C） 70．身も霊も（C） 70．身も霊も（C） 70．身もたまも（D） Jesu, dir leb' ich 204 117．身もたまも 2．みもたまも 2．みもたまも

耶蘇を愛す 71．われを愛して（B） 71．われを愛して（B） 71．われを愛して（B） 71．われをあいして（B） 121．われを愛して 285．われをあいして 285．ふかき主の愛

信望愛 72．天なる御かみの（F） 72．天なる御かみの（G） 72．天なる御かみの（G） 72．天なるみかみの（G） Ich glaub' an Gott in aller Not 27 114．み神のたまひし 4．み神のたまいし 3．われらにたまいし

葡萄樹 73．奇しき葡萄樹（G） 73．奇しき葡萄樹（G） 73．奇しき葡萄樹（G） 73．奇しきえびかづら（G） Prage deiner Liebe Zeichen 124．我こそひと樹の 284．くしきえびかずら 284．くしきぶどうの木

天主を讃美する 74．讃めよ稱へよ（F) 74．讃めよ稱へよ（F) 74．讃めよ稱へよ（F) 74．讃めよ稱へよ（F) Grosser Gott, wir loben dich 86 125 108．われら神を讃め 11．われかみをほめ 12．われ神をほめ

天國 75．榮光と幸福と（Es） 75．榮光と幸福と（Es） 75．榮光と幸福と（Es） 75．榮光とさちと（Es） Maria, sei gegrüsset 7 200．さかえも幸も 42．さかえもさちも 41．さかえもさちも

夜の守護を求むる 76．わが天主よ（C） 76．わが天主よ（D） 76．わが天主よ（D） 76．我天主よ（D） In dieser Nacht 176 209．こよひも　仇の手より 50．こよいも 50．このゆうべ

罪の赦免を乞う

（詩篇五十章）
77.　吁、天主（F）

切願 77．天なる御天主に（B） 77．天なる御天主に（B） 77．天なる天主に（B） Heilige! über alles heilige 118．あめなるみ神に 1．あめなるみかみ 1．あめなるみかみ

平和の爲めの聖歌 78．ラテン語 78．ラテン語 78．ラテン語 78．ラテン語

教皇陛下のため 79．ラテン語 79．ラテン語 79．ラテン語 79．ラテン語

Versiculii et

Responsoria
80．ラテン語 80．ラテン語 80．ラテン語 80．ラテン語

聖體降福前 81．ラテン語 81．ラテン語 81．ラテン語 81．ラテン語

聖體降福前 82．ラテン語 82．ラテン語 82．ラテン語 82．ラテン語

聖體降福前 83．ラテン語 83．ラテン語 83．ラテン語 83．ラテン語

聖體降福前 84．ラテン語 84．ラテン語 84．ラテン語 84．ラテン語

聖躰降福後 85．ラテン語 85．ラテン語 85．ラテン語 85．ラテン語

聖躰降福後 86．ラテン語 86．ラテン語 86．ラテン語 86．ラテン語

聖躰降福後 87．ラテン語 87．ラテン語 87．ラテン語 87．ラテン語

ミサの聖歌 88．三位の御神の（G） 88．三位の御天主の（A） 88．三位の御天主の（A） 88．三位の天主の（G）
Hier liegt von deiner

Majestat
180 1．三位のみかみの 51．さんみのみかみ 61．さんみのみ神

祭光 89．天には神に（G） 89．天には天主に（G） 89．天には天主に（G） 89．天には天主に（G） Gott soll gepriesen werden 181 2.　あめにみさかえ 52．あめにみさかえ 62．天にみさかえ

司祭が祭壇の左方にて

福音を讀む時
90．世にたまはりし（F) 90．世にたまはりし（G) 90．世にたまはりし（G) 90．世にたまはりし（G)

Wir sind im wahren

Christentum

184*

p. 179
3．世にたまはりし 53．世にたまわりし 63．世にたまわりし

司祭パンと葡萄酒を

献ぐる時
91．きよく貴き（C) 91．きよく貴き（C) 91．きよく貴き（C) 91．きよく貴き（C) Nimm an, o Herr, die Gaben 182 4．きよくたふとき 54．きよくとうとき 64．きよくとうとき

司祭が祭壇の中央に立ち

声を上げて序誦を讀む時
92．最しも聖き（G） 92．最しも聖き（G） 92．最しも聖き（G） 92．最しきもきよき（G） Heilig! Heilig! Heilig!

181*

p. 180
5．いとしもきよき 55．いとしもきよき 65．いとも尊き

聖躰奉挙後 93．罪人なるわれ等（C） 93．罪人なるわれ等（D） 93．罪人なるわれ等（D） 93．つみ人なるわれ等（D）
Sieh, Vater von dem hö

chsten Throne
183 6．つみびとなる身を 56．つみびとなる身 66．罪びとなるわれら

聖躰を領くるを望む 94．主よわがのぞみ（C） 94．主よわがのぞみ（C） 94．主よわがのぞみ（C） 94．主よわがのぞみ（C） O herr ich bin nicht würdig
182*

p. 183
7．いざ我がのぞみ 57．いざ我がのぞみ 67．いざわがのぞみ

聖躰拝領後 95．神こそ我が榮譽（C) 95．天主こそ我が榮譽（D) 95．天主こそ我が榮譽（D) 95．天主こそ我が榮譽（D)
Ich will dich lieben, meine

Starke
196
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公教會聖歌集

（1918）

公教會聖歌集

第2版（1920）

公教會聖歌集

 第3版（1926）

公教會聖歌集

第5版（1930）
原曲聖歌

Fulda

1891

Koln

1908
公教聖歌集（1933） 公教聖歌集（1948） カトリック聖歌集（1966）

Missa de Angelis

：歌御ミサの時
96．ラテン語 96．ラテン語 96．ラテン語 96．ラテン語

葬式の時 97．ラテン語 97．ラテン語 97．ラテン語 97．ラテン語

埋葬 なし 98．霊魂の故郷（D） 98．霊魂の故郷（D） 98．霊魂のふるさと（C）
Wie der Hirsch in schwülen

Tagen
170 197．最終のやすみの 444．おわりのやすみ 444．おわりのやすみ

小児の埋葬 なし 99．天なる使に（D） 99．野の白百合にも（D） 99．野の白百合にも（D）
Zum Vater, der in Himmel

wohnt
172 199．しらゆりと清く 451．きよきしらゆり 451．清き白百合

三位一體 なし 100．愛なる御天主よ（G） 100．愛なる御天主よ（G） 100．愛なる天主よ（G） Gott, wir preisen deine Güte 87 82．父なるみかみよ 231．父なるみ神 231．父なるみ神

聖ペテロ なし 101．いと聖なる（F) 101．いと聖なる（F) 101．いと聖なる（F) 181．誰が建てつる 401．たがたてつる

母なる聖會 なし 102．讃めよ稱へよ（A） 102．讃めよ稱へよ（A） 102．ほめよ稱へよ（A） Ein Haus voll Glorie schauet 204．ほめよ稱へよ 31．ほめよたたえよ 31．ほめたたえよ

主禱文 なし 103．天に在す（F） 103．天に在す（F） 103．あめに在す（F） Jesus, Jesus, come to me 112．天にます 6．あめにます我等の父 5．てんにまします

愛の歌 なし なし 104．われは主を愛す（D） 104．われは主をあいす O du mein gott ich liebe dich 28 120．わが爲十字架に

御聖體拝領前 なし なし 105．わが君イエズス（A） 105．わが君イエズス（A） 11．わがたまのかて

人類の母なる聖母 なし なし 106．いと高き御母（As） 106．いと高き御母（As） 三木露風（作曲） 136A．いとたかき聖母よ

大和を聖心に なし なし 107．万國の主よ（B） 107．万國の主よ（B） Auf zum Schwur, Tirolerland 107．よろづの國の

泰教の誓ひ なし なし 108．救霊の水に（C） 108．たすかりの水に（Ｃ） 206．みすくひの水に
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【付録３】 

 

・この付録には『公教聖歌集』（1933）の構成聖歌を掲載している。 

・ドイツ由来の聖歌は黄色（■）、フランス由来の聖歌はピンク（■）で示した。 

・4 から 7 行目には、各聖歌が『公教聖歌集』（1933）以前に日本の聖歌集に掲載されている場合、その聖歌集とその番号、あるいはページ

番号を記載している。 

・8、9 行目には、各聖歌の原曲が『フルダ 1891』あるいは『ケルン 1908』に含まれている場合はその番号を掲載している。 

・先行研究の欄には、エヴァルト・ヘンゼラー氏と安足磨由美氏による論文（「『カトリック聖歌集』(1966)と日本人の作曲による聖歌」2002

年）の付録に掲載される原曲を掲載している。なお、×印は、研究論文の付録に掲載されていないことを示している。 

 



【付録３】 ドイツ由来の聖歌は黄色（■）、フランス由来の聖歌はピンク（■）で示した。

分類
公教聖歌集

（1933）

公教會聖歌集

（1918）

日本聖詠

（1907）

天主公教会

（1910）

公教聖歌

（1911）

Fulda

1891

Koln

1912
原曲 (歌詞冒頭） 典拠

先行研究

（ヘンゼラー、2002）

カトリック

聖歌集

(1966)

調性 拍子 Auftakt

1
ミサ聖祭（一）

 ミサのはじまる時
三位のみかみ 88 180 Hier liegt vor deiner Majestät Landshut 1777 B IV, No.433 61 G 4/4 ○

2 榮光の聖歌 あめにみさかえ 89 181 Gott soll gepriesen werden Landshut 1777 B IV, No.438 62 G 4/4 ○

3 聖福音 世にたまはりし 90
184*

p.179
Wir sind im wahren Christentum Landshut 1777 Fulda 1907, No.184 63 G 4/4 ○

4 奉献 きよくたふとき 91 182 Nimm an, o Herr, die Gaben Landshut 1777 Fulda 1907, No.182 64 C 4/4 ○

5 序誦 いとしもきよき 92
181*

p.180
Heilig, Heilig, Heilig Landshut 1777 B IV, No.438 65 G 4/4 ×

6 聖變化後 つみびとなる身を 93 183 Sieh, Vater von dem höchsten Throne Landshut 1777 Fulda 1907, No.183 66 D 3/4 ○

7 聖體拝領前 いざ我がのぞみ 94
182*

p. 183
O Herr, ich bin nicht würdig

Gesangbuch der Maria Theresia

(1774)
Fulda 1907, No.182 67 C 4/4 ○

8
ミサ聖祭（二）

入歳分より福音まで
みいつ限りなき 178 Gott, dem unsre Knie sich beugen Fulda 1891 × F 4/4 ×

9 奉献から聖變化まで いまはのゆふげ 197 Beim letzten Abendmahle Liegnitz 1828 × C 4/4 ○

10 聖變化後 もろ人ひれふし 199 Christen, beten an im Glauben! Fulda Dompfarrl. Chor × C 4/4 ×

11 聖體拝領前 わがたまのかて
105

（1930）
× A 4/4 ×

12 聖體拝領後 受けしみめぐみの 109 Die Seele Christi heilige mich, Fulda 1891 × C 4/4 ○

13 ミサ聖祭（三） いけにへを 75 F 4/4 ○

14 聖體拝領前 汚れしき眼にこそ見えぬ 29 D 4/4 ○

15 聖體拝領前 あいの主よ 79 G 6/8 ×

16 聖體拝領後 あめつちの主よ 30 D 4/4 ○

17
聖體拝領前

（小児用）
わたしのむねに F 6/8 ×

18 待降節 よろこびの泉 1 O Heiliger Schöpfer aller Stern 羅：Conditor alme siderum B I, No.4c 101 F 4/4 ○

19 待降節 闇路にさまよひ 2 5 O Heiland, reiß die Himmel auf Würzburg 1622 B I, No.24b 102 ドリア 3/4 ×

20 待降節 み恵み降らせよ 4 3b Thauet Himmel den Gerechten! Landshut 1777 × C 4/4 ○

20A 待降節 み恵み降らせよ C

21 待降節 あはれみの神 46 Venez, divin Messie Lille-Paris, 1896 103 G 4/4 ○

22 待降節 来ませ救ひ主 2 6a O komm, o komm, Emmanuel! 羅：Veni, veni, Emmanuel B IV, No.5 105 e 4/4 ○

23 御降誕 更ゆく、静寂を 8 Stille Nacht Leipzig 1838 B IV, No.28 111 C 6/8 ×

24 御降誕 きけ妙なるしらべ 9 Auf Christen sing festliche Lieder Fulda 1778, B IV, No.11 × C 4/4 ○

25 御降誕 身こそいぶせき 7
1918年『公教會聖歌集』

7番
115 B 4/4 ○

26 御降誕 みそらゆく 9 11 O selige Nacht!

Sohn Gottes, Augsburg 1800, B

III No.220/ Bonn 1826,

BIV No.12

× C 4/4 ○

26A 御降誕
みそらゆく

（『公教聖歌集』1936）
Ihr Hirten, erwacht Koln 1852, BIV No.13 × B 3/4 ○

27 御降誕 あれ聞こゆる歌 6 20 Lasst uns das kindlein grüßen × F 3/4 ○

28 御降誕 あめには 49 B 2/4 ×

29 御降誕 なべてのひとを 52 g 3/4 ○

30 御降誕 神にはみさかえ G 4/4 ○

31 御降誕 やみに棲むひと 5 12 Es kam ein Engel hell und klar Leisentritt 1567 B I, No,82 119 C 4/4 ○

32 御降誕 すくひの御子は 8 C 3/8 ×

33 御降誕 けふみあるじは 51 Le Fils du Roi de gloire Marseille, 1928, no.137 117 Es 6/8 ○
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分類
公教聖歌集

（1933）

公教會聖歌集

（1918）

日本聖詠

（1907）

天主公教会

（1910）

公教聖歌

（1911）

Fulda

1891

Koln

1912
原曲 (歌詞冒頭） 典拠

先行研究

（ヘンゼラー、2002）

カトリック

聖歌集

(1966)

調性 拍子 Auftakt

34 御降誕 ものみな眠る 10
1918年『公教會聖歌集』

10番
118 F 3/8 ○

35 御降誕 いざ世のとも Auf gläubige Seelen 羅：Aeste fideles B IV, No.25 113 G 4/4 ○

36 御降誕 あふげや仰げや Les Anges dans nos campagnes 121 F 2/4 ×

37 御降誕 みまやの燈火 16
Lasst uns das kindlein grüßen

 (聖歌27とは異なる歌詞)
Köln 1619 × F 3/4 ○

38 御降誕 救ひの御子は 13 12 Zu Bethlehem geboren Köln 1638 B I, No.169 114 F 4/4 ○

39 御降誕 ひさかたの 48 Il est ne, le divin Enfant Paris 18??, No.63 122 F 2/4 ×

40 御降誕 らうたき御子の 11 × F 4/4 ×

41 御降誕 ゆふやみせまる 53 10 Es ist ein Reis entsprungen Köln 1599 B I, No.78 124 F 4/4 ○

42 聖名 あふぐもたふたし 12 23 Jesu wie süss! Fulda 1891 ×
ミクソリ

ディア
3/4 ×

43 聖名 あはれこの 54
1922年版『日本聖詠』

54番
146 F 4/4 ○

44 三王来朝 光りもくすしき 13 23 Es führt drei König Gottes Hand Regensburg, 1926, No.21 151 D 3/4 ○

45 三王来朝 あもり来ます 53 F 6/8 ×

46 三王来朝 愛しき御子はも C 4/4 ○

47 悔悛 まぼろしの影を 19 36 Gott , vor deinem Angesicht × C 3/4 ×

48 悔悛 きみならで 22 Entendrons-nous vanter Paris, 18??, No.19 162 F 6/8 ×

49 悔悛 おそれなき 34
1922年版『日本聖詠』

34番
163 a 2/4 ×

50 悔悛 まなかひに 40 Au fond des brulants Paris, 1869, No.156 164 a 4/4 ×

51 御苦難 いばらのかむり 14 44 Gott Vater der du oben Corner 1631 B II, No.395 171 フリギア 4/4 ○

52 御苦難 夕闇かげくらく 15 Wer hat dich mein Jesum gefangen Brauns Echo 1675 B IV, No.63 173 F 3/4 ○

53 御苦難 うけましし 57 Au sang qu'un Dieu va repandre Paris, 1869, No.67 174 e 3/4 ○

54 御苦難 はしらになひつ 59
1922年版『日本聖詠』

59番
178 g 4/4 ○

55 御苦難 身は釘うたれつ 46 Da Jesus an dem Creutze hung Leisentriee 1567 B I, No.197 179 フリギア 4/4 ○

56 御苦難 なやみ疲れまし 47 O Traurigkeit, o Herzeleid Mainz 1628 Fulda 1907, No.47 176 e 4/4 ○

57 十字架 こよなきめぐみの 16 36 Christ spricht zur Seel PAerborn 1609 Fulda 1907, No.36 186 G 4/4 ○

58 十字架 頌めよたたへよ 18 Sei, heilges Kreuz gegrüßet Psalteriolum Cantionum 1810 ? 187 F 4/4 ○

59 十字架 侘びしき日のとも Heil'ges Kreuz, sei hochverehret Limburg, 1934, No.52 188 G 2/4 ×

60 悲しみの聖母 傷ましくも立てる 102 Göttlich, Jesus, ist die Liebe Herold 1808 B IV, No.74 192 d 4/4 ×

61 悲しみの聖母 み子の十字架の 21 53 Christi Mutter stand mit Schmerzen Bone 1847 Regensburg 1926 191 F 4/4 ×

61A 悲しみの聖母 み子の十字架の 53 Christi Mutter stand mit Schmerzen Corner 1631 × F 4/4 ×

62 悲しみの聖母 あさにけに 100
1922年版『日本聖詠』

100番
193 G 4/4 ○

63 枝の主日 み榮え君にあれや
1933年版『公教聖歌集』

63番
196 D 4/4 ×

64 御復活 いはへやうたへ 22 58 Der Heiland ist erstanden Fulda 1891 Fulda, 1907, No.58 201 G 4/4 ○

65 御復活 しろたへの衣に 24 Preis dem Todes-Ueberwinder Düsseldorf 1836 B IV, No.111 202 F 4/4 ×

66 御復活 いざいざよろこべ 15 Qui c'est a Dieu qu'aura recours Reims, 1922 203 Es 2/4 ×

67 御復活 よろこべ今日ぞ 61 Jesus parait en vainqueur Marseille, 1928 204 F 4/4 ○

68 御復活 わがきみイエズス 23 61 Wahrer Gott! Wir glauben dir Verspoell 1810 B IV, No.107 205 F 4/4 ×

69 御復活 よろづのくにたみ Freu Dich erlöste Christenheit Limburg 1838 B IV, No.113 B 4/4 ○

70 御復活 よろこびたたへよ
26

（1926）
Das Grab ist leer! Landshut 1777 B III, No.52 206 B 3/4 ○
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聖歌集
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調性 拍子 Auftakt

71 喜びの聖母 ああみははマリア 26 64 Laßt uns erfreuen herzlich sehr Köln 1623 B I, No.280 211 D 4/4 ○

72 喜びの聖母 あめなるきさい 27 64 Freu dich, du Himmelskönigin Limburg 1838, B IV No. 113 ? 212 F 4/4 ○

73 御昇天 オリブのやまより 28 68 Christus fährt auf mit Freudenschall Köln 1880 B IV, No.115 216 G 3/4 ×

74 御昇天 ひさかたの 62 Armons-nous, la voix du Seigneur Marseille, 1928, no.27 217 F 4/4 ○

75 聖霊 みたまよゆたけき 30 Kom, kom, O Geist Tochter Sion 1741 B III, No.54 221 G 4/4 ○

76 聖霊 きませみたまよ 31 Veni, sancte Spiritus Paris, 1877, No.332 222 F 4/4 ○

77 聖霊 聖霊よ天降りて 29 78 Kom heiliger Geist warer trost 羅：Veni Creator Spiritus B I, No.344 223
ミクソリ

ディア
4/4 ○

78 聖霊 ひさかたの天つみ空より 11 Esprie-Saint, descendenz en nous Paris, 18??, No.15 226 G 4/4 ○

79 聖霊 ひさかたのそのみやこ指し 63 Esprit-Saint, Dieu de lumiere Paris, 19??, No.102 227 F 4/4 ○

80 聖霊 ちよろづに 64 Un Dieu vient se faire entendre Paris, 19??, No.2 224 G 3/4 ○

81 聖霊 みたまよくだりて 19
1933年版『公教聖歌集』

81番
225 F 3/4 ×

82 三位一體 父なるみかみよ 100 87 Gott, wir preisen deine Güte Fulda 1778 Fulda, 1907, No.87 231 G 4/4 ×

83 聖體 神こそ此處にいませ 32 202 Wir bethen an Landshut 1777 B III, No.68 244 C 4/4 ○

84 聖體 きよけき御身體 34 90 Preiset, lippen, das Geheimnis
羅：Pange lingua gloriosi

corporis mysterium, Bone 1847
B I, No.371 241 C 4/4 ○

85 聖體 尊とき聖堂ぬち 95 Kommt her, ihr Kreaturen Fulda 1891 Fulda. 1907, No.95 245 F 4/4 ○

86 聖體 眼にこそ隠れおはせれ 70 Qu'ils sont aimes Paris, 1899, No.46 247 G 4/4 ○

87 聖體 いのちのかてにと 33 93 85 Das Heyl der Welt Köln 1638 B I, No.406 248 G 4/4 ○

88 聖體 秘蹟にこもれる Uns zum Himmel zu erheben München 1810 Modling, 1933, No.193 249 G 3/4 ○

89 聖體 留めたまひける Segnes, Jesus, deine Herde Liegnitzer 1828 Modling, 1933, No.191 250 F 4/4 ○

90 聖體 シオンよ汝が歌を 36 91 Auf! Zion, preise deinen Konig Fulda 1778 Fulda 1907, No.91 243 D 4/4 ○

91 聖體 天使のパン 38 68b, 85 Gelobt sei Gott der Vater Limburg 1838, Trier 1847 B IV, No.129 242 G 4/4 ○

92 聖體 秘蹟にこもりて 35 87 Fest soll mein Taufbung immer stehn Bonn 1826 B IV, No.151 246 D 3/4 ×

93 聖體 よろこびの國の 39 90 O höchstes Gut, O Heil der Welt München 1845 B IV, No.315 251 Es 4/4 ○

94 聖體 ああ主よ眼にこそ見えねど 94 O Christ hie merch Köln 1623 B I, No.394 253 C 4/4 ○

95 聖心 愛のいけにへの 44 92 Deinem Heiland, deinem Lehrer fränkische weise(Fulda 1891) Fulda 1907 261 D 4/4 ×

96 聖心 きよけき主の愛 101 O Herz Jesu, Sitz der Liebe Köln 1844 B IV, No.174 262 F 4/4 ×

97 聖心 しらべもたへに 45 Dem Herzen Jesu singe Mohr 1877 B IV, No.171 264 F 4/4 ○

97A 聖心 しらべもたへに Dem Jezu-Herzen singe Einzeldrck vor 1858 B IV, No.169 265 C 4/4 ○

98 聖心 率や來よ主の御許に B 4/4 ○

99 聖心 もろ人擧りて
46

(1920)
Cor dulce, Cor amabile Paris, 1877, no.341 267 D 3/4 ×

100 聖心 春はうばらよ Ein Herz hat sich erschlossen Regensburg, 1926, no.118 263 D 4/4 ○

101 聖心 悩みしげき旅なれば 23 Piite, mon Dieu Paris, 1911, no.159 266 F 2/4 ○

102 聖心 あふぐもかしこし
1930年版『公教聖歌集』

p.37
268 G 3/4 ○

103 聖心 イエズスの聖心 O mein Jesus, gib mir Schwingen Regensburg 1927 × D 4/4 ×

104 聖心 ひじりらを 88 D 4/4 ○

105 聖心 八隅しし 87 Du sejour de la glorie Montreal, 1905, no.74 269 F 6/8 ○

106 聖心 あわれみの聖心 90 O mon Dieu, mon Sauveur Paris, 1911, no.33 270 G 4/4 ○

107 聖心 よろづの國
107

（1926 ）
Auf zum Schwur, Tirolerland Brixen 1896 B IV, No.180 271 B 3/4 ○

108 主に對する賛美 われら神を讃め 74 18 86 125 Grosser Gott, wir loben dich Bone 1852 B III, No.219e 12 F 3/4 ×

109 主に對する賛美 なべての民よ 山本直忠 11 Es 4/4 ×

110 主に對する賛美 主こそわが榮誉よ 196 Ich wil dich lieben Heiligen Seelen Lust 1657 B III, No.202 13 D 3/4 ×
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聖歌集

(1966)

調性 拍子 Auftakt

111 主に求む なみだのかわく隙なく B 4/4 ○

112 主祷文 天にます我等の父よ 103 1 Jesus, Jesus, come to me New York, 1884 5 F 2/4 ×

113 主祷文 天にますみちちよ 5 F 3/4 ×

114 信望愛 み神のたまひし 72 27 Ich glaub' an Gott in aller Not Tochter Sion 1741 Fulda 1907, No.27 3 G 4/4 ○

115 信望愛 かみにませば 11 Pour trouver le Seigneur Avignon, 1827 4 B 3/4 ×

116 摂理 わが友よなべて F 4/4 ×

117 奉献 身もたまも 70 204 Jesu, dir leb' ich Liegnitz 1828 B IV, No.133b 2 D 4/4 ×

118 奉献 あめなるみ神に 77 Heilige! über alles heilige Herold 1808 B IV, No.344 1 B 4/4 ×

119
キリストに對する

賛美
うるはしの主のみこころ Schönster Herr Jesu Glatzz 1894 B IV, No.184 288 D 4/4 ×

120 我が主を愛する歌 わが爲十字架に
99

104
28 O du mein Gott Mohr 1877 B IV, No. 337 D 4/4 ○

121 愛の歌 われを愛して 71
1918年『公教會聖歌集』

71番
285 G 4/4 ×

122 熱き願ひ みこころにきよめられ W.J. Maher 287 G 4/4 ×

123 御主を慕ふ 振放け見れば Am hohen Himmel winket Regensburg 1926, No.35 43 C 4/4 ○

124 葡萄の樹 我こそひと樹の 73 Prage deiner Liebe Zeichen Regensburg, 1926, No.119 284 G 3/4 ×

125 善き牧者 よき牧守の フリギア 4/4 ○

126 信頼 みそらに聞ゆる e 3/4 ○

127 熱心 わが身わがたま 3 O toi, Mere cherie Paris, ? 14 F 3/4 ○

128 王なるキリスト あめつちを造り Dank sei dem Heiland Jesus Christ Regensburg, 1902, No.165 × D 4/4 ×

129 聖母 あな慶たきかな 47 p.68 Glucksel'ge Himmelskoniginn Herold 1808 B IV, No.203 303 C 4/4 ○

130 聖母 あまつみはは 57 115 178a Maria zu lieben B III, No.121 302 G 3/4 ○

131 聖母 うるはしきよけし 51 124 O du heilige Bonn 1827 B IV, No.199 301 D 4/4 ×

132 聖母 うるはしくも Kommt her ihr Engel Chör Einsiedeln 1773 B III, No.111 304 Es 3/4 ×

133 聖母 アンナの御子 52 144 Ros, o schöne Ros Köln 1852, B IV, No.191 × C 6/8 ×

134 聖母 たかくたふたく 50 O Palme, sonnenklare Munchen 1936, No.118 306 F 4/4 ○

135 聖母 われらの母なる De concert avec les anges Marseille 1928, No.181 307 F 3/4 ○

136 聖母 いとたかき聖母よ C 6/8 ×

136A 聖母 いとたかき聖母よ 106 三木露風 三木露風 A 4/4 ×

137 聖母 めでたきかな 58 Ave, maris stella Paris, 1877, No.353 337 F 4/4 ×

138 聖母 ささぐる歌こそ 48
1918年『公教会聖歌集』

48番
308 フリギア 4/4 ○

139 聖母 彼の丘こえこの川ゆき C 2/4 ×

140 海の星 そらのかなた Meerstern, ich dich grüße! Regensburg 1926, No.154 338 F 4/4 ×

141 海の星 天の門きみはのぼり 116 Les saints et les anges Paris 19??, no.113 322 G 3/4 ○

142 海の星 ああ懐かしき p.77 339 F 6/8 ○

143 暁の星 なつかしのははよ 345 C 3/4 ○

144 暁の星 あかつきの星よ Du haut des cieux Saint-Hyacinthe, 195? 346 C 3/4 ○

145 聖母 うつし世にも Ave Maria zart Georg Braun 1675 × D 3/4 ×

146 聖母 おおマリア美しき D 4/4 ×

147 聖母 あめなる　きさいの 55 126 45 p.73 F 3/4 ×

148 聖母 聖母よ汝が子等は p.76 F 4/4 ×

149 聖母 愛のみははよ p.75 J'irai la voir un jour P.Janin Es 6/8 ○

150 聖母 嬉しき此殿に p.81 C 4/4 ○

151 聖母 わが霊のひとりし p.79 D 4/4 ×

152 聖母 やまとにはよろこびの兆 117 G 3/4 ○

4  /  7



分類
公教聖歌集

（1933）

公教會聖歌集

（1918）

日本聖詠

（1907）

天主公教会

（1910）

公教聖歌

（1911）

Fulda

1891

Koln

1912
原曲 (歌詞冒頭） 典拠

先行研究

（ヘンゼラー、2002）

カトリック

聖歌集
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153 聖母 いのりするこころのきはみ p.74
L'ombre s'etend sur la

terre
G 3/4 ×

154 聖母 香をし高みみ國のかげ G 2/4 ○

155 天使祝詞 きよき處女とて 7 Coeur de Jesus, que le ciel et la terre ? 331 C 3/8 ×

156 天使祝詞 めでたしみ恵み充てる 6 Concordi laetitia Paris, 18??, no.244 332 F 3/8 ×

157 ロザリオの第1串 天使の宣りたまへば 135
1922年版『日本聖詠』

135版
371 G 2/4 ×

158 ロザリオの第2串 見やよゲッセマニの園 136
1933年版『公教聖歌集』

158番
372 G 2/4 ×

159 ロザリオの第3串 死の刺よ今いづこ Venez, le Rosaire a la main
Marseille, 1928, no.248,

クープレ
373 D 3/4 ×

160 無原罪の聖母 こころも淸けき 54 125 Mutter Christi, hoch erhoben Eichsfeld 1622 Fulda 1907, No.126 311 F 4/4 ×

161 無原罪の聖母 けがれもあらなく p.66 Salut, ô Vierge immaculée  P.Lambillotte F 4/4 ○

162 無原罪の聖母 あめつちの 109
1922年版『日本聖詠』

109番
332 G 6/8 ×

163 聖母月 皐月のきさいを Maria, Maienkonigin! Schwäbisch Hall 1851 B IV, No.258 351 B 4/4 ○

164 聖母月 風もかをりて Maria, Maienkonigin! Marienrosen 1845 B IV, No,265 352 B 4/4 ○

165 聖母月 うるはしみ Noble epoux de Marie Marseille 1928, No.275 353 Es 6/8 ×

166 聖母月 たのしけく 92
1922年版『日本聖詠』

92番
354 F 6/8 ○

167 被昇天 わが主のみははよ 55 126 45 p.73 F 3/4 ×

168 被昇天 みつかひ秋の宮居に 124
1922年版『日本聖詠』

124b版
361 C 4/4 ×

169 聖母の御名 わがみはは御名懐かしみ 97 L'ombre s'etend sur la terre Paris 19??, No.129 368 B 3/4 ×

170 聖母の御名 いざ行かな君し護らば 98 G 2/4 ×

171 聖母の御名 あやに奇しき 56 150
Ave Maria, klarer und lichter

Morgenstern
 Köln  1844 B IV, No.145e 367 A 4/4 ○

172
聖母

（小児用）
マリアさま 111 × G 6/8 ○

173 大天使ミカエル みつかひの長と 66 O ihr Heiligen Gottes freundt  Köln 1599、1613 B II, no.114 381 F 4/4 ○

174 天使 あさなゆふなに 60 × G 4/4 ○

175 天使 わが身のまもりの 61 133 Du mein Schutzgeist Gottes Engel Fulda 1891 × D 4/4 ×

176 天使 人毎に守らく嬉し 143 O Welt, ich kann dich nicht mehr achten Bocholder Melodie, 1852 382 F 2/4 ×

177 天使 ゆく手は小暗く
1930年版『公教聖歌』

p.141
383 D 3/4 ×

178 聖ヨゼフ み子とその母の 64 146 Vater Joseph, schau hernieder Fulda 1891 Fulda 1907 391 D 4/4 ×

179 聖ヨゼフ 聖きヨゼフよ Heil'ger Joseph, hor'uns flehen Köln  1852 B IV, No.278 392 C 4/4 ×

180 聖ヨゼフ みかみはみづからの 141 Le Dieu que nos soupirs appellent Paris 1846, No.23 393 C 4/4 ×

181 聖ペトロ 誰が建てつる
101

（1920）
F 4/4 ○

182 聖ペトロ かみの子の O Dieu, dont je tiens l'etre Paris 1911, No.61 401 F 4/4 ○

183 日本殉教者 かたくな人の 63 196 O Hirt, von Gott erkoren Koln 1908, no.196 406 G 4/4 ○

184 日本殉教者 雄々しくも潔ぎよき 151 J'engageai ma promesse Reims, 1922, no.65 407 B 4/4 ○

185 日本殉教者 しきしまの 150 Celebrons ce grand jour Paris, 1911, no.149 408 C 4/4 ○

186
聖フランシスコ・

ザベリオ
日のもとに 149 D 4/4 ×
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187
聖フランシスコ・

ザベリオ
やまと島根に 62 Kommt, o Christen, kommet all Luremburg 1847 B IV, no.209 412 F 4/4 ×

188
聖フランシスコ・

ザベリオ
おおせいなるフランシスコよ

1933年版『公教聖歌集』

188番
413 D 4/4 ○

189
アシジの

聖フランシスコ
まづしきをもとめて 67 O Franziskus, du Vater der Armen  Köln 19??, no.186 414 D 3/4 ×

190 聖アロイジオ わかき聖者 65 199 Gegrüsst sei tausendmal × F 4/4 ○

191
小さき花の

聖テレジア
夕星のかげの M.J.Sheehan 422 G 6/8 ○

192 諸聖人 今日し幾千代の 145 Marchons au combat Reims, 1922. no.27 432 G 4/4 ○

193 諸聖人 世の軍に勝ちし 68 139 Im Himmel müsse Lob erschallen! Fulda 1778 Fulda, 1907, no.139 431 D 4/4 ○

194 死者 世に在りしときの 169 O Heiligste Drei faltigkeit Bone 1852 × d 4/4 ○

195 死者 やさしき御母よ O Maria, voll der GnAen Köln  1852 B IV, no375 ? 442 F 4/4 ×

196 葬禮 往にけるその霊 69 162a Herr, gib Frieden dieser Seele Fulda 1891 Fulda, 1907, 162a 443 F 4/4 ×

197 葬禮 最終のやすみの 98 170 Wie der Hirsch in schwülen Tagen Fulda 1778 Fulda, 1907, no.170 444 C 4/4 ×

198 葬禮 世を去る友をば Herr, wir bitten dich, ach denke Bone 1852 B IV, no.376 445 d 4/4 ×

199 葬禮（小児） しらゆりと淸く 99 172 Zum Vater, der in Himmel wohnt
Heidelberg,

Missionsbüchlein 1717
Fulda , 1907, 28 451 D 4/4 ○

200 天國 さかえも幸も 75 7 Maria, sei gegrusset Fulda 1778 Fulda,1907, no.7 41 Es 4/4 ○

201 天國 待てしばし 42 Des elus eternelle patrie Paris, 18?? 42 B 4/4 ○

202 聖家族 ああイエズスマリア 134 Mein Testament B IV, no.186 291 F 6/8 ○

203 聖家族 憂ひ悲しみに O ma Reine, o Vierge Marie Paris, 19??, no/132 292 F 4/4 ○

204 聖會 ほめよ稱へよ 102 Ein Haus voll Glorie schauet Mohr 1875 B IV, no.359 31 A 4/4 ○

205 救霊の水 主に頼みまつる C 4/4 ○

206 奉教の誓ひ みすくひの水に 108 × C 4/4 ○

207 邦國のため 日出づる國 Des coueurs reconnaissants ? 32 Es 4/4 ○

208 幼児の歌 をさなきを愛で 14 F 2/4 ×

209 夕べの歌 こよひも　仇の手より 76 176 In dieser Nacht Mohr 1881 B III, no.161 50 D 4/4 ○

210 善き終わりを願ふ わがたまのみくににい行く 33 A 6/8 ×

211 勤行を卒へて たふとき勤行を 133 F 4/4 ×

212 聖堂を出づるとき 神よ宮を去りて 154 Dein gedenk ich, sinkt die Sonne nieder Bocholder Melodie, 1852 22 C 4/4 ×

213 パンジエ　リングア 42

214
オエス

カヴイアトルム

215 アドロテオパニス

216 オサルタリス 41

217 アドロテデウオテ 40

218
パニス

アンジエリクス
43

219
タントウム

エルゴ（一）
81

220
タントウム

エルゴ（二）
82

221
タントウム

エルゴ（三）
83
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222
タントウム

エルゴ（四）
84

223
タントウム

エルゴ（五）

224
タントウム

エルゴ（六）

225 アドレムス（一） 85

226 アドレムス（二） 86

227 アレルヤ 87

228 歌ミサ 96
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【付録 4】 

 

・第 4 章で分析している聖歌に関する譜例集。 

『公教聖歌集』（1933）、『公教會聖歌集』（第 5 版、1930）、『フルダ 1891』（印刷：1906）/『ケルン 1908』（印刷：1912 頃）の順に 

一覧化している。 

 

 

 

  



1 

 

4.1.1 ミサ聖歌 

第一ミサ・チクルス 

1. 三位のみかみの 

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 



2 

 

2. あめにみさかえ 

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 
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3．世にたまはりし 

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 
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4．きよくたふとき 

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 
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5．いとしもきよき 

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6 

 

6．つみびとなる身を 

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7 

 

7．いざ我がのぞみ 

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 

 

第 2 ミサ・チクルス 

8．みいつ限りなき  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 

 

9．いまはのゆふげ  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 

 

10．もろ人ひれふし  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



11 

 

11．わがたまのかて  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 

 

12．受けしみめぐみの  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



13 

 

4.1.2 典礼暦上の聖歌 

 待降節の聖歌  

18．よろこびの泉 

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



14 

 

19．闇路にさまよひ  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 



15 

 

20．み恵み降らせよ 

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 



16 

 

22．来ませ救ひ主  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

『ケルン 1908』（印刷：1912 頃）  

 

 



17 

 

 キリスト降誕に関する聖歌  

23．更ゆく静寂を 

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



18 

 

24．きけ妙なるしらべ  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 



19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



20 

 

26．みそらゆく  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

『ケルン 1908』（印刷：1912 頃） 

 

 



21 

 

27．あれ聞こゆる歌  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ケルン 1908』（印刷：1912 頃） 

 

 

 

 

 



22 

 

31．やみに棲むひと  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 



23 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



24 

 

35．いざ世のとも  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



25 

 

37．みまやの燈火 

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 



26 

 

 

38．救ひの御子は  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 



27 

 

41．ゆふやみせまる  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 



28 

 

42．あふぐもたふとし  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 



29 

 

44．光りもくすしき  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



30 

 

『ケルン 1908』（印刷：1912 頃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



31 

 

 準備の聖節  

47．まぼろしの影を  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 



32 

 

『ケルン 1908』（印刷：1912 頃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



33 

 

51．いばらのかむり  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



34 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



35 

 

52．夕闇かげくらく  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 



36 

 

55．身は釘うたれつ  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 



37 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



38 

 

56．なやみ疲れまし  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



39 

 

57．こよなきめぐみの  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 



40 

 

 

58．頌めたたへよ  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



41 

 

60．傷ましくも立てる 

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



42 

 

61．み子の十字架の  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

  

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



43 

 

『ケルン 1908』（印刷：1912 頃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



44 

 

 復活祭から聖霊降臨まで  

64．いはへやうたへ  

『公教聖歌集』（1933） 

 
 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 



45 

 

65．しろたへの衣に  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



46 

 

68．わがきみイエズス  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

『ケルン 1908』（印刷：1912 頃） 

 

 

 

 

 



47 

 

69．よろづのくにたみ  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



48 

 

70．よろこびたたへよ  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 
 

 

 

『ケルン 1908』（印刷：1912 頃） 

 

 

 

 



49 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



50 

 

71．ああみははマリア  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



51 

 

 

『ケルン 1908』（印刷：1912 頃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



52 

 

72．あめなるきさい  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



53 

 

73．オリブのやまより  

『公教聖歌集』（1933） 

 
 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

『ケルン 1908』（印刷：1912 頃） 

 

 

 

 



54 

 

 聖霊降臨際の聖節  

75．みたまよゆたけき  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 
 

 

 

 

 



55 

 

77．聖霊よ天降りて  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 



56 

 

 三位一体の大祝日  

82．父なるみかみよ  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



57 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



58 

 

 キリストの聖体の大祝日  

83．神こそ此處にいませ  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



59 

 

84．きよけき御身體  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 



60 

 

85．尊ふとき聖堂ぬち  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 



61 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



62 

 

87．いのちのかてにと  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



63 

 

88．秘蹟にこもれる  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



64 

 

90．シオンよ汝が歌を  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 



65 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



66 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



67 

 

91．天使のパン  

『公教聖歌集』（1933） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



68 

 

92．秘蹟にこもりて  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

『ケルン 1908』（印刷：1912 頃） 

 



69 

 

93．よろこびの國の  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

『ケルン 1908』（印刷：1912 頃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



70 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



71 

 

94．ああ主よ眼にこそ見えねど  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 



72 

 

 

 イエスの聖心の大祝日  

95．愛のいけにへの  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 



73 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



74 

 

96．きよけき主の愛  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ケルン 1908』（印刷：1912 頃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



75 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



76 

 

97．しらべもたへに  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



77 

 

103．イエズスの聖心  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



78 

 

107．よろづの國の  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



79 

 

4.1.3 キリスト、マリア、天使、聖人、への賛美の

聖歌 

 主・キリストに対する賛美の聖歌  

108．われら神を讃め  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 



80 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



81 

 

110．主こそわが榮誉よ  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 



82 

 

114．み神のたまひし  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



83 

 

117．身もたまも  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



84 

 

118．あめなるみ神に  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



85 

 

119．うるはしの主のみこころ 

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



86 

 

120．わが爲十字架に  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



87 

 

 聖⺟に対する賛美の聖歌  

129．あな慶たきかな 

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



88 

 

130．あまつみはは聖マリア  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



89 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



90 

 

131．うるはしきよけし  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 



91 

 

133．アンナの御子  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



92 

 

 

『ケルン 1908』（印刷：1912 頃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



93 

 

160．こころも淸けき 

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 
 

 



94 

 

163．皐月のきさいを  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



95 

 

164．風もかをりて  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



96 

 

171．あやに奇しき  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

『ケルン 1908』（印刷：1912 頃） 

 

 

 

 

 



97 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



98 

 

 天使に対する賛美の聖歌  

173．みつかひの⻑と  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



99 

 

175．わが身まもりの  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



100 

 

 聖人に対する賛美の聖歌  

178．み⼦とその⺟の  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



101 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



102 

 

179．聖ときヨゼフよ  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



103 

 

183．かたくな人の  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



104 

 

『ケルン 1908』（印刷：1912 頃） 
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187．やまと島根に  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 
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190．わかき聖者  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

『ケルン 1908』（印刷：1912 頃） 
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193．世の軍に勝ちし  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 
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4.1.4 葬礼の聖歌  

194．世に在りしときの  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 
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196．往にけるその霊  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 
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197．最終のやすみの  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 
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198．世を去る友をば  

『公教聖歌集』（1933） 
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199．しらゆりと淸く  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 
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200．さかえも幸も  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 
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4.1.5 そのほかの聖歌  

204．ほめよ稱へよ  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1920） 
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209．こよひも 仇の手より  

『公教聖歌集』（1933） 

 

 

 

 

『公教會聖歌集』（1930） 

 

 

 

 

『フルダ 1891』（印刷：1906） 
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